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序 文

　鳥取市内には数多くの原始・古代遺跡が存在しており、近年の各種開発事業

の増加とともに発掘調査が必要となり、消えていく遺跡も増えております。し

かしながら、埋蔵文化財は地域の先人たちの生活を語る歴史資料であり、後世

に継承していくべき市民の貴重な財産です。このような認識のもと、財団法人

鳥取市文化財団では、開発と文化財の共存をはかるべく、関係各機関の協力を

得ながら埋蔵文化財発掘調査事業を進めています。

　さて、今回実施した横枕古墳群の調査は、中国横断自動車道姫路鳥取線整備

促進事業に係る発掘調査として、平成12年度から調査を行ってきました。この

古墳群は千代川左岸の丘陵部に展開しますが、この地域はこれまで開発に伴う

本格的な発掘調査が行われておらず、のどかな田園風景が広がる地帯でした。

今回の調査によって、古墳39基をはじめ、落とし穴を含む土坑59基、溝状遣

構i、ピットが見つかり、縄文時代から古墳時代にかけての土器、銅鏡や玉類、

鉄剣をはじめとする鉄器など、豊富な各種副葬品が出土しました。これらの資

料は、当地域のみならず古代因幡地方の歴史を探る上で、大きく役立っていく

ものと確信いたします。ささやかな冊子ではありますが、研究者のみならず広

範な市民各位による郷土の歴史究明など、関係各位の埋蔵文化財の理解に供し

ていただければ幸いです。

　おわりに、今回の発掘調査にあたり、ご理解とご協力をいただきました地元

の皆様をはじめ関係各位の方々に、心から感謝申し上げます。

平成15年3月
財団法人　　鳥取市文化財団

理事長　竹　内　　　功



　　　　　　　　　　　　　　　　　例　　　　言

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よこまくら
1．本書は、中国横断自動車道　姫路鳥取線整備促進事業の事前調査として実施した横枕古墳群の発

　　掘調査報告書である。

2．本発掘調査は、財団法人　鳥取開発公社の委託を受けて、財団法人　鳥取市文化財団（平成12年度

　　組織変更）鳥取市埋蔵文化財調査センターが、現地調査を平成12年度、13年度、報告書作成を平成

　　14年度に実施した。

3。発掘調査は、調査地が三調査区に分かれ、各区を北から「横枕No　11北区」、「横枕No　11南区」、「横枕

　　Ml2区］と呼称している。各区の所在地は以下のとおりである。

　　横枕M11北　鳥取市横枕字イゴ、上味野字大坪下ノ割

　　横枕Mll南　鳥取市上味野字大坪上ノ割他

　　横枕No　12　　鳥取市竹生字稲田、上味野字大坪上ノ割ほか

4．発掘調査によって作成された記録類および出土遺物は、鳥取市教育委員会に保管されている。

5．現地実測・写真撮影、遺構図面の浄書は、調査員、補助員を中心に発掘調査参加者の協力のもとに

　　行い、出土遺物の整理および遺物実測・浄書は、杉谷美恵子、濱橋博子を中心として行った。出土

　　遺物観察表は杉谷美恵子が作成し、下多みゆきが補佐した。遺物の写真撮影は山田真宏が行った。

6．本書の執筆、編集は谷口恭子が担当し、木原美和、杉本利子がこれを補佐した。

7．現地調査から報告書作成にいたるまで多くの方々からの指導、助言ならびに協力をいただいた。特

　　に出土石製品の石材同定を鳥取市文化財審議会委員　山名　巌　先生にお願いし、お手を煩わせ

　　た。厚く感謝いたします。

凡 例

1．本書における方位は、座標北の第1・2図を除いて磁北を示す。また、レベルは海抜標高である。

2．本書で使用した遺構の略号は、墳丘外の埋葬施設；SX、土坑（土壌）；SK、溝状遣構；SD、ピッ

　　ト；Pである。

3．今回の調査によって出土した遺物は、調査年度、調査区、古墳名、主体部番号、遣物台帳登録番

　号、取り上げ年月日を基本的に注記し、写真や図面などの記録類も同様である。

　　　（例；2001姫鳥NQll北横枕22号墳第1主体部NQO212001．07．21）

4．なお、横枕Mll北　調査区において、一部、調査時の名称をその後の検討によって以下のように改

　称した古墳、遺構がある。本報告では新名称で記述している。

新名称 旧名称

横枕63号墳　第1主体部 横枕No！l北　SX－08

横枕63号墳　第2主体部 横枕No　11北　SX－07

横枕63号墳　周溝 横枕Nol1北　SD－01

横枕88号墳 横枕Noll北　SX令2

横枕89号墳 横枕NQ　11北　SX－03

横枕90号墳 横枕M1北　SX－04

横枕91号墳 横枕Noll北　SX－09
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M11北　横枕59号墳第1主体部検出状況

（南西から）

恥11北　横枕59号墳第1主体部遺物出土状況

（北東から）

NQ11北　横枕59号墳第1主体部遺物出土状況

（北束から）

NQ！！北　横枕59号墳第2主体部断面

（北東から）
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図版32

図版33
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図版36

図版37
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NQ11北　横枕59号墳第2主体部検出状況

（南西から）

Nol1北　横枕59号墳第2主体部遺物出土状況

ぱヒ西から）

No11北　横枕60号墳土層ベルト設定状況

（北から）

NQI1北　横枕60号墳北側周溝断面（西から）

NQ11北　横枕60号墳全景（北から）

NQ11北　横枕60号墳主体部検出状況

（西から）

NQll北　横枕60号墳主体部遺物出土状況

（西から）

NQll北　横枕61号墳土層ベルト設定状況

（西から）

臨11北　横枕61号墳東側断面（南東から）

NQll北　横枕61号墳全景（西から）

NQ11北　横枕61号墳第1主体部断面

（南から）

NQll北　横枕61号墳第1主体部断面

（東から）

NQI1北　横枕61号墳第1主体部検出状況

（東から）

Nol1北　横枕61号墳第1主体部遺物出土状況

（西から）

NQ11北　横枕61号墳第1主体部遺物出土状況

（西から）

NQII北　横枕61号墳第2主体部断面

（東から）

恥11北　横枕61号墳第2主体部検出状況

（南から）

NQ11北　横枕61号墳第2主体部遺物出土状況

（東から）

Mll北　横枕62号墳北側周溝断面（西から）

猫11北　横枕62号墳全景（北から）

恥11北　横枕62号墳主体部断面（北東から）

NQ11北　横枕62一号墳主体部検出状況

（南西から）

恥11北　横枕62号墳主体部遺物出土状況

（コヒ西から）

No11北　横枕63号墳北側周溝断面

（南西から）

NQI1北　横枕63号墳全景（北西から）

M11北　横枕63号墳第1主体部検出状況
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図版43

図版44
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図版46
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（北東から）

晦ll北　横枕63号墳第1主体部遺物出土状況

（⇒ヒ東から）

NQ11北　横枕63号墳第2主体部断面

（南西から）

NQ11北　横枕63号墳第2主体部検出状況

（南西から）

NQ11北　横枕63号墳第2主体部遣物出土状況

（南西から）

Nol1北　横枕64号墳全景（南から）

No11北　横枕64号墳・横枕91号墳全景

（南西上空から）

NQ11北　横枕88号墳断面（南西から）

M11北横枕88号墳全景（北西から）

NQI1北　横枕89号墳北側断面（北東から）

恥11北　横枕89号墳金景（北東から）

Noll北　横枕89号墳主体部断面（南東から）

M11北　横枕89号墳主体部検出状況

（北東から＞

NQ11北　　横‡尤89一号墳主イ本部元宣物出土】犬況

（北東から）

NQI1北　横枕90号墳北側周溝断面（西から）

No11北　横枕90号墳全景（北西から）

No11北　横枕90号墳全景（北から）

NQ11北　横枕90号墳周溝内遣物出土状況

（北から）

No11北　‡黄‡先91号墳断直IGヒ東から）

NQ11北　横枕91号墳北東側断面（南から）

NQll北　横枕91号墳主体部断面（南西から）

恥11北　横枕91号墳主体部検出状況

（南西から）

NQll北　横枕91号墳全景（南東から）

NQ11北　SX－05遠景（北西から）

NQll北　SX－05断面（南東から）

NQ11北　SX～05検出状況（南東から）

No11北　SX－05石棺南側小口部分

（南西から）

No11北　SX－06断面（北から）

No11北　SX一つ6検出状況（南から）

No11北　SX－06遺物出土状況（西から）

No　11北　　SX－10全景（西から）

No　11北　　SX－10断面（北から）

NQl！北　SX－10検出状況（東から）
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図版51

図版52

図版53

図版54

図版55

図版56

図版57

図版58

図版59

図版60

図版61

NQII北　SI（－Ol検出状況（北西から）

No11北　SK－02検出状況（南から）

No11北　　SK－03検出状況（南西から）

NQ11北　SI＜－04・05検出状況（北西から）

Nol1北　SK～06断面（南から）

NQl1北　　SK－06検出状況（北から）

NQll北　SK－06上層角礫出土状況（西から）

Mll北　SK－07検出状況（西から）

NQ11北　SK－08検出状況（北東から）

NQ11北　　SK－09検出状況（北西から）

NQ11北　　SK寸0‡灸出状況（」ヒ西から）

No　11北　SKゴ1検出状況（北西から）

NQ11北　SK－12検出状況（北東から）

No　11北　SK－13‡鉦日状況（北東から）

NQ11北　SK－14検出状況（北東から）

NQll北　SK－15検出状況（北東から）

NQ！！北　SD－02検出状況（北から）

NQ11北　SD－03検出状況（北東から）

NQI1南区東側調査前（西から）

畑ll南区西側調査前（東から）

恥11南　横枕10号墳西側周溝断面

（南から）

NQ11南　横枕10号墳全景（西から）

NQ11南　横枕10号墳主体部断面（南東から）

NQ11南　横枕10号墳主体部検出状況

ぽヒ東から）

NQ　11南　横枕11号墳南側周溝断面

（南東から）

Nol1南　横枕11号墳全景（東から）

Ml1南　横枕11号墳主体部断面（北西から）

No11南　横枕11号墳主体部検出状況

（⇒ヒ西から）

No11南　横枕11号墳主体部遣物出土状況

（」ヒ西から）

NQ11南　横枕36号墳北側周溝断面

（北西から）

恥11南　横枕36号墳全景（東から）

NQ11南　横枕36号墳第1主体部断面

（南東から）

NQ丑南　横枕36号墳第1主体部断面

（南西から）

No！1南　横枕36号墳第1主体部検出状況

（南東から）
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図版63

図版64

図版65

図版66

図版67

図版68

図版69

NQ11南　横枕36号墳第1主体部南側遺物

出土状況（北東から）

Nol1南　横枕36号墳第1主体部北側遺物

出土状況（北東から）

NQ11南　横枕36号墳第1主体部北側遺物

出土状況（北西から）

NQ11南　横枕36号墳第2主体部検出状況

（北西から）

NQU南　横枕36号墳第2主体部遺物出土状況

（北東から）

NQ11南　横枕80号墳北裾断面（北西から）

恥ll南　横枕80号墳全景（南西から）

NQII南　横枕80号墳第1主体部断面

（南西から）

聾Q11南　横枕80号墳第1主体部検出状況

（北東から）

NQ11南　横枕80号墳第2主体部断面

（南西から）

泊ll南　横枕80号墳第2主体部検出状況

（コヒ東から＞

NQ11南　横枕80号墳第2主体部遺物出土状況

ぽヒ東から）

No　11南　横枕80号墳第2主体部遺物出土状況

（北東から）

No　11南　横枕81号墳西裾断面（北西から）

NQI1南　横枕81号墳全景（南から）

翫11南　横枕81号墳主体部断面（北東から）

恥11南　横枕81号墳主体部検出状況

（南東から）

漁11南　横枕82号墳東側周溝断面

（北東から）

NQ　11南　横枕82号墳全景（北から）

NQ11南　横枕82号墳主体部検出状況

（北から）

NQI1南　横枕82号墳主体部遣物出土状況

（西から）

NQI1南　横枕83号墳全景（南西から）

NQ11南　横枕83号墳主体部断面（東から）

NQ　11南　横枕83号墳主体部検出状況

（北から）

漁11南　横枕83号墳主体部遣物出土状況

（東から）

No11南　横枕84号墳調査前（北から）



図版70

図版71

図版72

図版73

図版74

図版75

図版76

図版77

図版78

図版79

図版80

NQI1南　横枕84号墳横穴式石ii§断面

（南東から）

NQ11南　横枕84号墳横穴式石室検出状況

（コヒ西から）

M11南　横枕84号墳全景（南東から）

No且南　横枕84号墳石室内遺物出土状況

（南東から）

恥11南　横枕84号墳石室内遺物出土状況

（南から）

No11南　横枕85号墳北側周溝断面

（コヒ西から）

NQI1南　横枕85号墳全景（東から）

NQI1南　横枕85号墳主体部断面（西から）

恥11南　横枕85号墳主体部検出状況

（北から）

施11南　横枕86号墳東側周溝断面（南から）

NQ11南　横枕86号墳全景（西から）

況11南　横枕86号墳主体部断面（南東から）

NQ11南　横枕86号墳主体部検出状況

（南東から）

M11南　横枕87号墳北側周溝断面（東から）

Noll南　横枕87号墳全景（北から）

NQI1南　横枕87号墳主体部検出状況

（南西から）

恥11南　横枕87号墳主体部検出状況

（東から）

NQ11南　横枕87号墳主体部遺物出土状況

（⇒ヒ東から）

NQ11南　SK－02検出状況（北から）

No11南　SK令3検出状況（西から）

Nol1南　SK－04検出状況（北東から）

NQ11南　　SK－05‡灸出司犬～兄（北から）

NQ11南　SK－06・07検出状況（北西から）

NQ11南　　SK－08検出状況（南から）

NQll南　SK－09検出状況（東から）

NQ11南　SK－10検出状況（東から）

NQ11南　　SK一且検出状況（北から）

Nol1南　SKづ2検出状況（南東から）

NQI1南　SI（－13・14検出：1犬況（西から）

NQ11南　　SK－16‡灸出】犬況（南から）

No11南　　SK－18検出」犬況（北から）

NQ11南　　SK－19‡灸出」犬況（南から）

NQ11南　縄文土器出土状況（東から）
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No12区北側調査前（南から）

池12区南側調査前（北から）

NQ12区北側調査後（南から）

No12　横枕67号墳土層ベルト設定状況

（北西から）

M2　横枕67号墳北裾断面（北西から）

NQ12横枕67号墳全景（北西から）

No12　横枕67号墳主体部断面（南東から）

M12　横枕67号墳主体部検出状況

（南西から）

NQ12　横枕67号墳主体部遣物出土状況

（北東から）

沌12　横枕68号墳全景（北西から）

NQ12　横枕68号墳第1主体部断面

（南東から）

No12　横‡先68号‡賞第1主イ本音β検出」犬2兄

（南東から）

NQ12　横枕68一号墳第1主体部遣物出土状況

（南東から）

NQ12　横枕68号墳第2主体部検出状況

（南東から）

No12　横枕69号墳北西側周溝断面

（北東から）

No12横枕69号墳全景（北東から）

No！2　横枕69一号墳主体部検出状況（北から）

翫12　横枕69号墳主体部遣物出土状況

（東から）

NQ12　横枕70号墳土層ベルト設定状況

（南西から）

No12横枕70号墳西側周溝断面（北から）

Nol2　横枕70号墳北西側周溝内遺物出土状況

（北東から）

NQ12　横枕70号墳全景（南西から）

臨12　横枕70号墳主体部検出状況

（北東から）

No12　横枕70号墳主体部西側遺物出土状況

（北東から）

NQ12　横枕70号墳主体部西側遺物出土状況

（北東から）

恥12　横枕70号墳主体部北東側遺物出土状況

（南東から）

NQI2　横枕71号墳全景（西から）

NQ12　横枕71号墳主体部断面（南から）
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図版92

図版93

図版94

図版95

図版96

図版97

図版98

図版99

NQ12　横枕71号墳主体部検出状況（東から）

NQ12　横枕71号墳主体部遣物出土状況

（南から）

NQ12横枕72号墳土層ベルト設定状況

（西から）

NQ12横枕72号墳全景（北西から）

NQ12横枕72号墳主体部断面（北西から）

NQI2　横枕72号墳主体部検出状況

（⇒ヒ西から）

恥12　横枕72号墳主体部遺物出土状況

（北東から）

NQ12　横枕73号墳土層ベルト設定状況

（北東から）

NQ12横枕73号墳墳丘検出状況（北西から）

NQ12　横枕73号墳全景（北東から）

NQ12　横枕73号墳第1主体部断面

（南東から）

NQ12　横枕73号墳第1主体部検出状況

（北東から）

臨12　横枕73号墳第1主体部遣物出土状況

（南東から）

NQ　12　横枕73号墳第1主体部遺物出土状況

（北西から）

臨12横枕73号墳第1主体部北側遺物出土

状況（南東から）

NQ12　横枕73号墳第1主体部銅鏡出土状況

（西から）

No12　横枕73号墳第2主体部検出状況

（南東から）

NQ12　横枕73号墳第2主体部遺物出土状況

（南東から）

恥12　横枕73号墳南北墳丘断面（南から）

施12　横枕74号墳東側周溝断面（北東から）

M2横枕74号墳全景（北から）

NQ12　横枕75号墳西側周溝断面（西から）

NQ　12　横枕75号墳全景（北西から）

NQI2　横‡尤76号墳全景（西から）

Nol2　横枕76号墳墳頂部遺物出土状況

（西から）

NQ12　横枕77号墳西側周溝断面（北西から）

NQ12　横枕77号墳全景（北から）

NQ12横枕78・79号墳周溝断面（西から）

Nol2　横枕78・79号‡資全景（北西から）
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M12区中央SK群検出状況

（4ヒ西から）

NQI2区中央SK群完掘状況

（南東から）

NQ12　SK－Ol検出状況（南東から）

No12　SK－02‡寅出状況（北西から＞

NQ12　SK－03検出状況（北東から）

Ml2　SK－04検出状況（北西から）

NQ12　SK－05検出＞1犬7兄（⇒ヒ西から）

NQ12　SK一つ6検出状況（東から）

NQ12　SK－07検出状況（南東から）

NQI2　SICO8検出状況（北1西から）

NQ12　SK－09検出状況（南西から）

NQ　12　SK－10検出状況（南西から）

NQ　12　SK－11検出状況（西から）

M12　SK－12検出状況（北東から）

NQ12　SK－13検出状況（北西から）

NQ12　SK－14検出状況（北東から）

No12　SK－15・16検出状況（北から）

No　12　SK－17検出状況（北西から）

NQ12　SK－18検出状況（南東から）

NQ12　SK－19・20検出状況（南西から）

NQ12　SK－21検出状況（南東から）

No12　SK－22検出状況（北東から）

No12　SK－23検出状況（南西から）

NQ12　SK－24検出〕犬況（北から）

NQ12　SK－25検出状況（北東から）

Nol2区北東トレンチ掘下げ状況

（西から）

NQ12区北東トレンチ掘下げ状況

（北東から）

M11北　横枕22号墳第1主体部出土遺物

No1］北　横枕22号墳第2主体部出土遺物

恥11北　横枕23号墳主体部出土遺物

NQ11北　横枕24号墳周溝出土遣物

No11北　横枕25号墳第1主体部出土遣物

No11北　横枕26号墳主体部出土遺物

No11北　横枕26号墳周溝出土遺物

NQ11北　横枕59号墳第1主体部出土遣物

NQ11北　横枕59号墳周溝出土遺物

M11北　横枕59号墳周溝出土遺物

NQ11北　横枕59号墳表土出土遺物

NQ11北　横枕60号墳主体部出土遣物
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M11南

NQ11南
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Nol1南

No11南

M11南

M1哺
NQ1哺

NQ11南

NQ1哺

NQ11南

遺物

横枕60号墳周溝出土遺物

横枕60号墳出土遺物

横枕61号墳第1主体部上層出土

横枕61号墳第2主体部出土遺物

横枕62号墳主体部出土遺物

横枕63号墳第1主体部出土遺物

横枕63号墳第2主体部出土遺物

横枕63号墳周溝出土遺物

横枕89号墳主体部出土遺物

横枕90号墳周溝出土遣物

横枕90号墳周溝出土遺物

SX－06出土遺物

SK－04出土遺生勿

SK－11出土遣物

SKゴ4出土遺物

SD－03出土遺物

横枕11号墳主体部出土遺物

横枕11号墳出土遣物

横枕36号墳第1主体部出土遣物

横枕36号墳第2主体部出土遺物

横枕36号墳第2主体部出土遺物

横枕36号墳表土出土遺物

横枕80号墳盛土出土遺物

横枕82号墳主体部出土遺物

横枕82号墳出土遣物

横枕83号墳主体部出土遺物

横枕83号墳周溝出土遺物

横枕84号墳横穴式石室内出土

図版122

図版123

図版124

図版125

図版126

図版127

図版128

図版129

恥11南　横枕84号墳横穴式石室内出土

遺物

恥11南　横枕84号墳表土出土遺物

NQ11南　横枕85号墳主体部出土遺物

NQ11南　横枕85号墳出土遣物

NQ11南　横枕86号墳出土遺物

臨11南　横枕87号墳出土遺物

NQ11南　SK－19出土遺物

NQ11南　遣構外出土遣物

No12横枕67号墳表土出土遺物

No12　横枕68号墳第1主体部出土遺物

NQ　12　横枕68号墳第2主体部出土遺物

NQ12　横枕69号墳主体部出土遺物

恥12　横枕69号墳周溝出土遺物

NQ12　横枕70号墳主体部出土遺物

NQ　12　横枕70号墳周溝出土遺物

NQ12　横枕72号墳主体部出土遺物

恥12　横枕73号墳第1主体部出土遺物

NQ12　横枕73号墳第2主体部出土遣物

NQ12　　横オ先73号墳表土出土遺生勿

翫12　横枕76号墳墳頂部出土遺物

NQI2横枕77号墳表土出土遺物

NQ12　横枕78号墳周溝出土遺物

NQ12　横枕79号墳周溝出土遣物

NQ　12　SK－02出土遺物

NQI2　SK－02出土遺物

M12　遣構外出土遺物





第1章　発掘調査の経緯

1．発掘調査にいたる経緯

　横枕古墳群は、鳥取市横枕、竹生、上味野に広がる標高30～150m程度の丘陵上およびその裾部に展

開する古墳群である。古くから山裾部に露出した横穴式石室がいくつか知られていたが、その後の県教

育委員会の分布調査などによって、大小様々な古墳が50基余り、周辺平野部にも遺物散布地が確認され

ている。しかしながら、平成11年に始まった浄水施設整備事業に伴う当古墳群の調査以前に本格的な発

掘調査が行われたことはなく、鳥取市内でも原始・古代の概要がいまひとつ不明瞭な地域のひとつでも

あった。この平成11～13年度に実施された横枕41～44、52～58号墳の調査では、標高138mの尾根上で

横穴式石室（44号墳）をはじめ、全長23mの小前方後円墳（55号墳）など、古墳時代後期の古墳が次々と明

らかになり、多くの成果を得た。古墳時代以降については、式内社である倭文神社、中世の山城である

鵯尾城などが今を昔に偲ばせている。

　今回の発掘調査の契機となった姫鳥線整備促進事業は、横枕集落の前面に広がる低丘陵から集落北東

の丘陵裾にかけて姫鳥線建設予定路線が計画されているものである。工事範囲内には複数の古墳が分布

し、丘陵裾の微高地上にも数ケ所の遺物散布地が認められることから、鳥取市教育委員会が平成12年度

に試掘調査を実施した。調査の結果、土坑や古墳盛土状の土層、須恵器などの遺物が確認された。鳥取

市教育委員会はこれらの試掘結果をもとに関係機関との協議を行ったが、路線内の遺跡は現状での保

護・保存が難しく、記録保存で対応することとなった。

2．発掘調査の経過

　横枕古墳群の調査は、財団法人鳥取開発公社の委託を受け、平成12～14年度に財団法人鳥取市文化財

’団　鳥取市埋蔵文化財調査センターが調査を行った。

　今回、古墳群中における三ケ所の調査区の呼称については、姫鳥線路線図内の埋蔵文化財の管理番号

である「M1］、「No　12」を適用し、北から順に「横枕No　11北」、「横枕No　11南」、「横枕M12」として調査区名

称を与えた。調査した順としては、横枕NQ11北区、横枕NQ12区、横枕M11南区である。

　横枕NQ　11北区の調査は、平成12年12月から開始した。資材の整備や資材搬入などの調査準備の後、立

ち木の伐開整理の後、尾根上の古墳頂部を結ぶラインに基準ライン（C1～C12杭）を設け、そのライン

に直交あるいは角度を振って、各古墳について測量杭を設定した。その後、現況の地形を業者委託によ

り航空測量し、細かな地形補足・修正については手取りで対応した。表土除去作業は尾根北側の22号墳

から南側および東斜面へと順次進め、合わせて墳丘の検出を行った。土層観察ベルトの断面記録・除去

後、墳丘遺存状況の写真撮影、測量を行った。続いて埋葬施設の検出、掘り下げに取りかかった。

　その結果、尾根上に前期の方墳が並び、このうち核となる25号墳は南周縁に付随するかのような方墳

が3基配置され、以南東斜面には中・後期の円墳が一部重複しながら展開するといった状況が明らかと

なった。また、鉄器や土器転用枕の保有が目立ち、25号墳ではU字形に曲がった鉄剣が、22・23号墳で

はいずれも破鏡とみられる銅鏡が出土している。これら古墳15基以外に、墳丘外の埋葬施設、落とし穴

を含む土坑、溝状遺構を検出した。

　こうして、主体部の状況が明らかとなった状態で、航空写真撮影を業者委託し、主体部および遺構・

遺物の記録・取り上げを適宜行った。最終的に墳丘を断ち割って断面調査を行い、現地調査を平成13年

7月に終了した。

　横枕M2区の調査は、平成13年7月から開始した。伐開整理の後、現況の地形航空測量を業者委託

し、測量杭の補足とともに地形図の修正・補足を行った。表土除去作業は調査区南側の72号墳から周辺

裾部、北側へと進め、合わせて墳丘の検出を行った。No　12区の現況は段状の平坦面が広がり、加えて耕
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作溝・肥料穴などによる著しい改変を受けていた。適宜補助トレンチを設け、古墳の確認をしながら調

査を行った。墳丘検出後、土層観察ベルトの断面記録・除去後、遺存状況の写真撮影、測量を行い、続

いて埋葬施設の検出、掘り下げに取りかかった。

　その結果、調査区の南北ではやや様相が異なり、北側では、前期の方墳である67号墳が尾根屈曲先端

部に位置し、その南側斜面に前期の方墳、中期の円墳が、南側では72号墳を中心として周辺に中期およ

び後期の複数の円墳が展開することが明らかとなった。中期の古墳については、鉄器と玉類の出土が目

立ち、特に73号墳第1主体部では、土器転用枕が墓墳両端に安置され、鉄剣や鉄刀、銅鏡、各種多量の

玉など豊富な副葬品が出土している。また、古墳13基以外に、調査区中央の鞍部を中心として、落とし

穴と推定される土坑多数が検出された。

　こうして、主体部および遺構・遺物の記録・取り上げを適宜行った。最終的に墳丘を断ち割って断面

調査を行い、現地調査を平成13年11月に終了した。

　横枕NoU南区の調査は、平成13年12月から開始した。資材の整備や資材搬入などの調査準備の後、立

ち木の伐開整理の後、調査区中央の尾根筋に基準ライン（5－51杭）を設け、そのラインに直交あるいは

角度を振って、各古墳について測量杭を設定した。その後、現況の地形を業者委託により航空測量し、

細かな地形補足・修正については手取りで対応した。表土除去作業は西側の87号墳から西側および南北

斜面へと順次進め、合わせて墳丘の検出を行った。土層観察ベルトの断面記録・除去後、墳丘遺存状況

の写真撮影、測量を行った。続いて埋葬施設の検出、掘り下げに取りかかった。

　その結果、鞍部中央にひとまわり規模の大きい36号墳が占地し、南側に小規模な古墳が、調査地東お

よび西側の斜面は調査区外の尾根上からの流れとみられる中・後期の円墳が一部重なるように展開する

ことが明らかとなった。古墳は裾部へ向けて築造されており下位には横穴式石室を内部主体とする84号

墳が築造されている。また、これら中・後期の円墳11基以外に、鞍部南斜面を中心に落とし穴を含む土

坑19基、ピットが検出された。遺物は、棺外や転用枕として須恵器蓋杯が出土する例が目立ち、縄文土

器や中世の遺物も若干ながら出土している。

　こうして、主体部および遺構・遺物の記録・取り上げを適宜行った。最終的に墳丘を断ち割って断面

調査を行い、現地調査を平成14年3月に終了した。

　出土した遺物、写真や図面などの記録類の整理は、現地調査と並行して進め、土器については、水洗

い、バインダー処理の後、注記・復元作業を行った。また、銅鏡、鉄器については可能な限り業者委託

による応急保存処理を行った。報告書作成作業は、平成14年度に本格的にとりかかり平成15年3月に終

了した。

3．調査の組織・体制

　発掘調査の組織、体制は以下のとおりである。

平成12年度　調査主体　財団法人　鳥取市文化財団

調査指導

事務局

理　事　長

副理事長

常務理事
事務局長

西　尾

本　多

米　澤

田　中

小　杉

　文化課

遥　富（鳥取市長）

達　郎

秀介（鳥取市教育長）

哲　夫

宗　雄

鳥取市教育委員会

財団法人　鳥取市文化財団　鳥取市埋蔵文化財調査センター

　所　　　長　　藤　井　　　博

　副所長　加藤卓美
　　　　　　　　前　田　　　均

　調査事務　秋田澄世
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調査担当

平成13年度　調査主体

調査指導

事務局

調査担当

平成14年度　調査主体

調査指導

事務局

調査担当

　　　　　　　水戸日　直　美

　　　　　　　白　岩　千足
　　　　　　　森　　　克　之
財団法人　鳥取市文化財団　鳥取市埋蔵文化財調査センター

　調査員　山田真宏
　調査補助員　杉谷美恵子
　　　　　　　杉　本　利　子

　　　　　　　矢　芝　泰　伸
財団法人　鳥取市文化財団

　理事長　西尾退富（鳥取市長）
　副理事長　伊藤憲男
　　　　　　　米　澤　秀　介（鳥取市教育長）

　常務理事　 田中哲夫
　事務局長　小谷荘太郎
鳥取市教育委員会　文化課

財団法人　鳥取市文化財団　鳥取市埋蔵文化財調査センター

　所　　　長　　藤　井　　　博

　副所長　加藤卓美
　　　　　　　前　田　　　均

　調査事務　秋田澄世
　　　　　　　白　岩　千　足

　　　　　　　水戸口　直　美
財団法人　鳥取市文化財団　鳥取市埋蔵文化財調査センター

　調　査　員　　山　田　真　宏

　　　　　　　藤　本　隆　之

　　　　　　　谷　口　恭子

　調査補助員　杉谷美恵子
　　　　　　　神　谷伊鈴
　　　　　　　木　原　美　和

　　　　　　　小　杉　雄　貴

　　　　　　　杉　本　利　子

　　　　　　　下　多　みゆき

　　　　　　　矢　芝　泰　伸

　　　　　　　岡　本　大　輔
財団法人　鳥取市文化財団

　理　事　長　　竹　内　　　功（鳥取市長）

　副理事長　 福田泰昌
　　　　　　　中　川　俊　隆（鳥取市教育長）

　常務理事　 小谷荘太郎（事務局長兼務）

鳥取市教育委員会　文化課

財団法人　鳥取市文化財団　鳥取市埋蔵文化財調査センター

　所　　　長　　前　田　　　均

　調査事務　 秋田澄世
　　　　　　　白　岩　千　足

　　　　　　　水戸口　直美
財団法人　鳥取市文化財団　鳥取市埋蔵文化財調査センター

　調　査員　　谷　口　恭　子

　調査補助員　杉谷美恵子
　　　　　　　神　谷　伊　鈴

　　　　　　　木　原　美　和

　　　　　　　杉　本　利　子

　　　　　　　下多　みゆき
　　　　　　　濱　橋　博　子
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第2章　遺跡の位置と歴史的環境

1．横枕古墳群の位置

　鳥取市は県東部に位置し、面積237．25k㎡、人口15万人余りを擁する県庁所在地である。市域の三方は

山に囲まれ、北は日本海を臨む鳥取砂丘が広がる。市の中央には中国山地を源とする千代川が流れ、こ

の下流域に広がる鳥取平野は、縄文時代前期の縄文海進時には入り組んだ内湾状を呈していたとみら

れ、海退に伴う湖沼化と海岸部の砂洲の発達、千代川が運ぶ膨大な土砂の堆積によって形成された沖積

平野である。

　横枕古墳群は、千代川中流西岸の平野南西部、横枕集落背後の、標高294mの八町山から派生する丘

陵および集落前面に広がる低丘陵に展開する古墳群である。この千代川西沿岸～帯は、現在は幅1km余

りの平野部を形成しているが、もともとは千代川の氾濫源であったと見られ、今も随所にその名残りが

認められる。平野西側の丘陵沿いには江戸時代に治水された大井手川が北上している。

　このうち今回の調査地は、横枕集落の前面に水田を挟んで複雑に入り組んだ標高50m程の独立丘陵上

に位置し、鳥取市横枕、竹生、上味野地内に所在する。JR鳥取駅から直線にして南西約5kmの位置で

ある。

　横枕から3kmばかり北の菖蒲・古海地域では、1985年（昭和60）の鳥取国体を～つの契機として、国道

29号線（旧国道53号線鳥取南バイパス）が菖蒲と服部集落の間を通って南吉成へと開通し、その沿線に店

舗や各種事業所が、釣山の西側には東郷工業団地が進出するなど、開発が著しい地帯となっている。そ

れに対し有富川を南へ渡った美穂、大和地区を中心とする一帯は、特に県道鳥取河原線以西においては

農村集落の原像をとどめたかのようなのどかな田園風景が広がる地域であったが、今後の開発によって

その景観が激変するのは必至である。

2．古墳群の歴史的環境

縄文時代　鳥取平野において最初に人の足跡がたどれるのは、千代川東岸の浜坂地内の砂丘で採集さ

れた黒曜石製の有舌尖頭器である。詳細は不明ながら旧石器時代まで遡る可能性をもつ遺物である。続

く縄文時代早期の遺跡として、平成14年、中国山地山間部に位置する智頭町智頭枕田遺跡で、縄文時代

早期および中期末から後期初頭の竪穴住居跡多数が見つかり、内6棟に石囲埋莞炉が遺存するなど、10

万点を越す土器・石器などを含め、西日本最大級の縄文集落として注目されている。鳥取平野周辺で

は、同年、鳥取市域の西端、白兎海岸から1km余り内陸の丘陵裾部で前期中頃の磯ノ森式土器が後期の

土器とともに採集されているほか、前期末の大歳山式土器が千代川東岸の丘陵上に立地する美和古墳群

下層遺跡、湖山池南東岸の低湿地に立地する桂見遣跡から微量ながら出土している。中期の遺跡として

は砂丘地に立地する栃木山遺跡、追後遺跡、天神山遺跡があげられるが、縄文時代前半期については断

片的な土器の出土にとどまる。縄文時代の遺跡として、砂丘後背地の低湿地に立地する前期の福部村栗

谷遣跡、中期から始まる同村直浪遺跡、湖山池南東岸の低湿地に立地する桂見遺跡、布勢第1遺跡が後

期を中心とする著名遺跡として知られている。桂見遣跡ではこれまで数度にわたる調査が行われている

が、平成6、7年度に全長7．2、6．41nの丸木舟が相次いで出土し話題となった。桂見遺跡の東側に位置

する布勢第1遺跡では木組みをもった水路や漆塗で木製の広口壼や腕輪が出土し、高度な漆技術が示さ

れた。また、湖山池に浮かぶ青島遺跡では、磨消縄文の浅鉢など多くの遺物が出土している。

　湖山池周辺以外の地域では、横枕古墳群から2km余り北の山裾に位置する本高円ノ前遺跡では二次堆

積とみられるものの晩期の突帯文土器が、そのさらに北側、釣山の北東に広がる山ケ鼻遺跡で、縄文時

代後期後葉から晩期前葉に比定される土器群が出土している。さらに千代川の自然堤防上に立地する古

海遺跡では突帯文土器の良好な資料が出土しており、後期から晩期へかけて遣跡の立地場所が推移して
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いく状況が窺える。布勢第1遺跡でも同様で、後期も後半を過ぎると遣跡は自然堤防上へ進出するよう

になり、晩期後半になると平野中心部の微高地へ進出するようになる。また、この他に千代川左岸で

は、岩本第2遣跡、帆城遣跡、湖山第2遺跡、岩吉遺跡、大桐遣跡、里仁遺跡（仮称）等で少量の土器片

が出土している。千代川東岸では、平野部に位置する大路川遺跡でトチ・アラカシなどの堅，果類の詰

まった貯蔵穴5基、土製耳飾、後期～晩期前半の土器等が検出され、この他晩期の土器が断片的なが

ら、西大路土居遺跡、古市遣跡などで出土している。

弥生時代、弥生時代に入り、縄文時代晩期からの遣跡が引き続き営まれるが、前期の遺物を断片的に

出土するだけで中期へ継続しない傾向がみられ、前期の実態は不透明な部分が多い。前期の遺物を出土

する遺跡として、青島遺跡、湖山第1・2遺跡、布勢第1遺跡、桂見遣跡、帆城遣跡、天神山遺跡、身

干山遺跡などが挙げられる。そんな中、鳥取平野の拠点集落と考えられている岩吉遺跡では、千代水平

野の自然堤防上の砂Wlを中心とした微高地に立地し、遺跡の範囲は南北1，300m、東西800mに及ぶ。こ

れまで数度の調査が行われているが、県東部平野部では、今のところ最も古い要素をもつ弥生土器が出

土しており、鳥取平野で最初に稲作を導入した遺跡と考えられる。ただ前期の資料は数少なく、中期の

遺物も今のところ断片的な出土にとどまり、昭和63～平成2年度の調査では、弥生中期中葉末から後期

にかけて掘立柱建物、土坑、溝状遺構等の遺構が検出されている。この他、千代川東岸では西大路土居

遺跡、富安遺跡が前期の遣物を出土する遺跡として知られる。中期中頃には自然堤防上に出現する古

海、菖蒲、山ケ鼻、服部、秋里遺跡などがあり、一部岩吉遺跡の分村的な遺跡と考えられている。中期

後葉になると段丘状の微高地に立地する遺跡が目立ち始め、帆城、湖山第2、布勢第2、大埆、北村恵

儀谷遺跡などがその例である。こうして後期に入ると松原谷田、桂見遺跡をはじめ数は飛躍的に増加す

るとともに遺跡内の住居も増加傾向がみられ、それぞれ古墳時代へと営まれていく。この地域の弥生集

落の一つの特徴として、玉作り関連の遺物が帆城、岩吉、秋里遺跡で出土している他、布勢第2遺跡で

玉作り工房とみられる竪穴住居が検出されている。この他に、祭祀遣跡として湖山池に浮かぶ青島遺

跡、湧泉に展開した塞ノ谷遺跡、弥生中期を初現とした秋里遺跡があり、高住字宮ノ谷では、扁平鉦式

の流水文銅鐸が出土している。

　横枕古墳群周辺の弥生時代の遺跡としては、平成13年に、今回の調査地から北側の、横枕集落背後の

丘陵標高100m余りの地点で、古墳調査に伴って、弥生中期後半の壼、高杯、器台などが出土している。

下味野古墳群からは、標高75m余りで、中期および後期の土器が出土している。また、標高41mの地点

で、焼失竪穴住居から、弥生中期の土器がまとまって出土している。

　千代川水系の氾濫原にあたる平野部にあたり、服部集落西側の標高7～8m程度の微高地に服部遺跡

が内包している。昭和44年、圃場整備に伴う工事によって弥生時代後期の土器とともに田下駄、大足な

どの木製品が出土している他、服部遣跡出土とされる弥生時代中期の土器が鳥取県立博物館で所蔵され

ている。また、西側400mの丘陵裾部の微高地には北村恵儀浴遺跡が位置しており、後期を主体とする

竪穴住居や土坑、掘立柱建物などが検出されている。また、北側の独立丘陵の釣山では、弥生時代後期

の住居跡が検出されている。調査地から1～1、5km北の自然堤防上の微高地には、山ケ鼻遺跡、菖蒲遺

跡が位置しており、中期中葉～後期の土坑や重複する溝状遺構が検出されている他、山ケ鼻丘陵では、

中期の竪穴住居、貯蔵穴が調査されている。

　弥生時代の墳墓については、西大路土居遺跡で調査された前期末～中期初頭の土坑が一部土墳墓との

指摘がなされており、中期の土墳墓の可能性がある埋葬施設が下味野古墳群の調査で明らかとなってい

る。中期中葉に郡家町万代寺遣跡で方形周溝墓が採用されているが、鳥取平野での中期の様相は依然不

透明な部分が多い。後期初頭の土墳墓が六部山古墳群の調査で、甕棺が釣山古墳群の調査から出土して

いる。それよりやや早く長辺26m規模の岩美町新井三嶋谷墳丘墓が突如出現し、鳥取平野周辺において

は、後期前葉に滝山猿懸平2号墓、中葉に紙子谷門上谷1・2号墓、郡家町下坂1号墓が造営されてい
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る。このうち紙子谷門上谷1号墓は長辺24mの規模で26基の埋葬施設をもち、ガラス製管玉や鉄刀など

が出土している。これに対し、千代川左岸地域では湖山池南東岸地域において目覚ましい台頭がみられ

る。布勢鶴指奥1号墓、第1土墳墓を中心とした桂見土堰墓群である。これらは、湖山池を望む丘陵上

に突如造営され、この中で古い布勢鶴指奥1号墳丘墓は後期中葉の造営で、次の時期となる西桂見墳丘

墓は四隅突出型墳丘墓であるか否かは分かれるところではあるが、突出部を含め一辺64×高さ5mと傑

出した規模である。続く桂見土墳墓群では調査前重機の削平・撹乱を受けていた後の調査であったが、

丘陵頂部に位置し、石列と地山の浅い掘削によって12mの方形状に墓域を区画し、中心主体とみられる

第1土墳墓でのガラス製勾玉、水銀朱の出土などから墳丘墓であった可能性があるとされる。このよう

に、千代川左岸と右岸地域ではやや様相が異なるようで、これまで調査事例の比較的少なかった弥生墳

墓の調査例は今後増加していくものとみられる。

古墳時代　古墳時代になると、平野周辺部の丘陵上に大小さまざまな古墳が造られるようになる。引

き続き千代川西岸では湖山池南東岸の桂見古墳群、倉見古墳群などを中心として展開されるが、これら

は弥生時代からの系譜を引く方墳である。桂見1号墳は長辺22m×高さ2．5m、続いて作られた2号墳

は長辺28m×高さ4．5mの規模で長大な木棺から8自載鏡を出土している。これらに続く主体部や副葬品

等卓越した内容の古墳は今のところ明らかになっていない。10m前後の小規模古墳として倉見2～7号

墳、桂見10・16号墳が調査されており、前期後半～中期初頭とやや遅れて丘陵上に造営されている。土

器転用枕や弥生時代からの系譜とみられる⊇曲する小口を有する木棺、舟形木棺の採用が特徴的であり

但馬～丹後地方との同期の交流を窺う上で興味深い。木棺形式として箱式木棺、舟底状木棺、H形木

棺、U字形木棺という序列が認められる。服部墳墓群周辺では、これまでに判明しているものでは、釣

山24号墳（長辺22m、方墳）、銅鏡を出土した古海40号墳を含め古海古墳群、徳尾古墳群が前期古墳とし

て知られている。中期になって前方後円墳としてそれぞれ未調査のため内容は不明瞭ながら、里仁29号

墳（全長85m）が、やや遅れて埆間1号墳（全長92m）、前方後方墳では古海36号墳（全長67m）などが点在

する。調査例としては方墳で構成される里仁古墳群があり、畿内地方の影響を強く受けた鰭付円筒埴輪

が出土している。また、下味野古墳群では箱式石棺より鉄鉾が出土している。後期に入って小規模古墳

は墳丘規模が全体的に小型化する傾向があり、支稜線上にも造られるようになる。前方後円墳として布

勢1号墳（全長59m）、大熊段1号墳（全長46．5m）があり、三浦ユ号墳（全長36m）、桂見6号墳（全長

24．5m）、釣山2号墳（全長26．4m）等のように小規模な前方後円墳の築造もみられるようになる。この

ように小規模な前方後円墳を比較的多く有する古墳群として良田古墳群、松原古墳群などが挙げられ

る。桂見古墳群では湾曲した小口穴をもつ木棺が再び採用されるなど木棺墓が主流であり、千代川右岸

に比べて箱式石棺の事例が少ないようである。千代川左岸では古墳の内部構造については右岸に比較し

て調査例が少なく特に湖山池周辺の横穴式石室については6世紀中葉の葦岡長者古墳（吉岡1号墳）、後

葉の倉見9号墳、時期不明の石場山5号墳、高住12号墳が確認されているだけである。石材の豊富な東

岸と比べて全体的に横穴式石室の造営が数少なく東岸でよく見られる所謂「中高式天井石室」とは異なる

石室形態をとるようである。ただ、野坂川右岸の丘陵東側斜面に立地する山ケ鼻古墳（古海13号墳）は巨

石を剤り抜いた石棺式石室で7世紀中頃の築造でありその特徴的石室構造とともに数少ない後期～終末

期古墳として、7世紀後半に創建されたと考えられている菖蒲廃寺につながる貴重な存在である。

　古墳時代の集落の調査例は比較的少ないものの、現在のところ古墳の立地する丘陵の後背地微高地

上、現集落と重なって営まれたものと推察されている。弥生時代から続く遣跡として、布勢第2遺跡、

桂見遺跡、帆城遣跡、湖山第1、湖山第2遣跡、天神山遺跡等がある。いずれも大集落とはいかず微高

地上に住居跡が点在するといった状況で、西桂見遣跡の調査から、弥生時代丘陵上にみられた住居も古

墳築造期になると丘陵斜面へ下りていくとされる。この他に千代川左岸では、岩吉、菖蒲、山ケ鼻、大

埆遺跡等がある。菖蒲遺跡では釣山裾の微高地に焼失住居が検出されている。しかし菖蒲・服部の平野
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部周辺では中期になると溝状遺構を除いて明確に古墳時代中後期に比定される遺構は7世紀に入るまで

みられなくなるようである。また、この時期の特徴的な遺跡として、秋里、塞ノ谷遺跡を挙げることが

できる。前者は古墳時代を中心として弥生後期、奈良・平安時代と祭祀色が濃く、特に多量の土師器と

ともに各種模造土・石製品が出土する土器群、土器溜状遺構が特徴的である。後者は湧泉を中心に弥生

～古墳時代と継続して展開され、分銅形土製品や、舟、刀等各種木製模造品が注目される。

歴史時代　7世紀に入ってからこの地域は、白鳳後期創建とされる菖蒲廃寺に象徴されるように菖蒲

村周辺は古代山陰道の通過地点とともに駅衙、郡家の推定地でもあり、律令期に入って鳥取平野西岸の

中心的地域であったとされる。現在でも菖蒲集落の西に菖蒲廃寺の塔の心礎とみられる礎石があり、こ

の付近で土師百井式軒丸瓦が出土している。またその250m西の山ケ鼻遺跡では、菖蒲廃寺の時期と重

なる7世紀の掘立柱建物群、溝状遺構、土坑等が検出されている。千代川対岸の古市遺跡では7世紀後

半から平安時代にかけての掘立柱建物と奈良三彩小壼、墨書土器などが出土している。横枕周辺では倭

文神社が式内社であり、古代新羅系の織布技術をもった集団である委文部がこの地域に居住していたと

推定されている。また、律令体制下のこの地域は、天平勝宝7年（755）、『東大寺東南院文書』「東大寺領

因幡国高草郡高庭庄坪付注進状案］から南北10条にわたり条里制が施行されていたことが明らかとなっ

ている。この時期、菖蒲遺跡では釣山沿いの微高地に8世紀後半の総柱建物が検出されている。しかし

高庭庄の経営はうまくいかず、その後延暦20年（801）、延暦22年（803）東大寺から庄域の多くが藤原縄

主、藤原藤嗣へ売却され、残りの散在する5町8反余りを中心として開発を行ったが、その後10世紀後

半には完全に没落し、長保6年（1004）を最後に史料に見られなくなる。10世紀初頭から国衙領体制が成

立していく中で国衙領として再編されたものと考えられ、中世には一部を高草郡の郡領寺である薬師寺

（後の座光寺）が有していたと『因幡民談記』に記されている。その間の遺構として、山ケ鼻遺跡のそれぞ

れ墨書土器などが出土した9世紀後半の井戸や13世紀に至る多量の遺物が出土した大形土坑があり、菖

蒲遺跡では9世紀後半の墨書土器が出土している。また、岩吉遺跡では8～10世紀にかけて溜り状遺構

や自然流路から567点にもおよぶ多量の墨書土器、人形、「天長二年（825）税帳」と記された題箋軸を含む

木簡等が出土し、桂見遣跡堤谷地区では8世紀後半、9世紀後半の掘立柱建物が検出され、いずれも公

の機関の存在を示唆する報告がなされている。山ケ鼻遺跡では輸入陶磁器類が土坑や井戸から出土して

おり、菖蒲遺跡では、中世京都、近江産の緑紬陶器片とともに、白磁片、青磁片が多数出土しているこ

となどから、高庭庄没落後も中世にかけて何らかの統治機関的なものがあったと考えられている。

　貞治3年（1364）、因幡守護に山名氏が任じられる。山名氏は15世紀に入って守護所を布施に移して布

施天神山城を築き、鳥取城へ移るまでの100年程の間、因幡支配の拠点とした。17世紀後半の古絵図に

天神城周辺の様子が描かれており、一部調査されて内堀や土塁、井戸、焼け落ちた建物跡等が検出され

ている。また、「葬地」と記された丘陵である布勢鶴指奥墳墓群、桂見墳墓群で中世墓が検出され、この

他に西桂見遺跡、大熊段遺跡、三浦遺跡、里仁古墳群、徳尾古墳群や、中世の埋葬施設とみられる集石

遺構が釣山古墳群で検出されている。また、中世の倉庫跡が布勢第2遺跡で、長さ45m以上の土塁状遺

構が西桂見遺跡で検出されている。山名氏の時代、横枕周辺では倭文城跡のほか、玉津集落の西側背後

に鵯尾城跡があり、山名氏の家臣武田高信の持城であったが、謀反により山名豊国に滅ぼされ廃塩と

なったと伝えられる。

　慶長5年（1600）関ヶ原の合戦後鹿野城主となった亀井藪矩は、慶長年間（1596～1614年）によって行わ

れた亀井堤と呼ばれる大規模な堤防や河原を取水口とする大井手用水を開削した。この用水は横枕古墳

群の調査地の丘陵縁辺部を北上しており、下流域の古海、里仁など千代川西岸下流域一帯は安定した用

水を確保できるようになった。横枕地区他で現在も伝えられている因幡の傘踊りは、もともと雨乞いの

踊りで、天明6（1786）年の早害以来豊穣を祈る奉納行事として始まったとされる。県民俗文化財に指定

され、長柄の大傘を持ち忠臣蔵の討ち入り装束に自鉢巻と白たすき姿の勇壮な踊りである。鳥取市はこ
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の傘踊りから新作傘踊りを創案し、8月16日に行われる「しゃんしゃんまつり」として定着させ、現在に

いたっている。

引用・主要参考文献

　鳥取市『新修鳥取市史　第1巻　古代・中世扁』1983年

　平凡社S日本歴史地名大系第32巻　鳥取県の地名ぶ992年

　鳥取市教育委員会・鳥取市遺跡調査団ぎ岩吉遺跡皿］1991年

　鳥取了1了遺跡調査団『釣山古填祥発掘調査概報H』1992年

　働鳥取市教育福祉振興会『古海古墳群・菖蒲遺跡囚993年

　㈲鳥取市教育福祉振興会ぎ山ケ鼻遺跡Hj1996年

　⑭烏取市教育福祉振興会∬桂見遺跡群j！998年

　久保穣二朗「弥生時代の集落立地について“鳥取県立博物館研究報告第27号』1990年

　松井　潔ギ山陰衷部にお1ナる後期弥生墓制の展開と画期」『考古学と遺跡の保弘』甘粕　健先生退官記念論集刊行会　1996年

　谷口恭子「因幡地域修山陰地方における弥生時代前期の地域相』第3回西伯書弥坐集落検討会　2001年

　谷臼恭子「因幡の弥生項墓膓シンポジウム台状茎の世界λ第20田両丹・但馬考古学研究交流会　2GO2年

一第1図　遺跡名称一

1．大熊段古墳群

2．三浦古墳群

3．桂見墳裏群

4．布勢鶴指奥墳墓群

5．里仁古墳群

6．櫓間古項群

7．徳尾古墳群
8．古ξ毎古媛窒群

9．本高古墳群

10．宮谷古墳群

11．小森山古墳群

12．釣山古墳群
13．　廓乏音匡墳墓著羊

14．下味野古墳群

15．篠田古墳群
16．　横枕古墳君羊

17．玉津古墳群

18．長谷古墳群

19．八坂古墳群

20．橋本古墳群

21．美和古墳群

22．古郡家古与1群

23．園原古墳群

24．越路古墳群

25．空しh古墳群

26．六部山古墳群

27．船木古墳群
28．　プく路且1古墳］洋

29．　面影且｜古墳力羊

30．雁金山古墳群

31．円護寺古墳群

32．閲地谷古墳群

33．湯山古墳群

A．秋］£遺跡

B、岩吉遺跡

C．湖山第2遺跡
D．天神11i遺跡

E．西桂見遺跡

F．桂見遺跡

G．東桂見遣跡

H．布勢第］遺跡

1．布勢第2遺跡
」．里仁遼跡

K．大梢遺跡
L、ノ］、森U．lj登瑚；

M．北村恵儀谷遺跡

N．古海遺跡

O．山ケ鼻遺跡

P．巨蒲遺跡

Q．本㌫円ノ前遺跡

R．服部遺跡

S．古市遣跡

T．宮長竹ヶ鼻遺跡

u．橋本遺跡

V．越路銅鐸出土地

W．七谷須恵器窯跡群

X．久末・古郡家・×路1川宣跡

Y、西大路土居遺跡

Z．追後遺跡

a．西桂見墳丘墓

b．楕間］号墳
c．　古｝毎35号墳

d．ll艮音1～23号1貴

e．　一ド瞬ミ野23号墳

f．横枕55号墳

9．横枕13号墳

h．古郡家1号墳
i．　六藷阻⊥13号墳

一凡例一

○集落遺跡・遺物散布地

○墳妄群・古墳群

鮪　　主要古墳
融

μ　横穴

幽』　城跡
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　　　　　第1図　横枕古墳群周辺遺跡分布図（S＝1：50，000）
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第3章調査の結果
第1節　横枕古墳群の立地と構成（第2図）

　横枕古墳群は、鳥取市横枕、竹生、上味野に所在する。中国山地から派生する丘陵のうち、八町山

（標高294m）から東側へ下る横枕集落背後の丘陵および、集落前面の独立丘陵に展開する古墳群である。

現在までに計91基の古墳が確認されているが、十分な分布調査が行われておらず、周辺の玉津、篠田、

下味野古墳群同様に今後詳細な踏査が必要である。またこれらの地域では、平成11～13年度に水道施設

建設に伴い、横枕集落北東の丘陵および裾部で古墳の調査が実施されるまで、本格的な発掘調査が行わ

れなかった地域である。ただ、大正期の県道建設で多数の土器・鉄器が出土し、昭和初期に近隣…の住民

によって古墳の発掘が行われたという。また、山麓の果樹栽培等に伴い土器などが出土したとも聞く。

現在でも丘陵裾部に開口している横穴式石室があり、裾部微高地の畑地で土器片が採集されるなど、古

くから遺跡の存在が地元に知られた地域であった。ただ、今回の調査地が所在する独立丘陵東、玉屋神

社の社叢北側に全長70mもの前方後円墳（横枕13号墳）の存在が明らかとなったのは比較的最近になって

からである。

　これまでの調査から、古墳は、標高155m弱（水田面からの比高差約130m）のあたりまで確認されてい

る。平成12年度に行われた調査では、標高128～138mの北東に延びる尾根上で連なる円墳3基を調査し

た。尾根先端頂部に立地する43号墳は、径14．8m、内部主体は木棺直葬で、古墳時代後期中葉の築造で

ある。その丘陵上位に位置する44号墳は、径14．8m、南西に開日する横穴式石室を内部主体とし、後期

後半の築造である。さらに上位の52号墳については墳丘規模、内部主体ともに流失著しく明確にできな

かった。これらから下った標高87～104mの南東に延びる尾根上の調査では、径11あるいは15m規模の

円墳6基と、古墳群中3例目の前方後円墳である55号墳（全長23m）の調査が行われた。上部が大きく流

失して内部主体が不明瞭なものが多いながら、木棺直葬あるいは直葬が推測され、墳裾の箱式石棺を合

わせ、これらの古墳は後期前半の築造と考えられる。この他、別丘陵の裾部、標高32mで遺存状態が劣

悪であったが、横穴式石室の調査を行った。

　このように、横枕集落背後の丘陵上には、古墳時代後期の古墳が築造され、3基程度の小単位を形成

していたようである。特に標高138mもの高い丘陵上での横穴式石室構築は注目され、時期的にこの周

辺に石室が導入された初期の頃と考えられる。また、丘陵裾部には、横穴式石室を内部主体とする古墳

が点在しており、今後詳細な踏査で新たに発見されるであろう。このように丘陵上と丘陵裾部とに立地

が大別される集落背後に対し、集落前面の低丘陵では、古墳時代前期から後期までの古墳が連綿と築造

される状況が看取され、古墳が近接および一部重複する状況であり、小単位として捉えることは難し

い。古墳群全体で、どれほどの古墳が存在するのか不明瞭な現在の状態では群内の古墳について一律に

考えるのは困難な状況といえる。

　なお、古墳に先行する弥生時代の墳墓は現在のところこの周辺では見つかっていないが、集落につい

ては、平成12年度の横枕42～55号墳の墳丘下を中心とした標高100～103mで弥生時代中期の土器が出土

しており、丘陵裾部の標高20数mの微高地で遺物の散布地が認められるなど、古墳築造の素地となる集

落遺跡の存在も喚起されるところである。

第2節　各調査区の立地と概要（第2図）

　今回調査した横枕古墳群NQll北、　NQII南、　NQ12区は、このうち、横枕集落前面の複雑に入り組んだ独

立丘陵に立地する。標高が30m弱もしくは50mに満たない程度の小丘陵5ケほどが複雑に連結したよう

な形状であり、基本的には南西一北東方向に延びる主稜線から南東および東方向に尾根が派生してい

る。これら3ケの調査区は、いずれも尾根先端部を除く中位所に位置し、谷を挟み100mほどの距離を
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隔てた／］・丘陵に立地する。北から順に、M1北、　M1南、　Nα12区と名称を与えた。

　Noll北区は、今回調査区の中で北側にあたり、南西一北東へ延びる丘陵頂部から南東へ下る小尾根お

よび斜面、標高36～26mに立地する。　M1南区は南西一北東へ延びる丘陵からさらに東へ派生する尾根

の中位、鞍部を中心とした標高21～29mに立地する。　NQ12区の所在する丘陵は、これら低丘陵の中でも

東側に大きくそびえ、南にも平野を望み、横枕集落および猪子谷の谷ロにあたる。標高50mの頂部から

東へ下る尾根の先端頂部と、そこから南へ下る斜面および鞍部、さらに南へ張り出す小尾根に立地し、

標高40～32mを測る。位置的には稲田池東側にあたり、東側尾根には横枕古墳群中最大の前方後円墳で

ある13号墳（全長70m）が存在する。

　このように、同じ丘陵とはいえ、それぞれに離れた立地で、それぞれの尾根で群を構成していると

いってよい。また、いずれの調査区も丘陵東側の平野部を指向しており、M2区については一部南側平

野部をも視野に入れていると考えられる。

横枕Nα11北区

　NQ11北区は、横枕22～26、59～64、88～9ヱ号墳の計15基の古墳、墳丘外の埋葬施設（SX）3基、土坑

（SK）15基、溝状遺構（SD）2条を検出した。調査区は南西一北東へ延びる主稜線上と南東へ下る小尾根

および南東斜面に立地し、主稜線上には北東の丘陵先端側から続くと考えられる前期古墳が並び、南東

斜面には中期および後期の古墳が築造されている。恥11北区の所在する丘陵は、もともと幅25m程度の

尾根幅しかなく、西側は比較的急斜面で水田面へと続き、東側はややなだらかな傾斜で下るが、丘陵中

央の標高36mの尾根頂部から南東に張り出す小尾根があり、調査地はこの一部稜線上と丘陵頂部、張り

出す小尾根および南東斜面が調査の対象となる。北側の丘陵先端部を除けば、この小丘陵内では中心的

な位置である。調査地の北西側は耕作地として利用されており、一部掘削を受けている状況が見受けら

れた。

　古墳は前期のものが基本的に方形で墳丘規模に大小が見受けられる。丘陵頂部に25号墳が占地し、そ

の東側および南東側に小規模な方墳が取り巻く。中期の古墳は連なるように南側に下り、このうち59号

墳は、やや規模の大きな円墳である。東斜面については、64、91号墳の存在から、おそらく北側の斜面

についても同様に規模の小さな古墳が存在するものと予想される。

　主体部は木棺直葬が主で、箱式石棺とみられる主体部、直葬がそれぞれ1例確認された。主体部内の

多くは土器転用枕がみられ、鼓形器台、壼、土師器高杯、須恵器蓋杯、須恵器高杯と様々なものがみら

れている。副葬品は、前期では枕に使用された鼓形器台以外にはみられないが、核となる25号墳で折れ

曲がった剣などが出土している。また、銅鏡が主体部外から出土している。

　古墳のほかにも、南斜面を中心として、底部中央に小穴をもつ土坑などを検出している。このほか

に、溝状遺構や、石鎌、中世土器が出土している。

横枕トbJ　1南区

　Ml1南区は、横枕10、11、36、80～87号墳の計11基、土坑（SK）18基、ピット2基を検出した。調査

区は、南西一北東へ延びる主稜線から東へ派生する丘陵の中位あたり、丘陵先端部の標高30mの頂部か

ら、下る西斜面と鞍部、再び標高33mの頂部へ続く東斜面に所在する。丘陵先端部には明らかに核とわ

かるような古墳の認識は現状ではできないが、標高約30mの頂部平坦面を中心として古墳が密集し、一

部南斜面にも分布が認められる。その流れがNo　11南区の東半にあたる西斜面でもみられ、径11mほどの

円墳が一部重複しながら検出された。調査区中央の標高24m弱の鞍部には、一回り大きな径12．7mの36

号墳が中央に占地し、南斜面に小規模な径8m程度の円墳が、調査区西側の東斜面には標高33mの頂部

稜線上にも古墳が複数基分布するがその流れとみられる径11m規模の円墳が所在する。時期的には古墳

時代中期から後期、終末期にかけての古墳である。埋葬形態としては木棺直葬が主であり、石棺と横穴

式石室がそれぞれ1例である。主体部内には土師器高杯や椀、須恵器蓋杯を伏せた転用枕を検出する主
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横枕23号墳

1.腐植土
2.11斉貰褐色粘賀士(やや者褐色かかる。表土)

3.11古賀褐色粘質土 (2よりやや呼J)

4.褐色粘質土(表土)

5.黒褐色粘質上

6.褐色粘質土 (7より明)

7 褐色粘質J
8. 11古褐色粘質 1
9 陥褐色粘質 1'.
10. Iこぶし、赤褐色粘質 1:(濁る)

II 褐色粘質 1:(砂粒を{世かに合む。泊る)

12 黒褐色粘1t:t.
13 掲色枯質土 (4より明)

14 伺色枯11土(砂粒を僅かに含む)

15 にぶい赤褐色粘質土(砂粒を艇かに含む。泊る)

16 にぶい赤褐色粘11土
17. Iltf褐色粘質土(黒色かかる。 11，1表土)

23MA 
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横枕25号墳+

横枕62号墳周溝 H~36.00m 

25MB 25MB' 

横枕26号墳

26MA 
3 

横枕59号墳

l 胤植土

2 町黄褐色枯質 Ic(主 u
3 暗黄吊色枯質 1:(2よりやや附)

4 附貰褐色粘質上 (2よりやや陥)

5 褐色1占質:1: (ややiiI褐色かかる。地山ブロ yクを僅かに合む)

6.褐色粘質土 (5より明。やや貴褐色かかる。地山ブロックを含む)

7. 附置褐色粘質土 (4 より I~I。やや褐色かかる)
8. にぶい黄褐色相i質土

9 にぶい黄褐色粘質土(8より暗)

10. rr古賀褐色粘 l~'lc (7よりやや明。やや褐色1)晴、る)

11. 11古賀褐色粘質上 (7 10より陥)

12 褐色粘賀ゴ (6よりやや階。やや貰褐色かかる)

13.褐色粘質1: (12より明。 21よりやマ陥)

14 褐色粘質1:(12より暗。やや砂質かかる)

15 褐色粘質L: (14よりやや陥。 O.5-1.5cm大の地山ブロックを含む。やや砂質かかる)

16. H¥褐色*I!i質 l
17 柑色枯質1:

18 崎貴褐色相if'!土(2よりやマ明)

19.陥褐色粘'1:t土 (21より陪)

20.褐色粘11:土(l7より明)

21 附褐色相iTJ上
22 にぶいs:褐色粘1't:1-:
23. にぶい貰褐色:fM'{ヒ(22より階。ぞや黒褐色かかる)

24 褐色粘lt土
25 褐色粘i'J土 (24より明)

26. rr奇禍色*M1J:(やや貰柑色かかる)

27.褐色枯fi!i..:(ややili褐色かかる。地山プロックを含む)

28 褐色粘TU.:
29. n~褐色村~flî土(やや首相色かかる)
30. !ldji褐色納質土

31 明褐色品lirUニ (03-1cm大の地山ブロックを含む)

32 にぶい褐色111i'ITl
33.崎武伺色粘質 t(2 より I~D
34 褐色粘)?!土(砂~:v:を僅かにí3"む)
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1

川市

l 府植上
2 附前褐色粘質 Ic
3 陥買褐色粘質土

4 陥褐色粘質士(やや黄褐色かかる)

5.11古褐色粘質 Ic(4' 9より時)

G 哨褐色粘質土 (5より明。 9より陪)

7 褐色粘質 1:(やや貰褐色かかる)

8 晴j1t褐色粘質土 (2よりやや陪)

9 崎褐色粘質:1
10 褐色粘質1.:(7より哨)

11.晴貰褐色枯質 1:(2より ni!f)
12 崎前褐色粘賃上 (2より陪。 11より砂D
n哨Wt褐色枯宜ゴ (1 1 より I~Jo 12よりやや階)

14 暗貰褐色粘質土 01より陪)

15. rr時前褐色枯質土(13よりやや陥)

16 柑色粘質土

(17より陥。 20よりやや明。やや首相色かかる。 0.3-1cm大の地山ブロックをごく慌かに合む)

17 褐色粘宜上(やや首相色かかる)

18.褐色村l賀士(16より階。世褐色かかる。 0.3-2叩大の地山フaロックを合む)

19 褐色粘質上 08より階。 0.3-1cm大の地山フロックを常に含む)

20.褐色粘白土 07より附)

21 陪褐色枯f1fJ:(しまっていない。 且代のほ乱)

22.陪黄褐色粘買 1:(2よりやや明)

23 陪掲色粘質土

24 附伺色粘質土

25 褐色粕1'l土 (20よりややr~D
26 褐色砂混粘11土(濁る)

27 にぷい褐色粘質土

28 にぶい褐色粘質土(灰色かかる。砂粒を僅かに含む)

29 褐色粘質土 (25よりやや明)

30.褐色砂混シルト

31. 1町褐色砂混ンルト(しまり悪い。泊る)

32.褐色粘質土(黒灰色かかる。濁る)

33 褐色村îrl{土 (I~I褐色品目質シルトを含む。 泊る)

34 附褐色粘f(土(黄色かかる。濁る)

35 黒褐色粘n土(旧主二|こ)

4m 
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49. 11再褐色粘質上 (48より暗。ややオリーブ褐色かかる。 0.5-4 cm大の地山ブロックを

官に古む。やや砂質かかる。あまりしまっていない)

50 褐色粘質上

51.附褐色粘質 1:(55よりやマ陥)

52 褐色粘質士 (56よりぞや陥。やや暗黄褐色かかる)

53.褐色シル 1
54 褐色粘質土

55. nir褐色粘11".-1ニ(34よりや平明。 42よりややrr音。マや伺色かかる)

56 褐色粘買上 (54より I陪)

57. f~H~粘質土 (52' 56より伊平崎)

58 陥褐色粘11土 (67よりやや明。プロックを古まない)

59.褐色粘11土 (1--2 cm大の地 ~I フeロックをごく僅かに含む)
印陥褐色枯11土(ぞやIIff黄褐色かかる。 2--5 cmλの地山ブロックを多〈含む)

61.にぶい黄褐色粘質土

62. Iこぶし、黄褐色粘質土 (61よりやや階。 1--2 cm大の地山ブロックを古む)

63 褐色粘fj土(ぞマ首相色かかる。 O.5cm大の地山フロックを合む)

64. rr古黄褐色粘町土

65.褐色粘n土 (54よりぞや附。 0.5--1 Cm大の地山フロックを古む)

66. 陥黄禍色粘質土

67. 11庁制包粘11ヒ(60よりやや明。 2--lOcrr大の地山ブロックを多く古む)

68 褐色粘質工 (59よりやや明。 1--4 cm大の地山ブロックを官に古む)

69. rr庁制色粘質 1:(67よりやや問。 2--3 cm*-の地山ブロックを多く古む)

70. 樹色粘賀工 (59よりやや I~Jo 68よりやや暗。 1--4 Clll大の地山プロックを官に古む)

71 陥制色粘質 i今 (1--2 cm大の地IIIフザロックを多く含む)

72. 11古賀褐色粘質土 (1cm大の地山フロックを密に含む)

73 陥褐色粘n土 (69よりやや暗。 1--3crr大の地I1Iフロックを多く含む)

74 褐色粘質土 (70よりぞや明。 2--3 cm大の地山フロソクを多く古む)

75. 11音褐色粘質土(O.5cm大の地山フdロックを僅かに含む)

76 蹴栂色fM1土 (2--4cm太の地山フdロックを多〈含む)

77 にぶい前払i色粘質土(1-2叩大の地山プロックを含む)

78 にぶい貰褐色粘質 t(77より時。 2-7cm).:の地山フロックを含む)

79 にぷい貰褐色粘質土 (78よりやや別。 3-7cm:k.の地山ブロックを合む)

80 にぶい黄褐色粘質土 (79'84より階。 1--2 cm大の地山フゃロックをごく慌かに含む)

81.にぶい黄褐色粘質二1'， (79よりやや暗。 84よりやや明。ややお褐色かかる。 1-2cm大
の地山ブロックを多く含む)

82 にぶい責掲色粘n土

(81よりやや明。 94よりヤや崎。 2--3 cm大の地山フロックをごく僅かに含む)

83.幅色枯i寸土
84 にぶい古褐色粘質土 (78. 79よりややIIt，'o 3-5cm大の地山フマロックを含む)

85 にぶい黄褐色粘質土 (84よりやや暗。 1-2cm大の地山ブロックを古む)

86 にぷい黄褐色粘n土(77• 84よりやや陥。 85よりやや明。 1-2crr大の地山ブロック

を含む)

87 褐色枯11土 (2-5cm大の地山ブロックを合む)

88 褐色粘質土

(87より明。やや暗黄褐色かかる。 1-2cm大の地山ブロックをごく僅かに合む)

89 にぷい肯褐色紡'l'1土 (79'84より階。 l-Zcm大の地山プロックを俺かに合む)

叩 H自相色粘f1土

91 暗樹色粘f~ 士 (90より暗)
92 にぶい貰褐色粘f'.t土 (84より階。 89より l珂。 }-Zcm大の地山ブロックを含む)

93 にぶい首褐色粘質土 (92よりやや明)

94. にぷい貰褐色粘質 Ic(1-2叩大の地山プロックを僅かに古む)

95. ~こぶし、首褐色粘l~'jc (94より時)

96. }fH~色粘質土
97 陥灰黄色枯質土

98 概略褐色枯質 1:(94より階。桶時亦色かかる。旧表土)

99 暗黄褐色枯質土 (72よりやや階。 J-2cm大の地山フロックを多く含む)

100 相色粘17土(J-Zcn:大の地rlrブロックを含む)



i 防~IH工
2 附抱色粘質 i
3. i白色粘質ゴ (やや黄褐色かかる)

4 褐色粘質 j-_ (3より明。ややttt褐色かかる)

5 褐色粘質1.(3より i向。 4よりやや時)

G 褐色lNt4{土 (4よりやや明)

7 崎前向色柄'i質 1:(やや褐色かかる)

8. 1'g色粘質ゴ (4' 5 . 6より陥。やや世伺色かかる)

9 褐色布Jit;;r土(8 よりやや r~J。やや1ft.褐色かかる)
10 褐色粘質ー1 (6よりやぞ略。 8より明。 O.5CJll大の地山フロックを僅かに含む)
II 悩色粘質 1.(9より陥。 地山ブロックを含む。やや砂質かかる)

12 柑色粘質ゴ (9 'llより略。や平砂1'!かかる)
13 柑色粘質二t 111' 12よりやヤ階。地Ilrブロックを含む。やや砂健かかる)

14 附黄褐色rl~質土(地山プロックを含む)
15.1白色粘質土 (3より明)

16 問責渇色粘111土 (2より vv時。ぞや払j色かかる)
17 にぶい黄褐色粘質土 (0.3-1cm大的地山ブロックを慌かに含む)

18 にぶい前褐色粘f-tj-. (17よりややi阿)

19 尚色粘11土
目] 崎貴褐色粘目立 (14より陥。地山ブロック

21 陪黄褐色粘質1:(2よりやや明。 20より

22 陥黄禍也粘n~L (2よりやや陪)

~， 
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横枕60号墳60・90MA

H=33.00m 

H=31.00m 

60MB 

62MA 横枕62号墳

62MA' 

62MB 

横枕61号墳

35 

61MB 

4m 

横枕90号墳

1. Jmi柚土

2 暗黄褐色粘白土(表土)
3. r官費褐色粘!"I土 (2よりやや時)

4 時前褐色粘fl上 (3より附)

5. IJ晋貫褐色粘jiヒ(4よりやや時)

6 暗褐色粘質土

7 陪褐色粘質土 (6よりやや陥)

8 時褐色粘質 t(7' 9より附)
9 暗褐色粘Pi土 (7よりやや暗)

10 褐色押IY:t土
II 褐色川宜土 (0.5-2cm大の地山ブロックを含む)

12 褐色枯質土 111より明)
13 褐色村』質土 111よりや平崎。 0.5-1CJけの地山ブロック

14 褐色柏白土 111'13より暗。 0.5-1 cm大の地山フロック

15 褐色相質土 (llより明。 0.5-1cm大の地rlrブロック

16 褐色申'i質土(日よりぞや明。 15より!時)
17. 1白色粘白土 113'14より平や崎。 0.5-1.5cm大の地rlrフロックを官に常む。やや砂質かかる)

18 悩色粘賀土
(11' 17より明。 0.5-1c皿よの地山ブロックを密に含む。明貰間色地山ブロックを特に多く含む。やや砂町かかる)

19 悩色相官[土 (17よりマャ階。 0.5-1cm大の地山フロックを密に古む。やや砂質かかる)

20 悩色相質土 119よりぞや階。 0.5-1cm大の地山ブロックを含む。やや砂質かかる)

21 褐色仙質土 113'17.20より明。 0.5-1cm大の地山ブロックを含む)
22 褐色枯i寸土 (2Cよりぞや階。 0.5-1cm大の地リlブロックを含む。やや砂

幻 褐色粘質土 118'20よりやや[目。 21より附。 0.5-3cIじくの地l勾フロック

" 禍色枯質土 (21よりぞや11昔。 22よりやや明。やや砂質かかる)
25 褐色仙質土 (22より 11音。1.5-5cm大の地rJrブロックを密に含む。やや砂質かかる)

2E 附褐色粘史上 W.5-2.5cm大の地山ブロックを古む)

27 晴褐色枯n士 (26よりやや明。 0.5-1cm大の地山ブロックを含む)
28 晴樹色枯1'1士 (2Eよりぞや明。 27よりやや暗。 0.5-1cm大の地山プロックを含む)

29. H青褐色柚質士 (27より明。やや茶褐色かかる。 0.5叫大の地rllブロックを惜かに含む)

30 伺色粘質土

31 褐色粘質土
32 陥褐色枯白土 (35よりやや明。 0.5-5cm大的地山ブロックを合む)

33.11昔前十日色枯目土 115c町二の地山礁を含む)
34. 11古賀褐色枯白土(おより i円。 1-6cm大町地山プロックを多く含む)

35 暗褐色粘宜上
36 褐色粘質土(やや黄褐色かかる)

::>J 60・90MA' 37 褐色粘質土(明i}f，褐色地山ブロックを古む)
Eδ38 .陥褐色粘TI士(明事褐色地rlrブロックを含む)

ンうク 39. 11音褐色古賀上
刀ライ 40.褐色粘質土 (41より i問。ややJ計百色かかる。地ILiブロックをごく僅かに合む)

り γン 41 褐色粘質土

42. 附褐色粘11土 (6よりややl珂)
43 褐色粘1'1土(15より階。 16よりぞやl旧)
44. 黒褐色粘1't土(旧表土)
45 褐色粘t'I土(やモオリーフ褐色かかる。 0.5-1cm大の地ruブロックを多く青む)

46 褐色粘11i土
47 褐色砂1足粘11士 (J叩以下の枇岩を含む)
48. i白色粘l'i:l:.(，5より明。ャやオリープ褐色かかる。 0.5cm大的地山ブロックをこく'"寸吋こ古む)

49 褐色粘国土 (48よりやや明。ぞや黄褐色かかる。 lCIll大的地山フロックを僅かに含む)

50 褐色粘国土(ややオリーフ褐色かかる。 0.5-1 cm大の地山プロックを多く古む)

51 褐色村1目立(砂粒を含む)
52 氏賞禍包シルト(褐色粘質土を多く古む。鉄分を含む)

53 灰貰褐色シjレト(褐色かかる。鉄分を青む)

51 附褐色粘質 1--(灰色かかる)
55 褐色村l質=1:(50よりやや明。 3-5叩大の地Ilrブロックをごく儲かに含む)

36 時制色砂悦枯質上(明色かかる。あまりしまらない)

即時 制色 砂iJHM1[.:l: (灰色かかる。 1cm以下町松持プロックを多く含む)

58 褐色押l質土(脱色かかる。 0.3cm以下の軟な::，フロックを合む)

59 にぶい褐色粘質4
6日 間褐色砂出柏賀土 (lcrn大の軟岩ブロックを多く fiむ)
日 にぷい褐色iVi質 L(0.5-1 cm大の地rllブロック、明亦褐色地rllフロックを徐に青む)

62 にぷい褐色帖質一L(0.5-1 cm大の地rllフeロックを多く含む)

63 にぶい褐色枯質仁 (59'62より附。 0.5-3cm大の地1J.rフロックを含む)

64 陥褐色枯質上 (O.3-0.5cm大の地Ilrフeロックを合む)

65 褐色枯11:J~ W.3cm大の地rrrブロックを合む)
日褐色粘質シJレ1-(待色かかる。 3cm以下町秋岩ブロック

67 褐色粘白土(持色かかる。 1cmlCの枇岩フロ yクを多

68 褐色粘f[土 (0.5-1cm大の地山フロックを多く含む)

69 褐色粘fl::t(49より崎。 C)J赤掲色地山フやロァクを含む)
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第11図 NO.ll北 横 枕60・61・62・90号墳墳丘断面図(S= 1 : 200) 

29・30一



E 
rr 
位

z
t
ι
E院
E
$包
劇
配
制
目
別
判
引
相
炉
ド
恥
u
u
k
k

L
i
l
i
t
h
-
!
P
I
M
F
i
L
i民

横枕63号墳63MA 

H~34.00m 

63MA' 

1 腐植土
2. 暗黄褐色粘質土
3 褐色粘質土(やや貰褐色かかる)
4.褐色粘質土 (3よりやや明。やや貰褐色かかる)

5 褐色粘質土(4よりやや明。々や黄褐色かかる)
G 褐色粘質士 (3よりやや11音。やや黄褐色かかる)
7 褐色枯質土 (9よりやや明)
8 明黄褐色粘質土(地山フロックを僅かに含む)
9 褐色粘質ゴ (6よりやや明)
10 貰褐色粘宜上 (0.5-1cm大の地山プロックを含む)

11. 1J.褐色粘質土
00よりやや暗。 O.5cmフの地山プロックを僅かに古む)

12 黄褐色粘質土

(llよりやや暗。 1-4cm大の地山ブロックを多く含む)
13 褐色粘質土 (O.5~ 1 cm大の地山フロックを含む)
14.褐色粘質土 (6より守や明)
15 暗黄褐色枯質土 (2よりやや暗)
16 褐色粘質土

17 褐色粘質土 06より暗)
18.褐色粘質土 06よりやや明)
19 暗褐色粘質シルト(砂粒を僅かに古む)
20.暗褐色粘質土
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H~30.00m 

64MA' 

88MA 横枕88号墳

H~27.00m 

1 腐植土暗黄褐色粘質土(表ヒ)
2 暗褐色柏質土
3 褐色粘質土(やや黄褐色かかる)
4 褐色粘質土 (3・5よりやや暗)

5 褐色粘質士(3より暗。 O.5cm大の地山プロックを僅かに古む。あまりしまっていない)
6 明褐色粘質土
7 褐色粘質土 (5より暗)
8 褐色枯質土
9 褐色枯貿士 (8より明)
10 褐色枯質土(8よりやや陪)
II 褐色粘質土(8よりやや晴)
12 褐色粘質土 (9より暗。 IIより明)
13 黒褐色枯質ヒ(やや灰色かかる)
14 褐色粘質土(8より暗。 IIよりやや明)
15 暗褐色粘白土(民片を僅かに古む)
16 褐色粘質土 (1-5cm大の地山ブロックを含む)
17.褐色粘質土 00よりやや明)
18 陪褐色粘質土
19.暗褐色粘質土 05'18より暗。旧表仁)

横枕89号墳
木担

H~36.00m 

l 腐植土
2 褐色枯質土 (O.3cm大の白色際、 m片を僅かに含む)

3 にぷい貴褐色枯質土(4よりやや暗で責色かかる。炭片を僅かに古む)
4 にぷい褐色粘質土 (2より明。 O.3cm大の樫褐色土ブロックを{韮かに含む)
5. にぷい黄褐色枯百七 (3より暗。 O.3cm大の白色様、炭片を世かに古む)
6 にぷい褐色粘賀土 (O.1-O.3cm大の棒褐色士ブロックを僅かに含む)

7. にぶい褐色粘質土 (6よりやや桂色かかる。 O.l-O.8cm大の白色磁、 O.1-O.5cm大の
撹褐色土ブロックを含む)

8 褐色粘質土 (O.l-O.5cm大の瞳褐色ヒブロックおよび褐灰色土フロックを古む。 3
cm大の桂色地山ブロック有)

4m 

第12図 No.ll北 横 枕63・64・88・89号墳墳丘断面図(S= 1 : 200) 
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横枕91号墳

91MA 

64号墳
9IMA' 

91MB 

横枕No.11~tSX-10

l 腐植士
2 褐色粘質ンルト(黄色かかる)

3. H苦褐色粘質:Ic(砂粧をごく僅かに含む)

4.褐色粘質士(やや黄色かかる)

5 毘褐色粘質ゴ

6 暗褐色粘質土(黒色かかる)

7. E音褐色粘質土(やや晶、色かかる)

8 褐色粘質ヒ

9 暗褐色粘質士(黒灰色かかる)

10 にぶい褐色粘質上(黄色かかる)

II 黒褐色粘質土
(明褐色粘質ンルトフロックを含む。あまりしまらない)

12 褐色粘質土
13 にぶい褐色粘質シルト

14 にぶい褐色粘質土(黄色かかる。濁る。 Lまり非常に悪い)

15 黒褐色粘質土

16 褐色粘質土(黄色かかる)
17 にぶい褐色粘質土(陪褐色粘質土フeロックを古む)

H~32.00m 

SX-IOA 
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体部が7基、鉄鋭、玉類を副葬する例が6例みられた。

古墳のほかにも、中央鞍部南斜面を中心として、底部中央に小穴をもっ土坑などが検出している O こ

のほかに、弥生土器片や縄文土器片、中世土器片がわずかながら出土している O

横枕NO.12区

No12区は、 67~79号墳の計13基、土坑 (SK)25基を検出した。調査区は、横枕集落前面の低独立丘陵

のうち、一番南に広がる丘陵の東側に位置し、最東端の尾根には、主軸を南北よりやや東に振る前方後

円墳・横枕13号墳(全長70m)があり、調査区全体は13号墳と谷を挟んで西側に並列するような位置であ

るO 調査区は中央の鞍部をはさんで南北ではやや様相が異なり、北側の標高50mの丘陵頂部から東へ下

る尾根筋の先端頂部やや北西側に前期の方墳67号墳と68号墳が2基築かれ、この 2基については、あく

まで正陵東側の平野部を意識している O そしてその南斜面に中期の古墳が築造されている O 鞍部の南側

では前方後円墳からの流れともみられる中・後期の円墳が72号墳を中心として展開し、南西へ張り出す

尾根先端頂部に各種豊富な副葬品が出土した73号墳が立地する。他の調査区に比べ、墳丘規模に格差が

認められる。調査区は、戦中・後の畑の耕作によって階段状の平坦面に著しく改変されていたため、上

部がかなり削平され、埋葬施設についても不明なものが多々あるが、基本的に木棺直葬とみられる O 主

体部内には土器枕をもつものが目立ち、中・後期の古墳を中心に、鉄器や玉類の副葬が行われている O

古墳のほかにも、調査区中央鞍部を中心として、多くの土坑を検出した。底部中央に小穴をもつも

の、平面方形の底部をもつものなど類型がありそうである O このほかに、 71号墳の南側に中期の高杯・

査などがまとまって出土した土器溜り状の土坑がある O

34 



第 3節横枇NO.l1北Eの調査

1園横枕22-26、59-64、88.......91号壇の調査

横枕22号壇(第 3 ・ 6 ・ 9 ・ 14~16図、図版 3 ・ 8 ・ 16 ・ 17 ・ 109)

〔位置と現状〕

横枕22号墳は、調査区北端、標高32.3~33.9mの正陵上に立地する O 南西に23号墳、北東は調査区外

であるが21号墳がそれぞれ近接する O 正陵東側に広がる水田面からの比高差は約21mで、ある O 調査前の

観察では、北東の正陵先端から稜線上に古墳状の高まりが連続し、 22号墳もその中のひとつで主稜嫌に

直交する窪みが周溝の存在を予想させたが、目で確認する限りそれほどの高さは認められなかった。

〔墳丘〕

表土下1O~20cmで墳正面を検出した。古墳の北東端は調査区外となるが、おおよその墳正規模は確認

できた。 墳頂部は標高33.9mをはかり、主体部の遺存状況から若干上部が流失しているものとみられ

るO 主稜線方向にやや長い方墳で、墳正規模は北東裾から南西裾主で推定10.8m、北西裾から南東裾で

10.5m、墳正の高さは南西裾から北西裾で2.04mを測る O
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墳丘は、地山成形と尾根に直交方向の溝を掘削して盛り土することにより築造されている O 盛土は、

墳頂部周辺に20cm弱が遺存しており、主体部南側で最大25cmを確認した。東側の墳E裾部周辺で|日地表

を確認しており、西側斜面に盛土して墳丘規模をそれなりに維持しようとする意図は窺えるものの古墳

自体の重心は築造当初から東側にあったと考えられる O

〔埋葬施設〕

埋葬施設は、遣存する墳頂部中央、尾根に並行する軸で切り合う 2基を検出した。当初の予想、より検

出が困難なため、上部をグリッドで掘り窪めさらに補助トレンチによる層序確認によって主体部を検出

した。ほぼ古墳の主軸に並行な第 l主体部に対し、やや軸を西へ振り西側壁を切る状態で第2主体部が

重なる O なお、西裾にSK-07が位置するが、 22号墳との関連等は不明である O

第1主体部(第14・16図、図版8・16・17・109)

墳頂部中央で第 2主体部とは約12
0

の軸を振って西側で重複し、南西端が不明で、ある O 盛土上から地

山まで掘り込んでいる O 墓墳の主軸は尾根の稜線に並行する N-44
0

-Eを振り、平面形は隅丸長方形で

ある O 規模は、現況で長さ3.66m、幅1.53m、深さ43cmが確認されるが、検出グリッドの深さを勘案す

ると約55cmの深さとなる O 土層の断面観察などから木棺の痕跡は積極的には認められず、直葬の可能性

も考えられる O なお、墓境南東壁際で、鼓形器台と鉄剣が出土しており、鼓形器台は時期や配置から転

用枕と考えるのが妥当と思われる O また、墓墳中央やや東寄りの埋土

上層から銅鏡片が出土しており、破断面から破砕鏡である O その他に

小形高杯の脚台部が埋土から出土している O

鼓形器台(1)は、やや厚手で、受部、脚台部ともにしっかりとした

稜をもつが脚台部は短くなる傾向が窺える O 受部に打ち欠きが認めら

れる O 椀形高杯の脚台部(2 )は、大きく聞く裾部上位に円孔3が復元

される O 銅鏡(3 )は、「子」の銘と嘱幅座が確認される復元径9.9cmの

内行花丈鏡である O 鉦を取り切断後、内区破断面に調整痕が認められ

る。鉄剣(4 )は、茎部が長く剣先を欠くが現存長28.2cmからみると、

本来40cm程度の長さはあったと推定される O 鏑がはっきりとした断面

菱形で、布目が観察される O

欝2主体部三(第15・16図、図版8・16・17・109)

古墳の主軸からやや西へ振り、第 l主体部の南西側を切って造られ

ている O 盛士上から地山まで掘り込まれており、第 l主体部より掘り

込みは若干浅い。墓墳の主軸は尾根の稜線にほぼ並行する N-31
0

-E

を振り、平面形は隅丸長方形である O 規模は、現況で長さ3.86m、幅

1. 12m、深さ38cmが確認されるが、検出グリッドの深さを勘案すると

約42cmの深さとなる O 土層の断面観察などから木棺の痕跡は積極的に

は認められず、直葬の可能性も考えられる O 北西端で錨 l個体が散乱

した状態で出土している O

錨(5 )は、切先、茎尻を欠くが、全体に細身で茎部が長い。全長

24.6cmが推定される O
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1. U~赤褐色粘質土
2 にぶい諦褐色粘質j: (砂粒を古む)
3. にぶい赤褐色粘質土 (O.5cm以下の砂粒を含む)
4. *'褐色粘質土(濁る。 O.1-O.3cm大の砂粒を古む。司王褐色シルトブロックを憧かに含む)
5.11音赤褐色粘質土(砂粒を僅かに含む)
6 赤褐色砂混粘n土
7. iff褐色粘質土(砂粒、地11Jブロックを古む)
8 明赤褐色粘質土(濁る。砂粒を僅かに古む)
9. 日古車褐色粘質土(濁る)
!o 赤褐色粘質土 (O.5cm以下の砂粒、暗捧褐色粘土ブロックを僅かに古む)
II 意褐色粘質土 (O.5cm以下の砂1士、地U1フロックを古む。暗赤褐色粘土ブロックを憧かに含む)
12 赤褐色粘質土(砂粒を含む)
13 赤褐色粘質土 (O.5cm以下の砂粒、明志向色粘土プロックを僅かに含む)
14 赤褐色砂混判l質土(控色かかる。 O.l~ lcm大の地山礁ブロックを僅かに含む)
15 品、褐色粘質土 (O.5cm以下の砂粒を僅かに青む。明赤褐色枯土プロプク、 l血山ブロックを古む)
16.褐色砂混粘質士(地山ブロックを含む)
17. ;Jj、褐色砂混枯賃上
18 品、褐色粘質土(地山ブロックを含む)
19 にぶい赤褐色粘質j (濁る。 O.5cm以 Fの砂粒を含む。非常に汚い)
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横枕23号墳(第3・6・9 '17~19図、図版 3 ・ 8 ・ 18 ・ 19 ・ 109)

〔位置と現状〕

横枕23号墳は、調査区北側の丘陵上に位置し、北東からやや北向きに軸を変える主稜線の変換部、標

高32.8~34.5mに立地する O 北東に22号墳、南に24号墳が近接する O 丘陵東側に広がる水田面からの比

高差は21m弱で、ある O 調査前の観察では、北東の丘陵先端から稜線上に古墳状の高まりが連続し、 23号

墳もその中のひとつであるが、他と比べやや大きな規模であり、主稜線に直交する窪みが周溝の存在を

予想させたが、高さはさほど感じられなかった。

〔墳丘〕

表土下 5~ 15cmで、墳丘面を検出した。墳頂部は標高34.5mを測る O 丘陵高位南側では表土下は地山面

であったが、北側および東西は旧地表面が遺存し、盛土は、墳頂部北側の一部で部分的に確認されるに

とどまる O 上部がかなり流失しているとはいえ、遺存する主体部墓墳の深さを考慮すれば、本来盛土が

さほど施されなかったと考えられる O 主稜線方向にわずかに長い方墳で、墳丘規模は南北周溝底間で

13.8m、東西裾間で13.5m、墳丘の高さは東裾から1.7mを測る。

墳丘は、主に地山成形で造られており、東西裾部のわずかな削り出しと尾根に直交方向の溝を掘削し

て尾根低位の北側に盛り土することにより尾根幅を最大限利用した築造がなされている。なお、南側の

24号墳との前後関係は、周溝の土層断面から、 23号墳が先行するものと考えられる o 22号墳との関係は

明石在にできなかった。

〔埋葬施設〕

埋葬施設は、遺存する墳頂部中央で、尾根に並行する軸で l基を検出した。なお、西裾に墳丘裾を

切ってSK-06が位置し、軸が23号墳の主軸とほぼ並行するものの、関連性や埋葬施設かどうかも含めて

さらに検討が必要である。

墓墳の主軸は尾根の稜線に並行する N-17
0

- Eをとり、盛土上から地山を深く掘り込んでいる O 平面

形は隅丸長方形である O 墓墳は二段に掘り込まれており、上面の長さ5.05m、幅2.26m、二段目掘り方

は長さ4.72m、幅80~92cm、深さ 26cm を測る O 底面の規模は、長さ 4. 35m、幅53~75cmで、ある O 墓墳上

面からの深さは1.09mを測る O 墓墳埋土の断面観察から木棺の痕跡が認められ、第18図の第27~39層が

木棺の裏込め土とみられる O 木棺の大きさは断面から推定して長さ3.1m、幅50cm前後と考えら、二段

目掘り方いっぱいに棺を納めていたとみられる O

遺物は、墓墳北壁から1.3m離れた床面で、鼓形器台(1)が出土した。時期や配置、受部の打ち欠きか

ら転用枕と考えられる O 土圧でわずか 5cm程度に器形がつぶれており、その他に墓墳内で遺物はみられ

なかった。(1)は、受部、脚台部ともに聞き具合が比較的直線的で高さを保った形態である O

〔その他の出土遺物〕

古墳東裾の表土中、標高33.1mで、銅鏡片(2 )が出土している O 本来は墓墳上で供献されたものが、流

土とともに流れ落ちたと考えられる O その他に、西側

墳裾部から石錘(3 )が出土している o (2)は推定径11

cmを測り、外縁8分の lほどの破片である。平縁で径

が大きくわずかに残る内区の厚さなどから内行花丈鏡

の可能性がある O 破断面にいずれも調整痕は認められ

ない。(3 )は長軸両端に打ち欠きがあり、使用痕が観

察される O

39 
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No.ll北横枕23号墳表土出土遺物実測図第18図

横枕24号墳(第 3 ・ 6 ・ 9 ・ 20~22図、図版 3 ・ 20 ・ 21 ・ 109)

〔位置と現状〕

横枕24号墳は、調査区北側の丘陵上に位置し、標高33.9~35.3mに立地する O 北東に23号墳、南に25

号墳が近接する O 丘陵東側に広がる水田面からの比高差は22m弱で、ある O 調査前の観察では、北東の丘

陵先端から稜線上に古墳状の高まりが連続し、 24号墳もその中のひとつであるが、近接する南北の古墳

と比較すると、やや小さな規模であり、主稜線に直交する窪みが周溝の存在を予想させたが、他の古墳

同様に高さはあまり認められなかった。

〔墳丘〕

表土下1O~20cm前後で、墳丘面を検出した。墳頂部は標高35.3mを測る O 丘陵高位南側では表土下は地

山面であったが、北側墳頂部には盛土が5~20cm程度遺存し、東西方向では旧地表面が検出された。主

体部墓墳の深さを考慮すると、上部はかなり流失しているとみられる O ほほ辺の長さが等しい方墳で、

墳丘規模は南北周溝底間で10.6m、東西裾間で10.3m、墳丘の高さは西裾から2.1mを測る O

墳丘は、主に地山成形で造られており、東西裾部の削り出しと尾根に直交方向の溝を掘削して尾根低

位の北側に盛り土することにより造られている O なお、南側の25号墳との前後関係は、周溝の土層断面

40 
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木根痕

1. 11古褐色刷l質ゴ (しまる。混じり物なし)
2 にぶいホ褐色粘質土(やや灰色かかる。 O.3cm大の褐灰色地山フロックを僅かに古む。しまる)
3 にぷい赤褐色粘質土 (2より明。 O.lcm大の褐灰色地山ブロックを青む。 Lまる)
4 にぶい赤褐色粘質土 (0.3-1cm大の褐灰色地山フ守ロックを含む。 Lまる)
5 明昨褐色枯賀土 (O.Z-O.5cm大の褐灰色地IIIブロックを肯む。しまる)
6 にぷい赤褐色粘質土 (5より明で、 10より陥。 O.l-lcm大の褐灰色地山フロックを含む)
7 明罪褐色枯質土 (O.2-1cm大の褐灰色地山プロァクを含む。 6cm大の褐灰色地山フロック有)
8. 明暗ミ褐色枯質土 (5よりやや明で、1Oより陥。 0.5-1Cm大の褐灰色地山ブロックを青む)
9. ))庁、褐色枯質土(Icm大の褐灰色、犠褐色地山ブロックを合む。 5よりしまり弱い)
10. 明赤褐色粘白土 (8より明。 0.5-Zcm大の褐灰色地山プロックを古む。控色土を保かに吉む)
11 昨褐色枯買土 (O.3-0.8cm大の褐灰色地山プロックを古む。 2.5cm大の桂色地山フロック有。 15よりよくしまる)
12. ;Jf褐色粘質土 (0.5-2cm大の褐灰色土ブロック、権色地Il!ブロックを含む。笹色仁を僅かに含む。部分的に緑灰色地山ブロックを含む。

しまらない)
13 赤褐色粘質土 (u.5-1.5cm大の褐灰色地山フロックを含む。 Lまり弱い)
14 砂l赤褐色枯質土 (0.5-2cm大の褐灰色土フロック、居色土ブロック、特色J山山プロックを含む。炭片を僅かに古む)
15 明赤褐色粘質土(0.5-2cm大の褐灰色土フロック、桂色地山ブロック、 t黄色土ブロックを含む。 11.16より地山フロック大。 Lまり弱い)
16 明赤褐色柏質土 (1-3cm大の褐灰色土フdロック、位色地山ブロック、瞳色土ブロックを含む。 7Cm大の褐灰色地illブロック有。部分的

に崩れた緑灰色地山ブロックを含む。しまり弱い)
17 明帯褐色粘質土 06より明。 1-2cmの褐灰色地山プロックを古む。位色土を 14より多〈含む)
18 赤褐色枯宜土 06より崎で灰色かかる。 1Cm大の柑灰色地山フロックを含む)
19. 明罪褐色粘質土 06より明で檀色かかる。 O.5-1.5cm大の褐灰色地山フロックを僅かに合む)
20 にぷい赤褐色粘到土(12'16より暗。 0.5-2cm大の掲灰色iブロック、住褐色地IlJフロックを古む)

」

H=34.50m  

21.にぷい串褐色柏質:士 (20よりやや暗。 1cm大の樹灰色土プロック、居褐色地山ブロックを含む。 Lまり弱い)
22 にぶい赤褐色粘質イ (16'26より暗。 0.5-3cm大の崩れかかった褐灰色」ニブロック、搾色地山ブロックを含む。ややしまる)
23 にぶい帯褐色粘質土 (3- 5 cm大の居色地111ブロックを含む。 22より柿質)
24 赤褐色粘質土 (O.s-3.5cm大の褐灰色 tフロック、極色地山フロック、桂色土ブロックを合む。しまり弱い)
25. ;ff褐色粘質土 (24よりやや暗o O.5-1cm大の制灰色土ブロック、控褐色地山ブロックを古む。地山ブロックの古みが少ない)
26 赤褐色粘質土 (25より階。 1-2cm大の褐灰色土ブロック、樺色地山ブロック、位色土を古む。 24.25よりややLまる)

27 非褐色粘質ヒ (0.3-2cm大の褐灰色地山ブロック、炭片を古む。 28より Lまる)
28 明罪褐色粘質ゴ (0.5-3叩大の伺灰色上フロック、樺色地山プロック、暗色土ブロックを古む。 6cm大の桂色土ブロック有。 27よりしまりやや弱いがあよりしまる)

2S にぶい赤褐色粘貿土 CO.5-l.Scm大の禍灰色地山ブ守ロックを古む)
3C にぶい赤褐色粘貿土 (29より暗。 0.5-1cm大の禍灰色土ブロヅク、佐色地山フロックをおより少なめに含む。 5cm大の褐灰色地山ブロック有。しまりやや弱い)

31 赤褐色粘質 L(0.5-3 cm大の栂灰色土ブロック、控色地山ブロック、横色土ブロックを含む。 14よりしまる)
32. iN褐色粘質土 (0.5-3cm大の褐灰色土ブロック、控色地山ブロックを多く古む。特色土ブロックを含む。 16よりしまる)
33. iliC柿色粘質土 (0.5-3cm大の褐灰色土プロック、投色地山フロックを多く含む。 32より栓色土を多く含む。 32よりしまり耳目い)
34 功可品色粘質土(10より時。 0.5-1 cm大の褐灰色土フロック、横褐色地山ブロックを含む。よくほぐれしまりやや弱い 2m

35 赤褐色粘質土 ! 

包9よりやや暗。 O.5-1.5cm大の褐灰色土ブロック、 t童福色地山ブロック、樟色土ブロックを含む。 34より褐灰色地I.!rプロックの含み多い)

3e 赤褐色粘質土 (O.scm大の崩れた褐灰色地山プロックを合む。しまる)
37 赤褐色粘質土(10より暗。 O.5-1.5cm大の褐灰色土ブロック、桂褐色地山ブロックを含む。しまる)
38 赤褐色粘質土(37よりやや階。崩れた褐灰色土ブロック、艦褐色地山ブロックを青む。しまる)
39 赤相色粘質土(O.5-1cm大の崩れた褐灰色土ブロック、艦褐色地山ブロックを含む。 3.5cm大の桂褐色地illブロック唯一。しまりやや弱い)

第19図 No.11北 横 枕23号墳主体部実測図(8=1 : 30) 
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No.11北 横 枕24号墳主体部実測図(S= 1 : 30) 第20図
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から、 24号墳が先行するものと考えられ、 23号墳との関係は同様に、周溝の土層断面から、 23号墳が先

行するものと考えられる O

〔埋葬施設〕

埋葬施設は、遺存する墳頂部やや南よりで、尾根に並行する軸で l基を検出した。なお、主体部の南

西隅の下層にSK-09が重なる。墓墳の主軸は尾根の稜線に並行する N-9
0

-Eをとり、盛土上から地山を

掘り込んでいる O 平面形は隅丸長方形である O 墓墳は二段に掘り込まれており、三段目の北側を除く周

囲に目張り状の乳白色粘質土が認められた。上面の長さ3.95m、幅1.90m、二段目掘り方は長3.55m、

幅50cm、深さ18cmを測る O 底面の規模は、長さ3.4m、幅39cmで、ある O 墓墳上面からの深さは59cmを測

るO 墓横中央部に径が50cm以上もある木根があり、墓墳埋土の断面観察が困難を極め、層自体も根によ

る撹乱を受けていたが、断面観察から木棺の痕跡が認められた。第22図の第 5・6. 12・13・20・21層

は木棺の裏込め土とみられる O 木棺の大きさは断面から推定して長さ3.1m、幅35cm弱と考えら、二段

目掘り方いっぱいに棺を納めていたとみられる O

遺物は、墓墳北壁から70cm離れた床面で鼓形器台(1)が出土した。根によるものか、横転して西側に受

部が散らばっていた。時期や配置、受部の打ち欠きから転用枕と考えられる o (1)は、器壁厚く脚台部

に対し受部が大きいものの、比較的バランスのとれた器台である O

〔その他の出土遺物〕

古墳南東裾で小型査(2 )が出土している O これと接合する破片が61号墳の北西裾で出土しているが、

24号墳からの転落と考えられる O その他に、南側周溝埋土から石錘(3 )が出土している。(2 )は頚部を

強くヨコナデすることで複合口縁状の口縁部となる O 風化がすすむが赤彩の可能性を残す。(3 )は長軸

両端に打ち欠きがあり、使用痕が観察される O
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第21図 No.11北横枕24号墳主体部出土遺物実測図
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横枕25号墳(第 3 ・ 6 ・ 10 ・ 23~25図、図版 3 ・ 6 ・ 8 ・ 21 ~24 ・ 109)

〔位置と現状〕

横枕25号墳は、調査区中央部の丘陵上、標高34.9~36.3mに立地する o Noll北調査区が所在する正陵

の頂部にあたり、 23号墳で屈曲した稜線が25号墳以南もさらに南西へ軸を振ることから、 25号墳の立地

する丘陵頂部がやや東に張り出している O 古墳の立地や配置からも中心的な古墳であったことが窺え、

北に24号墳、南に62号墳、東側に61号墳、南西側に89号墳、南東側に63号墳と、周囲に古墳が一部重複

しながら配置する O

正陵東側に広がる水田面からの比高差は23m弱で、ある。調査前の観察では、北東の丘陵先端から稜線

上に連続する古墳状の高まりが、一旦25号墳で終結し、そこから斜面へ向かっていくつかの高まりが認

められる O 主稜線に直交する窪みが周溝の存在を予想、させたが、他の古墳同様に高さはあまり認められ

なかった。

〔墳丘〕

表土下1O~20cm前後で墳正面を検出した。墳頂部は標高36.3mを測る O 丘陵高位の北側では表土下は

ほぼ地山面であったが、南側墳頂部および東西方向では盛土が1O~30cm程度遺存し、旧地表面は墳正断

割りの精査でも確認されなかった。墳正北側の盛土の遺存状況を考慮すると、上部はやや盛土が流失し

ているとみられる O ほぼ辺の長さが等しい方墳で、墳正規模は南北問で12.5m、東西裾聞で12.8m、墳

丘の高さは西裾から1.43mを測る。

墳丘は、主に地山成形と盛土で造られている O 東西裾部の削り出しと尾根に直交方向の溝を掘削して

尾根低位の南側に盛り土することにより造られている O なお、北側の24号墳との前後関係は、周溝の土

層断面から、 24号墳が先行するものと考えられ、 62号墳との前後関係は同様に、周溝の土層断面から、

25号墳が先行するものと考えられる O この他63、89号墳は裾部を切ることから25号墳より後の築造と考

えられる O

〔埋葬施設〕

埋葬施設は、遺存する墳頂部中央やや東寄り、尾根に直交する軸で切り合う 2基を検出した。正陵の

主稜線に対しほほ直交する第 l主体部に対し、軸を北西へ振り北壁を斜めに切る状態で第 2主体部が重

なる O なお、南西墳正斜面にSX-06が位置する O さらに南西には89号墳が近接するが、埋葬施設の主軸

を考慮した場合、 25号墳の主軸に並行するSX-06の帰属は25号墳と考えるのが妥当と思われる。

:-.-.<欝 1 生;鰭部第23 ・ 24図、図版 6 ・ 22~24 ・ 109)

墳頂部中央やや東寄りで検出した。盛土上から地山を深く掘り込んでいる O 墓墳上には、封土とみら

れる厚さ 5cm程度の層が確認された。墓墳の主軸は尾根の稜線に直交する N-7T-Wを振り、平面形は

隅丸長方形である O 規模は、現況で長さ3.63m、幅1.21m、深さ69cmを測る。墓墳埋土の断面観察から

木棺の痕跡が認められ、第24図の第1l~15 ・ 17~20 ・ 24~28 ・ 30 ・ 31層などが木棺の裏込め土とみられ

るO 木棺の大きさは断面から推定して長さ 2m弱、幅50cm前後と考えられる O 墓墳両端の壁面からそれ

ぞれ70cm程度離れて、西側で鼓形器台(1)と25cmほど南西に土器細片、東側で宣口縁部(2 )、鉄剣

( 3 )、錨(4 )、鉄鉱(5 )が出土している O 宣口縁部(2 )は口縁部10分の l程度が内面を上に向け、やや

南側に寄り、その北側に接してU字形に折れ曲がった鉄剣(3 )が剣先側を外側に刃を立てた状態で、そ

の折れ曲がった内側に鉄鉱(5 )、錨(4 )は曹の下および鉄剣の茎部近くと鉄剣から30cm弱北西とそれぞ

れ離れた状態で出土している O 万子(6 )は鉄剣の万身部の茎部近く下部で出土している O 鼓形器台は時

期や配置、受部の打ち欠きから転用枕と考えられる O 豊口縁部についても、口縁部内面を扇形に配置し

た様子から転用枕と考えられる O また、墓墳西端埋土上層から土器体部片が出土している O

鼓形器台(1)は、受部が深く、比較的、器高、径ともに大きい。壷口縁部(2 )は体部と頚部の境界に

凸帯を持ち、口縁部は大きく外反し上端部はやや丸みのある面をもっO 鉄剣(3 )は、全長64.8cm、鏑が
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17 褐色柚質土
18 樹色粘質土 07よりやや荷。赤褐色地山プロックを僅かに含む)
19 褐色粘質:1::(17.18より暗)
20 褐色粘質土(8より晴(18.19よりやや明。 0.3-3 cm大の地山フロックを官に含む)
21 褐色粘質士 (20よりやや明。 1cm大の赤褐色地山フロックを古む)
22 にぷい黄褐色粘質土 (5より崎。 0.5-1 cm大の地山ブロックを含む。 16と同様)
23 褐色粘白土 (3より明)
24 褐色粘質土 (23より明。 0.5-2cm大の地山ブロックを吉む)
25. 明昨褐色枯質土(褐色粘質土プロックを含む)
26 褐色粘質土(黄褐色地山ブロックを含む)
27.褐色枯質土 (26よりやや明。貰褐色地山ブロックを古む)
28 にぶい褐色粘国土
29. にぶい黄褐色粘質土 (4よりやや明)
30 褐色粘宜土(褐灰色地山ブロックを古む)
31 にぶい賛褐色粘質土 (6よりやや暗)

l 暗褐色粘質土
2 黒褐色粘質土
3 褐色枯質土
4 にぶい黄褐色青山賀土 (0.5-1cm大の地山ブロックを僅かに古む)
5 にぶい黄褐色粘質土(4より崎)
6 にぶい黄褐色粘質土(4よりやや明)
7 褐色粘質土(黒褐色土プロックを古む)
8 褐色粘質土(3よりやや明。 0.5-2cm大の地山フロックを密に含む)
9.暗黄褐色粘質土
10 褐色粘質土(根痕跡か?)
II 褐色粘賀土 (10より明。やや黄褐色かかる)
12 褐色粘質土 (llよりやや明。やや黄褐色かかる)
13 褐色粘冒土 00よりやや明るく1l.12より陪)
14 褐色粘質士と明赤褐色粘質土の混合
15. にぶい黄褐色粘質土 (5より暗。 0.5-1crn大の地山ブロックを多く含む)
16 にぶい黄褐色粘質土 (6より暗く 15よりやや明。 1-3cm大の地山フロックを多く含む)
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不明瞭で、茎部に木質痕と目釘穴 2が観察される。錨(4 )は全長22.4cm、切先がやや左に向く。鉄鉱

( 5 )は長頚織で茎下部が曲がる O 万子(6 )は万身のみの遺存で切先は丸い。

欝2ィ主主持量産';(第25図、 図版24)

第 1主体部よりやや北へ軸を振り、第 1主体部の墓噴北壁を切って造られている。盛土上から掘り込

まれており、第 1主体部と比べ掘り込みがかなり浅く規模も小さい。墓墳の主軸は尾根の稜線に対し直

交方向であるが、厳密には古墳の軸とも合わずN-550-Wをとる。平面形は隅丸長方形である O 規模は、

現況で長さ1.25m、幅60cm、深さ26cmを測る O 土層の断面観察などから木棺の痕跡は認められず、土墳

墓とみられる。墓墳東隅の床面から 5cm程度浮いた状態で万子片が出土している。
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1m 
l 黒褐色粘宜土
2 暗黄褐色粘質土

3 褐色粘質土(やや暗。黄褐色土かかる)
4 暗黄褐色粘質土 (2よりやや時)

No.11北横枕25号墳第 2主体部実測国(S= 1 : 30) 
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横枕26号墳(第 3 ・ 6 ・ 10 ・ 26~28図、図版 3 ・ 25~27 . 110) 

〔位量と現状〕

横枕26号墳は、調査区東側、 25号墳の位置する丘陵頂部から東へ張り出す尾根筋下位の標高28.2~

30. 2mに立地する O 西にSX-lO、南に59号墳、南東に88号墳が配置する O 丘陵東側に広がる水田面から

の比高差は16.5mで、ある O 調査前の観察では、 25号墳から続く小尾根の傾斜が平坦となり、 25号墳周辺

とはかなり比高差が認められるものの、南西側に周溝とみられる弧状の窪みも認められることから、古

墳の存在が予想された。

〔墳丘〕

表土下10cm前後で墳丘面を検出した。墳頂部は標高30.2mを測る O 墳丘全体に厚く盛土がなされ、

墳頂部で、35cm程度、西側で、20cm程度、北東側で、55cmと斜面低位ほど厚い盛土が観察された。墳丘中央よ

り西側周溝近くで標高が高く、本来はもう少し盛土がなされ上部はやや流失しているとみられる O 東側

で少し崩れが認められ、西側の周溝径を考慮に入れても径10mの円墳である O 現況の墳丘規模は東西で

9.5m、南北で9.6m、墳丘の高さは東裾から2.05mを測る O

墳丘は、主に西側斜面高位側に弧状の周溝を大きく掘削することで尾根を切断し、掘り上げた士を北

東側ほど厚く盛ることで墳丘を整えている O 南西側で旧地表面が遣存していなかったことからも、北東

側に土を掻き出した様子が窺える O なお、南側の59号墳との前後関係は、ともに似通った時期であり、

周溝の士層断面からも明確にはできなかった。

〔埋葬施設〕

墳頂部中央やや西寄りで検出した。盛土上から地山を掘り込んでいる O 墓墳の主軸は尾根の稜線に直

交する N-11
0-Eを振り、平面形は隅丸長方形である O 南側を中心に墓墳の掘り誤りがみられたが、土

層断面部分を考慮に入れて、規模は、長さ3.28m、幅1.32m、深さ50cmを測る O 土層の断面観察から木

棺の痕跡は積極的には認められず、床面にみられる窪みの状況などからも直葬の可能性が考えられる O

なお、墓墳上層の中央部で長さ1.6m弱の石列が検出された。墓墳の主軸とほぼ同一で、位置的には

ほぼ被葬者の上層にあたる O 石列は10~20cm大の自然石を横 2 列に配し、頭部側へ向けて並びをやや低

くする傾向がある O 特に南端の石は、土器枕上、被葬者の頭部上25cm程の位置で、ある O また、石列検出

時に須恵器蓋杯(4 )が出土しており、後世の遺構の重複を考えるよりも、 26号墳の埋葬施設に付随する

ものと考えたほうが妥当とみられる O

南壁のすぐそばに万子、さらに15cmばかり離れて椀形高杯 3点が組み合わさった土器枕、そのすぐ東

側に鉄鉱3点が出土した。万子(5 )は、墓墳軸と直交して西側に切先を向け、墓墳底に刃部を向けたよ

うな状態である O 土器枕は、 3点の高杯のうち一番大きな(1)の脚部をはずし、その杯部南側を(2 ) 

( 3 )と(1)の脚部とで覆うように配置している O 高杯(1 )~(3) は法量の大小はあるもののほぼ同様な

形態・調整技法で、(1)(2)の脚部内面を除いて赤彩される。杯部は口縁部内外面ヨコナデされ、下半

外面に多面状の成形痕が観察される O 脚部は差込み式で脚柱部外面に縦位の工具ナデ、内面に成形時の

絞り目および裾部にほぼ等間隔の指頭圧痕が遣存する O 須恵器杯蓋(4 )は長く直立気味の口縁部で端部

内面に段を有する o (5)は切先を欠損するものの全長13cm弱とみられ、両関で茎部に木質が遺存する O

(6)~(8) は鉱身部が万子形の長頚鍛で、ほほ同様な大きさである O 木質と巻締痕が茎部に遺存する O

〔その他の出土遺物〕

古墳の北西周溝埋士下層から数片に分かれた杯蓋(9 )、完形の躍(10)が出土している O 本来は墳丘上

で供献されたのが、転落したものとみられる o (9)は丸味のある天井部に中央が大きく凹むつまみを貼

り付け、長くわずかに内傾する口縁部は端面で内傾する段を有する o (10)は体部径より若干聞く口縁部

をもち、端部はやや肥厚して凹面を上に向ける O 頚音防、ら口縁部への屈曲は明瞭で、外面に波状文が周

回するが一部乱れが認められる O
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1 灰褐色粘置土(最片を僅かに含む。ょくしまる)
2 褐色粘質土 (1より明るく 6よりやや明。しまる)
3.褐色粘質j:(6よりやや明。 0.3cm大の控褐色土フ'ロック、民片を古む)
4 にぷい褐色粘質土 (6より明。 Q.3cm大の灰色土フeロックを吉む)
5.褐色粘質土

6 褐色粘質土(炭片を古む)
7.褐色粘質土 (6よりやや暗。 O.2cm大の糧褐色土プロックを僅かに吉む。炭片を古む。 6よりしまらない)
8 にぷい褐色粘質土(褐灰色かかる。費褐色土、炭片を含む)
9.褐色粘質土 (7より黄褐色かかる。しまり耳目い)
10 にぶい褐色粘質 t(やや灰色かかる。 7よりプロック等の混じりが少ない)
11.にぶい黄褐色粘質土 (O.2cm大の黄褐色土プロックを僅かに含む。しまり弱い)
12.褐色粘質土 (O.3cm大の檀褐色土フ+ロックを僅かに含む。黄褐色土を含む)

第26図 No.11北横枕26号墳主体部実測図(S= 1 : 30) 
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第28図 No.11北横枕26号墳周溝出土遺物実測図

横枕59号墳(第 3 ・ 6 ・ 10 ・ 29~36図、図版 3 ・ 9 ・ 27~31 ・ 111 ・ 112)

〔位置と現状〕

横枕59号墳は、調査区東側、 25号墳の位置するE陵頂部から南東へ下る斜面、標高31.18~25. 18mに

立地する O 北西側の高位に63号墳、 25号墳、 61号墳、 SX-lOが取り囲み、北東に26号墳、 88号墳が配置

する O 丘陵東側に広がる水田面からの比高差は13.5mで、ある O 調査前の観察では、 25号墳から南東に下

る斜面に弧状の大きな窪みがあり、その内側に円形の平坦面がみられることから、古墳であることが容

易に判断でき、東側からもかなりの高さが想定された。墳頂部とみられるところから南東斜面にかけて

の傾斜が厳しく、かなり盛土が流失しているものとみられた。

〔墳丘〕

表土下 5~ 10cm前後で、墳E面を検出した。墳E部の最高所は標高31.18mを測る O 墳E全体に厚く盛

土がなされ、墳頂部で1.63m程度、北西側で、30cm程度、南東側で1.32mと北東頂部で厚い盛土が観察さ

れた。墳E中央より北西側周溝近くで標高が高く、本来はもう少し盛土がなされ上部はやや流失してい

るとみられる O 南東側で少し崩れが認められ、西側の周溝径を考慮、に入れると径15mの円墳が復元され

るO 現況の墳E規模は北西周溝J1f;-南東裾聞で17.1m、南西 北東周溝底問で14.8mとやや斜面低位で

墳丘が膨らむ。墳丘の高さは南東裾から6.0mを測る O

墳丘は、主に西側斜面高位側に弧状の周溝を大きく掘削することで墓域を確保している O 斜面高位の

周溝上端から周溝幅は 7mに及び、深さも3.75mを測る O その掘り上げた土は南東裾↑恒側則1から盛り始め、

7拘Oc叩mほと

北西墳E下でで、SK一寸12，、SK一寸13丸、 SD一-02が、南墳E下でSK-14と古墳築造以前の遺構を検出した。 よって、

旧地表面は南東側のみの遺存であった。なお、北東側の26号墳との前後関係は、ともに似通った時期で

あり、周溝の土層断面からも明確にはできなかった。

〔埋葬施設〕

埋葬施設は、墳頂部中央よりかなり斜面高位寄りで、尾根に直交する軸でわずかに切り合う 2基を検

出した。Ji陵斜面に対しほほ直交する第 2主体部に対し、軸をわずかに北へ振り南東壁を斜めに切られ

る状態で第 1主体部が下に重なる O 墓墳の掘り込みは第 2主体部のほうが深い。また、主体部 2基上層

L71 三!
10cm 

第29図 No.ll北横枕59号墳第 1主体部出土遺物実測図
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1 暗褐色シルト(j{i褐色土フeロックを僅かに含む)
2 暗褐色シルト (1より明)
3. n音褐色シルト (2より m:;:oやや枯質)

4 褐色シルト(茶灰色土ブロックを古む)
5 崎貴褐色ンルト(明員z褐色土ブロックを古む)
6 褐色シルト

7 褐色シルト(黄褐色土ブロックを僅かに古む)
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第30図 No.ll北横枕59号墳第 1主体部実測図(8=1 : 30) 
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に厚さ1O~25cm前後の封土が施されていた。

襲戦議議事事務:(第29 ・ 30図、図版28~30 ・ 111)

墳頂部中央北西寄りで検出した。盛土上から墓墳を掘り込んでおり、地山面まで到達しない。墓噴上

には、封土とみられる厚さ1O~25cm程度の層が確認された。墓墳の主軸は尾根の斜面に直交する N

34
0

-Eを振り、平面形は隅丸長方形である。規模は、現況で長さ4.34m、幅1.63m、深さ41cmを測る O

墓墳東側を除く墓墳側壁にコ字形の石の並びが検出された。出土層は墓墳上層から床面にいたってお

り、小口部の一部を除いて平積みである。南側の須恵器蓋杯の土器枕が出土していることから、南が頭

部であり、頭部と足部に重点が置かれている O 足部側で三段に平積みし、小口部で石を立てている O 内

面の石面の揃いもみられず、頭部側小口では両側板側の石上に一番大きな石を被せているような用い方

である O 墓墳埋土の断面観察から明確な木棺の痕跡は認められないものの、木棺の頭部側小口上および

周辺、足部側を石で覆い、足側小口は石であった可能性も考えられる O

遺物は墓墳南西壁から1.2m離れた中央部に須恵器蓋杯(1)(2)を伏せ、互いに内側に傾斜をつけて

頭を固定できるように並べている。(1)と(2 )は焼き色や形態、質感などからセットとして作られたも

ので、全体的に器壁が厚く、天井部、底部ともにやや丸味をもち、口縁部内面に内傾する段を有する。

内面中央部にはともに円弧丈工具痕が明瞭に残り後のナデ消しは施されない。

議2主体部L.，第31・32図、図版9・28・30・31)

第l主体部より北東側の墳頂部よりに位置し、わずかに東へ軸を振る O 第l主体部の墓墳南東壁をか

すかにかすめる O 盛土上から掘り込まれているが、地山面まで到達しない。平面形は隅丸長方形であ

るO 第l主体部と比べ平面的にはよく似た規模、形態であるが、掘り込みは第 l主体部よりかなり深

い。墓墳の主軸は斜面に対し直交方向であり、 N-44
0

-Eをとる O 平面形は隅丸長方形である O 規模は、

現況で長さ4.40m、幅1.80m、深さ78cmを測る。土層の断面観察などから墓墳北西壁寄りに木棺の痕跡

が認められる。第31図の第18~35層が木棺の裏込め土とみられる。木棺の大きさは断面から推定して長

さ2m弱、幅50cm弱、深さ37cm程度と考えられる O

墓墳西壁寄りで鉄剣(3 )と鉄鉱(4 ) ~ (14)が出土している。土層断面から、鉄剣は木棺の南西端、鉄

鉱は棺外の可能性が高い。鉄剣は剣先を南西へ向け、向きを揃えた鉄鉱は剣先と合わせたかのようにほ

ぼ軸を合わせ、刃先を向かい合わせにする O 鉄剣(3 )は全長65.5cmを測る O 万身部の鏑は不明瞭、茎部

に目釘孔有り O 全体に木質が遣存し、特に万身部に二種の布目痕を観察する O 鉄鎖(4)~ (14) はおおま

かに 4種があり、 (4)~ (11)は短頚で鍛身部が三角形で(10)を除き腸扶の逆刺をもっo (12) (13)は長頚

で鍛身部が(12)は三角形、(13)は万子形である o (14)は接合はしないものの(8 )の茎部の可能性があ

り、木質と巻締め痕が明瞭に残る。

〔その他の出土遺物〕

古墳の南西側周溝および北西周溝埋土下層から土器が出土している O 土師器は(15)のl点だけで、他

は須恵器である O 比較的完形あるいは接合すれば完形に近いものが目立った。中には周溝底面で出土し

たものもみられたが、多くは10~20cm程度底面より浮いた状態で出土している o (29)は肩部以上がまと

まり口縁部が上を向いてつぶれた状態の出土であるが、体部片が周囲に点々と散らばっており、周溝に

据えられたとは言い難い。また、有蓋高杯が4組出土しているが、このうちセット関係の蓋(16)、高杯

(21)は、 (16)は南西側、 (21)は北西側で出土している。有蓋高杯(18)(23)も同様である O 古墳の南東側

では土器はほとんど出土しておらず、土器は墳正上のかなり西寄りで供献されたとみられる O 土師器は

斐(15)、須恵器は有蓋高杯(16)~ (19)、(21)~ (24)、壷(26)(27)、書(29)、器台(28)がある。

(15)は中型の斐で、頚部および口縁部上半の強いヨコナデで複合口縁とするが上端部は面をなさな

い。体部は球形であるが肩部はなだらかで最大胴径を体部中位におく O 有蓋高杯(16)~ (19)、(21)~ 

(24)は蓋の摘みの大小や脚の透し窓の有無の差があるが、ほぼ似通った形状、法量である O 体部は丸味
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1 褐色シルト
2 暗灰色シルト
3 暗褐色シルト(黄褐色土プロック点在)
4 黄褐色ンルト
5 褐色ンルト
6 硝貫褐色粕賃上(紫以色土ブロック、明黄褐色土プロックを僅かにや「む)

7 晴氏褐色枯質土 (1.1't褐色土フ'ロックを含む)
8 褐色粘質土(黄褐色土プロックを僅かに含む)

9. Hl1rlf褐色粘fJ土
10 暗褐色粘質土(赤褐色土フロック、明黄褐色土プロソクを多く古む)
II 赤褐色粘質土(明貰褐色二十ブロックを古む)

12 暗褐色ンルト (2より明。灰色土フロック市在)
13 黄褐色ンルト(赤褐色土ブロック、紫灰色土ブロックを古む)
14 渇色ンルト (1-2m大の灰色土フロック、黄褐色士プロックを含む)
15 褐色ンルト(黄褐色土ブロックを含む)

16 暗褐色粘質了l:(背褐色土フロックを古む)

17 赤褐色枯賀工
18 晴氏制色料宜土(黄褐色土フロック、紫灰色上ブロックを青む)
19 暗黄褐色枯質土(紫灰色土ブロックを古む)
2C 員褐色粘賀土(赤相色土ブロック、紫灰色土プロックを含む)
21 褐色粘質土(黄禍色土プロック、紫灰色土ブロックを含む)

22.褐色粘質土

23 暗灰色粘11-=1:(昨褐色土プロック、責褐色土ブロックを青む)

24 褐色粘質土(貫褐色土ブロックを古む)
25 暗褐色粘質土(紫灰色土ブロック、明世褐色土プロックを含む)

26. 陥灰褐色枯質士(明貰褐色ヒプロックを含む)
27 崎貴褐色布'i質土(暗灰色土プロァク、赤褐色土ブロックを古む)

28 陪費褐色ンルト
29 褐色粘質土(事褐色土フロック、黄褐色土フロックを含む)

30. 11音賞制色粘質土(明貰褐色ヱブロックを古む)
31. 11音黄褐色粘質土(3Cより暗)
位 置褐色粘質土(赤禍色:ヒブロック、明黄褐色1:フロックを多く色、む)
33 柑色柏質 1:(灰色 kプロック、出褐色土フロックを合む)

第31図 NO.ll北 横 枕59号墳第2主体部実測図 (8=1 : 30) 

20cm 

匝面司画面司

61、け

81 -
叶 1。01

111 
:0::1 

2m 

31 褐色シルト(黄褐色:1ブロック、 1-2cm大の灰色上ブロックを含む)

35 時褐色粘質上
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をもち、口縁部はやや長めで端部は内傾する段を有する O 内面中央部に円

弧文工具痕が観察されるが後にヨコナデされ、かすかに観察されるものが

みられる o (20) (25)は5点目の有蓋高杯になるのか杯蓋か不明であるが、

有蓋高杯の口縁部同様の形態である o (26) (27)は肩部が張り、外面に連続

刺突文を施すが、 (27)は押しヲ|く o (26)の口縁部は頚部から直線的に聞

き、 2条の稜線下位に体部と同一工具の波状丈を施す。底部内面に円弧文

工具痕が観察される o (28)は全体を復元するには到らなかったが高さ33cm

以上になると推定される O 受部は椀形で透しはなく、口縁部で屈曲して外

方に聞く O 外面に円形、勾玉状の浮文を貼り付ける O 筒部は外面に波状文

2cm 

第36図 No.ll北横枕59号墳
表土出土遺物拓影

後に長方形透し窓を各段直列に穿つ。台部は裾部で屈曲して立ち、端部は内傾する段を有する O 台部裾

外面に波状文、沈線で区画された各段に透し窓の痕跡を確認する o (29)は中型の斐で、体部は丸味の強

い倒卵形で口縁部は外反して端部で肥厚、屈曲して上方に丸く納める O 体部外面は平行叩き目後、 3分

の2上半軽いカキ目を施す。内面は円弧文・同心円工具痕を観察する O

この他に表土中の遺物として、南西側で銅銭「永築通貰J1点が出土している O

横枕60号墳(第 3 ・ 6 ・ 11 ・ 37~40図、図版 3 ・ 31 ・ 32 ・ 113)

〔位置と現状〕

横枕60号墳は、調査区南西側、 25号墳の位置する丘陵頂部から南東へ下る斜面、標高29.26~32. 17m 

に立地する O 北側の斜面高位に62号墳、斜面低位の南側に90号墳が配置し一部重複する O 丘陵東側に広

がる水田面からの比高差は17.5mで、ある O 調査前の観察では、 25号墳から南東に下る斜面に弧状の大き

な窪みがみられることから古墳と想定されたが、南斜面にかけての傾斜が厳しく、墳丘がかなり流失し

ているものとみられた。なお、周溝西端が調査区域外となる O 周溝内にSK-01、SK-02、SK-08が配置

する O

〔墳丘〕

表土下10~15cm程度で、墳丘面を検出した。墳丘部の最高所は墳丘中央より北側周溝近くが高く、標高

32. 17mを測る O 本来墳丘全体に厚く盛土が施されていたとみられるが、墳丘全体では1O~20cm程度の

盛土が遣存しているのみで、南側では旧地表が露出していた。上部はかなり流失しているとみられる。

南東側で崩れが認められるものの、現況の墳丘規模は東西で12.7m、やや斜面低位側で墳丘が膨ら

み、南北で'10mが遣存する O 北側の周溝径を考慮に入れると径12mの円墳が復元される O 墳丘の高さは

東裾から現況2.91mを測る O

墳丘は、主に北側斜面高位側に弧状の周溝を大きく掘削することで墓域を確保している O 斜面高位の

周溝上端から周溝幅は5.58mに及ぴ、深さも 2.90mを測る O 墳丘の築造は墳丘全体では1O~20cm程度の

盛土が遣存している程度で盛土の大半を流失していることから不明で、あるが、旧表土はほぼ墳丘全域に

遣存していた。なお、北側の62号墳、南側の90号墳との前後関係は、第11図の土層断面、墳丘断面図か

ら、斜面低位側の古墳ほど新しく、 60号墳が62号墳を切り、 60号墳が90号墳に切られたことが判明し

た。ただ、 90号墳北側の周溝埋土断面では、上層の埋土の大半は60号墳からの流土とみられる O

〔埋葬施設〕

墳頂部中央やや北寄りで須恵器3点を検出した。組み合わさるように出土していることや出土した位

置とから土器枕とみられ、周囲を精査した結果、わずかながら墓壌の落ち込みを検出した。盛土上から

わずかに地山を掘り込んで、いる O 墓壌は北壁の一部が遺存するのみで規模や形態は明らかにできなかっ

た。ただ、土器枕が西へ閉口していることから斜面に対し直交する東西方向に主軸をとるとみられる O

北壁から想定してN-87
0

-E程度を振ると想定される O 規模は、幅103m前後が復元される O わずか 9cm 
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ばかりの土層の断面観察からは木棺の痕跡は認められなかった。なお、土器枕から101m西に離れた地

点で角喋 l点が認められたが、埋葬施設に伴うものか否か不明である O

須恵器は、脚裾部を欠いた無蓋高杯(3 )を、口縁部西側にした横位に置きその北側を有蓋高杯の蓋

(1)、南側を脚部のない杯部(2 )のそれぞれ内面を向き合わせて配置している 0 (1)(2)はセットでよ

く似た質感である O ともに丸味のある体部、やや長めの口縁部で、端部に内傾する段を有する o (1)は

小さな摘みが付き、(2 )は脚部にカキ日後透し窓を三方に穿つ。(3 )は底部から内管しながら口縁部ま

で立ち上がる O 体部と口縁部、底部の境界に鈍い稜2条を配し、波状文などの装飾はみられない。脚部

は三方の透し窓をもっ0(2)(3)ともに支えのためか脚付け根部分3分の lを遺存する O

〔その他の出土遺物〕

60号墳の西裾を除く全域から、須恵器を中心とする遺物が出土している O 特に南東側で盛土の流失が

著しく、遺物もその多くが流土中からの出土である O このうち比較的実測可能な(4 ) ~ (12)を図化し

た。北側周溝で有蓋高杯の蓋(4 )、毘(5 )、北東裾部から蓋(6 )、石皿(9 )のほか、南西部墳丘で杯身

(7)、鉄鉱の頚部(ll)、石鉱(12)、墳頂部で(10)、出土地が不明瞭ながら(8 )が出土している o (4)は

焼きが甘く主体部出土の(1)とよく似た法量、形態、である O ただ天井部の摘みがやや大きく口縁部もや

や長い。(5 )は焼成が極めて良好で口縁部内面および肩部に自然粕がかかる O 肩部と口縁部外面に波状

文を施す。口縁端面は凹み状とならず平坦面を上に向ける0(6)(7)はともに体部が丸味をもっとみら

れ、口縁部は端部内傾する段を有する o (8)は頚部から外反して聞き端部で肥厚して上方に摘み上げ

るO 遺存する肩部は外面叩き目後軽いカキ目を施す。(9 )は一面に使用頻度の高い擦痕がみられる O

(10)は平面、断面形ともに長方形でやや丸味をとる一端側に方形孔がある鉄製品である o (ll)は断面方

形で鉄鍛の頚部とみられる o (12)は無頚銑で細長く、全長3.2cmを測る O 断面ははっきりとした菱形で

重量1.7g、サヌカイト製である O

戸かi

10cm 
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横枕61 号噴(第 3 ・ 6 ・ 11 ・ 41~44図、図版 3 ・ 10 ・ 33~36 ・ 114)

〔位置と現状〕

横枕61号墳は、調査区中央部、 25号墳の位置するE陵頂部から東へ張り出す尾根筋の標高32.21 ~ 

34.60mに立地する O 東にSX-lO、南東に59号墳、南西に63号墳、北西に24号墳が配置する o li.f安東側

に広がる水田面からの比高差は20.6mで、ある O 調査前の観察では、 25号墳東裾部で台形状の平坦面がみ

られ、位置的に25号墳に付随するような埋葬施設の存在が想定された。北東側は谷となって急傾斜で

下っているが、東側の尾根筋は段をとって次の平坦面へ続いており、南東側は若干の崩れがあり、さら

に南東側は59号墳周溝によって掘削されている O

〔墳丘〕

表土下10~20cm前後で、墳E面を検出した。墳頂部は西側で標高34.60m を測る O 墳Eは斜面低位の北

東側ほど厚く盛土がなされ、墳頂部で、30cm程度、北東側で、46cmを測る O 墳E西側は盛土が確認されてお

らず、現況の主体部墓墳の深さを考慮すると、本来はもう少し盛土がなされ、上部はやや流失している

とみられる O 東西裾聞で1O.0m、南北は南東側で少し崩れが認められるものの、西側の墳頂部平坦面部

分で、約10mが確認され、北側の墳裾までは12m前後が復元される O 南北方向にやや長い方墳である O 墳

Eの高さは東裾から2.39mを測る O

墳Eは、主に西側斜面高位側を掘削して低位の北東側ほど厚く盛ることで平坦面を作り出している O

本来西端には直線的な溝が掘り込まれていたとみられ、現況でもわずかにその名残りを土層断面で確認

することができる O 西側で旧地表面が遺存していなかったことからも、北東側に土を掻き出した様子が

窺える O また、北側は地山を掘削して墳Eをととのえており、南側は旧地表面も流失しているが、わず

かに地山成形の痕跡が観察される O

〔埋葬施設〕

埋葬施設は、墳頂部中央で第 l主体部、その南隣に第 2主体部の 2基を検出した。ともに尾根稜線に

平行で¥切りあい関係はみられない。 25号墳の第 l主体部に対し61号墳第 l主体部はほぼ同様な軸をと

るO 第 l主体部に対し、第2主体部は軸をわずかに北へ振り全体が東側へずれる位置であり、あくまで

中心主体は第 l主体部であるように強調するかのようである O 墓墳の掘り込みは第 l主体部のほうがわ

ずかに深い。

よ:襲是正意~害毒患て (第41・42図、 図版10. 34 . 35・114)

墳頂部中央で検出した。墓墳は盛土上から地山を深く掘り込んでいる O 墓墳の主軸は尾根の斜面に平

行する N-79
0

-Wを振り、平面形は隅丸長方形である O 墓墳は二段に掘り込まれており、上面の長さ

4.25m、幅2.70m、二段目掘り方は長さ3.90m、I幅1.lOcm、深さ38cmを測る O 底面の規模は、長さ3.65

m、幅は西側で、65cm、東側で'71cmと東側ほど広くなる O 墓墳上面からの深さは90cmを測る O 墓墳埋土の

断面観察から、上層で黒く落ち込んだ層(第41図第 1・2層)がみられ、墓墳中央部第 2層中から鼓形器

台(4 )が検出されている O 縦断面では明確ではなかったものの、横断面ではまっすぐに68cmほど立ち上

がる木棺の痕跡が認められた。また、墓墳底部には、底面と壁面との屈曲部に沿って溝状の凹みが3ケ

所あり、木棺の側板および小口溝の可能性が考えられる O 木棺の大きさは断面から推定して幅65cm前

後、深さ68cm弱と考えられ、二段目掘り方いっぱいに棺を納めていたとみられる O

遺物は、墓墳上層の鼓形器台(4 )のほか、東壁から80cm離れた床面で広口壷(1)と鉄鎌(7)、西壁か

ら67cm離れた床面で、錨(6 )、壁から80cm離れて高杯(3 )、鼓形器台(2 )、万子(5 )が出土した。(4 )は

脚台部ほぼ完存で西側に受部片が散らばっていた。床から67cmほど上層の黒褐色粘質土層中から出土し

ている o (1)は肩部から上半の遣存で、口縁部を下にしておかれていた。西側の墓墳内側の肩部は打ち

欠きされており、土器転用枕とみられる o (7)は(1)のlOcm南西に出土している o (2)と(3 )はほぼ横

に並ぶように配置しており、やや(3 )が西に数cmず、れる o (2)と(3 )の西側10cmほどに切先を北へ向け
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22 収褐色枯質1:
07よりやや時。 1cm大の地山フ会ロックを多く含む)

23 世間色粘賀土

24 灰世褐色枯白土(恨痕')
お にぶい賀福色粘質土

26 黄褐色枯質土 (23よりぞや晴)
27 世相色枯白土 (23よりやや明。 1-2cm大の地山フロック

を多く含む)
28 黄褐色柏町土 (26よりやや明るく 27よりやや崎)
29 褐色村I質土 03よりやマ崎。 1-3cm大の地L11プロヅクを

?ずに含む)
30. I培褐色村1質土(jより伊予明)

31 黄褐色判it-'{土
32 にぶい革褐色粘質.1-.
33 貰褐色村l質土(1cm大の地山フ'ロックを僅かに古む)
34. 黄褐色*111質ニヒ (31よりやや明。 0.5-2cm大のJlli山プロック

を含む)
35. 褐色粘質寸 (1cm大の地山ブロァクを僅かに含む)
36 黄褐色粘質 1..(34よりやや明。 1-2叩大の地lliプロック

を多く古む)
37 褐色粘質土 (9よりやや明。ヤや世相色かかる。 0.5-2cm 

止の地山プロァクを儲かに含む)

38 褐灰色粘質土

l 暗褐色粘質土
2 黒褐色粘質土
3 にぷい黄褐色*I~ÎP土
4 費褐色粘質土
5 黄禍色粘質土(4よりヤマl暗)
6 にぶい黄褐色枯質土(根痕)
7 にぷい黄褐色枯白土
8 附褐色粘質土

9.1日色粘質一i
(0.5-2cm大の地山フロックを僅かに含む)

10 黄褐色粘質土
11 褐色粘n土 (9より附)
12 褐色粘質土 (9より時く 11よりやや明)

13 褐色粘質土
(12より暗。 0.5-1叩大の地UIブロックを含む)

14 褐色粘質土 03より暗)
15 褐色粘質J:04よりやや明)
16 褐色粘質土 03.15よりやや明)
17. I!i褐色粘質土(1crn大の地山ブロックを多く含む)

18 灰褐色粘質ゴ
19 黄褐色粘質土 (5よりゅ11
却褐色粘質土 (9より時。 lcrn大の地山プロックを合む)

21 褐色粘質土
03より暗。 1-2 cm大の地LLJブロァクを多く含む)

69・70
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l 費褐色粘賀土 (O.5crn大の燈色土ブロック、明黄褐色土ブロック、
O.3~ 1 crn大の地山白色離を吉む。しまる)

2 にぷい費褐色粘質土 (O.5cm大の控色土フずロック、明黄褐色土ブ
ロックを含む)

3 明褐色枯質土 (2'5より糧色かかるo 糧色土プロック、明費褐
色土プロックを古む。 3叩大の灰褐色土フマロック有。しまる)

4 にぶい褐色粘質土 (2crn大の明黄褐色土フずロック、 0.5叩大の褐
灰色土プロックを含む。よくほくれ混じった土)

5 にぷい貴褐色粘質土(1cm大の樟色土フeロック、褐灰色土プロッ
ク、明黄掲色土フマロックを含む。よくほくれ混じった土)

6 黄褐色粘賀土 (1よりやや暗〈権色かかる。 O.5cm大の糧色土フ
ロック、貴褐色土フ'ロックを含む。 2印l大の桓色土フマロック有。
しまる)

7 にぷい費褐色粘質土 (O.5cm大の明費褐色土ブロックを含む)
8 にぶい費褐色粘置土 (3cm大の褐灰色土ブロック、 O.5cm大の明

貰褐色土ブロック、樫色土ブロックを含む)
9 黄禍色粘宜土 (5より暗。 O.3cm大の糧色土フfロック、明貰褐色

土ブロック、褐灰色土ブロックを含む。しまり弱い)
10 にぶい貰褐色粘質土 (3，皿大の褐灰色土ブロック有)
11 貰褐色粘質土 (9よりやや控色かかる。 O.5cm大の程色土フaロック、

明貫褐色土フロックを含む)
12 明褐色粘質土 (O.3cm大の控色土フロック、明貰褐色土フロック、

褐灰色土プロ γクを含む。 5よりしまる)
13 褐色粘質土(12より暗。褐色かかる。 O.2cm大の樫色土フロック、

明貰褐色土フロック、褐灰色土フロック含む)
14 にぷい責措色粘質土 (O.lcm大の櫨色土フaロック、明貰褐色土ブ

ロック、炭片を含む)

15 にぶい黄褐色粘質土(14よりやや樫色かかる。 O.5cm大の桂色士
プロック、 O.2cm大の明黄褐色土プロックを含む)

16 明黄褐色枯質土(O.3-0.5ClD大の貫褐色土プロックを Iより多く
含む)

17 黄褐色枯賀士 (9より暗。褐色かかる。控色土を僅かに古む)
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10 

た(6 )が配置する。なお(5 )は(2 )と(3 )聞の(2 )寄りで検出された。(2 )と(3 )ともに打ち欠きは認

められなかった。ただ、(6 )の配置などから土器枕の可能性は十分にあるものと考えられる。

(1)は口縁は大きく広がり先端でわずかに外方に膨らんで丸味のある端面で終える O 体部と頭部の境

界に貼付け凸帯をもっ。肩部外面に赤彩痕が認められる o (2)は受部、脚台部ともに大きく広がる割に

はやや器高の低い形態で、口縁部、脚台部ともに端部は屈曲して面をもっo (3)は椀形の杯部に口縁よ

り大きく広がる脚台が付き 3方向の円形透し孔を有する。器壁は薄く杯部も深い。(4 )は全体的に器壁

が厚く径も小さい。(5 )は全長5.6cmと小型で、関部周辺に布目痕が観察される o (6)は幅広の古い形

態で、錨身部と茎部の幅がほぼ同じく茎部で厚さを減じる o (7)は直刃で幅2.7cmの割に長さ8.8cmと短

く、着柄部は短く折る o (8)は墓墳埋土から出土したもので、長さ3.7cm、径6.6cmを測り、碧玉製の管

玉である O

ご第2主体部 (第43・44図、図版35・36・114)

墳頂部中央に位置する第 1主体部の南側にほぼ平行に配置し、全体がやや東へずれ軸もわずかに東へ

振る。墓墳は地山面を掘り込むが第 1主体部より浅い。墓墳南東側が流失しかなり浅くなっているもの

の、遺存部分から墓墳の主軸は尾根の斜面に平行する N-85
0

-Wを振り、平面形は隅丸長方形と想定さ

れる O 墓墳は二段に掘り込まれており、現況で上面の長さ3.48m、幅1.45m、三段目掘り方は長さ3.31

m、幅76cm、深さ41cmを測る。底面の規模は、長さ3.15m、幅58cm、墓墳上面からの深さは82cmを測

るO 墓墳埋土の断面観察から、木棺の痕跡が認められ、第43図の第 3・4層が木棺の裏込め土とみられ

るO 木棺の大きさは断面から推定して幅55cm程度、深さ40cm弱と考えられ、二段目掘り方いっぱいに棺

を納めていたとみられる。墓墳西壁から80cm離れた床面で、鼓形器台(9 )、その北隣に鉄鎌(lO)が検出さ

れた。(9 )は出土位置や受部の打ち欠きから土器枕とみられる O 受部脚台部ともに大きく聞くが高さが

やや縮小化の傾向が見受けられる O 口縁部は屈曲して外方に伸び若干肥厚して面をもっ。(lO)は直刃で

長さ15.7cmと長く、刃部中央が使用のためか凹む。着柄部は短く折る。

横枕62号墳(第 3 ・ 6 ・ 11 ・ 45~48図、図版 3 ・ 36~38 ・ 114)

〔位置と現状〕

横枕62号墳は、調査区中央部南西側、 25号墳の位置する丘陵頂部から南東へ下る斜面の、標高32.55

~35.12mに立地する O 斜面高位の北側で25号墳の裾を切り、斜面低位の南側で60号墳に一部墳丘まで

切られる O また、 62号墳の下層東側に63号墳が、北西側に89号墳が位置し、それぞれ古墳半分ほどを62

号墳が切る O 東側に広がる水田面からの比高差は20.85mで、ある O 調査前の観察では、 25号墳から南東

72 
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1 褐色枯質土 (Q，2-0.5cm大の地lUブロックを含む)
Z 褐色枯買土 (1よりやや暗。 0.2-1cm大の地111ブ'ロックを含む)
3 褐色粘国土 (1より明。 0.5-2cm大の地山フ'ロックを多く含む)

4 褐色粘宜土 (1より明。 O.3cm大の地111フーロックを含む)
5 褐色粘宜土 (1より明。 4よりやや暗。 Q.2-0.5cm大の地111フロックを僅かに含む)
6 褐色粘1~土 ("5 よりやや暗。 0.5- 2cm大の地山プロックを官に含む)

7 明世褐色粘質土
8 褐色粘質 C.(1よりやや明。 3よりやや"音。 0.2-1cm大の地山フロックを含む)
9 褐色枯質土(8と同棟。 1-2cm大の地wフeロ γクを世に含む)
10 褐色粘質土 (8'9より H音。 O.5cm大の地山フロックを僅かに肯む)
11 樹色枯質土(10よりややIltto0.5-1 cm大の地山フロックを世かに含む)
12 間色柏質土 (3よりやや断。 0.5-4 cm大の地山フロックを密に含む)

13 褐色粘質土(J. 2より明)
14 褐色粘質士(13より暗。 2よりやや明。 Q.2-0.5cm大の地山ブロックを僅かに含む)
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に下る斜面に弧状の大きな窪みがみられることから古墳と想定されたが、

南斜面にかけての傾斜が厳しく、墳Eがかなり流失しているものとみられ

た。なお、墳E西端が調査区域外となる O 墳正下層にSK-03、SK-lO、 SK

11が配置する O

〔墳丘〕

表土下lOcm前後で、墳正面を検出した。墳E部の最高所は墳正中央より北

側周溝近くが高く、標高35.12mを測る O 本来墳正全体に盛土が施されて

いたとみられるが、墳E北側で'21cm程度の盛土が遺存するに過ぎない。旧

地表も斜面低位の南側においても検出されなかった。 遺存する墓墳の深さ

を考慮に入れても、上部はかなり流失しているとみられる O 現況の墳正規

模は東西で8.8m、南北で8.2mが遺存する。北側の周溝径を考慮に入れる

と径10mの円墳が復元される O 墳正の高さは東裾から現況1.91mを測る

が、南側の60号墳周溝北壁でわずかに検出された地山掘削の段を地山成形

の痕と仮定すると、南裾から高さ2.57mとなる。

墳正は、主に北側斜面高位側に弧状の周溝を掘削することで墓域を確保

している O 斜面高位の周溝上端から周溝幅は2.80m、深さ1.20mを測る。

墳正の築造は墳E北側で1O~20cm程度の盛土が遺存している程度で盛土の

大半を流失し旧表土も遺存していないことから不明であるが、北側の周溝

を掘削し、その土を南東側へ盛って築造したとみられる O なお、北側の25

号墳、南側の60号墳との前後関係は、第11図の土層断面、墳正断面図か

ら、斜面低位側の古墳ほど新しく、 60号墳が62号墳を切り、 62号墳が25号

墳を切ったことが判明した。ただ、 62号墳北側の周溝埋土断面では、周溝

埋土の半分程は62号墳からの流土とみられる O

〔埋葬施設〕

埋葬施設は、墳頂部中央よりやや北の斜面高位寄りで検出した。墓墳は

盛土上から地山面を掘り込んで、いる O 墓墳南側が流失しているものの、遺

存部分から墓墳の主軸は尾根の斜面に平行する N-69
0-Eを振り、平面形

は隅丸長方形と想定される O 墓墳は三段に掘り込まれており、現況で上面

の長さ3.55m、幅1.85mが遣存し、二段目掘り方は長さ3.08m、深さlOcm

を測る。底面の規模は、長さ2.84m、墓墳上面からの深さは53cmを測る O

墓墳埋土の断面観察から、木棺の痕跡と思われる土層が認められるものの

規模等は不明である。

墓墳東壁から40cm弱離れた床面で、椀形高杯(1)(2)、鉄万(3 )を検出

し、主体部埋土から鉄鉱(4 )が出土している O 高杯2点は口縁部を東側へ

向けて互いに被さるように出土しており、土器枕と考えられる O 鉄万は切

先を足位、刃部を被葬者側へ向け、土器枕の横に茎部がくる配置である O

(1)(2)はともに赤彩され、同様な形態、法量のようであるが、(2 )の杯

部が口縁部を含め若干大きく、脚部は逆に(2 )が短く底径も小さい。(3 ) 

は切先を欠損するもものの、遺存長92.5cmを測り、全体に木質痕が観察さ

れる O 茎部に目釘孔 2を有する o (4)は銑身部のみの残存で、平面三角

形、逆刺は腸挟である O
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構枇63号墳 (第3. 3 . 12.49-臼図、図版3. 38-40 . 114 . 115) 

{位置と現状]

横枕63号墳は、調査区中央部やや南に位置し、 25号噴の位置する丘陵頂部から南東へ下る斜面、標高

32m程-34.26mに立地する。北東に25号墳、北に61号墳が配置し、西側で62号墳、耳、で59号墳に切ら

れる。丘陵東側に広がる水図面からの比高差は20m誼度である。調査前の観察では、 25号墳南東側に残

丘状の張り出しが認められ、確包のため掘り下げたトレンチによって新たに見つかった古墳である。西

側半分が62号墳と重なり、南東周溝を59号墳に、南西周溝を曲号墳に一部掘削される。全体的に南東聞

の琉央が著しい。
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1 暗褐色粘質土(やや玩世相色かかる。 O.2~ 1 crn大の地山フロックを古む)
2 褐灰色枯質土(O.5-1cm大の地山ブロックを多く古む)
3 褐灰色粘質土 (0.5-1crr大の地山フeロックを多く古む)
4 陪褐色粘質士 (0.2-1cm大の地山ブロックを含む)
5 褐灰色粘白土 10.5回大の地山フeロックを多く含む)

6 褐灰色粘官土 (0.5-1c皿大の地山ブロックを多〈含む)
7 樹色粘賀士 10.5-1c皿大の地1[1ブロックを多〈含む)
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No.ll北 横 枕63号墳第2主体部実測図(8=1 : 30 

1 にぶい貰褐色粘質土 (0.5-1cm大の地山フeロックを含む)

2 樹色枯質土 (0.5-1cm大の地山プロックを含む)
3 褐色粘質土 (2より時。 0.5-1cm大の地山ブロックを僅かに色、む。あまりしまっていなし、)

4 陪黄褐色枯質土 (0.5-2cm大の地山ブロックを宮に含む)
5 陪貫褐色枯質土(0.5-2cm大の地山フaロックを多く古む)
6 褐色粘質土(3より明。やや褐灰色かかる。 Q.3-0.5cm大町地山ブロックを古む)
7.褐色粘質土(3よりややH席。やや褐灰色かかる。 0.3-1cm大の地山フ守ロックを僅かに含む)
8 褐色柚質土(3.7より暗。 0.5-1cm大の地山フロックを僅かに含む)

9 褐色粘質土(8よりやや階。 0.5-1cm大の地山プロックを世かに吉む)
10 褐色粘質土(8よりやや明。 0.5-3cm大の地山プロックを吉む)
11.褐色粘質士 (9'10より明。 1-3cm大の地山フaロックを吉む)

12 褐色粘質土 01より明。 0.5-5cm大の地山フロックを密に含む)
13 褐灰色粘質土 (0.3-3cm大の地山プロックを曹に含む)
14 褐色粘質土 (2'3より暗。 03-1cm大の地山プロックを僅かに含む)
15 褐色粘質土 04よりやや明。 O.5-1.5cm大町地山ブロックを古む)
16 褐色粘質土 (2より暗。 3よりやや明。 0.5-3cm大の地山プロックを多く含む)
17 褐色粘質土 06より暗。やや褐灰色かかる。 0.5-1cm大の地山プロックを古む)
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〔墳丘〕

表土下1O~20cm前後で、墳丘面を検出した。墳頂部は西側で標高34.60mを測る O 墳丘は盛土が確認さ

れていないが、現況の主体部の墓墳の深さを考慮すると、本来は南東側を中心に盛土がなされていたと

考えられる。南東側の大半を流失しており、南東側に流土の溜りが認められる O 北側の斜面高位に遺存

する周溝から、方墳で、南西から北東周溝底聞で9.8mを測る。墳丘の高さは現状で南東裾から106m程

度を測るが、辺10mを復元すると、 2.5~ 3mほどにはなるものと想定される O

墳丘は、主に北側斜面高位側に周溝を掘削して墓域を区画し、掘り上げた土を低位の南東側ほど盛る

ことで墳丘をっくり出していると考えられる O ただ、南東側の流失が著しく、旧地表面や盛土および、南

東側の地山成形の痕跡は確認できなかった。

〔埋葬施設〕

埋葬施設は、墳頂部北東側で第 l主体部、そのさらに北東隣に第 2主体部の計2基を検出した。とも

に尾根斜面に直交、第 2主体部が第 l主体部の北東壁をほぼ平行に切る関係である O 墓墳自体は斜面低

位にある第 1主体部底面のほうが標高低く地山を深く掘り込むが、大きさは第2主体部の方が格段の差

で大きい。

二費支1{:，a:緯部二(第50・52図、図版39・114)

墳頂部北東側で検出した。墓墳は地山を深く掘り込んでいる。墓墳の主軸は尾根の斜面に直交する N

-59
0

- Eを振り、平面形は隅丸長方形である O 墓墳は上部がかなり流失しており、特に南東側の壁面は

一部を除いて不明瞭となる O 規模は、現況で長さ4.15m、幅1.02m、深さ38cmを測る O 土層の断面観察

などから木棺の痕跡がわずかに認められる O 第50図の第 2~6 層が木棺の裏込め土とみられる O 木棺の

大きさは断面から推定して長さ2.5m弱と考えられる。

遺物は、墓墳南東壁から101m離れた床面で、鼓形器台(1)、さらに104m北東で、万子(2 )を検出した。

(1)は出土した位置や打ち欠きから土器枕と考えられる O 受部、脚台部はともに大きく聞き、日縁端

部、底端部ともにかすかな屈曲で面をもって終える o (2)は万子の関部片で、関の角度は斜めで、刃部へ

続く O

二第選;ヨミ鱗部二(第51. 53図、図版39.40・115)

墳頂部北側に位置する第 1主体部の北東側にほぼ平行に配置し、第 l主体部の北東壁を切る O 墓墳は

地山面を掘り込むが第 1主体部よりやや浅い標高となる O 墓墳の主軸は尾根の斜面に直交する Nァ62
0

-

Eを振り、平面形は隅丸長方形である O 墓墳南東側が流失しかなり浅くなっているものの、遺存部分か

ら規模は、長さ5.53m、幅1.92m、深さ96叩を測る。土層の断面観察などから木棺の痕跡が認められ

るO 第53図の第4・5・8~13 ・ 15~17層が木棺の裏込め土とみられる。木棺の大きさは断面から推定

して長さ2.3m弱、幅50cm弱、高さ43cm程度と考えられる O

遺物は、北東壁から103m程離れた床面で、鼓形器台(3 )と錨(4 )、さらに1.5m離れて錨の茎部(5 )を

検出した。(3 )は出土した位置や打ち欠きから土器枕と考えられる O 受部、脚台部はともに大きく聞く

が、特に受部が深く口径が大きい。口縁端部、底端部ともにやや屈曲して外方へ聞き端面をもって終え

る。第 1主体部出土の鼓形器台(1)より径、器高ともに大きく、受部の打ち欠きが浅い。錨(4)(5)

は、接合はしないものの同一個体の可能性が高い。(4 )は切先を欠損するが錨身部は反りをもっ。

〔その他の出土遺物〕

63号墳の北側周溝から小型器台(9 )、 60号墳の周溝埋土上層および、東裾部周辺から、壷(6)(7)(8)

が出土している o 60号墳築造の際に63号墳の南西側を掘削したか、後の流失によって60号墳へ流れたも

のとみられる 0(6)(7)(8)は同一個体の可能性があり、 (6)(7)は口縁部は大きく聞いて端部で外方

へ摘み面をもっ。肩部(8 )は頚部との境界に凸帯を貼付け、肩部上面にハケ目工具の連続刺突丈を施

す。(9 )は受部は下半で膨らみ皿状を呈する O 脚台部はまっすぐに聞き、端部へ器壁を細める。

-79 
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横枕64号墳(第3・6・12・13図、図版3・40・41)

〔位置と現状〕

横枕64号墳は、調査区北東端に位置し、古墳の大部分は調査区域外となる o 21号墳が位置するE陵頂

部から南東へ下る斜面、標高25.95~29. 15mに立地する O 北西の斜面高位に21号墳、南に91号墳が配置

する O 丘陵東側に広がる水田面からの比高差は14.2mで、ある O 調査前の観察では、 21号墳南東側にしっ

かりとした古墳状の高まりと、その西側に周溝とみられる凹みが認められた。確認のため調査区の境界

に掘り下げたトレンチによって古墳として確認された。また、南裾部が91号墳と重なり、第13図墳E断

面図から、 64号墳築造の後、 91号墳が上に盛土して新たに墳Eを築造したことが判明した。

〔墳丘〕

表土下lOcm前後で、墳正面を検出した。墳頂部南側で標高29.15mを測る O 墳Eは南東側で|日地表面と

80cm程度の盛土が確認された。西側の斜面高位に遺存する周溝から、円墳で、径10mが復元される。墳

丘の高さは南東裾から3.2mを測る O 調査は、南側の 4分の l周縁部が対象となったことから、古墳の

墳頂部まで明らかにできず、盛土や高さはこれより若干大きくなると思われる O

墳Eは西側斜面高位側に周溝を大きく掘削して墓域を区画し、掘り上げた士を低位の東側ほど盛るこ

とで墳Eをっくり出していると考えられる O ただ、調査で確認された周溝は幅が広い割にはそれほどの

深さが見られない。東裾では地山成形が確認される O

〔埋葬施設など〕

埋葬施設は限られた調査範囲のため、調査区域内では検出できなかった。周溝埋士から、須恵器体部

片や透し窓のある脚部片などが出土しているが、図化に及ばなかった。

横枕88号墳(第3・6・12図、図版3・41)

〔位置と現状〕

横枕88号墳は、調査区東端に位置し、古墳の北東半分には墳丘上に農具小屋が建っており調査区域外

となる。斜面高位の北西に26号墳が、南西には59号墳が、その59号墳間との中間部にSX-05が配置す

るo 25号墳が位置する丘陵頂部から南東へ下る斜面下位、標高25.45~26. 90mに立地する o Jil凌東側に

広がる水田面からの比高差は13.75mである O 調査前の観察では、農具小屋の建っている高まりが、古

墳状となっており、その西側に帯状の凹みがみられた。確認のため、調査区の境界に掘り下げたトレン

チによって古墳として確認された。

〔墳丘〕

表土下1O~25αn前後で、墳E面を検出した。周溝そばの墳E北西側で標高26.90mを測る O 墳丘は南東

側で旧地表面と1O~20cm程度の盛土が確認された。北西側の斜面高位に遣存する周溝から、径 6m程度

の円墳が復元される。墳丘の高さは南東裾から1.45mを測る O 調査は南側のほぼ2分の lが対象となっ

たことから、規模や高さはこれより若干大きくなると思われる。

墳Eは西側斜面高位側に周溝を大きく掘削して墓域を区画し、掘り上げた士を低位の東側ほど盛るこ

とで墳Eをっくり出していると考えられる O ただ、調査で確認された周溝は幅が広い割にはそれほどの

深さが見られない。東裾では地山成形が確認される O

〔埋葬施設など〕

埋葬施設は調査区域内では検出できなかった。周溝埋士から土器細片などが出土している。
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横枕89号墳(第 3. 6・12・55・56図、図版3・10・42・43・115)

〔位置と現状〕

横枕89号墳は、調査区中央部西端の丘陵上に位置する O 西側半分は調査区域外となる O 北東から伸び

る主稜線頂部、丘陵変換点に位置する25号墳の南西隣、標高33.90m~35. 60mに立地する O 東側 3分の

lを62号墳に切られ、東側斜面低位に63号墳が配置する。丘陵東側に広がる水田面からの比高差は23.9

mで、ある O 調査前の観察では、 25号墳南西側に高まりが認められ、調査区境界に掘り下げたトレンチに

よって新たに確認された古墳である。なお、北東裾部にSK-04、SK-05が配置する O

〔墳丘〕

表土下1O~20cm前後で墳丘面を検出したσ 最高所は、墳丘北側で標高34.60mを測る。主体部周辺を

中心に盛土lOcm弱が確認され、現況の主体部の墓墳の深さを考慮すると、本来は北側でもさらにlOcm強
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第55図 No.ll北横枕89号墳主体部実測図(S= 1 : 30) 
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第56図 No.ll北横枕89号墳主体部出土遺物実測図

は盛土がなされていたと考えられる O 南側は62号墳の盛土を含め流失しているとみられ、旧地表面も検

出できなかった。北東側の斜面高位に遺存する周溝から、方墳で、主体部および墳E断面から想定して

辺 9~lOm程度になるとみられる O 墳Eの高さは現状では南東裾から L7mである O

墳Eは、主に北東斜面高位に周溝を掘削して墓域を区画し、掘り上げた土を低位側ほど盛ることで墳

Eをっくり出していると想定される O ただ、未掘の東側の様子が不明で、墳E断面も主軸に対し平行に

設定することができなかった。また、南東側の流失や、北東裾のSK-04、SK-05によって、もともと旧

地表面が遺存していなかった可能性も考えられる O 明確な地山成形の痕跡も確認できなかった。

〔埋葬施設〕

埋葬施設は、墳頂部北東側で I基を検出した。墓墳北西側は調査区域外で、南西側の一部は62号墳周

溝に掘削される O 墓墳は盛土上から地山面を深く掘り込んで、いる O 遺存部分から墓墳の主軸は尾根の斜

面に直交する N-54
0-Wを振る O 平面形は隅丸長方形である O 墓墳は二段に掘り込まれており、上面の

遺存長2.94m、幅1.24m、二段目掘り方は遺存長2.68m、幅70cm、深さ26cmを測る O 底面の規模は、遺

存長2.52m、幅55cmで、ある。墓墳上面からの深さは墳正断面から64cmを測る O 墓墳埋士の断面観察か

ら、縦断面では掘削などで明らかでなかったが、横断面ではまっすぐに44cmほど立ち上がる木棺の痕跡

が認められた。また、墓墳底部には、底面と壁面との屈曲部に沿って溝状の凹みがあり、木棺の側板溝

の可能性が考えられる O 木棺の大きさは断面から推定して幅50cm程度、深さ44cm弱、二段目掘り方いっ

ぱいに棺を納めていたとみられる O

遺物は、墓墳南西壁から1.7m程離れた床面で、横に前後lOcmず、れて並ぶ鼓形器台(1)(2)、それら

の北西側に万子(3 )、墓墳埋土からガラス小玉(4 )を検出した。(1)(2)は出土した位置や打ち欠きか

ら土器枕と考えられる O なお、(1)は脚台部を上に向けて出土しており、打ち欠きも脚台部側に認めら

れた。(1)は脚台部に比べて受部がかなり深く、口縁部は屈曲して外方へ伸び面をもっo (2)は受部脚

台部とも接合部に稜をもたず屈曲も甘いが、内面は接合部でしっかりした屈曲がみられる O 脚台部外面

に縦位2条のヘラ記号が刻まれる。(3 )は万身幅に対し万身長が短く切先は丸い。(4 )は径5.3mmの

淡青色、ガラス製である O
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横枕90号墳(第 3 ・ 6 ・ 11 ・ 57~59図、図版 3 ・ 43 ・ 44 ・ 115 ・ 116)

〔位置と現状〕

横枕90号墳は、調査区南西端、 25号墳の位置するE陵頂部から南東へ下る斜面下位、標高26~28.6m

に立地する。北側の斜面高位に60号墳が配置し、 90号墳北側周溝が一部掘削するoli陵東側に広がる水

田面からの比高差は14m程で、ある。調査前の観察では、 90号墳の西側にわずかに帯状の凹みが認められ

たが、 60号墳からの流土の堆積が著しく、古墳として認識したのは60号墳の墳裾確認のため掘り下げた

トレンチによる。埋没した周溝、遺物が検出され、土層断面から60号墳南端を切る古墳と判明した。た

だ南斜面にかけての傾斜が厳しく、墳丘の多くは流失しているものとみられた。

〔墳丘〕

表土下10cm程度で、墳丘面を検出した。南側の大半を流失し、周溝も北側 5分の 2程度の遺存である。

墳丘部の最高所は北西周溝近くの墳丘部で、標高28.6mを測る。周溝の規模から本来は墳丘全体に厚く

盛土が施されていたとみられるが、わずか北側にlOcm弱が遺存するのみである O 北側では表土下は地山

が露出し、流失したのか旧地表面は検出されなかった。北側の周溝径を考慮に入れると径8m程の円墳

が復元される O 墳丘の高さは東裾から現況2.6mを測る。

墳丘は、主に北側斜面高位側に弧状の周溝を大きく掘削し、その土を南側へ盛ることで造られている

と考えられる O 周溝は、上層埋土の大半は60号墳からの流土とみられるが、現況で斜面高位の周溝上端

から周溝幅3.02m、深さ1.86mを測る。 90号墳北東側の周溝部で、外周に新たな弧状の溝が検出され、
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第57図 No.11北横枕90号墳周溝土器出土状況図(8=1 : 30) 
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第11図の周溝土層断面から、 90号墳以降の溝である o 60号墳の南裾部を切る周溝の掘削も墳丘規模を考

慮した場合、やや大きすぎる感もあり、検出した遣存状況では不明瞭な部分も多いが、周溝の掘り直し

あるいは古墳自体の重複の可能性が考えられる O

〔埋葬施設〕

墳丘の大半を流失しており、埋葬施設は検出されなかった。

〔その他の出土遺物〕

90号墳北側周溝内から、須恵器を中心として、土師器、敵石などの遺物が出土しているが、特に北東

部での出土が目立つ。このうち比較的実測可能な(1 ) ~ (14)を図化した。出土した多くの土器は、出土

位置と層から90号墳外周側の溝埋土の出土遺物で、(12)は第59層中から、 (1)(2)(5)(8)も第55・57

~60層中の出土である。また、これらの遺物は南から落ち込んだような傾斜をもっ0(3)(4)(6) も外

周側の溝の遺物である。敵石(13)(14)は90号墳内側の周溝の出土である O

土師器蓋(1 )は小型で、平底から響曲しながら立ち上がり頚部ですぼまって胴部よりわずかに小さい

口縁へ続く。須恵、器杯蓋(2)(3)(4)はともに浅く丸味のある天井部をもち小型化の兆しが見受けられ

るo (4)は口縁部と天井部とは境界に施した l条の沈線で介するが、 (2)(3)はみられない。杯身(5 ) 

~ (10)は杯蓋同様、全体的に浅く小型化の兆しが見受けられ、受部はやや上向きで外方へ伸ぴ、立上が

りは短く内傾し先端を細める O 底部内面は円弧文がナデ消され、底部外面はヘラ削りするが中央を削り

残すものが見られる。宣(11)(12)は体部器壁分厚く楕円形で平底の (11)と、器壁薄く肩部が張って尖り

底状の(12)とがある。 (11)の頚部はなだらかに上外方へ伸び、体部中程までカキ目を施す。 (11)の底部

は不定方向のヘラ削り、(12)は平行叩き目を観察する O 敵石(13)(14)はともに似通った大きさ、石材

で、長軸端部に使用痕が観察される O

横枕91号墳(第 3・6・13・60図、図版 3・45・46)

〔位置と現状〕

横枕91号墳は、調査区北東端に位置する o 21号墳が位置する丘陵頂部から南東へ下る斜面、標高27~

29.05mに立地する。北西の斜面高位に21、22号墳、北隣に64号墳が配置する O 丘陵東側に広がる水田

面からの比高差は15.3mで、ある O 調査前の観察では、 64号墳のすぐ南側にあたり、急斜面ということも

あって全く予想しえなかった。表土除去に伴う板状の石材や主体部の一部露出により、確認のためトレ

ンチを掘り下げ、新規の古墳として明らかになった。なお、南東の斜面低位に周溝状の規模をもっSD

03が配置する O

〔墳丘〕

表土下 5~ 15cm前後で墳丘面を検出した。 64号墳の検出時に90号墳の存在が明らかとなり、残土置場

として南側の谷部を利用していたこと等諸般の理由のため南側の調査を断念した。斜面低位の南東側半

分程は完全に流失し、調査で明らかとなったのは北西側 4分の l程度である。墳頂部西側で標高29.05

mを測る。墳丘は南東側で、30cm程度の盛土が確認された。西側の斜面高位に遺存する周溝から、円墳

で、径 7~8m程度が復元される O 墳丘の高さは南東裾から現況 2m程度を測る O

墳丘は西側斜面高位側に周溝を大きく掘削して墓域を区画し、掘り上げた土を低位側に盛ることで墳

丘をっくり出していると考えられる O また、北裾部が64号墳と重なり、第13図墳丘断面図から、 64号墳

築造の後91号墳が上に新たに盛土して墳丘を築造したことが窺える O

〔埋葬施設〕

墳頂部西寄りで検出した。墓墳は床面をはじめ南東側ほど大きく流失を受けており、地山を深く掘り

込んで、いる北西側の長さ2.6m程が遺存する O 墓墳の主軸は尾根の傾斜に対し強いて言えば平行方向で

あるが、さほど関連性は認められず、 N-22
0

-Wを振る。墓墳には小口坑や側板溝が検出され、箱式石
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1 暗費褐色粘質土
2. H音褐色粘質土(板石を吉む)
3 黄褐色粘質土
4 暗黄褐色粘質土(費褐色土ブロックを吉む)
5 暗褐色粘賀土(石材点在。撹乱土)
6 暗貴褐色粘質土 (1と同様。暗黄褐色土ブロック、板右を古む。撹乱土)
7 貫褐色粘質土
8 暗灰椙色粘質土

9.貰褐色粘質土
10 褐色ンルト
11 乳白色粘土

12 暗褐色粘質土(責褐色土ブロックを古む)
13 褐色ンルト(貰褐色土フロックを古む)
14 黒褐色ンルト

15. 暗黄褐色粘質ゴ
16 暗黄褐色粘質土 (6と同様)
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棺が構築されていたと考えられる O 石棺を構成する石材は、北西側の側板溝、小口坑に残るわずかな棺

材を除いて既に失われている O 墓墳平面はやや不整形な隅丸長方形を呈すると想定される。規模は、現

況で遣存長2.60m、幅2.06m、深さ 99cm を測る O 墓墳の壁際には小口板、側板を固定する幅30~45cm 、

深さ 15cm程度の溝状の掘り込みがあり、西側は 2枚の石の痕跡が認められる O 石棺の内法は遺存する床

面から幅90cmが推定され、遺存長1.54cm、床面から墓墳上面まで深さ67cmを測る O

遺物は古墳全域を含め何も出土しなかった。

2圃その他の埋葬施設の調査

No.ll北 SX-05 (第 6・61図、図版3・46・47)

SX-05は、調査区東端に位置する o 25号墳を正陵頂部として南東へ下る斜面低位、標高25.85~26. 65 

mに立地する。北東70cmに88号墳、南西2.5mに59号墳が所在する O 位置的には88号墳に伴う埋葬施設

の可能性が大きい。

墓墳の主軸は斜面の傾斜に対しさほど関連性は認められず、強いて言えば平行方向であるがやや北へ

振る N-20
0

-Wをとる O 墓墳上面は南東側ほど大きく流失を受けている。墓墳内には箱式石棺が構築さ

れていたとみられ、墓墳南側には小口部を中心として棺の一部が遣存していた。底部には小口坑や側板

溝が検出され、わずかに棺材、棺の置台とみられる石が散在する O

墓横平面は、流失により南側がすぼむもののやや不整な隅丸長方形を呈する。規模は、現況で遺存長

2.50m、幅1.23m、深さ 67cmを測る O 墓墳の壁際北側と南東には小口板、側板を固定する幅30~50cm 、

深さ 10cm程度の溝状の掘り込みがある O 南側小口部では小口板を側板で挟み込むように石棺を組み合わ

せており、側板は数枚の石を用い、つなぎ部分にやや小規模な石を補足しながら構築していったとみら

れる O 石棺の内法は遣存する床面や土層断面から、長さ1.58m、幅65cm程度が推定され、床面から墓墳

上面まで深さ60cmを測る。墓墳や遺存する石棺の状況から、北側斜面高位が頭位の可能性が高いと思わ

れる。

遺物は墓墳埋土から須恵器細片が出土しているが、図化に及ばなかった。

No.ll北 SX-06 (第 6・62・63図、図版3・48・116)

SX-06は、調査区中央西端に位置する O 丘陵頂部に位置する25号墳の南西墳正斜面、標高35.44~

35.90mに立地する O 位置的には25号墳に伴う埋葬施設と考えられる O 南西部で下層にSK-04、SK-05

が重複する。

墓墳の主軸は25号墳の主軸および正陵主稜線に対しほぼ平行で、 N-5
0-Eを振る O 墓墳上面は斜面

低位の西側ほど流失しており、確認の補助トレンチやSK-05の検出により南側を中心に掘削され一部底

面も掘り過ぎが認められる O 墓墳平面は南側が若干膨らむ隅丸長方形状で、規模は、現況で長さ3.63

m、幅は北側で1.34m、膨らむ中央部で1.68m、深さ46cmを測る O 墓墳底面からの壁の立ち上がりは本

来より流失でかなり緩やかになっているとみられ、第 l層自体も東側からの流土とみられる O 墓墳の土

層断面から木棺の痕跡は認められず、直葬か木棺直葬かは明らかにできなかった。

遺物は、墓墳中央やや南西寄りの床面近くで土師器査(1 )、北西隅で磨石(2 )を検出した。(1)は肩

部2分の lと口縁部 6分の l程度が潰れた状態で出土しており、後の部位は検出されなかった。(1 ) 

( 2 )ともに第 l層中の出土であり、上からの転落の可能性を含め、直接この遺構に伴うものなのかはっ

きりしない。(1)は口縁部がほぼ直立して上端面は内外から摘まれて凹面をもち、頚部と体部の境界に

突出度のある貼付け凸帯を有する O 肩部は口縁部に比較して大きく張り、上位に平行沈線数段と綾杉文

を施す。(2 )は長さ11cmの自然石で長軸の一面に使用痕が観察される。
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l 褐色粘質土
2 褐色粘質土(jより暗)
3 暗掲色粘質土(1~ 2cm大の地山ブロックを含む)
4 黒掲色粘質土(棺材片と思われる右片を含む)
5 晴褐色枯質土
6 暗褐色粘質土 (3より暗)
7 にぶい赤褐色粘質土

8 褐色粘質土 (2より暗。あまりしまっていない)
9 褐色粘質土(jよりやや暗。 8より明)
10 暗褐色粘質土 (5より Lまる)
11 褐色粘質土

a 
H=26.50m 

a 

a -

ー

ιー」
n

q 

山口g'9Z=H

，q 

12 暗褐色粘質土(あまりしまっていない)
13.褐色粘質土 05よりやや暗)

14 暗褐色粘置土 06よりやや暗)
15 褐色粘置土(貰褐色真砂質土ブロックを多く含む)
16 褐色粘質土 09より暗)
17 褐色粘質士
18 暗褐色粘質土(あまりしまっていない)
19 晴褐色粘質土

20 灰白色粘土
21.暗褐色粘賀土
22 褐色粘質土

第61図 NO.ll北 SX-05実測図(S君 1: 30) 
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1 暗褐色粘質土

2.褐色料質土

3 褐灰色粘質土

4.明褐色粘質ゴ

。 1m

第62図 No.11北 SX-06実測図 (S=1 : 30) 

91 

国
リ

ω出
C
D
目



T 

、"
上

一口
10cm 5cm ー ，

第63図 No.ll北 SX-06出土遺物実測図

NO.ll北 SX-l0 (第 6・13・64図、図版3・49)

SX-lOは、調査区中央部、 25号墳の位置する丘陵頂部から東へ張り出す尾根筋の標高31.31 ~32. 04m 

に立地する O 西側斜面高位に61号墳、東側斜面低位に26号墳、南側に59号が配置する O

調査前の観察では、 61号墳東裾部で台形状の平坦面がみられ、残丘とも思われるが61号墳と同様に古

墳である可能性が十分に考えられた。確認のため尾根稜線上と平坦面中央に南北にトレンチを掘り下げ

た結呆、平坦面西寄りで埋葬施設 l基(SX-lO)を検出した。表土下lOcm弱で地山面が露出し、盛土や旧

地表は検出されなかった。 SX-lOの西側の61号墳との境界屈曲部についても、第13図からSX-lOに伴っ

て何らかの地山整形がなされたと考えられる O いずれにせよ、 SX-lOの墓墳の遺存状態から上部は東側

を中心としてかなり流失しているとみられ、北側は谷となって急傾斜で下り、東側は26号墳、南側は59

号墳周溝により埋葬施設が一部掘削を受けている o 61号墳と類似する古墳の可能性も完全には捨て切れ

ないが、現状では明確にできなかった。

墓墳の主軸は25号墳の主軸および丘陵主稜線に対し直交で、 N-90-Eを振る O 墓墳上面は斜面低位

の東側ほど流失しており、南側を59号墳の周溝で掘削され、全容は不明ながら、墓墳平面は隅丸長方形

と想定される O 墓墳は二段に掘り込まれており、上面の遺存長2.50m、幅1.40m、三段目掘り方は遺存

長2.19m、幅73cm、深さ25cmを測る O 底面の幅は52cmで、ある O 墓墳上面からの深さは72cmを測る O 墓墳

埋土の断面観察から木棺の痕跡が確認され、木棺の大きさは断面から推定して幅40cm弱、深さ35cm弱と

考えられ、二段目掘り方いっぱいに棺を納めていたとみられる O

遺物は、何も出土しなかった。
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l 褐色粘質土
2 褐色粘質土 (1よりやや茶褐色かかる。 1-3c皿大の地LUブロックを含む)

3 灰黄褐色粘質土

4 褐色粘宜上 0.2よりやや茶褐色かかる。 O.5-1c皿大の地山ブロックを吉む)

5 褐色粘質j，0.2よりやや明。 1-2c皿大の地山ブロックを古む)

6 褐色粘質土 0.2よりやや明。 1-2cm大の地山フロックを含む)

第64図 No.ll北 SX-l0実測図(S=1 : 30) 
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3園その他の遺構、出土遺物の調査

NO.l1北 SK-Ol (第 6・65図、図版50)

調査区南西部、 60号墳の北東側周溝の掘り下げ時に検出した。標高29.86~30. OOmに位置する O 土坑

平面は楕円形を呈し、主軸は斜面の傾斜に対し直交でN-58
0

- Eを振る O 規模は長軸56cm、短軸40cm前

後、深さ14cmを測る O 断面は不整形な皿状で、埋土は 1層である O 埋土上面で円喋がまとまって出土し

ている他、遺物はみられなかった。 60号墳以降の時期とみられ、 SK-02と同様な時期と推定される O

NO.l1北 SK-02 (第6・66図、図版50)

調査区南西端、 60号墳の西側周溝の掘り下げ時に検出した。標高31.51 ~31. 75mに位置する O 土坑平

面は不整な長楕円形を呈し、主軸は斜面の傾斜に対し平行方向のN-6
0

-Eを振る O 規模は長軸1.21 

m、短軸は南側で、50cm、北側で、67cm、深さ20cm程度を測る O 断面は逆台形になるとみられ、埋土は 1層

である O 埋土上部を中心として円礁がまとまって出土している o 5 ~ 15cm程度の円操、自然石で占めら

れ、土坑の主軸あたりに比較的大きめの石が並ぶ。埋土から須恵器、陶磁器片、炭片がわずかに出土し

ており、近世の遺構とみられる O

NO.ll北 SK-03 (第 6・67図、図版50)

調査区中央部西側、 62号墳、 63号墳の下層、標高32.96~34. 06mに位置する O 上面は63号墳により削

平される O 土坑平面は不整な楕円形状を呈し、主軸は斜面の傾斜に対し直交する N-69
0

- Eを振る O 規

模は長軸1.Olm、短軸は膨らむ中央部で83cm、深さ1.10mを測る。底面は隅丸長方形を呈し、底面から

70cm程度まではやや幅を狭めながら台形状に立ち上がるが、上部で不整形な広がりをみせる O 埋土は複

雑に分かれ、東側の第 1~4 層については別遺構である可能性が考えられる O 底面中央やや束よりで小

ピットが検出された。長径16cm、短径11cm、深さ22cmを測り、底部へ向けて帽を細める O 遺物は何も出

土しなかった。

NO.l1北 SK-04 (第 6・68・69図、図版51・117)

調査区中央西端、 E陵頂部に占地する 25号墳の南西裾部、標高34.18~35. 22mに位置する O 東側を

SK-05に切られる O 土坑平面は不整な楕円形状を呈し、主軸は斜面の傾斜に対し直交する N-36
0

-Eを

振る O 規模は長軸1.25mが遺存し、短軸1.34m、深さ1.05mを測る。底面は隅丸長方形を呈し、底面か

ら40cm程度までは逆台形状に立ち上がるが、上部で不整形な広がりをみせる O 埋土は底面まで 9層に分

かれる O 底面中央で小ピットが検出された。径12cm、深さ23cmを測り、底部へ向けて幅を細める O

遺物は土坑西壁際の埋土上層で磨製石斧(1)を検出した。ちょうど壁面の崩れ部分にあたり、流入の

可能性もある O 基部側は欠損しており、幅3.8cmを測る両刃である O

f尽-
H=3J.lOm 

放努素案
50cm 

属高軍高石田画面画面画

I 黄褐色砂混粘質土

第65図 No.ll北 SK-Ol実測図(S= 1 : 30) 
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l 費褐色砂混粘質土

H=31.90m 

50cm 
匝面面画面五五畠亘亘逼石亘.. 

第66図 No.ll北 SK-02実測図(S= 1 : 30) 



SK-04 

a 

H~34.20m 

。

l 掲色枯ti:i:(やや黄褐色かかる)
2 暗褐色枯質上 (0.2-1cm大の地山ブロック、炭片を含む)
3 褐色粘質士 (0.2-1cm大の地山ブロ γクを多く古む)
4. n昔褐色粘質 L (2 cm大の地山フロックを多く古む)
5 暗褐色粘質土 12よりやや崎。 0，2-Q.5cm大の地山ブロックを含む)
6.褐色枯質士 13よりやや明。やや黄褐色かかる。 0.5叩l大の地山フeロックを密に古む)
7 褐色枯質士 16より崎。 3よりやや明。 0.5-2crr:大の地山フマロックを常に含む)
8.褐色枯官 1:16より暗。 3.よりやや明。やや賞褐色かかる。 0.5-1cm大の地山ブロックを密に古む)
9 時褐色粘質一L: (0.5-1 cm大の地UIフeロックを古む)

10. 褐色粘質土 13よりマや明。や平貰[褐色かかる。 O.5crn大の地山ブロックを多く含む)
II 晴樹色粘質土 (O.5cm大の地山フdロックを含む)
12.褐色粘質土 110より崎。 0.5-1cm大の地l心フマロックを古む)

13 明褐色粘質土
14.褐色粘質土 110'12より明。やマj火褐色かかる。 1-2cm大の地山プロックを僅かに含む)

50cm 

第67園地11北 SK-03実測図(S=1 : 30) 

H~35.60m 

a' b 

1 にぷい褐色粘質土

(OJcm大の控色土ブロック、長片を色、む。 O.lcm大の白色際を僅かに含む)
2 明褐色粘質土 (O.l-O.2cm大の白色離を憧かに含む。最片を古む)
3 黄褐色粘質土 (0.2-1.5叩大の白色喋を僅かに含む。民片を古む)
4 にぷい褐色柏質土(白色様、炭片の古みなし)

5 貰倒色粘賀オ (3よりやや暗。 0.1叩大の白色礁を僅かに含む。炭片を古む)
6 明褐色粘質土(樟色土を含む。長片を僅かに古む)
7 にぷい黄褐色粘質土 (O.lcm大の黄褐色土プロックを僅かに含む)
8 にぷい貰褐色粘質土(程色土を僅かに含む。民片を含む。混じり少ない)
9 黄相色枯質土
10 黄褐色枯質土 (O.5cm大の控色土ブロック、民片を含む。 1cm大の白色喋有)
II 暗褐色粘質土

12 褐色枯質土
13 黄褐色粘質土
14 褐色粘質土 10.1-0.3回大の白色様、炭片を含む)

15. にぶい貴褐色粘質土 (O.1-O.3cm大の白色様、黄佐色礎、民片を含む)
16 褐色枯質土(O.3c皿大の黄櫨色様、炭片を含む。笹色土を僅かに色、む)

17 褐色柿質土 116より樟色かかる。 O.3cm大の黄信色磯を含む)
18 貰褐色粘質土 (O.4cm大の崩れた白色地山喋有)

19. 買褐色粘質土 (2cm大の黄色土フロック、 O.3cm大の白色礁、黄樺色礁、 m.片を含む)
20 明褐色粘置土 (O.z-O.5cm大の白色礎、費棺色様、 0.5四大の樺色土フaロックを含む)
21.黄褐色枯賀土(桂色土を僅かに古む。炭片を色、む。 O.5c皿大の白色際有)

22 灰黄色粘質土 (O.2cm大の貰控色際、黄控色土を含む。員片を僅かに含む。シルト質)
23.黄褐色粘質土

H~35.60m 

b' 

1m 

第68図 No.11北 SK-04・05実測図(S=1 : 30) 
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NO.l1北 SK-05 (第 6・68図、図版51)

調査区中央西端、丘陵頂部に占地する25号墳の南西裾部、標

高34.09~35. 45mに位置する。 SK-04の東側を切る O 土坑平面

は不整な円形状である。規模は長径1.18m、短径1.14m、深さ

1.36mを測る O 断面は底面から40cm弱までは台形状となるがそ

こから上部は広がりをみせる O 埋土は底面まで10層に分かれ

るO 底面中央で小ピットが検出された。長径26cm、短径24cm、

深さ36cmを測り、底部へ向けて幅を細める O 遺物は何も出土し

5cm 

NO.11北 SK-06 (第6・9・70図、図版3・51)

調査区北西側、丘陵上に位置する23号墳の西裾、標高32.28

~33.44mに立地する o 23号墳の主軸にほぼ平行し、位置的には23号墳に関連する可能性がある O 平面

は南側がややすぼまる不整な隅丸長方形を呈する。主軸は斜面の傾斜に対し直交でN-7
0

-Eをとる O

上面は西側ほど流失を受け浅くなる O 規模は、長軸3.36m、幅2.66m、深さ1.16cmを測る。断面は不整

な椀状で、底面は凹凸がみられ、中央に径40cm程度の浅い凹みが認められる O 西壁際上面で長さ1.23m 

の石の並びを検出した。上層南側に細かな石片や、全体的に少し乱れがあるものの石の並びはほぼ土坑

の主軸に平行し、厚さ 15cm弱の20~50cm大の角喋を横位 4 列に並べている様子が窺える O また、石の西

側が浅いテラス状に広がるが、遺構自体は本来第23層までであった可能性もあり、士層断面からも、石

の並び等の性格を含め、遺構の性格は明らかにできなかった。遺物は何も出土しなかった。

No.ll北 SK-04出土遺物実測図第69図

なかった。

No目11北 SK-07 (第 6・9・71図、図版52)

調査区北東側、丘陵上に位置する22号墳の北西裾、標高31.66~32.17mに立地する o 22号墳の墳丘確

認のトレンチによって検出された士坑である O 平面は東側が広がる不整な楕円形を呈する O 主軸は斜面

の傾斜に対し直交でN-78
0-Wをとる O トレンチが遺構の中心部を掘削したため士層断面でその規模や

形を復元した。規模は、長軸1.13m、幅93cm、深さ51cmを測る O 断面は不整な椀状で、底面の中央西寄

りに深さ 8cm程度の凹みが認められる O 埋士は 2層に分かれ、第 9図から22号墳築造後、西側裾部がか

なり堆積した後の遺構である。遺物は何も出土しなかった。

NO.11北 SK-08 (第 6・72図、図版52)

調査区南西寄りの、 60号墳北東周溝部、標高30.40~31. 98mに立地する o 60号墳の周溝掘り下げ時に

周溝斜面で検出した。平面は不整な楕円形を呈し、主軸は斜面の傾斜に対し直交方向のN-55
0

- Eをと

るO 上面および南西側を60号墳周溝で掘削されるが、規模は、長軸1.00m、幅90cm、深さ1.65mを測

るO 断面は丸味のある逆台形状で、底面の平面は隅丸方形状となり、中央東寄りに小ピットが検出され

た。長径21cm、短径19cm、深さ31cmを測る O 埋士は10層に分かれる。遺物は何も出土しなかった。

NO.11北 SK-09 (第6・9・73図、図版53)

調査区北側、丘陵上に位置する24号墳の主体部南西端下層、標高33.59~35. 24mに立地する O 平面は

不整な楕円形を呈し、主軸は斜面の傾斜に対し直交方向のN-48
0

-Wをとる。北側上面を24号墳の主体

部で削平されるが、規模は、長軸1.08m、幅79cm、深さ1.58mを測る O 断面は不整な逆台形状で、底面

の平面は隅丸長方状となり、ほほ中央に小ピットが検出された。長径20cm、短径18cm、深さ21cmを測

るO 埋士は 5層に分かれる O
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14 にぶい赤褐色砂i.fH占質土 (1cm大町地山ブロプクを僅かに含む)

15 褐色粘質土(赤色かかる。砂粒を僅かに古む)
16 に品い赤褐色粘白土(黄色かかる。砂1立を僅かに官む)

17 褐色粘質土(砂粒を僅かに古む)
18 にぶい褐色粘置土(灰色かかる)
19 褐色粘質ンルト (2cm大町地山ブロックを含む)
20 にぶい赤褐色砂混粘質ンルト(地山ブロックを古む)
21 にぶい事褐色粘宜士(地山フロックを置かに古む。濁る。汚い)
22 褐色砂混粘質 c(地山ブロックを古む)
23 陪褐色粘質土(砂粒を僅かに古む)
24 褐色粘質土(砂粒を僅かに合む)
25 にぷい褐色粘質土

1 時褐色粘質土(炭化物を僅かに含む)
2 褐色粘質土
3 褐色粘質土(灰色かかる)
4 にぶい赤褐色枯n土(濁る)
5 褐色枯質土(砂粒を僅かに含む)
6 黒褐色粘質土(砂粒を僅かに含む。炭化物を含む)
7 にぶい赤樹色判l質土(砂粒を僅かに含む)
8 褐色粘質土(員褐色かかる。 O.lcm以下白砂粒を含む)
9 にぶい事相色相1質土(Q.lc皿大の砂粒を僅かに合む)
10 にぷい持、褐色柏質土(黒間色かかる。地山ブロァクを慌かに含む。濁る)
II 褐色粘質ンルト(虫色かかる)
12 褐色砂混粘質 1:(地山フロックを古む)
13 褐色粘質上(桜色かかる。砂粒を僅かに合む)

2m 
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No.11北 8K-06実測図(8=1 : 30) 第70図
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H~32.l0m 

a' 

¥ 

1.にぶい褐色粘質土

(砂粒を僅かに含む)
2 褐色粘質土

(糧色かかる。砂粒を含む)

50cm 
局面扇面E音量E扇面自

第71図 No.11北 SK-07実測図(S=1 : 30) 

遺物は、第 l層下位から縄文土器底部片が出土している O

剥落著しく図化に及ばなかったが、丸底で外面に工具による

擦痕がわずかに認められる O

No.目11北 SK-10 (第 6・74図、図版53)

調査区中央南西寄り、 62号墳の中心主体部北東端および、63

号墳北西周溝壁部下層、標高33.68~34. 67mに立地する O 平

l 褐色枯質j

2 褐色粘質土 (1よりやや明)

H~32.10m 

50cm 
箇面益面逼亘亘缶亘亘E亘直面

3 暗褐色粘質土(あまりしまっていない)
4 暗褐色粘質土 (3より明)

5. II音褐色枯質土
(4より暗。 0.5四大町地山フeロックを僅かに含む)

6. JI音褐色粘質土
(5より暗。 O.5cm大町地山フロックを僅かに含む)

7. 暗褐色粘質土 (5よりやや暗。 6よりやや明。 O.5cm大
の地山ブロックを僅かに含む)

8 晴褐色粘t~土 (6 よりやや暗。 O.5CIT大の地山フロック
を僅かに含む。やや砂質土かかる)

9 褐色粘質土
10 暗褐色粘質1

第72図 No.11北 SK-08実測図
(S= 1 : 30) 

面は不整な楕円形を呈し、主軸は斜面の傾斜に対し平行のN-40
0

-Wをとる O 上面は、 62号墳および、63

号墳に削平されるが、現況の規模は、長軸76cm、短軸66cm、深さ99cmを測る O 断面は丸味のある逆台形

で、底面の中央北寄りに小ビットが検出された。径13cm、深さ29cmを測り、底部へ向けて尖り状とな

る。埋土は10層に分かれる O 遺物は何も出土しなかった。

NO.ll北 SK-11 (第 6・75・76図、図版53・117)

調査区南西寄り、 62号墳の中心主体部下層、標高34.24~34. 48mに立地する。平面は長楕円形を呈

し、主軸は斜面の傾斜に対し直交する N-62
0

- Eをとる O 上面は62号墳中心主体部に削平されていると

みられ、規模は、長軸84cm、短軸35cm、深さ24cmを測る O 断面は丸味のある不整な逆台形状で、埋土は

3層に分かれる O

遺物は、土坑北西側で低脚杯(1)が第 l層から出土している O 脚部は短くハ字状に聞く O 杯部内外面

ヘラ磨きする O
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H=35.40m 

24号墳主体部

50cm 

l 黄褐色粘質上(灰黄色かかる。にぶい褐色土プロッ
クを含む。炭片を僅かに古む)

2 黄褐色粘質土 (1上り褐色かかる u 乱5cm大の黄櫨
色土ブロック、民片を含む)

3. s音灰黄色粘質士(黄褐色土ブロックを含む。農片
を僅かに古む。よくほぐれた土)

4. s古阪黄色枯民土(2cm大の黄樺色土ブロックを含む)
5. s占灰褐色枯質土(黄褐色粘質土ブロック、灰褐色

枯質土ブロックを古む)

第73図 No.11北 SK-09実測図
(8= 1 : 30) 

H=34.70m 

O b  Jcm 

1.暗黄褐色粘質土
(O.5crr:大の地山ブロックを吉む)

2 暗黄褐色粘質土 (1より暗)

3 暗黄褐色粘質土(]より暗。 2よりやや明。
0.5-1 cm大の地山ブロックを含む)

第75国防11北 SK-ll実測図
(8= 1 : 30) 

Ob  )c皿

担
割
引
出

1 オリーフ褐色枯質主 (O.5-1.5cm大の地山プロッ
クを多く含む。炭片を含む)

2 オリーフ褐色粘質土(]よりやや明。やや灰色
かかる。 O.5cm大の地山フロック、長片を含む)

3 オリーブ柑色粘質土 (1よりやや暗。 0.5-1 

cm大の地山フロック、炭片を含む)

4 オリープ褐色柏宜土(]よりやや明。 2と同紙。
O.5cm大の地Lilブロックを密に含む)

5.11音灰黄色粘質土(炭片を含む。底に鉄分沈着)
6 オリ プ褐色粘質土(]. 2よりやや暗。 0.5-

lc皿大の地山ブロック、炭片を含む)

7 オリ プ褐色粘質土 (1よりやや明。 O.5cm大
の地1I1ブロック、炭片を含む)

8 褐色粘質土(ややオリ プ褐色かかる。 O.3crn
大の地山ブロックを密に古む)

9 柑色粘質士(ややオリ ブ褐色かかる。 8と阿
帳。ブロックを含まない)

10 暗灰黄褐色粘質土(炭片を含む。底に鉄分沈着)

第74図 No.11北 SK-10実測図 (8=1 : 30) 

H=31.00m 

ゑ語E
50cm 

l 禍色粘質土
2.褐色粘質土

(1-3cm大の地山ブロックを多く含む)

第77図 No.11北 SK一12実測図
(8= 1 : 30) 

、

H=31.00m 

疹揚~
50c皿

屋造量温造詣誼畠量五五量益回

1 相色枯質土
(0.3-1.5田大の地山ブロックを含む)

第78図 No.11北 SK-13実測図
(8= 1 : 30) 

27  

第76図 No.11北 SK-ll出土遺物実測図
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NO.l1北 SK-12 (第 6・77図、図版54)

調査区中央やや南西寄り、 59号墳の墳E下層、標高30.63~30. 89mに位置する。北東隣にSK-13、

SD-02が配置する O 平面は不整円形を呈し、規模は、長軸66cm、短軸63cm、深さ26cmを測る。断面は椀

状で、埋土は 2層に分かれる。遺物は何も出土しなかった。

NO.ll北 8K-13 (第6・10・78図、図版54)

調査区中央やや南西寄り、 59号墳の墳E下層、標高30.73~30. 87mに位置する。南隣にSK-12、東隣

にSD-02が配置する。平面は楕円形を呈し、主軸は斜面の傾斜に対し直交する N-210

- Eをとる O 規模

は、長軸97cm、短軸69cm、深さ14cmを測る O 断面は皿状で、埋土は l層である O 第10図から、 59号墳築

造前の遺構である。遺物は何も出土しなかった。

NO.ll北 SK-14 (第 6・10・79・80図、図版54・117)

調査区南西側、 59号墳の南東墳正下層、標高26.87 ~ 28. 67mに位置する。 59号墳墳正断割り時に検出

した。平面は不整円形を呈し、規模は南東側が不明瞭なものの、現況で長軸1.15m、短軸88cm、深さ

1.8mを測る O 断面は逆台形で、底面中央小ビットが検出された。径12cm、深さ27cmを測り、底部へ向

けて幅を細める O 埋土は10層に分かれる O 第10図から、 59号墳築造前の遺構である。

遺物は、床面から25cm程上位の第 5層中で、縄文土器底部(1)を出土した。平底で、内外面丁寧にナ

デ仕上げする。胴部に輪積みの接合痕が観察される。

NO.ll北 SK-15 (第6・81図、図版55)

調査区北東、 91号墳の南東下位、 SD-03の下層、標高25.41 ~25. 92mに位置する。平面は北西側が広

がるやや不整な長楕円形で、主軸は斜面の傾斜に対し直交する N-500

- Eをとる。規模は、長軸1.18

m、短軸58cm、深さ51cmを測る O 断面は不整な椀状で、北西側がテラス状の段をとる。埋土は 2層に分

かれる O 第10図から、 59号墳築造前の遺構である O 遺物は何も出土しなかった。

NO.l1北 SD-02 (第6・10・82図、図版55)

調査区中央やや南西寄り、 59号墳の墳E下層、標高30.65~30. 86mに位置する O 西隣にSK-12、SK-

13が配置する。主軸は斜面の傾斜に対し直交方向のN-150-Eをとる。北側に削平および掘り過ぎが認

められるが、規模は現況で、長さ97cm、幅69cm、深さ21cmを測る O 横断面は椀状で、埋土は 3層に分か

れる O 第10図から、 59号墳築造前の遺構である。遺物は何も出土しなかった。

NO.ll北 8D-03 (第6・83・84図、図版3・55・117)

調査区北東、 91号墳の南東下位、標高25.52~26. 35mの斜面に位置する O 西側底部下層にSK-15が配

置する O 南西側は崖斜面のため不明となり、北西側が平面弧状に遣存する。規模は、長さ4.5m、幅

1. 26m、深さ83cmを測る。横断面は不整な椀状で、埋土は 5層に分かれる O 底面は東から西へかけて幅

広となり、底面の高さもわずかに低く傾斜する。形状から古墳の周溝の可能性を有するが、南西側に盛

土状の層位は認められなかった。

遺物は、埋土上位で、土師器杯(1)、鍋(2 )、底部(3 )を出土している。(1)は復元口径13.8cm、器

高6.7cm、平底から直線的に聞く器形である o (2)は焼成甘く本来は瓦質とみられ、(3 )も(2 )と同様

に鍋の底部とみられる。(2 )は外面まっ黒に煤が付着し、口縁部の屈曲は甘く外方へ立ち上がる O 口縁

端面はカットされ凹面状に若干歪む。
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H~28.80m 

b' a 

l にぷい賞褐色枯質土
(0.5-1.5cm大の地山フロック、民片を憧かに含む)

2 褐色粘買土(やや貰褐色かかる)
3 にぶい黄褐色粘質土

(1よりやや明。 0.5-1cm大の地山フeロγクを含む)

4 晴褐色粘質土 (0.5-3cm大の地IJJブロックを古む)
5. にぶい黄褐色粘質土

(1より暗。 0.5-2cm大の地山プロックを古む)
G 暗褐色粘質土 (0.5-4cm大の地山フマロックを密に古む)

7. 暗褐色粘質土(暗紫灰色かかる)

H~28.80m 

a 

O 1m  

第79図 No.ll北 SK-14実測図(S= 1 : 30) 
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第80図 No.ll北 SK-14出土遺物実測図
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H~26.30m 

50cm 
匡........ 量益........... 

l 褐色粘質士(地山フロックを僅かに吉む)

Z 暗褐色枯質土
(地山ブロックを吉む。あまりしまっていない)

第81図 No.ll北 SK-15実測図 (S=1 : 30) 
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H~26.30m 

H~26.30m 

b' 

l 褐色粘質士
2 にぶい赤褐色枯質士

3 褐色枯質士
(O.5-!cm大の地l心ブロックを古む)

人vl 

jv¥ 

l 褐色粘質土
2 暗褐色粘質土
3 褐色粘質土(地山ブロックを多く含む)

4 暗褐色枯質土(地山フロックを含む)
5 明黄褐色枯質土

0 5Ocm  

1m 

第82図 No.11北 SO-02実測図
(S= 1 : 30) 

第83図 No.11北 SO一03実測図(S= 1 : 60) 
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第84図 No.11北 SO-03出土遺物実測図
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第4節 横 枕NO.l1南区の調査

1.横枕10・11、36、80-87号墳の調査

横枕10号墳(第4・7・85・89図、図版4・56・57)

〔位置と現状〕

横枕10号墳は、調査区東部の尾根稜線上、標高26.45~28. lOmに立地する O 北西に80号墳、北東に81

号墳、南東に82号墳が隣接する O このうち80号墳と81号墳については一部重複が認められる O 丘陵東側

に広がる水田面からの比高差は14.4mで、ある。調査前の観察では、調査区東の尾根先端部から分布する

古墳状の高まりが鞍部への尾根斜面にも続き、そのうちの一つの高まりとして容易に認識できた。斜面

高位側に弧状の凹みをもち、遺存状況も良好に思われ、隣接する高まりと切り合い関係が予想された。

〔墳丘〕

表土下lOcrn弱で、墳E面を検出した。古墳の北西側周溝は80号墳周溝に大きく掘削を受け、 10号墳は81

号墳の南西裾部を切る関係にある O 墳頂部北側で標高28.10mを測り、主体部の遺存状況から上部はか

なり流失していることが判明した。墳形は円墳で、墳E規模は、北東周溝底から南西裾部間で10.4mを

測り、北東側周溝の径から径11mが復元される。墳Eの高さは南裾から2.1mを測る O

墳Eは、地山成形と、北東側斜面高位に周溝を大きく掘削し、土を南西低位側へ盛ることで造られて

いる O 盛土は、墳頂部周辺で最大34crnが遺存しており、旧地表面は斜面低位南西側で検出された。現状

の墳E平坦面は古墳中央よりかなり北東寄りとなる O

〔埋葬施設〕

埋葬施設は、墳E平坦面のやや南西寄りで検出した。盛土上からわずかに地山を掘り込んで、いる。当

初の予想、より検出が困難で、、上部をグリッド状に掘り窪め、補助トレンチによる層序確認によって主体

部を検出した。主体部の主軸は斜面の傾斜に直交する N-54
0

-Wをとる O 残念ながら明確な墓墳の両端

は検出できず、推定で墓墳平面は隅丸長方形とみられる O 現況の規模は、遺存長1.83m、幅1.45m、深

さ19crnを測る。土層の断面観察から木棺痕跡を確認するにいたらず、埋葬形態は不明である。

主体部内をはじめ、墳丘や周溝内で遺物は出土しなかった。

横枕11号墳(第 4 ・ 7 ・ 85 ・ 90~92図、図版 4 ・ 58 ・ 59 ・ 118)

〔位置と現状〕

横枕11号墳は、調査区北西端の北東へ下る斜面、標高22.26~25. 63mに立地する O 南に87号墳、南東

に36号墳が配置する O 丘陵東側に広がる水田面からの比高差は10.3mで、ある O 調査前の観察では、調査

区北東の急斜面ながら、弧状に凹む溝とわずかに古墳状の高まりが認められた。遺存状況も北東側の斜

面低位は崩れが予想されるものの比較的良好に思われた。斜面に沿って設定したトレンチによって古墳

と確認した。

〔墳丘〕

表土下15crn弱で墳E面を検出した。西側周溝近くで標高25.63mを測り、墳丘平坦面は当初から斜面

高位の西寄りに設定されていたとみられる。墳形はやや南北に広い円墳で、墳丘規模は、南周溝底から

北裾聞で10.3m、西周溝底から東裾聞で8.8mを測る O 南西側周溝から径10mが復元される。墳丘の高

さは北裾から3.37mを測る O

墳丘は、地山成形と、南西側斜面高位に周溝を掘削し、土を北東低位側へ盛ることで造られている O

盛土は、主体部よりやや東側周辺で、最大45crnが遺存しており、旧地表面は主体部以北東で検出された。

〔埋葬施設〕

埋葬施設は、古墳中央部南西寄り、墳丘平坦面の北東側で検出した。盛土上から地山を深く掘り込ん

でいる。主体部の上層には厚さ18crn程度の封土が広い範囲で、認められた。墓墳の主軸は斜面の傾斜に直
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横枕10号墳
H~28.00m 

日~ 29.00m 

1 腕組土
2 侶色机質 1(淵る。表土)

3.1'1色柏質:0(やや灰色かかる。濁る)
4 にぶい褐色村1賀土(単色かかる。濁る)
5 赤相色粘質一1:(i明る)
6 明赤褐色ンルト
7 明品、掲色粘n-[:(やや黒色かかる。濁る)
8. JI音褐色村l質 1:(1間帯褐色粘質土7"ロックを僅かに含む)

9 褐色粘質ゴ (特色かかる。濁る)
10 禍色粘質オ(やや叫色かかる。濁る)
11 日前日色粘質上(やや山色かかる。濁る)
12 楢色粘質 I
13 褐色粘it-[土(濁る)
14 掲色粘質土(泊る)
15 旬j赤制色枯質土(褐色かかる。濁る)
16 褐色粘質土(やや県色かかる。濁る)
17 褐色粘質土(やや虫色かかる。 i出る)

18 暗褐色粘質iこ(黒色かかる。濁る。!日表仁)
19 にぶい黄11J色粘質:1-.

20 褐色粘質上(やや貫性1色かかる)
21 にぶいFf，)色判l質土 (24'25よりやや明)
22 世褐色粘質土(やや明褐色かかる)
22 賀褐色粘質土(やや砂l褐色かかる， 0.3-0日叩大の地1I1フーロックを合む)
24 にぷい制色柏質土 (25よりぞや明)
25 にぶい褐色粘質J:
26. r円褐色粘質土

10MB 

横枕11号墳

根

llMA 

llMA' 

I 腐植仁
にぶい世掲色粘質土(ま u
にふいttt掲色粘質土 (2よりやや明)

4 にぶいずT褐色粘質土 (2よりやや明。やャ&.褐色かかる)
5 にぶい出褐色粘1~土 (2 より陥)
6. Iこぶし、世掲色粘11土 (5よりやや明)
7 にぶい貨褐色粘質土 (2'5より陥。 5よりやぞlifjl
8 にぶい貰褐色粘f11土 (5'6' 7よりぞや明。 O.5~ 3cm:;ーの地LLiプロァクを含む)

9 にかい貰褐色粘111土(2より附。 15よりママ別)
10 にぶい背褐色粘i'i土 (2'9より陥)
II にぶい黄褐色粘'['l土(2 よりやぞ暗。 O.5~ 2cm大のI也山フロッ
12 にぶい黄褐色村1'1土 111 より略。 O.5~ 1 cm大の地山フeロ

13 にぶい賀褐色粘n土 (22より附。 lcmkの地111フロック
14 にぶい首相色押i'n土 113よりやや暗)
15 褐色約四土 (1~2cm大の地山フロックを僅かに青む)
16 にぶい'b':t褐色村1'1土 (2より崎。 7よりやや明。 2-5cm大の地111ブロックを合む)
17 にぷい首相色事li1'.1土(]cm大の以色地1I1フロックを青む)
18 にぷいj員制色料l目オ (7 • 16よりやや陥)
19 にぶい黄制色*，~i1.'H: (17よりやぞ砂lで古色かかる。 4cm大のJj(色地山保有)
20 にぷい黄十日色1由貿士 (16' 20よりや平明。 1-1聞大の地1I1ブロックを合む)
21 にぷい員制色121恒 1: (2よりやぞ階。 12'16よりやや明。 1-7crr大の地iJJプロソクを含む)
22 にぷしゅニ柑色1由貿1
23 にぷい黄禍色布~i質土 (25 より I~jで茸色かかる。 0.5叩大の灰色地山フロックをf4'かに含む)
24 にぶい黄褐色粘質土 (O.5cm大の別世褐色jプロァクを仏Iかに也、む。 3cm大の灰色地LIJブロック有)

25 にぷい黄褐色粘質二二 (1-5cm大の灰色地山離を含む)
2E 灰黄褐色川質j: (灰色地iJJブロックを保かに合む)
27 暗褐色粘質 1:(やや黄褐色かかる。旧表1:1
28 にぷい黄褐色粘質オ (0.5-2cm大の地lliブロックを含む)
29.褐色粘質こと(やや黄禍色かかる)
30 にぶい黄褐色判l'a土 (28よりやや明。 0.5-2cm大の地山フロックを儲かに含む)

31.にぶい黄褐色粘質 1:(2' 9より

H~25.00m 

横枕36号墳
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1 腐植土

2 ゆJi国色粘質土

H~27.00m 褐色粘質土(i~ü る)
4 褐色粘質ヒ (23より

5 褐色粘質土(4より
80MA' (-i にぶいf~:f白色柏宜i: (38より陪)

7 にぶいlW褐色枯n土 (38よりやマ明)
8 にぷい黄褐色1MU.(6よりやや明)

9. IYJ褐色粘質土
10 にぷい褐色村?質上

II 世褐色粘質土(やや明裕色かかる)
12 にぶい世褐色村質1
13 伺色粘質ヒ(濁る)

14.惜色粘質ゴ (償色かかる。濁る)

15 褐色粘質ヒ(やや脱色かかる。 i~:j る)
16.褐色粘質土(控色かかる。濁る)

17 亦褐色粘質土(ややE色かかる。泊る)

18. 陥褐色:h~i質|二1.'1.'，色かかる。濁る)
19.1白色粘質主(やや鼎色かかる。泊る)

20. #1白色判i11土(やや虫色かかる。 i出る)

21 褐色粘質ヒ
22. 黄禍色Wi質j:

23 褐色粘質 i
21. I目制色粘質|

25.1目色粘í~土(位色かかる。やや泊る)
26 褐色粘質ゴ (25よりやや11音。明功、褐色 iブロック、 1ft褐色二lブロックを含む)

27 褐色干:I~i質ゴ (25' 26よりやや明。棺褐色土フロック、陥褐色土ブロック、 Jld品色 jプロ

28 褐色fl1ii壁土 (25'26'27より暗。明褐色土ブロック、陥褐色土フロック、黄禍色 lフロック

29 褐色粘質土 (25よりやや明。隣褐色土ブロック

3C 伺色Ni質ゴ
31 褐色粘質土
32 褐色粘質土 (25より陥。明黄禍色土ブロック、持色土フロックを官に含む)

33 伺色粘質オ (28より l問。燈褐色土フロ yクを合む)

34. にぷい褐色粘質土 (37よりママ明。明f白色土ブロック、暗柑色iブロックを多く frむ)

35 にぷい褐色粘質一1: (34よりやや階。明掲色土プロックを僅かに含む)

3E にぶい黄褐色粘質上 (1円相色土フ'ロァク、時褐色土フロックを多く合む)

37 にぶい褐色粘質ゴ
38 に広三い宮内1色粘質土

39 にぶい黄褐色:n~世 1ニ (36' 38 . 40より附)

40 灰褐色枯質 1.(にぶい11i褐色土フeロックを含む)

41 にぶい褐色粘質 1:(精色:1フロックを僅かに含む)
42 にぶい褐色粘質 I
43.1品色枯i寸土 (32よりやや黄色刀、ヵ、る)

" に広三い武褐色1占目上(J也山フロックを僅かに含む)
45. fG¥色粘n土

46 掲色粘fl土 (45よりややl旧。晴樹色ゴフロック、別出色 lブロッ

47 にぶい就禍也1占町二|二 (38'48よりやや附。問責褐色 1ブロソク、明柿色 iフロックを古む)

48 にぶい世禍色粘11土 (38よりややIYL1りh'i庁制色ゴプロ y ク

49 褐s柏町i:11日表土)
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横枕81号墳

81MA 

H~29.00m 

l 腕組 1
2. r~\色机質i: (別事制色相自土プロックを合む。濁る。表土)
3.11吉間色粘質ゴ Cl.l.¥色かかる。濁る)
4. W色村¥質 1.(ややl].¥色か刀‘る。濁る)

5 褐色粘11i.L(やや挫色かかる。濁る)

6 制色枯賀 1:(i出る)

7.1目色枯賀」ー(やや出色かかる。濁る)

8 褐色枯f'-i土 (2より断。 O.ScmAの燈色 1:ブロックを古む)

9. t昌也1古賀土(8より附。陥褐色かかる。 O.5cm大の般色:1ブロックを健かに含む)

10 にぷい褐色粘n~L (時褐色止を僅かに古む)

II 此褐色粘T!土(やや枕色かかる)

12 灰褐色粘白土(IlfJ制色 lを合む)

13 にぷい棺J色粘fi土(やや褐灰色かかる。 3cJIl丈の地111悌有)

14 ゆl褐色村't'{j:(褐灰色土を多〈合む)
15 褐色料自土(明赤褐色 1:、lこぶし、黄褐色j を含む。 6四l大の地tJl際右)

16 褐色柏質 l二
17 砂l褐色村!î}t~U: (11よりl町で赤褐色かかる。 0.5聞大の!円前倒色 tブロック、制灰色一Iを合む)

18 にぶい褐色枯質J:117よりくすむ。に品い世褐色土を含む)

19 明褐色粘質止(!.!.¥褐色土を含む。民惜色土を惜1)'に含む)
20 明褐色粘質 J:(2より明。炭片を含む)

21 にぶい品、褐色i'1!i質1:.(O.scm:人のj由1I1離を含む。

22. 1情褐色1 占!f'U~ WA色かかる。褐色村t悶土プロックを多〈含む)

23 請、褐色粘質.:1.:.(O.5cm丈の地111牒を古む)

24 黒褐色粘11土 (1品灰色かかる。 i間前褐色j、品 nを古む。!日表土)

横枕82号墳

82MB 

0 4m  

l 腕組:1
2 ホ褐色粘質一1:(黄色かかる。濁る)

3 事褐色粘質 1:(濁る)
4 明;~;褐色粘質土(濁る)
5.1こぶし寸、褐色品"質士(やマ黒色かかる。濁る)

6 にぷい赤褐色村， ~l土(濁る)
7 赤地色粘質土(泊る)

8 褐色枯11土(早色作色11、かる。濁る)

9 ゆl赤伺色粘fl土(濁る)

10 明赤褐色粘質土(黄色かかる。自jる)

11 明串褐色相i1t::t(泊る)
12 正褐色村J質士(濁る)

13 にぶい品、褐色枯f'ij 日間る)

14 にぶい品、nl色枯f'i::LLLJ.¥色かかる。泊る)

15.1目色村l質士(オリーフ色かかる。溜る)
16 褐色村l賃上(位色かかる)

17 褐色枯質 1. (濁る)

18 明串褐色粘質 1:.(やや黄色かかる)

19 明褐色粘土u
20 明亦惜色粘~q j~- (黄色かかる。濁る)

21 赤褐色粘1'Lt(O.5cm大のj血111献を恒僅かに含む)

22. i}f褐色粘質土 (IYJ赤尚{止す¥Iit'!-j極小フロックを自1かに含む)

23. l~色枯 11土(赤泊色村間土ブロックを古む)
24 明赤褐色粘質土(濁る)

25 褐色柏悶土(濁る)

26 砂l赤惜色粘白土(やャ赤味の強い切J赤悩色村質 lブロックを色、む)

27 事褐色判?質土

28 褐色机白土(やや黒色かかる。濁る)

29 何色机百七(濁る)

30 忙j色納氏 1'.(濁る)

31. lIPi褐色粘質 1:(黒色かかる。旧表!-.)

第86図 No.11南 横 枕80-82号墳墳丘断面図 (8=1 : 100) 
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83MA 

84MA 

85MA 

85MB 

83MB 
10 

84MB 

横枕83号墳

83MA' 

主体部

H~25.00m 

83MB' 

横枕84号墳

Hニ 25.00m

84MC' 

木株

横枕85号墳
H~24.00m 

H~24.00m 

I 腐植土
2 にぶい赤褐色粘質土 (1~3cm大の地山喋を含む。表土)
3 赤褐色粘質土(1-5cm大の地山離を含む。濁る)
4 にぶい赤梅色粘質土(やや黒色かかる。 0.5叩大の地山礁を古む)
5にぷい事褐色粘質土(1cm以1の地山礁を含む。表土)
6 にぶい赤褐色粘質土 (0.5-3c皿大の地山離を含む)
7 にぷい事褐色粘質土(やや黒色かかる。 O.5cm以下の地山際を含む)
8 暗赤褐色粘質土(黒色かかる。 1cm以下の地山礁を含む)
9 にぷい赤褐色粘賀土(灰色かかる。 1cm以下の地山礁を極憧かに含む)
10にぶい赤褐色枯質土
11にぶいホ褐色枯白土(褐色かかる)
12明赤褐色枯質土(やや褐色かかる。 5cm大の地山離を含む。濁る)
13にぶい事褐色粘質 Ic(栂色かかる。 0.5-5 Cm大の地山離を古む)
14にぷい君事褐色粘質土(1-4cm大の地山離を僅かに古む)
15褐色粘質土(l-8cm大の地1111軍、赤褐色枯質土ブロックを古む)
16陥褐色粘質ゴ (恩色かかる。旧表土)

1腐植土
2褐色粘置土(濁る)

3褐色粘白土(濁る)
4 明褐色粘質土
5褐色粘質土(やや黒色かかる。泊る)
6 褐色粘質土(濁る)

7 褐色粘質土(やや按色かかる。濁る)
8 にぶい褐色粘宜clc(灰色かかる。濁る)
9 赤褐色粘質土(褐色かかる。 1cm以ド的地ILr離を含む。濁る)
10赤褐色粘質土(1Cm以 Fの地山蝶を極僅かに含む)
11にぶい赤褐色粘質土 (赤褐色粘質土を含む)
12褐色粘質土 (1-5cm大の地山離を古む)
13褐色粘質土(燈色かかる。濁る)
14褐色粘質土(やや黒色かかる。|日表土?)
15にぶい赤褐色粘宜士 (0.5-1 cm大の地山離を含む)
16褐色粘質土(椅色かかる。i>jる)
17褐色粘質土 (0.5-2cm大の地山離を僅かに古む。濁る)
18にぷい赤褐色粘質土(i聞る)
19明赤褐色粘質土 (i萄る)
20明事褐色粘i1土(濁る)
21彫j事褐色粘賀土(やや黒色かかる。濁る)
22明事褐色粘質土(濁る)
23褐色粘質土(黒色かかる。濁る。旧表土)

1腐植土
2 にぶい黄褐色粘質土 (3よりやや暗)

3 にぶい貨褐色粘質土(表土)
4 褐色粘質土
5 にぶい黄褐色枯質 1: (21よりやや暗)
6 黄褐色粘質士
?にぶいJ/i褐色粘質土 (21よりやや問。 5よりやや明)
8褐色枯質土
9褐色粘質士(8よりやや明)
l日前褐色粘質土 (6よりやや明)
11にぶい黄褐色枯質土 (5'7よりやや暗)
12褐色粘質土(4よりやや明)
13.にぶい黄褐色粘質土
14にぶい黄褐色粘質土 113よりぞや明)
15にぶい黄褐色粘質土 (14よりやや明)
16にぷい黄褐色粘質土 115よりやや明)
17にぶい貰褐色粘質士 116より崎)
18黄褐色粘賀土
19にぷい黄褐色粘質土 (2よりやや明)
20にぶい黄褐色粘宜士 (21より明)
21にぶい黄褐色粘質仁 (2より暗)

4m 

第87図 No.11南 横 枕83-85号墳墳丘断面図(S= 1 : 100) 
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86MB' 

86MB 

横枕87号墳

12 19 

。
87MB 

H~26.00m 

I 腐植土

2 褐色枯質土
3 褐色粘質土 ω3-0.5cm大町褐灰色土フ'ロックを色、む。炭片を僅かに古む。 2よりしまる。表土)
4 にぶい黄褐色粘質土(シルト質。耕作土か)
5 にぶい貰褐色粘質土 (O.5cm大町灰色土フキロックを僅かに含む)
6 にぷい黄褐色枯質土 (5より黄桂色かかる。 0.3-0.5crn大の灰色土ブロックを僅かに含む)
7 にぷい貰褐色粘質士 (6より暗。 O.5cm大の灰色土フロックを官む。民片を古む。鉄分沈着)
8 褐色粘質土(やや褐色かかる。 O.5cm大の灰色土ブロックを含む。黄褐色土を僅かに含む)
9 暗褐色粘質土(黒褐色ゴを含む)
10. 暗褐色粘質土 (9よりやや明。黒褐色士を憧かに含む)
II にぶい黄褐色粘質土(明黄褐色土を含む。黒褐色土を僅かに含む)
12.褐色粘質土(控色士を僅かに吉む)

13 褐色粘質土 02より明)
14. にぶい黄褐色粘置土 09より暗)
15 にぶい黄褐色粘質土(明黄褐色土を含む)
16 にぶい黄褐色粘質土 (O.5cm大の褐灰色土プロック、民片を含む)

17 褐色粘質土
18.褐色粘質土
19 にぶい黄褐色枯買土
20.灰黄褐色粘質土 (O.5cm大の褐灰色土ブロック占在。しまる)
21 にぷい黄褐色粘質土 (20より明で黄色かかる。 O.5cm大の褐灰色土ブロックを曾むが、 20より少ない。ょくしまる)
22.黒褐色粘質土 (0.5-1cm大の灰色土フぜロックを含む。均一な土)

87MB' 

17 
18 

4m 

第88図 No.11南横枕86・87号墳墳丘断面図(S= 1 : 100) 
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l 褐色粘質土(貫褐色土プロァク、赤褐色土ブロックを多く古む)
2.褐色粘質土(Jよりやや明。費褐色プロック、部褐色土ブロックを多く含む)
3 にぶい褐色粘賀土

1m 

第89図 NO.ll南横枕10号墳主体部実測図(s=1 : 30) 

交する N-33
0

-Wをとる O 墓墳平面は、隅丸長方形である。規模は長軸3.92m、短軸1.35m、深さ71cm

を測る。墓墳底面は南東側でやや角張りlOcmほど上位までは壁の立ち上がりがゆるやかである。墓墳の

土層断面から、木棺の痕跡が認められ、第90図の第 6~19層は裏込め土と考えられる。木棺の規模は、

長さ2.1m、幅30~40cm、深さ40cm程度が想定される。

遺物は、南東壁から 65cm離れた床面で、杯蓋(1)、図示できなかったが中央のトレンチより 20~30cm北

西床面で万子(5 )、墓墳南東隅上層で杯蓋(2 )、杯身(4 )、(1)より 30cm南の棺外で、杯身(3 )が出土し

ている。墓墳や遺物の状況から南西が頭位とみられ、(1)は l点であるが傾きや位置関係から土器枕の

可能性が高い。(1)(3)と(2)(4)はそれぞれ形態や質感が異なり当初からセットとして製作されたも

のではないが、一応のセット関係を成す。外面のヘラ削りが中心部までしっかり成されず内面には円弧

丈がナデ消される o (1)は天井部扇平で口縁部との境界に稜をもち、口縁部は内傾する段状を呈する
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日
只
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目
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川
出

1 にぷい費褐色粘質土 0-10叩大の紫灰色地山フロッ
クを含む。シルト質)

2 にぶい黄褐色粘置土 (1よりやや暗。 1-5cm大の紫
灰色地山ブロックを古むがlより少ない。貴片を含
む)

3. にぶい貫褐色粘質土(1-5cm大の紫灰色地山プロッ
クを含む)

4. 暗褐色粘質土(やや黒褐色かかる。 O.5c皿大の繋灰色
土ブロックを憧かに吉む。 4cm大の紫灰色地山ブロ
yク有。シルト質)

5 暗褐色粘質土(黒褐色かかる。 O.5-1c皿大の紫灰色
土ブロックを僅かに含む。 Lまり弱い)

6 にぶい費褐色粘質土 (O.5cm大の紫灰色土フaロックを
僅かに含む。長片を含む)

7 にぷい黄褐色枯質土 (3crn大の灰色士フ'ロック 明
貰褐色土を吉む。ややしまる)

8 暗褐色粘質土(黒褐色土を含む。やや粘賀)
9 暗褐色粘質土(黒褐色土を吉む。明貰褐色土を僅か

に古む。粘質強)
10 暗褐色粘質土 (5よりやや明。 O.5crn大の明黄褐色土プ

ロックを含む)
11 にぶい黄褐色粘質土 (2より暗。 1-4cm大の紫灰色

地山ブロックを吉む。明黄褐色土ブロックを僅か
に含む)

12 にぷい黄褐色粘質土(崩れた紫灰色地山ブロックを
吉む)

H=25.00m 

b' 

λ 寸

φ1 

b~ 

」

1
7
 

R
-
a
 

∞一5一
つ企一一一一H

一

13 灰黄褐色粘宜土(4よりやや明。 0.5印l大の紫灰色士
プロックを含む)

14 灰貰褐色粘宜土 03より明。紫灰色土ブロックを憧
かに含む。シルト質)

15 暗褐色粘質土(黒褐色土を含む。黄褐色土を僅かに
古む)

16 時褐色粘質土 (5'15より明。景灰色土ブロックを僅
かに色、むu 粘質強)

17 暗褐色粕質土(黒褐色土、炭片を含む)
18 時褐色粘質土 07より明。 0.5-1 CIl1大の紫灰色土ブ

ロックを含む。明黄褐色土を直かに含む)
19 暗褐色枯質 t(0.5-4 cm大の紫灰色土フぜロック、黒

褐色土、明黄褐色土を吉む)

第90図 No.ll南横枕11号墳主体部実測図(8=1 : 30) 
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が、天井部の中心部までヘラ削りが及ばない。(2 )は天井部丸く口縁部との境界は強いヨコナデによっ

て意識される o (3)は口縁部の立ち上がりは長く端部も上方へ摘み上げるが、底部は中心部までヘラ削

りしないことで丸く尖り状となる o (4)は器壁薄く受部もほぼ横方向に伸びるが、底部中心部はヘラ切

り痕が残る軽いヘラ削りで、器壁の厚さにムラがみられる o (5)は万身に対し茎部が長く関部で折れ曲

カすっている O

〔その他の出土遺物〕

北側の墳丘斜面や裾部を中心として、須恵器壷口縁部(6 )、須恵器体部片や士師器体部片、回転糸切

り痕のある皿(7)と杯底部(8 )、磨製石斧(9 )が出土している o (6)は口縁上位から外方へ聞き端部は

外面で肥厚して段をとる0(7)(8)(9)は古墳とは直接関与しないが、図化した以外に糸切り痕のある

底部が数点出土している。(9 )は長さ12.4cmを測り、肩平で刃部は弧状、基部までほぼ完存する O

」主J
千戸五弓5
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第91図 No.11南横枕11号墳主体部出土遺物実測図

@ 

只こ にミヲク 7

@ 

O 10c沼]
~ 

¥ 

ノ
\~:;j/ 

三二コ
o 5cm 一一 l 

第92国 No.11南横枇11号墳出土遺物実測図



横枕36号墳(第 4 ・ 7 ・ 85 ・ 93~97図、図版 4 ・ 11 ・ 59~62 ・ 119 ・ 120)

〔位置と現状〕

横枕36号墳は、調査区中央部西寄りの尾根鞍部、標高23.16~24. 82mに立地する。北西に11号墳、南

西に87号墳、南東に85号墳、北東に80号墳が配置するものの、重複関係はみられない。鞍部のど真ん中

に占地する o Jil凌東側に広がる水田面からの比高差は11.2mで、ある O 調査前の観察では、鞍部の中央部

に小規模な方墳と見間違えるような方形の高まりがあるが、よく観察すると円座状の段と弧状の凹みが

認められ、削平を受けかなり改変された結果と予想された。

〔墳丘〕

表土下15cm弱で、墳丘面を検出した。墳頂部中央やや東寄りで標高24.82mを測る O 墳Eは方形状に掘

削されており、南西側を除く周囲にやや楕円形の周溝が検出された。掘削は東西の裾部分が著しく、盛

土とともに旧地表面をも削平していた。盛土は最大66cmが遺存し、削平部を除く墳E下に旧地表面が良

好な状態で検出された。墳丘の規模は、東西周溝底間で13.6m、北側周溝底から南裾聞で11.9mを測る

東西にやや大きい円墳である O 墳丘の高さは、南裾から1.66mを測る O

墳丘は、鞍部稜棟上中央のわずかに南斜面側に寄った位置につくられている O 周囲に周溝を掘削する

が、特に東西の稜根上を、幅 3m弱、深さ50cm以上の溝を大きく掘り下げることで墓域を確保してい

るO 盛土は掘削した周溝の内側にほぼ水平に盛られている様子が墳丘断面図から窺える O

〔埋葬施設〕

埋葬施設は、墳丘中央部やや南寄りで並列する 2基を検出した。主体部の主軸は稜親に対し直交方向

であるが、厳密には 2基ともやや東へ振り、第 l主体部と第 2主体部との主軸も若干ずれが認められ

る。 2基の墓墳上には封土とみられる厚さ10cm弱の層が確認された。

;議角栄静静さ(第93 ・ 94図、図版11 ・ 60~62 ・ 119)

墳頂部やや南寄りで検出した。盛土上から地山面をわずかに掘り込んで、いる。墓墳の主軸は尾根稜線

と直交方向のN-19
0

-Eをとる O 墓墳平面は、角が丸味の強い隅丸長方形である O 墓墳は三段に掘り込

まれており、上面の長さ4.40m、幅2.00m、三段目掘り方は、長さ3.75m、幅98cm、深さ27cmを測る。

底面の規模は、長さ3.36m、幅64cmで、ある。墓墳上面からの深さは、墳丘断面図から70cmを測る O 墓墳

埋土の断面観察から木棺の痕跡が認められ、第94図の第 9~11 、 15~18、 24~26、 28、 30~32図が木棺

の裏込め土とみられる O 木棺の大きさは断面から長さ2.5m弱、幅40~50cm、深さ 38cm程度が想定され

るO 二段目の中央北側寄りに棺を納めていた様子が窺える O

遺物は棺内北側で床面より数cm浮いた状態で万子(7)、鉄鉱(8)~(17) 、 (21) が出土している O 鉄器

の西側周辺に木根の撹乱があり、鉄器の出土状態も若干の影響を受けているとみられるが、切先を北東

小口側へ向けている様子は窺えるものの整然と横位に並んだ状況は想定し難い。また、鉄鉱の多くは鍛

身部を欠損する O 棺外では、北側小口の裏込め土から、須曹、器の杯蓋(2)(4)、杯身(6 )、鉄搬の頚部

(18) ~ (20)が、南側小口の裏込め土から、須恵器の杯蓋(1)(3)、杯身(5 )が出土している O 須恵器は

いずれも小口側に傾いた状態で、さらに杯身 (5)(6)は内面を小口側に向け、杯蓋(4 )は杯身(6 )にや

やかぶさるような状態で出土している O 須恵器6点はそれぞれ質感や焼きが異なり当初からセットとし

て製作されたものはない。出土状況から、 (3)(5)、(4)(6)が一応のセット関係のように見受けられ

るが、それぞれにやや難がありむしろ (2)(6)のほうが妥当である。須恵器はいずれも天井部、底部と

もに丸味をもち、ヘラ削りは中心部へ及ぶがやや軽く粗雑となり中央のヘラ切り痕を残すものがみられ

るO 杯蓋は天井部と口縁部との境界に鈍い稜をもち、口縁端部はやや外方に摘まれ内傾する段を有する

が、(4 )のように l条の沈椋を施すことで段に代えるものがある O これに対し杯身は受部が横位に伸び

るもののやや立ち上がりが貧弱で、(5 )の口縁端部は(4 )同様の段をもつが(6 )は内傾する段が消失す

る。万子(7)は万身部11.Ocmと大きめで、明瞭な背聞をもっO 木質痕が観察される O 鉄鎖は、平面柳葉
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第96図 Noll南横枕36号墳第2主体部出土遺物実測図

形で腸扶をもっ(8 )以外は長頚銑で、片刃の刀子状の銑身 (ll)(12)、先端が方頭形で撃状のもの (21)、

銑身部片切刃造で片逆刺となるやや変わった形態(9 )がある O

績'2:主体部:， (第95・96図、図版62・119・120)

墳頂部やや南西寄り、第 1主体部の70cm程西で、検出した。主軸はN-38
0

- Eをとり、第 l主体部より

東に軸を振る。盛土上から掘り込むが旧地表面をわずかに掘り下げる程度で地山面には達しない。墓墳

平面は、やや南西が張り出す隅丸長方形である O 規模は、長さ3.38m、幅1.02cm、深さ57cmを測る O 墓

墳埋土の断面観察から木棺の痕跡が認められ、第95図の第12~23層が裏込め土と考えられる O 木棺の規

模は、長さ2.2m、幅40cm弱、深さ40cm程度が想定される O

遺物は、南西壁から25cm程離れた床面で、須恵器蓋杯3組(22)~ (27)と鉄鉱(28)~ (33)を検出した。

須恵器はー箇所に集中し、 (22)(25)と(23)(26)は蓋をしたセット状態で、杯蓋(24)は内面に杯身(27)の

底部が一部重なる状態で出土している O 鉄鎖はこれら須恵器の東側で切先を南西小口側へ向け、 (28)は



杯蓋(24)の下位で出土している。 (25)(26)はよく似た形態、胎土、色

調、質感で同一時の製作とみられる O また、 (22)(27)についても元々

はセットであったとみられ、 6点を組み合わせようとした場合、出土

した状態での組み合わせが最良で、あった。須恵器はいずれも似通った

大きさで、天井部、底部ともに丸味をもち、中心部までしっかりヘラ

削りするが(22)(27)のようにやや甘くなるものも見受けられる O

杯蓋の口縁部はやや長めで端部は外方に摘み出され内傾する段を有

する O 天井部との境界の稜も甘くなる傾向が認められる O 杯身の立ち

上がりは長く、受部も比較的鋭利に横位へ摘み出され、口縁部は内傾

τーr=r
34 

IOcm 

第97図 No.11南横枕36号墳
表土出土遺物実測図

する段を有するが(27)は無段となる O なお、内面中心部の円弧丈(24)(25) (26)はそのままであったが、

(22) (23) (27)は後にヨコナデを施している O 全体的に、第 l主体部の須恵器より古式の様相を示す。鉄

鉱は長頚銑で、鍛身平面三角形の (28)と片刃の万子状の(29)(30)がある。なお、図化したこれら以外

に、底面から土器細片と、埋土上層から外面に条痕の観察される縄文土器片が l点出土している O

〔その他の出土遺物〕

表土中から、須恵器査の口縁部(34)が出土している他、墳裾や周溝埋土から土器細片数点が出土して

いる。また、墳E西側の旧表土付近で縄文土器細片が出土している O

横枕80号墳(第 4 ・ 7 ・ 86 ・ 98~101図、図版 4 ・ 11 ・ 63~65 ・ 120)

〔位置と現状〕

横枕80号墳は、調査区中央北東寄りの尾根稜線よりやや北側斜面側の、標高24.58~26. 85mに立地す

るO 南西に36号墳、北東に81号墳、南東に10号墳が配置し、このうち10号墳とは周溝部が大きく重複す

るo lil凌東側に広がる水田面からの比高差は12.6mで、ある。調査前の観察では、明らかな古墳状の高ま

りが認められ、斜面高位側に弧状の凹みも認められた。ただ、西側の裾にあたる部分で段状の改変が行

われており、墳E部についても掘削が懸念された。

〔墳丘〕

表土下15cm弱で墳E面を検出した。墳E東側で標高26.85mを測る。墳丘は西側裾部が垂直に掘削さ

れていたが、墳E自体は良好な遺存状態であった。南東側の斜面高位側に周溝が検出された。周溝は10

号墳の北西部を掘削しており、土層断面からも80号墳が10号墳より後出であることが確認された。盛土

は最大80cmが遺存し、斜面低位の北西側墳E下に旧地表面を検出した。 墳Eの規模は、南北裾聞で11.0 

m、東側周溝底から西裾聞で1O.5mを測る O 南西側周溝から径11mの円墳が復元される O 墳Eの高さ

は、北裾から2.27mを測る O

墳Eは、斜面の傾斜を利用して造られており、北西裾部の地山成形と、斜面高位の南西側に幅2.5

m、深さ60cm余りの大きめな周溝を掘削し、その土を斜面低位側から盛り始め、後は平坦な互層に盛っ

て形づくられている O

〔埋葬施設〕

埋葬施設は、墳丘面で、精査を行ったが検出できず、墳Eに掘り入れたトレンチによって所在を確認し

た。墳Eの中心部、墳E全体では南東斜面高位側に置く平坦部の北東端に、並列する 2基を検出した。

2基の主体部とも主軸を斜面の傾斜に対し直交し、第 2主体部は第 l主体部の西側壁を切る O また、 2

基の主体部とも墳丘の構築過程で埋葬されたもので、主体部上にはさらに60cm余りの盛土が検出され

た。
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第嚢韓轟三(第98図、図版63・64)

墳丘平坦面の北西側で検出した。北西側壁を第 2主体部に切られる O 墳丘の構築初期段階で、わずか

に盛土した上から地山面を掘り込んで作られている O 墓墳の主軸は斜面の傾斜に直交する N-33
0

-Eを

とる。墓横平面は、隅丸長方形というより長楕円形を呈する O 墓境規模は、長さ2.56m、幅89cm、深さ

44cm を測る O 墓壊の底面には側板溝と小口板を固定する幅1O~30cm、深さ 5 ~ 15cmの溝状の掘り込みが

ある。木棺の内法は、長さ1.5m、幅50cm前後が想定される O 遺物は出土しなかった。

第2主体重事 (第99・100図、図版11・64・65)

墳丘平坦面の北西側で検出した。第 l主体部の北西側壁を切る O 墳丘の構築段階で、北西斜面低位に

最大48cm盛土して平坦面を整えた後、その盛土上から第 l主体部および地山面を掘り込んで作られてい

るO 墓墳の主軸は斜面の傾斜に直交する N-32
0

- Eをとる O 墓横平面は、隅丸長方形というより第 l主

体部同様の長楕円形を呈する O 墓墳規模は、長さ3.47m、幅1.03m、深さ64cmを測る O 墓墳埋土の断面

観察から明確な木棺の痕跡は認められなかった。床面の凹み等から直葬の可能性が考えられる O

遺物は、南西壁から55cm程離れた床面で、土師器椀(1)、須恵器杯蓋(2 )、さらに20cm程離れて臼玉

と管玉(3 )が出土した。(1)(2)はほぼ同じ口径・高さで、やや前後にずれるものの伏せて横位に並

ぶ。出土状況から土器枕とみられる。(1)は径に対し浅い形態で、口縁端部は短く直立して丸く終え

るo (2)は天井部はやや丸く厚くなるが全体的に扇平で、口縁部と天井部の境界の稜は甘く、口縁端部

は外方へ摘み出すことで内傾する段を作り出す。ヘラ削りはしっかりするが、中央部をわずかに削り残

す。玉類は、出土位置から、図化した(4 ) ~ (23)を含む計26点の滑石製臼玉の中央部に、碧玉製の管玉

( 3 )をあしらった首飾りとみられる。管玉(3 )は径6.7剛、長さ1.78cm、臼玉は径5.1~5. 6凹、厚さ1.1

~2. 9mmを測る。

〔その他の出土遺物〕

墳正盛土中から、須恵器片が10数点出土している O いずれも墳丘北東部に集中する O このうち須恵器

杯蓋(24)、杯身(25)(26)、査口縁部(27)を図化した。 (24)は第2主体部埋葬後、比較的盛土下層の第78

図第37層から、 (27)はやや上層の第27層から出土している。いずれも完形のものはなく、 (26)は接合し

て体部2分の lほどになるが、 3cm四方の 4片に分かれる。 (24)は天井部丸く復元口径も10.8cmと小さ

ヒノー-~，
① 

10cm 

@ 。@ G @ ⑦ 。。⑨ @ 

ロ=ロ 亡日 ロココ ロ司 じこロ c::コ 百三ヨ 己三D 口二つ ロコ口
10 11 12 13 

③ @ @ @ @ ③ @ ω @ 。
巴三b ロココ ιココ ロコ口 江田 C二口 亡己コ ζa:J 仁士D ロ2
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2cm 

第100図 NO.ll南横枕80号墳第2主体部出土遺物実測図
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第101図 No.11南横枕80号墳盛土出土遺物実測図

い。口縁部は長く端部は外方に摘み出されて内傾する段を有する o (25)は立ち上がりが長く口縁部は内

傾する段をもつが、底部ヘラ削りの範囲がやや下位におさまる o (27)は子持査の一部と考えられるが、

同様の片はみられなかった。

横枕81号墳(第4・7・86・102図、図版4・65・66)

〔位置と現状〕

横枕81号墳は、調査区北東の境界部、尾根稜線上よりやや北側斜面側の標高27.16~29.33mに立地す

るO 南西に80号墳、 10号墳が配置し、このうち10号墳とは裾部が一部重複する o 81号墳の東側丘陵にも

古墳が分布する O 丘陵東側に広がる水田面からの比高差は15.16mである O 調査前の観察では、調査区

東側丘陵先端部から点々と続く古墳状の高まりが認められ、 81号墳もはっきりとした高まりと斜面高位

側に弧状の凹みが認められた。ただ、北西側は比較的急斜面となっており墳Eの流失が懸念された。

〔墳丘〕

表土下1O~20cm前後で、墳丘面を検出した。古墳の約半分は調査区域外となる O 墳丘平坦部境界部付近

で標高26.85mを測る O 墳丘は東半分が未調査であり、南西側周溝は10号墳周溝で掘削されている O 検

出した南側周溝と未調査部分の観察より、古墳は南東側の斜面高位を大きく掘削し、墳丘平坦部も南東

側に寄った位置と想定される。盛土は最大42cmが遺存し、斜面低位の北西側墳E下に旧地表面を検出

し、西裾で地山成形が観察された。墳丘の規模は、北裾から南周溝底聞で1O.4m、東側墳Eから径11m

程の円墳が復元される O 墳Eの高さは、北裾から2.17mを測る O

墳丘は、斜面の傾斜を利用して造られており、南側の周溝掘削と地山面を削り出し、斜面低位の北西

側ほど盛土を厚く施している O

〔埋葬施設〕

埋葬施設は、調査区境界の墳丘平坦面で検出した。北東端は調査区外となる O 盛土上から地山面を深

く掘り込んで作られている O 墓墳の上面には厚さ30cmにも及ぶ封土状の盛土が北側を中心に施されてい

るO 墓墳の主軸は斜面の傾斜に直交する N-31
0

-Eをとる O 墓墳平面は、隅丸長方形というより長楕円

形に近い。墓墳規模は、遺存長3.35m、幅1.33m、深さ78cmを測る。南東小口および側壁側でわずかな

段をとり中央でやや凹む底面へ続く O 墓壌中央にトレンチを掘削し、南東端は後に掘り足したことから

断面が不統ーとなり、埋土の土層断面から明らかな木棺の痕跡は確認できなかった。遺物は墳丘周辺を

含め出土しなかった。
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1 褐色枯質土(やや黒色かかる。靖褐色粘質土ブロックを僅かに含む)
2 明赤褐色粘質土(摺る。赤褐色粘質土フ守ロックを含む)

3 明赤褐色粘質土(畢褐色枯質土ブロックを含む)
4 靖褐色枯質土(明事褐色粘質土ブロックを吉む)
5 黒褐色粘質土(明赤褐色粘質土ブロックを宮む)
G.褐色粘質土(黄色かかり濁る。赤褐色粘質jブロックを含む)
7 赤褐色粘質士(濁る。暗褐色枯質土フロックを多く古む)
8 赤褐色粘質土(濁る。褐色粘質土フeロックを多く含む)
9 褐色粘質土(濁る。赤褐色粘賀土ブロックを多く古む)
10 事褐色粘質土(黄色かかる)

11 褐色粘質土(濁る)
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横枕82号墳(第 4 ・ 7 ・ 86 ・ 103~105図、図版4・67・68・120・121)

〔位置と現状〕

横枕82号墳は、調査区南東の境界部、尾根稜線上から南へ下る斜面、標高24.30~27. OOmに立地す

る。北西に10号墳、南に84号墳、南東に83号墳が配置し、このうち84号墳と裾部が一部重複する O 調査

区外の82号墳北側の丘陵上にも古墳が分布する O 丘陵東側に広がる水田面からの比高差は12.3mで、あ

るO 調査前の観察では、調査区東側丘陵先端部から点々と続く古墳状の高まりが認められ、 82号墳も同

様にはっきりとした高まりと斜面高位側に弧状の凹みが認められた。

〔墳丘〕

表土下lOcm前後で、墳丘面を検出した。北東側の周溝の一部が調査区外となる O 墳丘平坦面は斜面高位

の北側へ寄り、平坦面北部で標高27.00mを測る O 盛土は最大74cmをはかり、南側斜面低位ほど厚く施

されている O 旧地表面は墳丘北側を除く墳丘下で良好な状態で検出された。墳丘の規模は、北側周溝底

から南裾間で10.6m、東側周溝底から西裾間で9.9mを測る O 北側周溝の径からやや角張る10m程の円

墳である O 墳丘の高さは南裾から2.7mを測る。

墳丘は、斜面の傾斜を利用して造られており、北側の斜面高位に幅 2~3m、深さ 50~70cm程の周溝

の掘削と地山面を削り、斜面低位の南側ほど盛土を厚く施して造られている O

〔埋葬施設〕

埋葬施設は、墳丘平坦面中央、墳丘の中心やや北寄りで検出した。盛土上から掘り込むが、旧地表面

まで達しない。墓墳の主軸は斜面の傾斜に直交方向のN-890

- Eをとる O 墓墳平面は、隅丸長方形を呈

する。墓墳規模は、長さ2.52m、幅1.37m、深さ48cmを測る O 墓墳中央部にトレンチを掘削してしまっ

たことから土層断面の観察が不十分な感があるが、東側第 5・6層木棺の裏込め土のようにも見受けら

れるが、土層断面から明らかな木棺の痕跡は確認できなかった。

遺物は、墓墳南東隅の東壁から20cm程離れ、横位に並ぶ須恵器蓋杯(1)(2)を検出した。(1)の東側

に径25cm弱の木根があり、床面から若干浮き(1)の東側に一部食い込むなど(1)(2)も根の影響を少な

からず受けているとみられる 0 (1)(2)とも内面を伏せてやや内側に傾斜して出土しており、土器枕と

考えられる 0 (1)(2)は質感がよく似ており当初からのセットとみられる O 天井部、底部とも丸味をも

ちヘラ削りはしっかりしているが、稜や端部が退化傾向を示す。(1)の口縁端部は弱い沈線を施すこと

で有段化を、天井部と口縁部の境界の稜も同様に l条の沈線を下位に周囲させることで稜を強調してい

るo (2)の口縁部端部は有段に意図は全くみられず丸く終える。内面は円弧丈が明瞭で、ある O

〔その他の出土遺物〕

表土および西側周溝埋土から平瓶(3 )、図化していないが西裾部からかえりのある杯蓋片、表土から

陶器碗(5 )、墳丘盛土中から弥生土器斐(4 )が出土している O いずれも82号墳に関連する遺物ではな

く、(3 )とかえりのある杯蓋片は他の古墳、調査区内では84号墳の時期に近い遺物である o (4)は今回

の調査区では数少ない弥生土器であり、短く外反する口縁部外面平行沈線が観察される O

f 六
IOcm -i  

第103図 NO.ll南横枕82号墳主体部出土遺物
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1 明赤相色粘賀土(1cm大の地山礁、明貰褐色粘質土ブロック、明事褐色粘質土ブロックをごく僅かに含む)
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5 にぶい赤褐色粘質土(濁る。明黄褐色土ブロックを僅かに含む)
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第104圏 No.ll南横枕82号墳主体部実測園(S= 1 : 30) 
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横枕83号墳(第 4 ・ 7 ・ 87 ・ 106~108図、図版4・68・69・121)

〔位置と現状〕

10cm 

横枕83号墳は、調査区南東端の境界部、尾根稜線上から南へ下る斜面、標高22.86~25. OOmに立地す

るO 古墳の北東5分の 2程が調査区外となる O 北西に82号墳、西に84号墳が配置し、このうち84号墳と

一部重複する。調査区外の83号墳の東および北東の丘陵上にも多数の古墳が分布する。丘陵東側に広が

る水田面からの比高差は1O.86mで、ある O 調査前の観察では、調査区東側丘陵先端部から点々と続く古

墳状の高まりが認められ、 83号墳も同様な高まりと斜面高位側に弧状の凹みが認められた。

〔墳丘〕

表土下1O~20cm前後で、墳丘面を検出した。北東側の墳丘 5 分の 2 程が調査区外となる O 墳丘は主体部

の遣存状況から上部がかなり流失しているとみられ、墳丘平坦面もその分広くなる。平坦面北側で現

況、標高27.00mを測る O 盛土は最大30cmをはかり、南側斜面低位ほど厚い傾向が認められる。旧地表

面は墳丘北側を除く墳丘下で良好な状態で検出された。墳丘の規模は、検出した北西周溝から径11mの

円墳が推測される。墳丘の高さは南裾から2.14mを測る O

墳丘は、斜面の傾斜を利用し、北側の斜面高位に幅 2m、深さ50cm弱の周溝の掘削と地山面を削り、

斜面低位の南側に盛土して造られているものと想定される O

〔埋葬施設〕

埋葬施設は、墳丘中央部やや北寄りで検出した。東側は調査区域外となり、西側は流失して浅くなり

壁面の立ち上がりは明瞭で、ない。墓墳は盛土上から掘り込まれるがかすかに旧地表面をかすめる程度で

ある O 遺存部分から、墓墳の主軸は斜面の傾斜に直交する N-85
0

- Eをとる O 墓墳平面は、四隅が明瞭

でないため不明であるが、西側から隅丸長方形と推定する O 墓墳規模は、遺存長2.04m、幅1.51m、深

さ20cmを測る。墓壌の上層は流土の可能性があり、底面も凹占がみられ南側へ傾斜する O わずかな土層

断面からは明らかな木棺痕跡は確認できなかった。

遺物は、検出部中央で土師器高杯(1)(2)、40cm程西へ離れて刀子(3 )を検出した。(1)(2)は主体

部検出時に誤って破損してしまったが、聞をlOcm程あけて横に並び内面を伏せた出土状況である。接合

する短い脚部は打ち欠いたとみられる O これらは出土状況から土器枕と考えられる0(1)(2)はやや

(1)が杯部深く肉厚であるが同様な形態とみられ、ともに杯部内外面赤彩される、口縁部は直立もしく

はさらに内管し、先端は細く内側へ伸ばす。ハ字状に聞く高さ 5cm程度の脚部が想定される o (3)は切

先および茎尻を欠き、刀身部は細身で背闘をもっ O 茎部に木質が遺存する O
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〔その他の出土遺物〕
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No.ll南横枕83号墳周溝出土遺物実測図

墳丘および北西側周溝埋士から叩き目のみられる須恵器胴部片、聾口縁部(4)(5)(6)が出土してい

る0(4)(5)(6)はく字状で、頚部から大きく聞き、肩部は大きく張らないものとみられる。体部およ

び口縁部にやや粗いハケ目を施し、口縁端部付近は横位のナデを施す。 83号墳より年代的にやや下る遺

物と考えられる。

横枕84号墳(第 4 ・ 7 ・ 87 ・ 109~111図、図版 4 ・ 11 ・ 69~71 ・ 121 ・ 122)

〔位置と現状〕

横枕84号墳は、調査区南東、尾根稜線上から南へ下る斜面、標高22.32~24. 84mに立地する o No11南

調査区の中では位置的に斜面下位に立地する O 北西に82号墳、北東に83号墳が配置し、それぞれ裾部を

重複する O 正陵東側に広がる水田面からの比高差は10.32mで、ある O 調査前の観察では、 82号墳と83号

墳の下位にわずかな高まりが認められ、その中央に60X90X70cm大の岩2石が露頭していた。周辺には

板石片が散乱しており、埋葬施設の棺材の一部とみられた。中央部に掘り入れたトレンチによって、横

穴式石室を内部主体とする古墳であることが判明した。

〔墳丘〕

墳頂部は腐植士下は墳丘面で、石室上部を既に失っており土砂が流入していた。南側墳正面も表土下

10cm弱で、検出した。墳正の多くの盛土は削平、流失するが、現況で墳正平坦面は古墳のかなり北側に寄

り、石室北側で標高24.84mを測る O 盛土は石室南側で、最大lOcmをはかり、旧地表面は墳正北東部およ

び南側の墳丘下で検出されたが、裾部は盛土とともにすでに流失していた。墳丘の規模は、北側周溝底

から南裾まで8.3m、東西裾聞で8.0mを測り O 径 8mの円墳である O 現況の墳丘の高さは南裾から2.52

mを測る O

墳丘は、 82号墳、 83号墳聞の地形を上手く利用し、それぞれの周溝を再度掘り下げて84号墳の周溝と

している。また、北側の斜面高位に地山を掘り込んで平坦面を造り、そこに石室を構築して墳正を形

造ったと想定される O
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〔埋葬施設〕

墳丘北側で、谷側の南東方向に開口する横穴式石室を検出した。既に天井部を含め石材の多くを失っ

ており、南側に腰石 2石と棺材の一部が遣存する程度である O 石の抜き取り痕から片袖の石室とみら

れ、主軸を N-46
0

-Wにとる O 石室内は板石片を多量に含み、木根がはびこっていた。

玄室は、石の抜き取り痕、腰石を設置する溝状の掘り込みなどから、奥壁幅1.3m、玄室長2.4m、玄

門幅80cm前後が推測される O 玄室最大遣存高は52cmで、ある O 玄室平面は長方形を呈する O 羨道部は袖石

の設置穴のみの検出であるが、墳丘全体をみても南東側 1m弱で、周溝で、ありそれほどの長さは考え難く

羨道部は短いプランであったと考えられる。石室の全長は現況3.2m前後を測る O 墓墳の規模と石の抜

き取り痕等から、腰石は奥壁で l石ないし 2石を用い、側壁はそれぞ、れ3石、斜面低位の南側は北側壁

に比べかなり大きめの腰石を使用していたと考えられる O 腰石を設置する溝状の掘り込みには、腰石を

安置、調整するための根石が検出されている O

玄室内の左側壁側で、箱式石棺の残欠とみられる立った状態の板石を検出した。玄室入口付近でも、

内側に倒れ込んだ石棺の隅とみられる部分があり、やや原位置を動いている可能性はあるものの、左側

壁に沿って石棺を構築していたと考えられる O

遺物は玄室内で須恵器が点々とみられ、玄室入口で(7)、右袖石付近で(3)(4)(5)、石棺内側で

(2)(6)、奥壁寄りで(9 )を検出し、石室埋土から(1)(8)を出土している O 須恵器はそれぞれ破損し

ており、完形のものはみられなかった。比較的残りの良い(2)(6)は内面を上に向けて出土しており、

セット関係は成立しない。鉄器や玉類などが全く検出されず、遺物の出土状況からも、盗掘あるいは撹

乱をかなり受けたと考えられる O 須恵器杯蓋は、口縁部にかえりをもち宝珠状摘みを有する (2)(3)

) (f 
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と、口縁部のかえりは消失し円盤状の摘みをもつもの(4)(5)とに大きく分かれる O 杯(6)(7)はとも

に底部ヘラ切り未調整で、(6 )は底部と体部の境界が丸味をもち短く聞く高台は端部を内外へ摘み出

し、(7)は底部から屈曲して体部へ続き高台は短く聞き端部は摘んで終える o (8)は杯の底部とみられ

るが、糸切りがはっきりと確認できる O 壷の体部(9 )は、底部円盤成形で体部の器壁はほぼ均衡化す

るO 土師器歪(1)はほんの細片で、調整は剥落不明で、ある O この他に石室埋土から(1)と同様な口縁部

く字状歪の体部片が10点程出土している。粗いハケ目調整され、 83号墳周溝出土遺物とよく似た質感で

ある。

〔その他の出土遺物〕

墳正表土中から、敵石(10)が出土している。肩平な楕円形の自然石で使用頻度が高い。

横枕85号墳(第 4 ・ 7 ・ 87 ・ 112~114図、図版4・71・72・122)

〔位置と現状〕

横枕85号墳は、調査区南端の正陵鞍部から南へ下る斜面、標高22.32~23.18mに立地する。 3.5m北

西に36号墳が配置するが、東隣に一部重複する86号墳とともに、北東斜面上位の80号墳、 10号墳、 82号

墳とは 7~10mの聞を隔て一線を介する。正陵東側に広がる水田面からの比高差は10. 32mで、ある O 調

査前の観察では、南斜面に高さ30cm程の段が南北方向に掘削され、墳E状の高まりや周溝状の凹みなど

は認められず、鞍部からさらに下った斜面でもあり、古墳の存在は予想できなかった。 36号墳に伴う表

士除去の段階で周溝が検出され、確認のため掘り下げたトレンチにより存在が明らかとなった。

〔墳丘〕

表土下20cm前後で、墳正面を検出した。耕作時に墳正全体が上部削平されており、西側半分は段によっ

てさらに深く掘削される。また、斜面であることから墳正の南西2分の l弱が流失する。墳正北側で標

高23.18mを測る。盛土は最大lOcmが遣存し、旧地表面は築造時には流失していたのか確認できなかっ

た。墳正の規模は、検出した北側周溝から径 8~9mの円墳が復元される O 現況の墳正の高さは南裾か
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ら86cmを測る O

墳丘は、北側の斜面高位に幅 2m、深さ60cm弱の周溝を掘削し、斜面低位の南側に盛士して造られて

いるものと想定される O

〔埋葬施設〕

埋葬施設は、墳丘中央部やや北寄りで検出した。上部は削平および流失がかなりすすみ、西側は耕作

時の段で掘削され、東壁周辺が遺存する状態である O 墓墳は盛土上から地山をわずかに掘り込む。墓墳

平面は、遺存する東部分から隅丸長方形と推定する O 墓墳の主軸は斜面の傾斜に直交方向のN-87
0

- E 

をとる O 墓墳規模は、遺存長1.41m、l幅88cm、深さ19cmを測る。底面はやや凹凸がみられ北から南へ傾

斜する O わずかな土層断面からは明らかな木棺痕跡は確認できなかった。

遺物は、東壁から35cm離れた北壁寄り床面で、内面を伏せた須恵器杯身(1 )を検出した。 1点ではあ

るが11号墳主体部の出土例などから、土器枕の可能性が高い。(1)は径12.7cmと大きく、底部しっかり

したヘラ削りが中央まで施され、器壁は薄く仕上げられている、口縁端部内側には内傾する有段の名残

りとみられる浅い沈線がめぐる O

〔その他の出土遺物〕

北側周溝埋土上層から土師器蓋の口縁部(2)(3)、主体部南側の表土中より鉄鍛の鍛身部(4 )、その

他周溝埋土や表土から須恵器や土師器細片数点が出土している0(2)(3)はく字状口縁部で、頚部の屈

曲は滑らかで、(2 )の口縁部内面に観察されるハケ目はそれほど粗くはなく重複して施される o (4)は

鍛身部平面圭頭形で、断面は平造である。出土位置から本来は主体部の遺物であった可能性が考えられ

るO

横枕86号墳(第4・7・88・115・116図、図版4・73・74・123)

〔位置と現状〕

横枕86号墳は、調査区南端の南斜面、標高23.42~24. 02mに立地する O 北西鞍部に36号墳が配置する

が、西隣に一部重複する85号墳とともに、北東斜面上位の80号墳、 10号墳、 82号墳とは 7~10mの聞を

隔てる O 丘陵東側に広がる水田面からの比高差は11.42mで、ある O 調査前の観察では、南斜面に高さ30

~40cm程の段が南北方向に掘削され、南側で東へ屈曲して角をとり 70cm程の段差となる o 86号墳はちょ

うどこのコーナ一部分を中心とした位置にあたるが、墳丘状の高まりや周溝状の凹みなどは認められな

かった。段差斜面の精査によって古墳の可能性が濃厚となり、東西方向に掘り入れたトレンチより明ら

カミとなった。
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〔墳丘〕

表土および、流土下20cm前後で墳丘面を検出した。墳丘は耕作時の平坦面造成によって削平を受け、ま

た流失などから主体部東側で、盛土最大22cmを確認するにとどまり、周溝も東側の 5分の l程度が遺存す

る程度となる O 旧地表面も観察されなかった。現況で、墳丘北側で標高24.04mを測る O 墳丘の規模

は、遺存する東側周溝から 7~8m程度の円墳が推定される O 墳丘の高さは東側周溝底から60cmを測

るO

墳丘は斜面を利用し、高位に周溝を掘削して土を南西ほど盛りつくられたと推測される O

〔埋葬施設〕

埋葬施設は、墳丘北東寄りで検出した。上部は削平および流失がかなりすすみ、加えて主体部南側に

径50cm程の木根があり、根の撹乱で土層観察にも支障をきたすような状態であった。墓墳は盛土上から

地山をわずかに掘り込む。墓墳平面は、遺存部分から隅丸長方形とみられる。墓墳の主軸は斜面の傾斜

に直交する N-71
0-Eをとる O 墓墳規模は、長さ2.82m、幅88cm、深さ30cmを測る。墓墳埋土の断面観

察から木棺の痕跡が認められ、第115図第 4~7層は木棺の裏込め土と考えられる O 木棺の大きさは断

面から推定して幅35cm弱、長さ 2m程度とみられるが西側は土層が浅くなり不明確で、ある O 墓墳北側に

寄せて安置されている O 遺物は何も出土しなかった。

〔その他の出土遺物〕

表土中から、蔽石(2 )、土器細片数点、ヘラ切り未調整の須恵器底部片、畑の段斜面から弥生土器底

部(1)が出土している o (1)は底部はわずかな平底から大きく聞きながら立ち上がる形態で、外面に縦

ハケ目、内面にヘラ削りが観察される o 82号墳盛土中から出土した霊口縁部と同様な時期の遺物であ

るo (2)は長軸8.0cmと小ぶりで平面楕円形の肩平な自然石で、片面と側縁部に敵打痕が観察される O
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横枕87号墳(第4 ・7・88・117・118図、図版 4 ・74・75・123)

〔位置と現状〕

横枕87号墳は、調査区南西の尾根稜線よりやや南へ下る斜面、標高24.90~26. 43mに立地する O 調査

区境界部に位置し、古墳の西側半分程は調査区外となる O 北東鞍部に36号墳、尾根稜線を隔てた北側斜

面に11号墳が配置する O 丘陵東側に広がる水田面からの比高差は12.90mである。調査前の観察では、

調査区西際の南斜面に階段状の平坦面が造成されており、墳丘状の高まりや周溝状の凹みなどは認めら

れなかった。境界部に掘り入れたトレンチによって、斜面高位を削り南東側へ均しかなりの客土がある

ことが明らかとなり、同時に壁際で土師器椀 2点が出土した。非常に混じりの多い客土のような埋土で

あったため、当初は古墳の埋葬施設と考え難かったが、表土除去後周溝の検出などによって古墳と判明

した。なお、北側墳丘下にSK-18が検出されている O

〔墳丘〕

表土および、流土下20cm弱で墳丘面を検出した。墳丘は耕作時の平坦面造成によって掘削、削平を受

け、主体部北側で、盛土は最大26cmを確認するにとどまる O 周溝も北側で 4m程を検出した程度である O

旧地表面は観察されなかった。現況で、墳丘北側で標高26.43mを測る O 墳丘の規模は、遺存する周溝

や裾部の状況から径 9m程度の円墳が推定される O 墳丘の高さは南裾から1.53mを測る。

墳丘は斜面を利用し、北西側斜面高位に周溝を掘削して土を南東ほど盛りつくられたと推測される。

〔埋葬施設〕

埋葬施設は、墳丘中央よりやや北西寄りで検出した。西側壁面は調査区外で、墓墳上部は削平され

るO 墓墳は盛土上から地山をかすかに掘り込む。墓墳平面は、遺存部分から隅丸長方形と想定される。

墓墳の主軸は斜面の傾斜に直交方向のN-25
0

-Eとる O 墓墳規模は、長さ2.94m、遺存幅1.05m、深さ

27cmを測る O 墓墳埋土の断面は軸に対し良好な状態で設定できなかったが、第118図第 3・4層は棺の裏

込め土とみられ、木棺直葬と考える。木棺の大きさは推定するに到らなかった。

遺物は、南壁から46cm程離れた床面で、土師器椀(1)(2)、その北側に万子(3 )がl.06m~まど離れて、

さらに北壁斜面で土器細片が出土した。(1)(2)は木根の撹乱とトレンチ掘り下げ時に上部を削ってし

まったが本来完形の椀であり、伏せて横位に並べた状況から土器枕と考えられる o (3)については、根

の撹乱などはなく、棺の陥没で動いた可能性はあるもののほぼ原位置を保っていると思われ、埋土から

これら以外に鉄片は出土していない。(1)(2)は径や高さなどの法量、形態ともほぼ同様で、(2 )は丸

味が強く口縁端部も内聾する傾向がみられる o (3)は関部を欠損するが、遺存する万身や茎部から比較

的大きめの万子であったとみられる O

〔その他の出土遺物〕

墳丘検出面や周溝埋土から土器細片数点が出土しているが、図化に至らなかった。

¥レノl 白三:

( l  J 
5cm 

lOcm 

第117図 No.ll南横枕87号墳主体部出土遺物実測図
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調査区域外

I 梧色粘質士(赤褐色かかる。明褐色土ブロック、灰色地山ブロックを多く古む。よくほくれた土)
2 にぷい褐色粘質土(褐灰色かかる)

3 明褐色粘質土 (O.5cm大の灰色土ブロック、明赤褐色土を含む。よく混ざった土)
4 明褐色粘質土 (3より暗。や伊褐灰色かかる)
5 艦色粘質土 (1より暗。 O.5cm大の灰色地山プロック、褐灰色士、明褐色 tプロックを古む。よくほぐれた土)
6 艦色粘質土

(1より暗。 O.5cm大の灰色地山ブロック、明褐色土フ'ロックを古む。 5より褐灰色土を多く含む。よく混ざった土)
7 にあい罪褐色粘質土(濁る。 O.3cm大町灰色土フロックを含む)

第118図 No.11南横枕87号墳主体部実測図(8=1 : 30) 
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2固その他の遺構、出土遺物の調査

NO.ll南 SK-02 (第 7・119図、図版76)

調査区北西端、 11号墳の北西斜面上位の標高26.34~26. 71mに位置する O 北西端は調査区外となる。

南東にSK-03が配置する O 平面は現況L字状を呈し、北東側は急斜面となっており流失したとみられる

が、コ字状であった可能性もある O 主軸は斜面の傾斜に対し平行なN-2
0

-Wをとる。規模は、長さ

2個 70m、幅86cm、深さ40cmを測る O 南北方向で溝状に深くなり、南北端に径20cm、深さlOcm余りの小

ピットがみられる O 一見して竪穴住居跡の壁溝のようであるが北東側は急斜面となっており、周辺に

ピットや遺物等は検出しなかった。

NO.l1南 SKー03(第 7・120図、図版76)

調査区北西端、尾根稜線より北東へ下る斜面の標高25.28~26. 75mに位置する O 北西2.5mにSK-

02、南東7.5mにSK-18が、北東に11号墳、南に87号墳が配置する O 土坑平面は東側が張り出す不整な

楕円形状を呈し、主軸はN-77
0

-Wをとる O 規模は、長軸1.26m、短軸1.10m、深さ1.27mを測る O 断

面は不整なU字状で、東壁で中位に階段状の段をとる O 埋土は12層に分かれ、第 1~ 6層については別

遺構の可能性がある O 底面中央で小ピットが検出された。長径15cm、短径13cm、深さ19cmを測る O 遺物

は何も出土しなかった。

NO.ll南 SK-04 (第 7・121図、図版2・4・76)

調査区南側の南西に下る斜面、標高23.15~22. 45mに立地する。南東に86号墳、南西に85号墳が配置

する O 耕作時に造成された平坦面によって上部は削平を受ける O 土坑平面は隅丸長方形を呈し、主軸は

斜面の傾斜に直交する N-46
0

-Wをとる O 規模は、長軸82cm、短軸64cm、深さ60cmを測る O 断面形はや

や角張る U字状である。埋土は 3層に分かれる O 遺物は何も出土しなかった。

調査区域外 →一一戸〉

7 
E
C自
由

N
H
国

/ ¥---
τ 

二戸
¥ 

H~26.90m 

l 褐色粘置土 (O.5cm大の紫灰色地山プ
ロックを僅かに古む)

2 褐色粘質土(jよりやや明。 l阿褐色
土を僅かに合む)

3 灰褐色粘質ic1やや毘褐色かかる。
明褐色土を僅かに含む)

4 にぷい褐色枯質j: (O.5cm大の紫灰色
地山フロアク、明褐色上を古む)

5 掲色粘質士 10.5叩大の紫灰色地山プ
ロックを世かに古む)

6 にぶい褐色粘賀士 14と畑るが4よ
り明)

1m 

第119図 No.11南 8K-02実測図(8=1 : 30) 
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H~26.90m 

50cm 
-面面画面高画面画面百

1 褐色粘質ンルト (O.Scm大の紫灰色地山プロックを僅かに含む)
2 褐色粘質ンルト(!より褐色かかる。 Lまる)
3.褐色粘質土 (2よりやや明)
4.褐色粘質土 (3より暗。炭片を僅かに含む)
5 灰褐色粘質土(黒褐色かかる。炭片を憧かに含む)
6.灰褐色粘質土 (5より明。ンルト質)
7 褐色粘質土 (3より明。ややシルト質)
8.灰褐色粘質土(4より暗。炭片を含む)
9 灰褐色粘質土(ややしまる。褐色土を僅かに含む)
10 灰褐色粘質土(O.5cm大の明褐色土フロック、炭片を古む。よくしまる)

II 灰褐色粘質土 00より明。褐色かかる。 O.3cm大の砂粒を多く含む。 O.5cm
大の明褐色土ブロックを僅かに古む。 10よりしまらない)

12 褐色粘質土 (O.5cm大の櫨褐色土ブロック、灰褐色土を含む)

第120図 No.ll南 SK-03実測図(S= 1 : 30) 

NO.ll南 SK-05 (第 7・122図、図版77)

l にぶい費褐色粘質土

2 褐色粘質土

H~23.30m 

50cm 
園田園 遍 画面画 冨

(にぶい黄褐色粘質土、明褐色粘質土ブロックを吉む)
3 灰費褐色粘賀土(明褐色粘質土プロックを含む)

第121図 No.11南 SK-04実測図
(S = 1 : 30) 

調査区南端の南西に下る斜面、標高21.31 ~22. 96mに立地する o 86号墳の墳正下にあたり、北西 5m

の斜面上位にSK-D4が配置する O 耕作時に造成された平担面によって上部南下半は大きく掘削される。

士坑平面は不整円形を呈する。規模は長軸1.08m、短軸94cm、深さ1.56cmを測る O 断面は壁面中位でや

やすぼまり上面で聞く不整なU字状である。埋土は 6層に分かれる O 遺物は何も出土しなかった。

No.ll南 SK-06 (第 7・123図、図版77)

調査区南、正陵鞍部から南へ下る緩斜面、標高21.90~23. 16mに立地する。正陵鞍部中央に占地する

36号墳の南裾部にあたる。周辺の南斜面一帯には土坑10基弱が集中し、 SK-06は南西壁をSK-07に切ら

れる O 土坑平面は東がやや尖る不整な楕円形を呈する。主軸はN-49
0

- Eをとる。規模は、遺存長86cm、

短軸86cm、深さ1.22mを測る O 断面は不整なU字状で、壁中位まで広がりそこから直立気味に立ちょが

るO 埋士は10層に分かれる O 遺物は何も出土しなかった。
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日=23.l0m 

50cm 
恒画面画面画面包面画面画面司

l 褐色粘質土(やや黄色かかる)
2.褐色粘質土 (1より明)
3.褐色粘質土 (1より明。 Zよりやや晴)
4.褐色粘質土 (1よりやや暗。ややLまる)
5 にぶい褐色粘質土(ややしまる)
6.褐色粘質土 (4よりやや暗。ややしまる)

第122図 Nol1南 SK-05実測図
(S= 1 : 30) 

NO.ll南 SK-07 (第 7・123図、図版77)

SK-06 SK-07 

!-I=23.30m 

!-I=22.30m 
J 

放Z
1.にぶい貰褐色粘質土 (O.5cm大の明黄褐色士ブロック、褐色土を古む)

2 黄褐色粘質土 (O.5cm大の褐灰色土ブロック有)
3 にぶい黄褐色粘質土 (1より明。褐色土の古みが少ない。しまる)

4 黄褐色粘質土 (3cm大の明貰褐色士ブロック有)
5 貰褐色粘質土 (4よりやや明。員片を古む)

6 にぷい黄褐色粘質土(褐色土の含みなし。ょくしまる)
7. にぶい黄褐色粘質土 (6より暗。明黄褐色土を僅かに官む)

8 褐色粘質土 (0.5c皿大の明費褐色土ブロックを吉む。よく混じった土)
9.黄褐色粘質土(農片を僅かに含む。ややンルト質。軽石層のような鉄分 P沈着層)
10 黄褐色粘質土 (9よりやや灰色かかる。ょくしまる)
ILにぶい貰褐色粘質土 (O.5cm大の明費褐色士ブロックを含む。ややシルト質。土器片有)
12 褐色枯質土 (1cm大の貰桂色土フマロック、土器片を古む)

13.褐色粘置土(12よりやや暗。炭片を含む)
14 褐色粘質土 (2-3cm大のにぶい貰棺色土ブロックを含む)
15.褐灰色粘質土(明黄褐色粘置土を僅かに吉む。ややシルト質)

16 灰褐色粘質土(明黄褐色土を古む。しまり弱い)

1m 

第123図 No.l1南 SKー06・07実測図(S=1 : 30) 

調査区南、丘陵鞍部から南へ下る緩斜面、標高22.15~23. lOmに立地する o E:I要鞍部中央に占地する

36号墳の南裾部にあたる O 周辺の南斜面一帯には土坑10基弱が集中し、 SK-07はSK-06の南西壁を切

る。土坑平面はやや不整な楕円形を呈する。主軸はN-49
0

-Wをとる。規模は、長軸1.07m、短軸83

cm、深さ84cmを測る。断面は底部がやや角張る U字状で、底面からほぼ同様な傾斜で直線的に立ち上が

る。埋土は 4層に分かれる。底面やや東寄りで小ピット 2基を検出した。小ピットは 6cm程の間隔をお

き、径11~ 15cm、深さはともに19cmである。遺物は第11・12層中より縄文土器細片が20点ばかり出土し

ている O いずれも体部片で、一部条痕および擦痕を観察するものが認められる O

NO.ll南 SK-08 (第 7・124図、図版77)

調査区南端、丘陵鞍部から南へ下る斜面、標高21.41 ~22.13mに立地する o E:陵鞍部中央に占地する

36号墳の南裾一帯には土坑10基弱が集中するが、その中でも下位に位置する O 西2mにSK-09、北側80
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日二22.30m

50c皿

=ーーー... 面白画面画面画面司

l にぷい黄褐色粘置土(褐色土を含む。粘質強)
2. Iこぶし、黄褐色粘質土

(明黄褐色土を古む。よく Lまる)
3 明黄褐色粘宜土(シルト質。しまり弱い)
4 黄褐色粘賀土

(黒褐色土を憧かに吉む。しまり弱い)
5 にぶい黄褐色粘質土(2よりやや暗。 1cm大

の明黄褐色土ブロックを含む。炭片を僅か
に古む。ょくしまる)

6. にぶい黄褐色粘質土 (5よりやや黄色かかる。
明黄褐色土を古む。炭片を僅かに古む。よ
く混じった土)

第124図 No.11南 SK-08実測図
(S = 1 : 30) 

H~ 22.40m 

50cm 
匡E亘量逼面画面温逼量五温a

1. 1目褐色粘質土 (2cm大の灰黄褐色土プロックを含む。
O.5cm大の褐灰色土プロックを僅かに含む)

2 明黄褐色粘質:1:(jより明。ややンルトfJ。しまり弱い)
3.黄褐色粘質士

(明貰褐色土を古む。褐灰色土を憧かに含む。 Lまる)
4 明黄褐色粘質土

はより明。 O.3cm大の褐灰色土フョロック、掲色土を含む)
5. 黄褐色枯貿士 (3より日告。 O.3cm大の褐灰色土フ+ロック

を僅かに古む。褐色土を含む。 3よりしまり弱い)
6 黄褐色粘質土 (5より暗。 O.3cm大の褐灰色土プロック

を含む。よくしまる)

第125図 NO.ll南 SK-09実測図
(S = 1 : 30) 

H~22.80m 

50cm 
局面画面画面耳目

l にぶい黄褐色粘質土(1cm大の明黄褐色土フロック、
0.3叩大の褐灰色土ブロックを僅かに含む。混じった土)

2 明貰褐色粘質土(しまり弱い。ややンルト質)
3 にぶい黄褐色枯質土(1cm大の明前褐色土プロックを多

〈古む。 O.5cm大の褐灰色土ブロァクを僅かに含む。
よく混じった土)

4. 1阿賀褐色粘質 i二(2より階。しまり弱い)
5 にぶい黄褐色粘質士 (3より階。 O.5cm大の明貰褐色土

ブロックを含む。よく混じった土)
6 褐色粘質士(明黄褐色粘白土を含む。よく混じった土。

フロック状でなくよくほぐれている)

第126図 NO.ll南 SK-l0実測図
(S = 1 : 30) 

cm斜面高位にSK-17が配置する O 土坑平面は楕円形を呈する。主軸は斜面に直交する N-88
0

-Wをとる。

規模は、長軸84cm、短軸61cm、深さ68cmを測る。断面はU字状で、南壁中位および西底部でわずかに段

をとる O 底面北東寄りで小ピット状のわずかな凹みを検出した。長径18cm、短径16cm、深さ 3cmを測り

埋土は第 6層と同様で、ある O 遺物は何も出土しなかった。

NO.ll南 SK-09 (第 7・125図、図版78)

調査区南端、正陵鞍部から南へ下る斜面、標高21. 13~22. 28mに立地する O 正陵鞍部中央に占地する

36号墳の南裾一帯には土坑10基弱が集中するが、その中でも下位に位置する。東 2mにSK-08、西1.7

m SK-lOが配置する。土坑平面は楕円形を呈する O 主軸は斜面に直交する N-85
0

- Eをとる O 規模は、

長軸97cm、短軸73cm、深さl.04mを測る。断面は底部が角張る不整なU字状で、北壁の立ち上がりは南

に比べて緩やかで上面付近で段をとる。埋士は 6層に分かれる。遺物は何も出土しなかった。

NO.ll南 SK-10 (第 7・126図、図版78)

調査区南端、稜線から南東へ下る斜面、標高21.58~22. 64mに立地する。正陵鞍部中央に占地する36

号墳の南裾一帯には土坑10基弱が集中するが、その中でも下位に位置する O 東1.7mにSK-09が、北東

144 



『勺ι斗ー
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H~21.90m 

1m 

I 黄褐色粘質土 (2cm大の褐灰色土プロック有。畢梢色土を僅かに古む。しまり弱い)
2 黄褐色粘質土 (1より明。しまり弱い。 1のような混じりなし)
3 黒褐色粘質土(日5cm大の明貰褐色土、褐色土を僅かに含む)
4 黒褐色粘質土(明黄褐色土ブロックを憧かに古む)
5 明f電褐色粘質土(褐色土を含む。黒褐色土をしみ状に古む。 Lまり弱い)
6 褐灰色粘質土(褐色土を含む。しまり弱い)

第127図 No.ll南 SK-ll実測図(S= 1 : 30) 

H~23.50m 

50cm 
瞳逼亘扇面扇面高亘逼量画面司

l 灰黄褐色枯質土 (O.5cm大の灰色地山フ'ロック、 O.5cm大
の明黄褐色土フ'ロックを僅かに含む)

2 灰黄褐色粘質土 (1よりやや黄色かかる。 Ic回大の灰
色地山プロック、 Icm大の明貰褐色土ブロックを含む)

3 黄褐色粘質土(シルト質)
4 黄褐色粘質土 (3より暗)
5 にぶい黄褐色粘質土 (2.6より明。明貰褐色土を含む)
6 灰黄褐色粘質土(1cm大の灰色地山フマロックを憧かに

古む。 Lまり弱い)
7 灰黄褐色粘質土 (6よりやや明。炭片を吉む)
8.黄褐色粘質土(シルト質)
9 にぷい貰褐色粘質土(ややンルト質。 Lまり弱い)

第128図 No.ll南 SK-12実測図(S= 1 : 30) 

2.2mにSK-14が配置する。士坑平面はやや角張る不整円形を呈する。規模は、長軸1.07m、短軸98

crn、深さ94crnを測る O 断面は底部が角張る不整なU字状で、壁面には凹凸があり細かな段をとって立ち

，上がる。埋士は 6層に分かれる。遺物は何も出土しなかった。

NO.ll南 SK-ll (第 7・127図、図版78)

調査区南西端、稜線から南東へ下る斜面、標高20.82~2 1. 75mに立地する O 正陵鞍部中央に占地する

36号墳の南裾一帯には士坑10基弱が集中するが、その中でも最も下位に位置する O 急斜面に位置するこ

とから、南側は流失がすすむ。士坑平面は隅丸三角形である O 一応の主軸は斜面に直交する N-82
0

- E 

をとる O 規模は、長軸2.12m、短軸1.73m、深さ69crnを測る O 断面は椀状で、底面は南へ傾斜する。底

面北側で、径19crn、深さ22crnを測る小ピットを検出した。埋士は 6層に分かれ、斜面上位から流れ込ん

だ様相を示す。第 3 ・4層は黒褐色粘質士であった。遺物は何も出土しなかった。
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1.明貰褐色ンルト(褐色土、民片を古む。やや粘質)
2 明責褐色粘置土(混じりなし)
3.褐灰色シルト(明貰褐色土を吉む)
4 明費褐色ンルト (1よりややH音。褐色土を古む)
5.黒褐色ンルト (3より H音。 2-3cm大の明黄褐色粘質

土ブロック、褐色土を含む)
6. 明黄褐色シルト
7 黒褐色ンルト(褐灰色土を古む。明黄褐色土を僅かに

含む。やや粘質。 Lまる)
8 黒褐色シルト (2-6，皿大の明貰褐色粘質土ブロック

を多く含む)
9 明黄褐色粘質土(明貰褐色粘質土ブロックの崩れたも

の、黒褐色土を含む)
10 貴褐色粘質土

(1 cm大の明責褐色土フロックを古む。シルト質)
11 黄褐色粘質土(10より暗。黒褐色土を吉む)
12.黒褐色ンルト (0.60皿大の明貫褐色土ブロック、褐色土、

炭片を古む。粘質)

回
目

N
ω
ω
D
E

¥ 
¥ 、

H~23.30m 

1m 

第129図 No.11南 SK-13・14実測図(S=1 : 30) 

NO.l1南 SK-12 (第 7・128園、図版79)

調査区南側、稜線から鞍部への屈曲部南東斜面、標高22.46~23. 38mに立地する O 正陵鞍部中央に占

地する36号墳の南裾一帯に集中する土坑群の中では上位に位置する O 南東30cmにSK-13が配置する。土

坑平面は楕円形で、主軸は斜面に直交する N-20
0

-Wをとる O 断面袋状となり、上面の規模は、長軸98

cm、短軸60cm、深さ91cmを測る O 土坑中位が最も広がり、その規模は、長軸1.12m、短軸85cmで、ある O

埋土は 9層に分かれる O 遺物は埋土中位から縄文土器細片 2点が出土している O

NO.l1南 SK-13 (第 7・129図、図版79)

調査区南側、稜線から鞍部への屈曲部南東斜面、標高22.58~23. 22mに立地する O 正陵鞍部中央に占

地する36号墳の南裾一帯に集中する土坑群の中では北東上位に位置する O 北西30cmにSK-12が配置す

る。 SK-13は南側にSK-14が大きく上に重なり、南側の詳細は不明となり、南北断面から推定するにと

どまる。土坑平面は楕円形と推定され、主軸は斜面に直交する N-24
0

- Eをとる O 規模は、遺存長90cm、

幅88cm、深さ56cmを測る O 土坑断面は底面の角張る U宇状と推定される O 埋土は 6層が確認され、第

7・8・12層は黒褐色シルトであった。遺物は何も出土しなかった。
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Hニ 22.8日m

H=24.90m 

50crn 

届両面面面音量亘亘亘冨

l にぶい黄褐色粘置土
(黒褐色かかる。 O.5cm大の明黄褐色土ブロック、暗褐色土を含む)

2 にぶい黄褐色粘質士
(jより暗褐色土を多く含む。 O.5cm大の明黄褐色土を古む)

3 にぶい黄褐色粘質土 (1.2より H音υ 明黄褐色土を僅か仁吉む)
4 褐色粘質土(明貫褐色土を含む)
5 褐色粘質土 (4より明。 lc皿大の明黄褐色土フザロック、明黄褐色上を古む)

6 にぷい黄褐色粘質土(明貫褐色かかる。炭片を含む)
7 黄褐色粘質土(炭片を含む)
8 黄褐色粘質土 (7よりやや暗。 Lまり弱い)
9 黄褐色粘質土 W.5crn大の明黄褐色土ブロックを含む)

1 黄褐色粘質土

2 褐色枯質土(しまる)
3 にぶい貫褐色粘質土 (O.2cm大の池山プロックを僅かに古む)
4 にぷい貰褐色粘世土 (3より暗。炭片を含む)

5. 音褐色粘質土
6.11音褐色粘質土 (5よりやや明。地山ブロックを含む)

7 にぷい貰褐色粘置土 (3より暗。地山プロックを僅かに吉む)
8 にぷい黄褐色粘置土 (7よりやや暗。地山ブロックを密に古む)

No.ll南 SK-17実測図(S= 1 : 30) No.11南 SK-16実測図(S= 1 : 30) 第131図

No.l1南 SK-14 (第 7・129図、図版79)

調査区南側、稜線から鞍部への屈曲部南東斜面、標高22.53~23.18mに立地する O 正陵鞍部中央に占

地する36号墳の南裾一帯に集中する士坑群の中では北東上位に位置する。南西2.2mにSK-lQ、東1.8m

にSK-D7が配置する。 SK-13の南側に大きく重なるが、東側は上位からの流士が著しく、検出の段階で

トレンチやグリッドで掘り窪めた痕を残す。士坑平面は北側が広がる雫状不整な楕円形と推定され、主

軸は N-80
0

-Wをとる。規模は、長軸2.11m、短軸1.56m、深さ52cmを測る O 士坑の横断面は底面の尖

る不整な椀状で、上部で屈曲して広がる O 埋士は 9層が確認され第 5層は黒褐色シルトである。遺物は

何も出土しなかった。

第130図

No.ll南 SK-16 (第 7・130図、図版79)

調査区中央やや北寄り、稜線から鞍部への屈曲部北側斜面、標高23.66~24. 71mに立地する。西側斜

面高位に位置する80号墳の西裾部にあたる O 士坑南側は墳E検出の際のトレンチによって上部掘削され

る。平面は底面同様に隅丸長方形を呈するとみられる O 主軸は稜線に平行する N-85
0

-Wをとる O 規模

は長軸1.48m、短軸84cm、深さ1.Olmを測る。土坑の断面はU字状で、上面で屈曲して広がる。埋土は

8層に分かれる。遺物は何も出土しなかった。
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第133図 No.ll南 SK-19実測図
(S= 1 : 30) 

50cm 
田昌~画面面司

l にぶい貰褐色粘質土 (O.5cm大の灰色土ブロックを僅かに
含む。炭片を古む)

2 にぶい黄褐色粘質.t(1よりやや明。 O.5cm大の灰色土ブ
ロック、黄褐色土を含む)

3 にぶい黄褐色粘質土
(1 ~3cm大の灰色土ブロックを古む)

4.灰黄褐色粘質土 (2'3より灰色かかる。しまり弱い)
5 灰黄褐色粘質士(4より暗。しまり弱い)

6 灰貰褐色粘質 t
(5より明。明黄褐色土を古む。しまり耳目い)

7 褐灰色粘質士(明黄褐色士、明費褐色土ブロックを含む。
よく混じりしまり弱い)

X二二比三アI

@ 

10cm 

5cm 

/ 
第132図 No.ll南 SK-18実測図

(S= 1 : 30) 

ミ
ー

、、

第134図 No.ll南 SK-19出土遺物実測図

NO.ll南 SK-17(第 7・131図)

調査区南側、丘陵鞍部から南へ下る斜面、標高21.80~22. 64mに立地する O 正陵鞍部中央に占地する

36号墳の南裾一帯に集中する土坑群の中では中位に位置する O 南80cm~こ SK-08、北西2.1mにSK-07が

配置する O 平面は不整な楕円形を呈し、主軸は斜面に直交する N-74
0

-Wをとる O 断面袋状となり、上

面の規模は、長軸1.04m、短軸87cm、底面で長軸1.04m、短軸1.35mを測る O 深さは80cmを測る。底面

は東側がやや凹む。埋土は 9層に分かれる。遺物は何も出土しなかった。

NO.l1南 SK-18 (第 7・132図、図版2・4・80)

調査区西端、稜根からやや南東に下る斜面、標高24.33~25. 77mに立地する o 87号墳の墳正下に位置

する。 5m北西の稜線を越えた北東斜面にSK-03が配置する O 土坑北側は墳丘検出の際のトレンチに

よって上部掘削される。平面は楕円形を呈し、主軸は斜面傾斜に平行でN← 75
0

-Wをとる O 土坑規模は、

長軸94cm、短軸70cm、深さ1.34mを測る O 断面は底面でしっかり角をとる逆台形である。埋士は 7層に

分かれる O 遺物は何も出土しなかった。
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寸。 白〉
H~25.30m 

H~22.00m 

一
行
協 勿

o 50cm 
匡E亘 E亘話量逼E面E冨

1. 11古褐色粘質土

50c皿

匝逼亘量五五苗量誼函.... 

50c皿
匡面亘面高高畠ーーーー..;

I. U古褐色粘質土

2 褐色粘質土

1 昨褐色粘質土(黄色かかる)
2 明褐色粘質土 (O.5cm大の地山際ブ

ロックを憧かに含む)
3 にぷい黄褐色粘質土 (O.5~ 1 cm大

の地山蝶ブロックを僅かに吉む。

赤褐色粘質土を多〈含む)

第136図 No.11南 P-01実測図
(S = 1 : 30) 

第137図 No.11南 P-02実測図
(S = 1 : 30) 

第135図 No.11南 SK-20実測図
(S= 1 : 30) 

No.ll南 SK-19 (第 7・133・134図、図版80・123)

調査区中央部、 E陵鞍部から南へ下る斜面、標高23.08~23. 46mに立地する o lil要鞍部中央に占地す

る36号墳の南裾部にあたる。南西3.5m~こSK-06が配置する。土坑平面は楕円形を呈する O 主軸は斜面

に直交する N-80
0

- Eをとる O 規模は、長軸1.24m、短軸98cm、深さ32cmを測る。断面は逆台形状で、

東壁はやや緩やかな立ち上がりである O 埋土は 3 層に分かれる。土坑北側の第 l 層中に15~40cm大の角

礁を検出した。角蝶は上下に重なることはなく、並べた様子もみられない。遺物は角疎開から土師器杯

底部(1)、万子の切先部(2 )、鎌(3 )が出土した。(1)は復元底径5.9cm、糸切り痕が観察される。

( 2 )は切先先端は丸い。(3 )は鎌の響曲部分とみられ、背側で角をとる O 周辺の南斜面一帯には土坑が

集中するが、それらとはやや様相を異とし、古墳より下る時期と考えられる O

No.ll南 SK-20(第 7・135図)

調査区南東、稜線から南へ下る斜面、標高24.65~25.15mに立地する o 82号墳の墳E南東斜面に位置

する O 南側ほど大きく削平もしくは流失を受け浅くなる O 土坑平面は隅丸長方形を呈し、主軸はN-

66
0-Eをとる。規模は、長軸54cm、短軸44cm、深さ36cmを測る。断面は逆台形状で、底面は凹凸がみら

れ南へ傾斜する。埋土は 3層に分かれる。遺物は何も出土しなかった。

No.l1南 P-Ol (第 7・136図)

調査区南端、稜線から南西へ下る斜面、標高21.85~22. 07mに立地する O 西2.3mに同様な規模の p-

02が配置する o 85号墳の墳E南側に位置し、耕作の平坦面造成の際の段付近にもあたる。規模は、長径

30cm、短径24cm、深さ21cmを測る。埋土は l層で、遺物も出土しなかった。
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NO.l1南 P-02(第 7・137図)

調査区南端、稜線から南西へ下る斜面、標高21.60~21. 92mに立地する。東2.3mに同様な規模のP

01が配置する。 85号墳の墳正南側に位置し、耕作の平坦面造成の際の段付近にもあたる。規模は、長径

27cm、短径21cm、深さ20cmを測る。埋土は 2層で、底部へ向けて尖る。遺物は何も出土しなかった。

NO.l1南 遺構外の出土遺物(第138~140図、図版80・123)

遺構外の出土遺物として、 36号墳の周辺や調査区東側斜面で須恵器や土器細片などが出土している。

主に表土中の出土であり、点数としてはそう多くはなく、中には銅製の煙管の焚口部分など新しい遺物

も含まれる O このうち調査区北側の、稜線から鞍部への屈曲部北側斜面、標高23.33m付近のほぼ地山

面で比較的大きめの縄文土器片(1)(2)が出土している。 36号墳の北側周溝から 1mの位置で、ある。深

鉢(1)は口径31.5cmが推定され、内外面条痕後工具で軽く削る。鉢(2 )は口縁部で強く内轡し、外面に

沈線聞に縄文を観察する O 砥石(3 )は36号墳の北側斜面の表土中より出土したもので、一面にわずかに

擦痕が認められる。

『勺乙チ~

@時J

H~23.50m 

百多彩
o 50c皿

，~-一一

第138図 No.11南縄文土器出土状況
実測図(8=1 : 20) 

ヤr

く三〉

一→~一一

5cm 

第140図 No.ll南遺構外出土遺物実測図(2) 

診)，
IOcm 

第139図 No.11南遺構外出土遺物実測図(1) 
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67MA 

横枕68号墳
H = 38.00m 

l 胤植土

2 明褐色粘質土(主士)

H=39.00m 3. r旧位色粘11土(しまる)

一一一一一一0"-''''=.'''''''''I 褐色粘白土 (2よりやや明)
69号墳周溝埋土

67MA' 5 附黄禍色粘質土(明世褐色1ブロックを含む)
6 艦rM色粘f.l:土(2より附)

7 灰褐色粘'f!土 (Ifl表土か)

8 極色粘n土(やや抱色かかる o 4 cm大の地ILi際布)
9 灰褐色枯f!土(1円表土か)
10 褐色粘質土(2より階。やや灰色かかる)

11 暗版褐色枯質土(撹乱穴皿 u
12 位禍色粘質土 (2より陥)

13 褐色1'r1j賀土 (2'12よりIf昔)
H = 40.00m 67MB' 14 陥褐色粘質土(控色!こを古む。しまる)

15 灰褐色粘11土 (明位色 lフロックを合む)
16 灰褐色粘質土(15に似る。 15より明桂色止を多く古む。 O.5cm大

の世褐色土ブロックを古む)

17 暗桂樹色枯悶土
(16より明。 1阿佐色 i を多く 15む。;-;~片を{かかに合む)

18 哨褐色粘質土 04よりやや明。佐色|ーを含む)

19 褐色粘fl土 (2より陥)

2C 褐色粘1'i土
(2 より 1~色かかる。 2~ 3cm大の段色ゴフロック

21 佳褐色粘質土 (4より暗。附褐色上ブロック、炭片

22 暗褐色粘ti土 (21より暗。 O.5cmkの位色 tフロック
23 控褐色粘11土 (2Cよりやや明。 1-2cm::A.:のお脱色地山ブロック、

時十日色土を含む)

24 晴相色粘質士(I- 3 cm大の14位色上ブロック

25 位相色粘11J:(位色土ブロック、首相色 tブロック

よく混じった土)

26 控褐色枯11土 (6より暗)

27 償褐色枯11土((jより旬J)
28. n古按ィ目色粘質土(黄禍色土、炭片を合む。混じった土)

29 刺霊色枯!1土
(1-2cm大の黄位色土フマロックを含む。此J~i を使かに合む)

30 時権褐色粘11土 (28よりやや階。司ミ，fIf色かかる。炭片を合む)

31 日昔褐色柏町土(1cm大の控色二l二フaロッ夕、民)十を合む)

32. n古島渇色粘質土(赤位色土、炭片を色、む)

33 位褐色t~i P.[土(民目色土を含む)

67MB 

68MB 

68MA 

l 附J由土 明f白色粘質 1(去ゴ)

2 暗黄褐色品"壁u.CCJ'.褐色 tブロック、 mHを含む。脱乱ノ'om土)
3 町制色川質-1: (思褐色1ブロックを古む。恨の撹乱)

4 崎褐色料費1.

5 褐色相l質 1
6 黄褐色川質 1:(3より IVJ。均一。盛こtか)

7. (，日色判l質 l-_(2-4cm大の地LU際フロックを古む)

8. l'ft褐色粘質上 (3-Gcm大の地，11傑フロックを多く含む。盛1:)

9 黄褐色粘質土(地11岬iブロックを合む。盛土)

10 黄褐色枯質土 (2-3 cm大のj山山礁を合む。蝶土の 昔日)
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1. 1町褐色粘質上(去 t)
2.陥褐色粘質土(炭片を青む)

.1.1白色粘11土(jjヰ作{昨 .a朴洗)
4 日正褐色粘質土 (Z-5cm止の地山峰、政片を古む。排作淋)

5. n[f褐色粘!1土 (2-4叫大の地山傑を含む)

6 明北褐色粘n土 (3-5cm大の地山艇を多く合む)
7.11昔前褐色粘1'l土 (3-5cm大の地山際占在)

8 明賀福色粘質土 (5-15c阻止の地山燥を含む)

9 暗此褐色粘質土
10. 11古賀褐色粘質土

11 黄伺色粘質土
12 晴氏褐色粘質J-_(黄制色土ブロックを含む)

13 別賞褐色粘質 J.:(5 -lOcm大の地 lll~味を多く古む)
14 日制局色粘質:l: (革褐色土ブロックを含む)

15 附，'Ii.褐色粘賞ニヒ (i'i't褐色 lブロヅク、赤褐色上ブロックを合む)

16. 11¥-14¥色粘質j

17 陪褐色粘質:1:.WH'，，;品)
18 褐色粘質 lニ(耕作描)

19 附褐色粘質上 u口問措)

20. ii:¥褐色粘質J: (撹百L穴)

21. I~j黄褐色粘質土 (3- 5cm大の地Llr燥を多く合む)

22. If古賀褐色粘質土

23 世褐色粘11土
24 暗黄褐色粘II土
25 晴jポ褐色粘質土(世世H~土フdロックを青む)

26 陥褐色枯質土

27. 問褐色粘n土(赤渇色土プロックを合む)

28. 1目色枯目土(黄褐色土プロックを青む)

田町民褐色粘1'1土
30 時世褐色粘白土

31 時J火褐色粘質ヒ(#i褐色土ブロックを含む1
32 時貰褐色粘質 l
33 貰尚色柏質上(階褐色土ブロックを古む)

34 時褐色相質 1: (2 より暗~褐色仁ブロックを古む)
35 制色村l質土

36 褐色相質 l
37 陪責褐色粘質土
38. ，問責褐色粘質1:. (地山)

39 赤褐色料質士
40.貴樹色粘買 109より晴)

41 褐色村l質上(黄褐色 fブロックを含む)
42 褐色枯質土(首相色1:ブロックを僅かに合む)

43 栂褐色粘賀土 (1-3cm大の地111際を合む)

44. n古IF.褐色粘11土(旧表土)

横枕70号墳
70MA 

/' 
4m 

第141図 No.1 2 横枕67~70号墳墳丘断面図 (8= 1 : 100) 
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I 腕柿士明褐色粘質土(基土)

2 晴樹色粘質仁(陥灰色土フロックを含む。 j~乱穴)
3 褐色粘質 1:
4 暗褐色粘質斗 ow褐色地山フロックを古む)

5 褐色料質士

6. !1昔褐色粘質 1:(4より陥)

7 黄褐色粘質:1
8. 11古褐色粘賀 i
9.1暗褐色粘質一1:(黄褐色土フロック

10. 11青灰褐色Wi質 1:(黄侶色土フロック

11 樹色粘質土

12. 11古前借色村l質土

13 黄褐色粘質 l
14. 官褐色粘質土

15 世褐色シルト(黄褐色l也山権フロックを多く含む。客土)

16. 11汗褐色粘質土 U!i褐色土ブロックを含む)

17. I肝黄褐色粘質土(出褐色土プロックを古む)

18 陪褐色粘賀土

19 褐色粘質 1'，(前褐色地1I1ブロックを古む)

日~35.o0m 横枕71号墳71MA 

R
佐
官
{
恥
恥
島

E除
昨

E
B
B
舵
下
町
釦
制
削
船
制
U
E恥
U
U
U
E
J
4

H~35.00m 

71MB 

横枕72号墳

根木根4見4見

E 

F 
E 

72MB 

l 腐植士 褐色粘質」ニ(表j:)

2.11古制色枯質 1: (車F作出)

3. :iJ'ttb'J色枯質 l
4 褐色粘賀土(時間色土フロック、地111崎、を含む)

5 樟m色枯n土()血山雌フロックを多く古む)

6 町j貨褐色枯賀土(地山際フロックを多く企む)

7.11r1品色枯11土(陪侶色jフロック、此円を含む)

8 暗黄褐色枯質土

9.11音賀褐色柏町土 (1町前向色fブロックを合む)

10. 11計百色粘白土

11 前倒色村i'f'1土(地山ブロックを多く合む。

12 茶褐色Wi質土(地山フロックを多く青む。

13. 11育制色粘質オ (地11.1ブロックを合む)

14 褐色私'i質土(j血1I1フロックを多く合む)

15. H部品色粘質 l(地山ブロックの混じりなし)

16 褐色粘質イ (やや控色かかる。長片を含む。 j山1I1ブロックの混じりなし)

17 褐色枯質:こ(やや陥褐色かかる。 1~ 4cm大の1LI色地山プロ yクを含む)

18. 1笠褐色粘質土 (0.5~2cm大の前色地 1I1 ブロックを合む)
19. n在褐色1占質 j~. (O.5cm大の黄色j血iJlフ守ロックを合む)

20 褐色柚!H(黄褐色かかる。 2cm大の黄色地1I1ブロックを古む)

21. n古賀褐色粘質 1:
22. n音褐色粘質 1:17より l世)
23 時褐色粘!Uー(黄褐色 iプロプクを青む)

24 時灰褐色粘質 1:11日表こu

73MA' 

I 
横枕73号墳

73MA 

l 駒拙1
2.11青褐色粘賃上(恨の撹乱か)

3 褐色i'ii!U:(黄褐色かかる。 O.3-0.5cm大の黄色地山礁を合む)

4. 1品色枯1~上 (3 より撞色かかる。 0.3 -0.5cm大の黄色地 lli磁を艇かに青む)
5 蛇褐色粘質土(，より児に桜色かかる。 0.5叫大の黄色地山離を古む)

6 褐色粘rr土 (3とよく似る。 0.5川大の黄色地111離を僅かに青む)

7 褐色柏町土 (6より黄色かかる。 0.5-2cm大の黄色地山磁を含む)

8 褐色枯質土 (2よりやや暗。 O.5cm大の黄色地I.lI磁を僅かに含む)

9 褐色中古賀土 (:1-5cm大の地Illfi出』在。盛土)

10 貰褐色粘11オ (1-4叩丈の黄色地111離を多く含む。しまる。盛土)

11. I暗黄褐色1'，¥質土 (1-5cm大の黄色J白山際を多く含む。 1暗掲色土を含む)

12. lIif褐色粘目 1:1やや_[J!.褐色かかる。 3cm大の黄色J也山牒{;o炭片を古む)

13 褐色4古賀士 (0.5-3cmχの黄色地ILr傑を多〈含む。 lcmkの検也土フマロックを合む)

14 灰褐色粘r1.i: (1-3cm大の黄色地ILr臨を僅かに含む。黒褐色土を含む)

15.1府褐色粘質止 ( 1-3cm大の地山隊点在。盛土)

16. 1i'i褐色粘質:1:(1白色11哨、る。 O.5-1.5cm大の貰色地山際を多く含む)

17 灰惜包粘質:!.:. (O.3cm大の貰色地iJJ時:を含む)

18. .~P，伺色粘質ヒ(旧去士)

I 渇色粘質土 (O.1-1.5cm大の黄色地山フサロックを多く青色。ほろほろした土。現代排作砕)

2 灰褐色粘質 1:10.1-1.5cm)(のrW色地1I1ブロック、民片を慌かに合む。しまる)

3. .l旦褐色粘n土 (O.1-O.5cm大の世色j也111ブロックを合む)

4.1叶褐色粘!UIやや校色かかる。 0.5-3cm六の黄色地山ブロックを含む)

5 明惜色粘11:士 (1-3cm火の黄色地山プロック、 !I(褐色土を古む)

6 尚色粘11土(ほろほろした土。緋作土)

日 ~34.o0m

横枕74号墳

74MA 

73MB 

4m 
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E
E
E
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官
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m
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F
E

75MA 

横枕75号墳
1. lli!j植土明褐色粘質土(表土)
2 褐色粘質土(黄褐色地山暗号ブロックを含む)

3 暗世褐色粘質土(黄褐色地iJ.I礁プロックを青む)
4 黄褐色粘質土
5 暗褐色粘質土

6. ~音F 褐色中 i質土(貴褐色j血山ブロックを含む)
7 暗黄禍色柚質土
8. ~音灰褐色粘質と(地山ブロックを慌かに古む)
9 明黄褐色粘質土

10 日昔褐色枯質ゴ (黄褐色地l心l嘩ブロックを古む)
11 褐色粘質土(黄褐色地I.lrl躍ブロックを含む)
12 明黄褐色粕質土

75MB 

I 腐植土 撞褐色粘質土 (0.1~O.5cm大の黄色地山プロックを青む。表土)
2 暗褐色粘質土 (O.scrn大の黄色地IIJブロックを僅かに含む)
3 黄褐色粘f!土(茶制色地山ブロックを古む)
4. ~青貴褐色枯質c1: (周溝槻土)

H ~ 35.00m 

横枕76号墳

~~w級協物紘一
捌 A務放蕩蕩 初役~手

H~35 日 Jm 防H百他褐色壮粘日土自土(地山傑ブロックを多く吉

3 t~J色む。お"畑5flの客程土)J白山礁を多く古む)

4 階黄褐色1占Zi-(地(山際フマロックを多く
"官褐色Nr質

5 古む。知!の詰(崎灰色土フロックを古む)
'11.'褐色枯，!'U 日

6 7 賞褐色枯n土式の地IIH~を多〈含む)
76MB (2← 3四

8 褐i円色輩柏出色町土粘質土 プロックを含む)
9.北禍9 色ド質土(暗灰色土10. mfI;j ß~i!i 

11 目日的吉(灰f品t褐色褐色色粘押質上i質フi-1 ロ く含む)
12 ックを多 ク j也山

街色上フロソ
13. j日色柚炭壮質片府l土を(陪吉(地む) を多く肯む)

様、 地山時プロック14 位褐色恥色日 土

15. Il}j黄禍山際枯フEロTヅ7ク6を号地多岡く措含埋む)土)
(地ll m土(

16. I晴褐色粘盟

黄枕77号墳 ロi時控i賛型i?年岨暫i附手官t土(， + H~34.00m 日& {刊号をEE
77MA Ii久 加 炭片て

21 色日枯質1

22 陪灰褐相褐色イ凸枯小l白府土 ロックを多く古む)23. ~音 色枯11土(地山時ブ

24 赤褐色粘n土 プロックを古む)
25. 世日楢褐色粘11土(貨掴LI.I色際jブロック山、花)』由
26 11音椙色布!i賀土(地"."褐色土フロック、77MA. 27 里褐色粘質士(貝表土)
28 山擦を含むー旧

H~34.00ln 

4 t担
2 

可 Fヲ

i 

1ft 24 
ノ /¥

2 8 + E -
1 / L ，Tr ワ只 ¥ー'vグケア /F77-//T/7"7-?10ー

77MB 

78・79MA H~34.00m 

横枕79号墳
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第5節横枕NO.12区の調査

1 困横枕67~79号墳の調査

横枕67号墳(第 5 ・ 8 ・ 141 ・ 144~146図、図版 5・12・82・83・124)

〔位置と現状〕

横枕67号墳は調査区北西端に位置し、西から伸び、る丘陵の稜親頂部からやや北東寄りの標高37.OO~ 

39.54mに立地する。南に69号墳、南東に68号墳が隣接する O 丘陵東側に広がる水田面からの比高差は

22mを測る。調査前の観察では、稜線頂部にあたる部分は東側平野部へ向けての眺望が聞け、立地的に

古墳の存在が予想された。ただ、調査区北半分の西側は階段状の平坦面に造成されて、稜線頂部西側は

大きく改変されており、墳頂部とみられる部分にも無数の根掘り穴が認められた。古墳の形、規模など

は予測できなかった。掘削された段を利用したトレンチにより、古墳の存在が明らかとなった。

〔墳丘〕

表土下10~25cm前後で墳丘面を検出した。古墳の墳丘南西側はコ字形に大きく改変されていたが、北

側については比較的良好な遣存状況であった。墳頂部で標高39.54mを測る O 盛土は墳頂部で、36cm、北

東斜面で、28cmが遣存する O 南西は旧地表および地山面まで掘削しており、南東側裾部も確認できなかっ

た。旧地表面は北東墳丘下で確認され、北側斜面裾部分については造成前に流失していたか、地山成形

および盛土する際に上方から掻き出したとみられる O 主体部の墓墳の深さを考慮した場合、遺存する墳

丘についても上部流失しているものとみられるが、墳丘は東西方向にやや長い方墳で、墳丘規模は、西

側周溝底から東側裾間で16.1m、北側裾から南裾間で15m弱と推測される O 墳丘の高さは、 2.54mを測

るO

墳丘は主に地山を大きく掘削して形を造り出しており、尾根高位の西および南西に3.5m程の講を掘

削することで尾根と切り離し墓域を区画している O 盛土は斜面低位の北東側から盛土しており、墳頂部

で、36cm、北東斜面で、28cmの盛土が遺存する O なお、東側に配置する68号墳との関係は、土層断面から確

認はできなかったが、南東側の墳丘を一部掘削しており、位置関係からも68号墳が後出と考えられる O

〔埋葬施設〕

埋葬施設は、墳丘の中央部やや北西寄りで検出した。墓墳の北東 6分の l程を除き南西側は平坦面造

成の際に大規模な削平を受け、わずかに 6cm前後の深さが遣存する程度であり、遺存する墓墳の北東6

分の l程についてもやや上部を削平されているとみられる O 平面形は隅丸長方形である O 墓墳の主軸は

斜面に平行する N-66
0
-Wをとる O 墓墳の規模は、現況で長さ4.45m、幅1067m、深さ69cmを測る O 墓

墳埋土の断面観察から、木棺の痕跡が確認された。第145図の第 4・8・14層は棺の裏込め土とみられ

るO 木棺の大きさは断面から推定して幅45cm程度と考えられる O

遺物は北東壁から1.2m離れた床面で、鼓形器台(1)、その南西側に鉄鉱(5)(7)と鉄剣(8 )、器台

(1)から105m南東に鉄鉱(2)(3)(4)(6)を検出した。(1)は土圧で潰れ根の撹乱を受け遣存状態は

劣悪で、あったが、出土位置と打欠きから土器枕と考えられる O 鉄剣(8 )は被葬者の右側に剣先を足元へ

向けて置き 3点の鉄鉱を右頭部に置き、残り 4点を足元に置く O 東部の鉄鉱については元々銃身部のみ

の副葬であったと考えられる o (1)は遺存状態が悪く受部は復元であるが、脚台部に対し受部が大き

く、底端部および口縁部はそれほど引き伸ばしされることなく鈍く終える O 鉄鉱は(7 )を除いて銑身部

9 ~ l1cm前後と大型で、、それぞれ少しずつ形態の異なる柳葉形である o (7)はやや小型で柳葉形、逆刺

をもっ0(2)(3)(4)は明確な関部を持たずなだらかに茎部へ続き、 (5)(6)は山形関である o (6)は

銑身部の中央に山形の突出部を持つ。鉄剣(8 )は全長48.9cmを測り、万身に鏑をもっO 茎部に目釘孔 1

をもち責金具(9 )が出土している O

〔その他の出土遺物〕

北東表土中よりサヌカイト製の打製石器(10)が出土している O 石槍の基部とみられ先端側は欠く O

-157一
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第146図 No.l2横枕67号墳表土出土遺物実測図

横枕68号墳(第 5・ 8. 141 ・ 147~150図、図版5・84・85・124)

〔位置と現状〕

横枕68号墳は調査区北側に位置し、西から伸びる丘陵の稜娘頂部からやや北東寄りの斜面、標高

36. 18~37. 72mに立地する O 西に67号墳、南西に69号墳、南に70号墳が隣接する O 丘陵東側に広がる水

田面からの比高差は21.18mを測る O 調査前の観察では、 67号墳の東側斜面低位にテラス状のわずかな

平坦面が観察され、位置的に67号墳に付随する埋葬施設が存在する可能性が考えられた。ただ、周辺は

木根掘り起こしの撹乱穴が随所にみられ、北東側は急斜面となっており、はっきりとした高まりや周溝

状の凹みは確認できなかった。 67号墳東側裾検出時に東へ延びる溝および第 l主体部の墓墳の検出から

古墳と判明した。

〔墳丘〕

表土下 6~2お5c叩m前後で

周i溝茸の遺存状況からも、東側は流失がすすむ。盛土は第 2主体部東側で、最大26cmを確認したに過ぎず、

旧地表面も観察されなかった。墳丘は第 l主体部南の標高37.72mを測る O 主体部の墓墳の深さを考慮

した場合、遺存する墳丘についてももう少し盛土が存在したとみられる O 墳丘は西側の周溝の形態、を考

慮、した場合径10mの円墳が考えられるが、撹乱穴や流失および立地を考慮した場合、南北10mの方墳と

みた方が妥当と思われる O 墳丘の高さは、1.54mを測る O

墳丘は主に西側斜面高位に溝を掘削して東側へ盛り墳丘をつくりだしているとみられ、裾部の地山掘

削は確認できなかったが、地形を利用して元々そう大きな盛土はなされなかったものと考えられる O な

お、西側に配置する67号墳との関係は、土層断面から確認はできなかったが、 67号墳の南東側の墳丘を

一部掘削しており、位置関係からも68号墳が後出と考えられる O また、南に配置する70号墳は68号墳の

南を切っており、出土遺物の検討からも70号墳が後出と考えられる O

〔埋葬施設〕

埋葬施設は、墳丘西寄りで斜面傾斜に対し平行して横位に並ぶ 2基を検出した。このうち第 l主体部

は墳頂部西側中央部に位置し、第 2主体部は第 l主体部から1.3m南に離れて南側斜面高位側に並列す

るO 位置関係や墓墳規模などから第 l主体部が中心埋葬であることが明らかである O

三露主体離主(第147・149図、図版84・85・124)

墳丘平坦面の西側中央部で検出した墓墳の東壁は後世の根掘り穴によって掘削される O 墓墳は盛土上

から地山面を探く掘り込んでいる O 平面は隅丸長方形を呈する O 墓墳の主軸は丘陵斜面の傾斜に平行

し、 67号墳の主体部と平行する N-71
0

-Wをとる O 墓墳の規模は、現況で長さ3.58m、幅1.05m、深さ

51cmを測る O 墓壊埋土の断面観察から、木棺の痕跡が確認された。第149図の第 9~16層は棺の裏込め

土とみられる O 木棺の大きさは断面から推定して長さ1.9m、幅40cm、深さ35cm程度と考えられる O
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第149図 No.1Z横枕68号墳第 1主体部出土遺物実測図
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第150図 No.1Z横枕68号墳第2主体部出土遺物実測図

遺物は西壁から1.9m離れた床面で、鼓形器台(1)を検出した。受部の一部は打ち欠きされ、出土位置

から土器枕と考えられる o (1)は脚台部に対し受部は大きく開き、高さがやや押さえ気味である O 全体

的に肉厚で、口縁端部および底端部は外方への伸びがみられない。脚部に円孔 lが穿孔される O 受部打

ち欠きもやや浅めである O

三議主主体部(第148・150図、図版85・124)

墳丘平坦面の南西部で検出した。墓墳の西壁は後世の根掘り穴によって掘削される O 墓墳は盛土上か

ら地山面を深く掘り込んで、いる O 平面は隅丸長方形を呈する O 墓墳の主軸は丘陵斜面の傾斜に平行およ

び第 l主体部に平行する N-68
0

-Wをとる O 墓墳の規模は、現況で長さ2.34m、幅1.00m、深さ43cmを

測る O 墓墳埋土の断面観察から、木棺の痕跡が確認された。第150図の第11 ・ 14 ・ 15 ・ 17~20層は棺の

裏込め士とみられる O 木棺の大きさは断面から推定して長さ1.65m、幅30cm、深さ35cm程度と考えられ

るO

遺物は東壁から63cm離れた床面で、万子(2 )、西壁から11cm離れ床面からlOcm程浮いて錨と推定される

鉄器(3 )を検出した。(3 )は棺の裏込め土中の出土である o (2)は全体が鋳化して木質に覆われ明確な

形態が不明瞭であるが、全長8.4cmと小型である。(3 )は長方形の断面から茎部で、一部が管曲する O
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横枕69号墳(第 5・8・141・151~ 153図、図版5・85・86・124・125)

〔位置と現状〕

横枕69号墳は調査区北側に位置し、西から伸びる正陵の稜線やや西寄りの標高37.21 ~38. 15mに立地

する O 北に67号墳、南東に70号墳、北東に68号墳が隣接する O 正陵東側に広がる水田面からの比高差は

22.21mを測る O 調査前の観察では、 67号墳の南東部に 8X20m程の平坦面が広がり、その平坦面の南

東側は1.5m程の段差をとって同様な平坦面に改変され、東側はさらに大きく掘削されて崖状に堕ちて

H=38.10m 
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l 椅色粘質土(暗褐色土プロックを含む)
2. 明桂色粘質土(]より明。 O.5~L5cm大の赤桂

色地山ブロックを含む。 Lまる)
3 椅褐色粘質士 (O.scm大の灰褐色土ブロックを

僅かに古む)
4. U音撞褐色粘質士(3より暗。灰褐色土を含む)
5 樫褐色粘質士(3より明。よ〈しまる)
6 櫨褐色粘質士(3より明。やや粘質弥J
7 桂褐色粘質土 (O.scm大の事誼色地山フロック

を古む。 2に似る)
8 桂褐色粘質土 O.5cm大の赤褐色地山フロック C 

を古む01音色土を僅かに含む)
9 栂褐色粘質土(8よりやや暗)
10.黄檀色粘質土 (1cm大の赤控色土ブロック、灰

間色土ブロック、貴褐色土を含む)
11. H官僚褐色粘質土 (1cm大の貰褐色土フロック、

灰褐色土を嘩かに古む)
12 明枝色粘質土 (O.5~1 cm大の白色地山離、炭片

を憧かに青む)
13 樫褐色粘質土(1.5cm大の車種色地山ブロック、

O.5cm大の控色土プロックを含む)

14 控褐色粘質土(;首相色かかる)
15 暗控褐色枯置土(13より暗。亦棺色仁炭片を含む)

第151図 No.1Z横枕69号墳主体部実測図(S= 1 : 30) 
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いた。面的には小規模な古墳であれば立地可能に思われたが、南西

制はかなりの客土を行って平坦商を造成しており、現状で古墳状の

高まりや周溝上町凹み等は全く観察されず、旧地形の確認のため掘

り下げたトレンチに溝や高杯が出土したことから、古墳と判明 L

た。

[墳丘〕

噴丘は既に上面を大き く聞l平されており、南東および南西側は完

全に掘削され弧状の周溝から北東部4分の l程度が遺存する状態で

ある。表土、流土および客土下20-35C!ll前後で地山面が露出した。

わずかに古墳南京都の墨付近でl目地表と盛土8叩がわずかに遺存す

L ， 

。 h

第153園 地12構枕69号繍
周溝出土壇物実測図

る程度であった。北側で地山に掘り込まれた深さ15-28聞の周構底部付近が弧状に検出された。周t曹の

径から、 12mから最大で南東に位置する70号墳同検の径15m前f査が推定される。ただ径15mとなると70

号墳と大きく重複することから70号墳より担模は小さ〈径13m前後と考えられる。墳丘の最高所は第 1

主体部南の標高37.21mを測る。主体部の暮墳の深さを考慮した場合、遺存する墳Eについても数日cm

は盛土が存在したとみられる。現状で墳丘の高さ94聞を測る。

墳丘は地形を利用し、主に北西側斜面高位に講を掘削して南東側へ盛土L墳Eを造り出しているとみ

られる。なお、 67号境、 70号噴との関係は、土層断面から確認はできなかったが、出土遺物から67号

墳、 70号墳より後出と考えられる。

[埋葬施設〕

墳丘北側寄りで斜面の傾斜に対し直交方向の軸をもっ埋葬施設 I基を検出した。墓棋はわずかに検出

した盛土中から地山面を掘り込んでいる。平商は隅丸長占形を呈L、主軸はN-85
0-Wをとる。規模は

長さ2.54m、帽71師、深さ36叩を測る。墓境埋土の断面観察から、明瞭な木棺寵跡は認められなかっ

た。墓績横断面は椀状で底部の凹みの状況から直葬の可能性が考えられる。

遺物は、西壁から45cm離れた床面で高杯3点(1)(2)(3)が組み合わさった状態で出土した。(3 )の

脚部を究き、杯部内に完形の(1)(2)を重ね入れ、東側に閉口する空間がみられる。土器枕と考えられ

る。土器枕から 1m程離れた世葬者の右手側には長さ93.6cmの鉄刀(5 )が切先を足元側へ、刃部を墓損

壁へ向けて安置される。さらに鉄刀(5 )の切先からlOCnI離れて刀子(4)が切先を(5 )同結束へ向けて出

土している。 赤彩された(1)(2)(3)は同様な形態および法量で、土器札の受けに使用された(3)は他

よりやや杯部深〈口縁部の暗曲も強めで全体的に肉厚である。(4)は室長9.2四を測り、全体が鋳化し

て鞘や柄の木質に覆われ明確な形態が不明瞭である。(5)は鋳化して関部の形状が不明瞭である。万身

は切先へ向けて徐々に幅や厚みを減じ切先は1しい。茎部に目釘孔Iを確認、木質や巷締jJl;も観察され

る。

[その他の出土遺物]

北側周溝から高杯脚部(6 )が出土している。脚部完存で、土器枕に使用された(3 )と接古はないもの

の同一個体である可能性が大きい。事彩され、脚柱部外商工具ナデ、脚裾部内面は成形時の指頭圧痕が

顕著である。
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横枕70号墳 (第 5. 8 .141. 154-159図、図版5. 12 . 87 . 88 . 89 . 125) 

[位置と現状]

横枕70号墳は調査区北側に位置し、西から南東へ下る丘陵のはほ稜線上、標高35.18-36.59mに立地

する。北東に68号墳、北西に69号境、南に71号墳が重複する。丘陵東側に広がる水田面からの比高差は

20. 18mを測る。調査前町観察では、 69号墳の位置する平坦面の1.5m下段にlOX14mの平坦面が広が

り、その南西および南西側は 1m弱の崖となり再び平坦面へと続く。稜線より北東寄りの斜面側では自

然地形が遺存する。lOX14mの平坦商は斜面高位側が地山面を大き〈掘削しており斜面低位側に大量の

客土が行われ平坦面に造成されていた。改変が著しいため、現状では古墳状の地形は全く認められな

かった。旧地形の確認のため掘り下げた卜レンチに周溝状の曜が検出したことから、古墳の存在が明ら

かとなった。

〔墳丘〕

境Eは既に上簡を大きく削平されており、表土下15叩前桂で地山面が露出し、加えて直親あるいは円

弧状の溝が錯綜していた。北側斜面高位の弧状的周溝と、南側斜面低位に旧地表面と10四弱の盛土が遣

存する状態であった。東裾部もやや流生してはいるがその形を留めており、完全に掘削されているのは

南東側と南西側の崖による揖削である。弧状の周溝は北側で地山に掘り込まれた深さ20-3C叩程度、全

体では 5骨の2程度が確認さ札た。周溝の笹から、古墳規模は15m前桂の円墳が復元される。現状で墳

Eの高さ1.41mを測る。

墳丘は地形を利用し、主に北西側斜而高位に溝を大きく掘削して南東側へ盛土L境丘を造り出してい

るとみられる。なお.68号墳、 69'号墳、 71号墳との関係は、土層断面から確認はできなかったが、出土
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遺物から68号墳、 69号墳より後出と考えられる o 71号墳との関係は捉えられなかったが、南東裾部が71

号墳の北側周溝周辺にくることから、崖面の土層や周溝埋土の状況を考慮すると71号墳が後出であった

可能性が考えられる O

〔埋葬施設〕

墳正北側寄りで斜面の傾斜に対し直交方向の軸をもっ埋葬施設 l基を検出した。墓墳の上面および北

側にかけて肥料穴とみられる円弧状の溝が掘り込まれており、両端部を中心として墓墳の随所を掘削さ

れていた。墓墳は地山面を深く掘り込んでおり、平面は隅丸長方形を呈する O 主軸は斜面の傾斜に直交

する N-76
0

-Eをとる O 規模は現状で長さ2.82m、幅85cm、深さ30cmを測る O 墓墳埋土の断面観察か

ら、明瞭な木棺痕跡は認められなかった。

遺物は、西壁から45cm離れた床面からやや浮いた状態で高杯2点(1)(2)が組み合わさった状態で出

土した。(1)(2)はともに脚部を欠き、杯部内面を上に向け口縁部が 5~ 6 cm重なり凹むように組み合

わせ、かつ東側へ傾いた出土である O 高杯から北東30cm付近に玉類が集中することや位置的にみても、

これらの高杯は土器枕と考えられる O 玉類は、小玉で、lOcm程度の比高差が認められるものの、 20cm内外

の範囲に集中しており、並んだ勾玉の出土状態から埋葬時を比較的反映しているとみられ、被葬者の胸

部を飾ったと考えられる O さらに被葬者の左手側には、切先方向を頭位側へ向けた鉄剣(17)、その外側

に同様に鎌身部を頭位側へ向けた鉄鎌8点が整然と並んだ状態で検出された。(1)(2)はともに赤彩さ

れ、杯部の形態がやや異なり、(1)は杯部椀形、(2 )は有段で、杯底部から屈曲して轡曲しながら立ち

上がり口縁部で外方へ屈曲して伸びるやや珍しい形態である。(2 )の口縁部に引き伸ばしがみられたた

め口径に違いがあるが、杯部内の丸味や外形の高さもほぼ同様で、ある o (2)には内面に放射状の暗文が

施される O 玉類は、勾玉、小玉の組み合わせで、勾玉 5点、ガラス小玉175点余りが出土している。勾

玉は大きく大小に分かれ、 (4)(5)(6)の大が璃瑠製、(3 )の小がガラス製である O なお、脆弱で図化

できなかったが、(3 )に類似したガラス製勾玉 l点が出土している O ガラス小玉は良く似た法量、色調

で、このうち(7) ~(16) を図化した。鉄剣 (17) は切先を欠くものの、遺存長69.4cmを測り、剣身部の鏑

は不明瞭である O 直角の関部で茎部に目釘孔2を確認する O 全体に鞘、柄木質が遣存する O 鉄鉱(18)~ 

(26)は、鎌身部の平面が長三角形で長さも同様な長頚鎌で、鎌身関部に形態、差が認められる O 茎部に木

質および巻締痕が観察される O

〔その他の出土遺物〕

北側周溝から高杯脚部 2点が35cmほどの距離を置いて出土している O 土器枕に使用された(1)(2)と

接点はないものの同一個体である可能性も考えられる O 内面脚裾部にハケ目が顕著であるかどうかの違

いはあるものの、ともに赤彩されほぼ同じ脚部径で、同様な形態になるとみられる O このうち (32)を図

化した。脚柱部外面工具ナデ、脚裾部内面は成形時の指頭圧痕が顕著である O また、北東裾斜面で壷や

高杯がまとまって出土している O いずれも赤彩され、高杯脚部は同様な形態、法量、調整技法である O

杯部の明瞭な (28)は主体部出土の高杯(1)に比べて口径がやや大きく口縁部付近で強く内管し直立気味

に立ち上がる O 杯底部から口縁部にかけて器壁が(1)より均衡化する O 査(27)は、口縁部逆ハ字状に聞

き、体部は球形化する。
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横枕71号墳(第 5・8・142・160・161図、図版5・13・89・90)

〔位置と現状〕

横枕71号墳は調査区中央やや北側に位置し、南東へ伸びる稜根から南西へ下る斜面、標高33.07~ 

34. 22mに立地する。 E陵東側に広がる水田面からの比高差は18.07mを測る O 北西に70号墳が配置する

lOX 14mの広い平坦面の104m下段に 8X3m程の三角形状の平坦面があり、その平坦面の東側は古道

を挟んでややなだらかな南東斜面となり、さらにその先は急傾斜で谷部へ続く O 南西側は30cm程度の段

をとり、階段状の平坦面へと続く O 調査前の観察では、北側の104m~まどの崖の状況から、斜面高位側

で地山面を大きく掘削して斜面低位側に客土を行い平坦面に造成されているようであるが、それほどの

客土は認められず、わずかに段をとって南側鞍部へ続く O 改変が著しいため、現状では古墳状の地形は

全く認められなかった。旧地形の確認のため掘り下げたトレンチに周溝状の溝を検出したことから、古

墳の存在が明らかとなった。

〔墳丘〕

墳Eは既に上面を大きく削平されており、表土・流土下1O~20cm前後で、墳E面を検出した。盛土は主

体部周辺で、lOcm程度が確認され、北東側の弧状の周溝が古墳の形状を留めており、南西側は崖によって

完全に掘削されていた。弧状の周溝は北側で地山に掘り込まれた幅103m、深さ42cm程度、全体では 3

分の l弱が確認された。周溝の径から、古墳規模は 8m弱の円墳が復元される O 現状で墳正の高さ1.15 

mを測る。
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墳Jii土地形を利用し、主に北側斜面高位に溝を大きく掘削して南側へ盛土し墳Eを造り出していると

みられる O なお、 70号墳との前後関係は捉えられなかったが、 70号墳の南東裾部が71号墳の北側周溝周

辺にくることから、崖面の土層や周溝埋土の状況を考慮すると71号墳が後出であった可能性が考えられ

るO

〔埋葬施設〕

墳丘北側寄りで斜面の傾斜に対し直交方向の軸をもっ埋葬施設 l基を検出した。墓墳はわずかに遣存

する盛土上から地山面を掘り込んでいるが、削平および流失などで南側ほど浅くなる O 平面は隅丸長方

形を呈する O 主軸は斜面の傾斜に直交する N-86
0

- Eをとる O 規模は現状で長さ1.75m、幅56cm、深さ

27cmを測る O 墓墳埋土の断面観察から、明瞭な木棺痕跡は認められなかった。

遺物は、東壁から60cm程離れて鉄剣(1)と玉類、さらにその西側に鉄鉱(2 )が出土している O 玉類は

勾玉 l点と管玉 9点の組み合わせで、墓墳中央部のトレンチ掘り下げ時に管玉 4点が鉄剣の関部付近の

北側で出土しており、玉類は埋葬時の状態をほぼ保ち被葬者の胸部を飾ったと考えられる O よって、東

側が頭位とみられ、鉄剣は被葬者の左側に剣先側を足元へ向け、足元付近には鉄鉱を副葬したと考えら

れる。なお、鉄剣の切先は折れて本体の 5cm東側下位で、検出されている O また、鉄剣の東側に自然石 2

ケが出土しており、位置的には被葬者の頭頂部あたりであるが、通常石枕に用いるような精美な石でな

く不釣合いな三石でもある。流入の可能性も捨てきれず現状では判断し難い。鉄剣(1)は全長48.9mを

測り、剣身の鏑はやや不明瞭、斜角関で茎部に目釘穴 lを確認する O 前面に鞘、柄木質が観察される O

鉄鉱(2 )は鉱身部万子形で長頚銑である O 勾玉(3 )および管玉(4 ) ~ (12)は良質な滑石製で、丁寧に研

磨される O 勾玉は長さ3.2cm、管玉は(8 )が径、長さともやや大きいが、他は径 4mm弱、長さ1. 61~2.0

cmとほぼ同様な作りである O

横枕72号墳(第 5・8・142・162・163図、図版 5・13・91・92・125)

〔位置と現状〕

横枕72号墳は調査区南側の中央部に位置し、玉屋神社北側の標高38mの正陵から西へ延びさらに南西

へ屈曲して下る正陵の変換部、標高33.83~35. 35mに立地する O 三方周囲に古墳が密接し、東側に76号

墳、南側に77号墳、北側に75号墳、やや数m離れた北西に74号墳、南西に73号墳が配置する O 正陵南側

に広がる水田面からのよじ高差は13.73mを測る O 墳頂部を平面L字形の高台としてその周辺は階段状の

平坦面に改変され、特に東側及び南側は高さO.7~lmの段をとり、著しい掘削である。調査前の観察で

は、 72号墳の高まりはある程度地形を反映したものとみられ、古墳の存在が予想されたが、上部はかな

りの削平を受け、東側の著しい削平のため、尾根高位に観察されるべく周溝の存在も認められず、古墳

自体の範囲・規模については全く予想できない状況であった。

〔墳丘〕

墳Eは既に上面を大きく削平されており、表土下1O~20cm前後で、墳丘面を検出した。盛土は主体部周

辺で、lOcm程度が確認され、明確な周溝は認められなかった。東側は崖によって完全に掘削されていた。

第8図の墳正遺存図から主体部を中心として同心円状の等高線が古墳の形状を示しており、明確な周溝

や地山成形の痕跡は認められないものの、古墳規模が15m弱の円墳が想定される O 現状で墳正の高さ

1.52mを測る O

墳Eは正陵変換部の自然地形を利用し、東側の正陵を切り離し、周囲の地山掘削によって造営された

とみられる。周囲の古墳との前後関係は捉えられなかったが、立地や古墳規模から、調査区南側の古墳

において、中心的な存在と推察される O

〔埋葬施設〕

墳E中心部で尾根稜線に対し平行な軸をもっ埋葬施設 l基を検出した。墓墳はわずかに遺存する盛土

-175一



上から地山面をわずかに掘り込んでいるが、削平で深さ17cm程度の遺存である。また、北西側の壁面は

平坦面造成時の段によって掘削される O 墓墳平面は隅丸長方形を呈するとみられる O 主軸はN-660-W

をとる。規模は遺存長2.65m、幅75cm、深さ17cmを測る O 墓墳埋土の断面観察から、木棺痕跡が認めら

れ、第162図の第 3~6 層は裏込め土と考えられる。土層断面から木棺幅は40cm程度と推定される O

遺物は、墓墳西側の床面で、高杯脚部(1)、鉄剣(2 )、玉類が検出された。鉄剣は剣先を北西へ向け

墓墳西側の中央部に、その南西隣に壁面側へ底部を向けた高杯脚部、その10数cm南東に玉類がまとまっ

て出土しており、高杯や鉄剣の周囲でも小玉の出土が認められる。鉄剣や高杯は墓墳検出時にはほぼ露

出しているような状況で、第 2層中から(1)と同一個体とみられる赤彩および暗丈の施された有段高杯

日~35.40m
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3 暗費褐色粘買土

4.灰褐色粘質土

5 暗費褐色粘質土

(地山離を古む)
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第162図 No.12横枕72号墳主体部実測図(8盟 1: 30) 
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の杯部片が出土しており、位置的に土器枕であった可能性も否定できない。高杯(1)は脚部径12.1crnと

大きめで、内面の指頭圧痕もそれほど顕著でなく内外赤彩される O 鉄剣(2 )は茎尻部欠損するが遺存長

34.2crnを測り、剣身部の錆は不明瞭で直角両闘をもち全面に木質が観察される O 玉類は、諸翠製勾玉

( 3 )、水晶製切子玉(4 )、藷翠製不整円玉 (5)~( 7)、碧玉製臼玉 (8)(9) 、ガラス製小玉32点、石製

とみられる小玉13点と多様である。勾玉(3 )、切子玉(4 )はともに片面穿孔で、材質・作りともやや粗

雑な印象である O 特に不整円玉 (5)~( 7)は風化のためか光沢がなく、余材を利用して製作されたよう

に見受けられる。小玉はガラス製の濃紺色と淡青色、石製とみられる灰オリーブ色とに大きく分類で

き、全体的にやや形が歪なものが目立つ。

横枕73号墳(第 5 ・ 8 ・ 142 ・ 164~ 174図、図版 5 ・ 7 ・ 14 ・ 15 ・ 92~96 ・ 126 ・ 127)

〔位置と現状〕

横枕73号墳は調査区南西端に位置し、玉屋神社北側の標高38mの正陵から西へ延びさらに南西へ屈曲

して下り丘陵南の平野部を見下ろす尾根頂部、標高31.77~32. 75mに立地する O 北東の丘陵高位には72

号墳、東側の別尾根側にやや離れて77号墳、 78・79号墳が配置する O 正陵南側に広がる水田面からの比

高差は11.67mを測る O 調査は、古墳のほぼ半分ほどが調査範囲となり、尾根先端側が調査区域外とな

るO 調査前の観察では、 73号墳の周溝を利用し拡張したとみられる平坦面があり、墳頂部とみられる調

査区境界の高台も上部は削平を受けているものとみられ、さらに墳丘は調査区外で南東側は段状に改変

されていた。周溝とみられる凹みの状況から古墳のおおよその規模が予想され、比較的規模の大きな古

墳と推察された。

〔墳丘〕

表土下15~20crn前後で墳正面を検出した。北東側墳正裾部を掘削され、墳正上面も主体部の遣存状況

から大きく削平されていることが判明した。最高所は第2主体部北東側で標高32.75mを測る。盛土お

よび旧地表は墳正北東側の第 l主体部の南西周辺あたりまでは遣存しており、第 2主体部南側では互層

に盛土された状況が観察され、厚いところで、最大53仰が確認された。南西側は崖によって旧地表を含め

墳丘は完全に掘削されていた。遺存する北東周溝底部や墳丘から、古墳の規模15m弱の円墳が想定され

るO 現状で南東裾から墳丘の高さ1.52mを測るが、削平された墳丘上面や南西の調査区域外の状況か

ら、本来さらに 1m近くは高さがあったと推察される O

墳正は南西へ下る正陵頂部の自然地形を利用し、北東正陵高位側に弧状の周溝を大きく掘削して北東

側の丘陵を切り離すことで墓域を設定し、周囲の地山掘削と斜面低位側ほど厚く盛土することによって

墳丘を構築している O

〔埋葬施設〕

墳丘中心部やや北東側で尾根稜線に対し直交する軸をもっ埋葬施設 2基を検出した。 2基の主体部は

盛土上から掘り込まれており墓填底面は旧地表面に達しない。また、ほぼ同様な主軸、平面形態・規模

をもち、第2主体部南西壁が第 l主体部の北東壁を切る重複関係である。

:-:;，欝 :t';:主体書官(第164~ 170図、図版 7 ・ 14 ・ 15 ・ 93~95 ・ 126)

墳丘中央やや北東側で検出した。墓墳は盛土上から掘り込んでいるが旧地表および地山面には達せ

ず、上部削平され深さ最大31crnの遣存で、ある O 墓墳平面は隅丸長方形を呈する O 主体部の主軸はN

47
0

-Wをとる O 規模は長さ3.07m、幅82crn、深さ31crnを測る O 墓墳埋土の断面観察から、木棺痕跡が認

められ、第170図の第1l~17層は裏込め土と考えられる。土層断面から木棺の規模は長さ2.5m程度、幅

40crn弱と推定される O 北西壁側でやや複雑な土層断面となる O

遺物は、銅鏡、鉄万、鉄剣 2点、袋状鉄斧、万子3点、針状鉄製品、現王自製勾玉 2点、現王自製棄玉 l

点、菊翠製薬玉4点、碧玉製管玉25点、ガラス製小玉274点、滑石製臼玉3点、高杯6点、須恵器宣口
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F
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U
E
E

1. 1日色粘国土(位伺色かかる。 0.5~4cm大の地山ブe ロックを含む。 L まる)
2 艦褐色粘質土 (O.5~ 1 cm大の地山フeロック、炭j十を古む)
3 明世相色粘l't，t(2より明。 J白山ブロックを僅かに含む)
4 陥控褐色粘質土 (0.5~2cm大の地山フeロックを古む)
5 灰褐色粘質土(Q.5-2cm大のJ也111ブロック、炭片を含む)
6 明桂樹色村氏土(地山ブロック、炭円を慌かに古む)
7 灰褐色粘tr土(黒褐色11崎、る。 0.5-1聞大の地111フeロックを合む)
8.111禍色粘質土(2より地山ブロックの含みがうL、ない)
9 明控j品色粘i'I土(士山山フロック、炭片を僅かに含む)
10 明位制色粘n土 (9よりぞや崎。地山プロックを僅かに含む。 Lまらない)

11 出色料f1I.(1より明。やや粧褐色かかる)
12 桂褐色粘質土 (1よりぞやH音。 0.5-2cm大の地山プロックを合む。炭片を僅かに古む)

13 桜色粘質土(0.5-4cm大の地山プロック、制色ニこを合む)
14 校色粘質 1，115より地山フロックの含みがうかない)
15 桜色粘質ヒ(1-5cm大の地1I1ブロックを古む。ょくしまる)
16 灰柑色粘質 1:(黒褐色かかる。 3cm丈の地山プロック有)
17 樺色粘質土 (1cm大の地1I1フロック、炭Jiーを僅かに合む)
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縁部、土器細片と、その種類・数ともに豊富である O 高杯は、墓墳両端にそれぞれ高杯3ケを組み合わ

せた状態で出土しており、土器枕と考えられる。高杯脚部を打ち欠き、その杯部を支えるようにして左

右に別の高杯を配置する。土器枕聞は1.62mを測り、高杯の形態から南東側の土器枕が北西側よりやや

古い様相を示す。土器枕聞の両、片側に鉄剣および鉄万を置き、西壁側では刃部を被葬者側へ向けた鉄

万(10)と鉄剣(ll)の切先が5cm程度重なる O 北西側の土器枕の周辺には、北東高杯脚部に銅鏡(9 )、土

器枕から23cm離れて高杯脚部(7)、その両側に須恵器査口縁部(8 )、袋状鉄斧(17)、土器枕のlOcm弱南

東側に勾玉、棄玉が、土器枕を中心として管玉が、淡緑色ガラス小玉は墓壌の北西側半分程度くらいま

での範囲に分布し、特に鉄剣(ll)の剣身部中央周辺に集中する傾向が認められる O おそらく、南東側の

被葬者を埋葬後木棺が形を留めている状態で北西側から追葬したと考えられ、その際に淡緑色ガラス小

玉175点は上半身を中心としてまかれたか、被葬者を覆った布等に縫いこまれたものであった可能性が

あると考えられる O なお、濃紺色の極小ガラス小玉99点は、埋土の水洗中に検出したものが多く、現地

で位置が明らかなのはわずかである O 当初の見落としを含め本来はさらに点数があったと考えられ、淡

緑色ガラス小玉と同様な性格と考えられる。北西側の層序に乱れが一部認められることから、北西小口

側から追葬されたと推測される O 土器枕に使用された高杯 6点は、杯部が有段の(3 )を除き椀形の高杯

で、内面に暗文が施され法量や形態に若干の差が認められる時期の所産で、時期差を求めるには至らな

い。有段の(3 )が法量や段の施し方、脚部などからやや古手の様相が窺え、土器枕の組み方から(1)~ 

( 3 )が (4)~( 7)に比べやや古いと考えられる o (8)は、木棺の中央部と北側枕の北部と三片に分かれ

で出土しており、口縁端部や稜などの特徴からこの地域に須恵器が入ってきた時期のごく初期段階のも

のとみられる o (9)は、外径11.6cmを測る銅鏡である。トレンチ掘削時に外縁を一部破損してしまった

が、全体的に錆化が進んで脆弱となっており、周囲の土ごと取り上げ保存処理を行っている O 鏡背の文

様も、取り上げた時点では明らかとなっておらず、鉦が一方に潰れる O 掲載した実測図もやや略測的な

ものである o X線写真から、外区から鋸歯文、山形文、圏線、斜鋸歯文をめぐらし、蕨手状の文様が展

開する。鉄製品は、鉄万(10)が92.7cm、鉄剣(ll)が88.2cm、(12)が70.5cm、といずれも身が長く大型で

柄には目釘穴と木質が遺存する。万子 3(13~ 15)はいずれも小型で特に (14)は全長3.4cm余りと護身と

。

~二===-~::--=-====，C'.-:--=~

5c皿
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第166園地12横枕73号墳第 1主体部出土遺物実測図(2) 
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いうより日用具である O 鉄鉱の茎部あるいは針状鉄製品(16)は、三本を束ねたような被断面となってい

るO 袋状鉄斧(17)は長さ10.8cm、無肩で平面が短冊形であるが刃部でやや広がり、袋部断面が隅丸方形

である。

勾玉は琉拍製2点以外に同質の破片数点が確認され、 (18)(19)はいずれも丁字頭である O 棄玉 5点

は、琉王自製 l点、菊翠製4点の内訳でこのうち菊翠製2点に綾杉状の文様が線刻される O 碧玉製管玉25

点 (25~49ほか)はいずれも長さ 9. 3~ 13.8問、径4.2~4. 9mm測り、明緑灰色である O ガラス製小玉は径

4. 3~7. 9問、長さ2.2~4. 6mm を測る淡緑色 (53~62ほか)と径1. 7~2. 6mm、長さO.8~2. 2酬を測る濃紺色

(63~72ほか)、滑石製小玉 3 点 (50~52ほか)が見られる O
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第168図 No.12横枕73号墳第 1主体部出土遺物実測図(4 ) 

① 。。 ⑤ @ @ @ 

任ヨ EB ζζB ιD 。 <ID ① 
50 51 52 53 54 55 56 

@ @ @ @ @ ⑤ 

① CID 日 江D CID ① 
57 58 59 60 61 62 

。 。 。 @ 。 。 。 。 。 。
Cコ Gコ (8) 江2

63 64 65 66 。
江ヨ O lCl 

68 69 70 

。
71 。

02cm  

第170図 No.12横枕73号墳第 1主体部出土遺物実測図(6 ) 
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欝:n主体豊富二(第171~ 173図、 図版95・96・1269)

墳正中央やや北東寄りで検出した。第 l主体部の北東壁を切る切り合い関係である O 墓墳は盛士上か

ら掘り込んで、いるが旧地表および、地山面には達せず、上部削平され深さ最大18cmの遣存で、ある O 墓墳平

面は南東側が丸みをもっ隅丸長方形を呈する O 主体部の主軸はほぼ第 l主体部同様のN-48
0

-Wをとる。

規模は長さ2.86m、幅85cm、深さ18cmを測る O 墓墳埋士の断面観察から、木棺痕跡が認められ、第171

図の第 6~1l層は裏込め士と考えられる O 土層断面から木棺の規模は長さ 1.8m程度、幅40cm弱と推定

される。

20cm 

田 高 副

自
己
白
目
的
日
出

H~32.90m 

放男湯亥家

つ 〆〆

」

Hニ32.90m

疹坂参.
l 褐色料l質オ (Z-4cm大の地山様、 ~i褐色土フマロックを含む)
2 暗褐色粘質土

3. I!音黄褐色粘質ゴ

4 黄褐色粘質土

5 暗褐色粘質 l
G 褐色村T質i
7. U音貰褐色枯質土 (1~2cm大の地，1，離を含む)
8. r問責褐色枯質土 (3-5叩大の地，[，際を含む)

9. H古黄褐色枯n土 (3-5cm大の地，IJ喋を含む)

10 黄褐色粘質土 (3-5cm大の地IIII茸を多く含む。しまる)

11. H古賀褐色枯質土

;'Ii 

1m 

第171図 No.l2横枕73号墳第 2主体部実測園(8=1 : 30) 



遺物は、北西小口から70cm離れた西壁沿いで、鉄鉱17点が出土している O 切先を北西小口側に向け横一

列に揃えた状態で、板状のものに乗っていたのか壁面側へ傾斜する。鉄鉱 (73~90) はいずれも長頚鉱

で、鍛身部は多少の形態差は認められるものの三角形状である。茎部は樹皮で巻締められ木質も良好に

遣存していた。頭位は鉄鉱の副葬状況から北西側と推定される O
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5cm 

第172図 Nα12横枕73号墳第2主体部出土遺物実j則図 (1) 
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82 83 

〔その他の出土遺物〕
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第173図 No.1Z横枕73号墳第 2主体部出土遺物実測図(2 ) 

IOcm 

第174図 No.1Z横枕73号墳出土遺物実測図

~g~ 

一。

90 

5cm ー l

北東側周溝の表土中から須恵器杯身(93)が出土している。 73号墳の北東側斜面高位は畑作に伴う改変

が著しく、 72号墳の裾に展開する77号墳の遺物である可能性が大きい。 (93)は口縁部が細長く内傾し、

先端は先細りとなる。底部内面に当て工具痕の円弧文が観察される O

横枕74号墳(第 5・8・142図、図版5・96・97)

〔位置と現状など〕

横枕74号墳は調査区中央やや南の西端に位置し、玉屋神社北側の標高38mの丘陵から西へ延び、る尾根

頂部を占拠する72号墳北西裾部に位置する。一帯は後世の畑作による耕作溝をはじめ大きく改変を受け

ており、尾根高位側に弧状の溝がわず、かに遣存する状態である。溝の西側は耕作土下は地山であり、埋

葬施設や盛土は検出されなかったものの周囲の状況から古墳の周溝と判断した。遺存する周溝は断面図

から標高33.06~33. 52mを測り、深さ46cmが確認される。正陵南側に広がる水田面からの比高差は

12.96mを測る O 調査前の観察では、 72号墳の西側はなだらかな斜面となっており、古墳状の高まりは

全く認められなかった。表土を除去した段階で、周溝が検出され埋土は黒褐色粘質土が基調である O 周

溝はやや角張るものの弧状を呈しており、径 8mほどの円墳と推察される。

遺物は表土および耕作溝から須恵器査もしくは警の体部 2片が出土している O

188 



繍枕75号墳 (第 5. 8 . 143園、図版 5.97) 

[位置と現状など]

横枕75号噴は調査区中央やや南の車端に位置し、玉屋神社北側の標高38mのE陵から西へ延びる尾棋

頂部を占拠する72号墳北裾部に位置する。一帯は後世の畑作による階段状の改変を大きく受けており、

尾根高位側に弧状の構がわずかに遣存する状態である。溝の北東側は大きく段状に掘削されている。埋

葬施設は検出されなかったものの南側に盛土とみられる暑が一部認められることや周囲の状況から古墳

の周構と判断した。理存する周溝は標高32.82-33印mを測り、深さ78crnが確認されるE陵南側に広が

る水田面からの比高差は13.5mを測る。調査前の観察では、 72号墳の北側は苔部へ続く斜面となってお

り、古噴状の高まりは認められなかった。周溝は斜面高位の南東側ほど探くなる傾向が認められ、弧状

に遺存する状況から径10mほどの円境と推察される。遺物は出土 Lなかった。

様枕76号墳 (第 5.8.143.175.176園、図版 5.98'127)

[位置と現状など〕

横枕76号墳は調査区南東端に位置し、玉屋神社北側の標高38mの丘陵から西へ延びる尾根の稜線上よ

りやや南斜面倒に立地する。西側の尾根頂部には72号噴が占拠し、南側尾根下位に78、79号墳が位置す

る。東側半分強は調査区域外である。 72号墳との境界付近にわずかに東側へ弧を描〈構が検出され、明

確な埋葬施設や盛土は確認されなかったものの、周囲の状況から古墳の周溝と判断した。一帯は後世の

畑作による階段状の改変を大きく受けており 、72号噴の高まり叫東は10m四方弱の平坦地に改聖されて

いた。遺存する周溝は標高34.10-34.15mを世l旬、深さ 5聞が確認される。丘陵商欄に広がる水田面か

らの比高差は14.05叩を測る。周溝は耕作土下で検出され、周囲の地形や弧状に遣存する周溝から径15

mほどの円墳であった可能性が考えられる。

[出土遺物〕

古墳中心部よりやや南西寄りの地山面で高杯(I )が出土している。脚部を西へ向け杯部内面は東側へ

傾けた状態であった。主体部の遺物である可能性もあり周辺の精査を行ったが検出に及ばなかった。出

土状況から撹乱による二次的な出土とは考え難〈、出土位置や時期的なことを考慮すると土器枕であっ

た可能性も考えられる。(1)は赤彩された有段高杯で、杯部は探く大きく外反する形態である。脚部は

裾部で強く屈曲して大きく聞く。杯部内面には底面に一方向、口縁部は放射状の暗士を施す。

」輸 1
笠三笠星空

務妨勿~. """ 
缶画面画面画面直面画面画面画面d

第175図 出12構枕76号墳積頂部
土器凶土状況実訓図
(S ~ 1 : 20) 

。 ， .. 

第176岡 地12慣祉76号鳩墳頂部出土壇物実剖図
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横枕77号墳(第 5・8・143・177図、図版 5・98・99・127)

〔位置と現状、墳丘など〕

横枕77号墳は調査区南端に位置し、玉屋神社北側の標高38mのE陵から西へ延びる尾根頂部を占地す

る72号墳の南裾部に立地する O 東隣に78、79号墳が、西側 5mに73号墳が配置する O 南端は 1m余りあ

る段で掘削され、調査区域外でもある。調査前の観察では、一帯は後世の畑作による階段状の改変を大

きく受けており、 72号墳の南西側に15X18m程の平坦面があり、東側にも30cmほどの段をとって同様な

平坦面が広がる O 旧地形の確認トレンチによって、これらの平坦面は尾根高位側を掘削して低位の南側

に客土することで造成されでおり、 トレンチ掘り下げによって周溝と旧地表面および盛土を確認した。

周溝は北西側の約 3分の l程度が検出され、中央西側一帯で旧地表面と最大25cmの盛土を確認した。埋

葬施設は検出されなかった。現状で古墳の標高は32.33~33. 75m、高さ1.4mを測る O 丘陵南側に広が

る水田面からの比高差は13.65mで、ある O 弧状に遺存する周溝から径12mほどの円墳であったと推察さ

れる O

〔出土遺物〕

遺物は、表土および周溝埋土から壷斐の胴部片を主体とする須恵器片20点余りが出土している O この

うち比較的遺存良好な(1~ 3)を図化した。杯蓋(1)は古墳中央やや南一帯の表土から細片となって出

土しており、稜やや甘く口縁部も短く外傾するものの、端部は内傾する段の名残りが認められる O 杯身

( 2 )は77号墳東側の段斜面表土中から出土したもので、口縁端部は丸く納め、天井部 2分の l下半をヘ

ラ削りする。壷口縁部(3 )は端部で上下に肥厚して屈曲する端面を持ち、頚部外面にカキ目を施す。

ト1ヘτ トコf
-」二J2

第177図 No.12横枕77号墳表土出土遺物実測国

横枕78号墳(第 5・8・143・178図、図版 5・99・127)

〔位置と現状、墳丘など〕

IOcm 

横枕78号墳は調査区南東端に位置し、玉屋神社北側の標高38mのE陵から西へ延びる尾根の稜線から

南へ下った標高32.65~33. 09mに立地する O 尾根高位に76号墳が、下位の南側には79号墳が重複する O

西隣には77号墳が配置する O 南側は 1m余りある段で完全に掘削され、東側は調査区域外となる。調査

前の観察では、一帯は後世の畑作による階段状の改変を大きく受けており、 6Xllm程の平坦面とな

るO 調査区東端に掘り下げた旧地形の確認トレンチによって、平坦面は尾根高位側を掘削して低位の南

側に客土することで造成されており、周溝と盛土の一部を確認した。周溝は北西側の約 4分の l程度が

検出され、その周溝南側一帯で最大18cmの盛土を確認した。埋葬施設は検出されなかった。 79号墳とは

かなりの部分重複するが、土層断面から79号墳が後出と考えられる O 丘陵南側に広がる水田面からの比

高差は12.99mで、ある O 弧状に遺存する周溝から径10mほどの円墳であったと推察される。

-190一



〔出土遺物〕

遺物は、北西周溝埋土から土師器大型の壷口縁部(1)が出土している O 厚手の複合口縁部で、口縁上

端でやや外方に屈曲し角張って平担面を持つ。下端部はわずかに下垂する程度で凸帯状とならない。外

面にハケ目痕を観察する。

、、

10cm 一一 」 ー l 

第178図 No.l2横枕78号墳周溝出土遺物実測図

横枕79号墳(第 5・8・143・179図、図版 5・99・127)

〔位置と現状など〕

横枕79号墳は調査区南東端に位置し、玉屋神社北側の標高38mの丘陵から西へ延びる尾根の稜線から

南へ下った標高32.22~32. 83mに立地する O 尾根高位に76、78号墳が、西隣には77号墳が配置する O 南

側を 1m余りある段で掘削され、東側は調査区域外である O 調査前の観察では、一帯は後世の畑作によ

る階段状の改変を大きく受けており、 6Xllm程の平坦面となる O 調査区東端に掘り下げた旧地形の確

認トレンチによって、平坦面は尾根高位側を掘削して低位の南側に客土することで造成されており、 78

号墳北側周溝のO.5~ 1 m 南側に弧状の溝が確認された。 78号墳と大きく重なり、盛土や明確な埋葬施

設は確認されなかったものの、周囲の状況から古墳の周溝と判断した。周溝は北西側の約 5分の l程度

が検出され、深さ最大61cmを測る o 78号墳とはかなりの部分重複するが、土層断面で確認した限りでは

79号墳が後出と考えられる O 丘陵南側に広がる水田面からの比高差は12.12mである O 弧状に遺存する

周溝から径 8mほどの円墳であったと推察される O

〔出土遺物〕

遺物は、第143図78・79号墳墳丘断面図第 8層から須恵器蓋(1)が出土している O 南側斜面に掻き出

された土層中の遺物であるが、 79号墳の周溝遺物である可能性が大きい。(1)は口径9.8cmと小型で、

口縁部と天井部を介する稜はなく、天井部はヘラ削りされるが中心部のヘラ起し痕を残す。口縁端部を

外方に摘み出し内傾する段を有する O

「六
。lOc皿

一一

第179園地12横枕79号墳出土遺物実測図



2固その他の遺構、出土遺物の調査

No，12 SK-Ol (第 8・180図、図版100)

調査区中央部の鞍部北側、標高31.72~32. 44mに位置する。北

東にSK-02が配置する。調査前の観察では、鞍部一帯は後世の畑

作により尾根の東西を埋め立てて平坦面を造り出しているが、わ

ずかに微地形が観察される。 SK-01が立地する北側尾根から鞍部

へ下る傾斜変換部は高位側を平坦面造成のための段により掘削さ

れており、 SK-01の上面もかなりの部分上部を削平されている可

能性が大きい。平面は隅丸方形状を呈し、主軸はN-71
0

-Wを振

るO 規模は長辺76cm、短辺九cm、深さ31cmを測る O 断面は不整な

台形状で、底面中央に径18cm、深さ35cmの小ピットがあり、検出

面から最深66cmを測る。埋土は 6層に分かれ、第 5・6層は底面

から立ち上がる様相を示す。遺物は何も出土しなかった。落とし

穴と考えられる O

H~32，50m 

1. Ri音褐色粘質土(シルト質)

2 灰褐色粘質土(やや貰褐色かかる。 O.5cm大の黄
色地山プロックを古む)

3 灰褐色粘質土(， -8c皿大の黄色地山ブロック
を含む。シルト質)

4 黒褐色粘宜土 (O.5cm大の貫色地山フロック、灰

褐色土を含む)
5 黒褐色粘質土 (5より暗。 O.5cm大の黄色地山プ

ロックを含む)

6 黒褐色粘質土 ("5より暗)

No，12 SK-02 (第 8・181・182図、図版100・101・127. 128) 

調査区中央部の鞍部北側、標高32.28~32. 57mに位置する O 西

にSK-01、東にSK-03が配置する O 調査前の観察では、鞍部一帯

は後世の畑作により尾根の東西を埋め立てて平坦面を造り出して

いるが、わずかに微地形が観察される。 SK-02が立地する北側尾

根から鞍部へ下る傾斜変換部は高位側を平坦面造成のための段に

より掘削されており、 SK-02の上面もかなりの部分上部を削平されている可能性が大きい。また、 71号

墳の南裾周辺にもあたり、古墳との関連も考慮に入れる必要がある O 遺存する北~南西側の壁面の状況

「

同
U
U
N
白
色
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J
 L 

第180図 NoJ2 SK-01実測図
(S = 1 : 30) 

¥ 
¥ 
/ 

同
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色
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ー

H~32，80m 

1 暗褐色粘質土(貴褐色かかる。 O.3cm大の賞色地山ブロックを僅かに含む。灰褐色土を色、む)

2 褐色粘質土(費褐色かかる。 3cm大の地山楳を含む)

第181図 NoJ2 SK-02実測図(S= 1 : 20) 
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から平面は楕円形状を呈すると見られ、主軸はN-63
0

-Eを振る。遺存規模は長軸143cm、短軸86cm、深

さ15cmを測る O 断面は皿状で、底面はやや凹凸が見られる O 埋土は 2層に分かれ、大部分は第 I層暗褐

色粘質土であり土器も第 l層中から出土している O

遺物は、土坑の中心部に集中しており、北側では上層からの転落の可能性もあるが15cm大の地山の角

蝶が出土している O 土器は高杯 7点と中型の壷 l点から成り、赤彩される O 査は土坑の中心部分、査の

南西側に椀形高杯(2・3)とワイングラス形高杯(9 )、北東側に有段高杯(4~ 7)が配置している O 高

杯は杯部と脚部が分かれた状態のものが目立ち、高杯ごとにまとまりがみられることからこの地で破砕

されるなど一括廃棄されたと考えられる。査(1)は口縁部外傾し先細りとなる。体部は球形で、外面ハ

ケ目、内面肩部および底部指頭圧痕が顕著で中央部はヘラ削りする O 高杯(2)(3)は全体的にやや器高

が低く厚手の椀形高杯で、脚柱部が太く短いわりには脚裾部の屈曲がやや弱い。(9 )は有段高杯と椀形

高杯の折衷型のような形態で、有段高杯の口縁部を内側に脅曲させたものである O 有段高杯(4~ 7) 

は、(4 )がやや小形で杯部中央部が膨らみ口縁部で外方へ短く屈曲するなどやや椀形高杯を意識したよ

うな形態であるのに対し、 (5~ 7)は杯底部から屈曲して外方へ大きく聞き、脚部もそれに合わせて底

径が大きい。なお (2~ 6)は杯部内面に赤彩後の暗文二段が観察される O 脚部(8 )は唯一脚部のない

(7)とは別個体とみられ、 SK-02の脚部の中では一番の小型で、ある O

NO.12 SK-03 (第 8・183図、図版100・101)

調査区中央部の鞍部北側、標高31.46~32. 37mに位置する O 北西にSK-02、南東にSK-04が配置す

るO 調査前の観察では、鞍部一帯は後世の畑作により尾根の東西を埋め立てて平坦面を造り出している

が、わずかに微地形が観察される o SK-03が立地する北側尾根から鞍部へ下る傾斜変換部は高位側を平

坦面造成のための段により掘削されており、 SK-03の上面もかなりの部分上部を削平されている可能性

がある O 平面は楕円形を呈し、主軸はN-69
0

- Eを振る O 規模は長軸85cm、短軸78cm、深さ86cmを測る。

断面は不整なU字状で、中位で段をとって垂直気味に立ち上がる。埋土は 9層に分かれる O 遺物は何も

出土しなかった。

NO.12 SK-04 (第 8・184図、図版100. 101) 

調査区中央部の鞍部北側、標高31.48~32. 30mに位置する O 北西にSK-03、南西にSK-05が配置す

るO 調査前の観察では、鞍部一帯は後世の畑作により尾根の東西を埋め立てて平坦面を造り出している

が、わずかに微地形が観察され、 SK-04は北側尾根から鞍部へ続く稜線からやや東側谷部へ下った斜面

に立地する O 平面は楕円形を呈し、主軸はN-73
0

- Eを振る O 規模は長軸86cm、短軸77cm、深さ88cmを

測る O 断面はU字状である O 埋土は10層に分かれる O 遺物は何も出土しなかった。断面の形状はやや異

なるもののSK-03とほぼ同様な平面、法量である O

NO.12 SK-05 (第 8・185図、図版100・102)

調査区中央部の尾根鞍部のやや北側、標高31.02~32. 50mに位置する O 南西にSK-06が配置する O 調

査前の観察では、鞍部一帯は後世の畑作により尾根の東西を埋め立てて平坦面を造り出しているが、わ

ずかに微地形が観察され、 SK-05、SK-06の周辺部がやや小高くなっている O 平面は楕円形を呈し、主

軸はN-15
0

-Wを振る O 規模は長軸100cm、短軸90cm、深さ150cmを測る O 断面は逆台形状である O 底平

面がやや角張る隅丸方形状となり、壁面は中位までほぼ垂直で、あるが上位でやや聞いて立ち上がる O 埋

土は10層に分かれる O 遺物は何も出土しなかった。
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l 晴氏褐色粘質土

~ 

H ~32.50m 

50cm 
匡E高高高石亘益面函函亘高司

Z 暗黄褐色粘質土(品、褐色土小ブロック、責褐
色地山喋ノj、ブロックを古む)

3.11官褐色粘質士(赤褐色 lニノj、フロック、黄褐色
地山際小フ"ロックを含む)

4. A音褐色粘質土 (.1より暗。茶褐色土ブロック、
黄褐色士プロックを含む)

5. 褐色粘質土(黄褐色 iブロックを青む)
6 茶褐色粘質 i
7. 暗褐色枯質土(黄褐色土ブロックを含む)
8 陪黄褐色粘質1
9. 褐色枯質 I

第183図 NoJ2 SK-03実測図
(s= 1 : 30) 

1ッ~

(r~一\ヘ

H~32.40m 

坊でで--7ZZ

1. ~~灰褐色粘質ゴ

50cm 
回日高五高温亘面画昌国

(黄褐色:土ブロックを僅かに含む)
2 晴褐色粘質土

(黄褐色土ブロック、暗灰色土ブロックを古む)
3 暗黄褐色粘質土
4 茶褐色粘質土
5 褐色粘質土
6. U音責褐色粘質土(赤褐色地山プロックを含む)
7 褐色粘質土(明黄褐色土ブロック、赤褐色地山

ブロックを含む)
8 階褐色粘質土(黄褐色土プロックを含む)
9 茶褐色粘質土

10 茶褐色粘質土

第184図 NoJ2 SK-04実測図
(s= 1 : 30) 

NO.12 SK-06 (第 8・186図、図版100・102)

グ可f

H~32.60m 

05Jcrn  

I. U昔灰褐色粘質士 (1cm大の黄褐色際点在)
Z 褐色枯質土
3 褐色粘質土
4. 陪褐色枯賀土
5 日告黄褐色粘宜上
6.褐色粘質土(黄褐色1プロ y クを含む)
7 暗黄褐色粘質j

(5より暗。黄褐色仁フロックを含む)
8 責褐色粘質土
9 暗褐色枯質土(貰褐色ゴブロックを舎む)
10 茶褐色粘質 i

第185図 NoJ2 SK-05実測図(s=1 : 30) 

調査区中央部の尾根鞍部のやや北側、標高31.05~32. 50mに位置する O 北東にSK-05が配置する。調

査前の観察では、鞍部一帯は後世の畑作により尾根の東西を埋め立てて平坦面を造り出しているが、わ

ずかに微地形が観察され、 SK-06、SK-05の周辺部がやや小高くなっている。平面は隅丸長方形を呈

し、主軸はN-85
0

-Eを振る O 規模は長軸110cm、短軸85cm、深さ143cmを測る O 断面は不整な逆台形状

で、東壁が底面やや上位で段をとりほぼ垂直に立ち上がる O 底面中央やや西寄りで不整な楕円形の小

ピットを検出した。長径29cm、短径22cm、深さ48cmを測る。埋土は 9層に分かれる。遺物は何も出土し

なかった。

NO.12 SK-07 (第 8・187図、図版100・102)

調査区中央部の尾根鞍部のやや北側、標高30.75~32. 25mに位置する。東にSK-06が配置する。調査

前の観察では、鞍部一帯は後世の畑作により尾根の東西を埋め立てて平坦面を造り出しているが、わず、

かに微地形が観察され、 SK-05、SK-06の周辺部がやや小高くなっており、そこからやや西へ下った斜

面にSK-07は立地する O 平面は不整な楕円形を呈し、主軸はN-24
0

-Wを振る。規模は長軸115cm、短軸

103cm、深さ149cmを測る O 断面は中位がやや膨らんだ逆台形で、底平面が隅丸方形となる O 埋土は 8層

に分かれる。遺物は何も出土しなかった。
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日=32.60m 

05Ocm  

l 晴灰褐色粘質土
2 暗灰褐色粘質土 (3より暗)

3 暗灰褐色粘質土(暗黄褐色土ブロックを含む)
4 責褐色粘質土
5 黒褐色粘質土
6 暗貴褐色粘質土(褐色土ブロックを吉む)
7 暗褐色粘質土
8 褐色粘宜土
9 晴褐色粘質土(貴褐色地山諜ブロックを多く含む)

第186園地12SK-06実測図 (S=1 : 30) 

H=32.40m 

05Jcm  

1 暗褐色粘質土(黒褐色土ブロックを吉む)
2 暗褐色粘l~土 (1 より明。長片を僅かに含む)
3 褐色粘質土(粘質強。ややLまる)
4 褐色粘質土 (3より明。赤控色土ブロックを僅かに含む)
5 褐色粘質土(赤程色かかる。赤控色土を吉む)

第188図 No.12 SK-08実測図(S= 1 : 30) 

立=32.40m 

05Ocm  

1 暗褐色粘質土
(暗灰色土フロック、肯褐色土ブロックを古む)

2 褐色粘質土
3 褐色枯質土 (2より暗。黄褐色土ブロックを吉む)
4 暗貴褐色粘質土
5 晴責褐色粘質土(4より暗。陪褐色土ブロック、明黄

褐色土ブロック、赤褐色土ブロックを含む)

6. "音褐色粘質土(黄褐色土ブロックを吉む)
7 費褐色粘質土
8 費褐色粘質土(蔀褐色土ブロックを古む)

第187図 No.12 SK-07実測図(S= 1 : 30) 

H=32.50m 

05Oc皿

l 黒褐色粘質土(暗褐色土を僅かに含む)
2.黒褐色粘質土(黄褐色土を憧かに含む)
3 暗褐色粘質土(黒褐色土を憧かに官む)
4. 暗褐色粘質上(黒褐色ょを{草かに宮む。枯質あり)
5 陪褐色粘質土(黄褐色かかる)
6. 暗褐色粘質土(4より明)
7 暗褐色粘質士 (6より暗。ややしまる)
8.褐色粘質土(黄褐色かかる。粘質あり)
9 褐色粘質土(8より暗。粘質強)

第189図 No.12 SK-09実測図 (S= 1 : 30) 



No，12 SK-08 (第 8・188図、図版100・103)

調査区中央部の尾根鞍部の南西側、標高31.46~32. 26mに位置する。東側にSK-1O~20の土坑群が配

置する O 調査前の観察では、鞍部一帯は後世の畑作により尾根の東西を埋め立てて平坦面を拡張してお

り、 SK-08は稜線からやや下った立地であるが、周辺は南北方向の 3条の耕作溝が掘り込まれるなど畑

作の撹乱を受けた地帯であり、 SK-08の上部もわずかながら削平されていると考えられる O 元々は、南

から下る尾根筋と鞍部との屈曲部辺りの立地と考えられる。平面は不整な楕円形を呈し、主軸はN-

22
0

-Wを振る O 規模は長軸152cm、短軸100cm、深さ81cmを測る。断面は北壁が上位で屈曲して立ち上が

るものの壁面が垂直気味に立ち上がる逆台形で、底面は平坦である O 埋土は 5層に分かれる。遺物は何

も出土しなかった。

No，12 SK-09 (第 8・189図、図版100・103)

調査区中央部の尾根鞍部、標高31.67~32. 43mに位置する。周辺にSK-1O ~20の土坑群が配置する。

鞍部一帯は後世の畑作により尾根の東西を埋め立てて平坦面を造成しており、 SK-09は平坦面の中央南

よりであるが、元々はほぼ稜線上で、南から下る尾根筋と鞍部との屈曲部辺りの立地と考えられる。平

面は楕円形を呈し、主軸はN-22
0

-Wを振る O 規模は長軸10lcm、短軸70cm、深さ75cmを測る。断面は不

整なU字状で、北壁に凹凸がみられる O 底面はやや隅丸長方形の様相を示す。埋土は 9層に分かれる。

遺物は何も出土しなかった。

No，12 SK-l0 (第 8・190図、図版100・103)

調査区中央部の尾根鞍部、標高31.08~32. 44mに位置する。北東側にSK-09をはじめSK-1O ~20の土

坑群が配置する。鞍部一帯は後世の畑作により尾根の東西を埋め立てて平坦面を造成しており、 SK-lO

は平坦面の中央南寄りであるが、元々はほぼ稜線上で、南から下る尾根筋と鞍部との屈曲部辺りの立地

と考えられる O 平面はやや不整な円形を呈し、規模は長軸75cm、短軸九cm、深さ133cmを測る4断面は

やや不整な逆台形で、底面から急傾斜で立ち上がり上面付近で屈曲してやや緩やかとなる O 埋士は 8層

に分かれる。遺物は何も出土しなかった。

No，12 SK-ll (第 8・191図、図版100・104)

調査区中央部の尾根鞍部の南東、標高30.66~31. 99mに位置する O 西側にSK-16をはじめSK-1O ~20

の土坑群が配置する。鞍部一帯は後世の畑作により尾根の東西を埋め立てて平坦面を造成しており、

SK-11は平坦面の南東であるが、元々は南から下る尾根筋と鞍部との屈曲部辺りで、鞍部からE陵東側

の谷部へやや下る斜面の立地である O 平面はやや不整な楕円形を呈し、主軸はN-15
0

- Eを振る O 規模

は長軸97cm、短軸83cm、深さ131cmを測る。断面はわずかに袋状で、中位で狭まる形状である。埋土は

5層に分かれる O 遺物は何も出土しなかった。

No，12 SK-12 (第 8・192図、図版100・104)

調査区中央部の尾根鞍部の南、標高31.98~32. 54mに位置する。北側斜面下位にSK-09~20の土坑群

が配置する O 鞍部一帯は後世の畑作により南北尾根筋を掘削して尾根東西を埋め立てて平坦面を拡張し

ており、 SK-12は平坦面の南端であるが、元々は南から下る斜面に立地しており、平坦面造成の折、上

部をかなり削平されたとみられる O 平面はやや不整な楕円形を呈し、主軸はN-24
0

-Wを振る。規模は

長軸76cm、短軸39cm、深さ54cmを測る。断面は南側がやや角をとって底面から立ち上がる不整なU字状

である。埋土は 5層に分かれる O 遺物は何も出土しなかった。
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十チミ与

ロ
1-1 = 32.50m 

O 50cm 
E 五五五五高画面面高田

1 暗灰褐色粘u土
2 暗褐色粘質一I
3 暗黄褐色粘質士
4. B音黄褐色粘賀土

(日音灰褐色土フロックを僅かに古む)
5 黄褐色粘質土
6 暗褐色粘質土(黄褐色土プロックを含む)
7 暗貰褐色粘質土(黄褐色土フロックを含む)

8.黄褐色粘質土

l 暗灰褐色粘質土
2 暗褐色粘質土
3 暗褐色粘質土

1-1 = 32.l0m 

O 50cm 
......... 直面面面画面司

(2より階。 黄褐色土フロックを含む)

4. U音黄褐色粘質士(貰褐色土ブロックを含む)
5 暗黄褐色粘質土(4より明。暗灰褐色土ブロッ

ク、明黄褐色土ブロックを含む)

-~コ
1-1= 32.60皿

50cm 
匡面画面扇面畠亘畠面画百

1 灰褐色粘質土 L畢褐色土を僅かに含む)
2 暗褐色枯質土

(黒褐色 jニブロック、黄褐色土を含む)
3. B音褐色粘質土 (2より暗。枯質強)
4 暗褐色粘質土 (3佃大の黄色地山プロック、責

褐色土を含む。炭片を僅かに含む)
5 晴貴褐色粘質土(粘質強。よく混じった土)

第192図 No12 8K-12実測図
(8= 1 : 30) 

第190図 No.12 8K-10実測図
(8= 1 : 30) 

第191図 No12 8K-11実測図
(8= 1 : 30) 

1-1 = 33.l0m 

。 50cm 

l 灰樹色粘質士(混じり物なし)
2 灰褐色粘質土 (1より明。暗褐色かかる)
3 灰褐色粘質士(j.2より暗。黒褐色かかる)
4 灰褐色粘質土

(5に似る。 1cm大の黄色地山フロック有)
5 灰褐色粘質士 (6より階。費褐色かかる。 1cm 

大の黄色地山ブロックを含む)
6 灰褐色粘置土 (5より明。費褐色かかる。 4cm 

大の黄色地1[1ブロックを含む)

1-1 = 32.40m 

。 50cm 
匝ーーーーーー毎亘亘扇面否嗣

l 黒褐色粘質土
2. B音灰褐色枯質土
3 褐色粘質土(貫褐色土ブロックを含む)
4 淡黄褐色粘質 1-
5.茶褐色粘質土
6 日目褐色粘質土(黄褐色土ブロックを含む)

7 黄褐色粘質土
8 暗黄褐色粘質土(淡黄褐色土ブロックを含む)

9 黄褐色粘置土

第193国防，.128K-13実測図(8=1 : 30) 第194図 No.12 8K-14実測図 (8=1 : 30) 
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NO.12 SK-13 (第8・193図、図版100・104)

調査区中央やや南側、南から下る尾根斜面、標高32.06~32. 96mに立地する。北西斜面下位にSK-12

が配置する O 周辺は南から下る尾根筋と鞍部との境界の緩やかな斜面で、後世の鞍部平坦面造成の折、

掘削された段差が東西に延びる o SK-13は段部分にあたり、上部削平を受けているものとみられる。平

面は不整な形を呈し、規模は長軸76cm、短軸63cm、深さ85仰を測る。断面はU字状で、埋土は 6層に分

かれるが、上面近くの第 1・2層は後世の撹乱とみられる O 遺物は何も出土しなかった。

No目12 SK-14 (第 8・194図、図版100・105)

調査区中央部の尾根鞍部の南東、標高31.1O~32. 28mに位置する。北側にSK-09~20が展開する。鞍

部一帯は後世の畑作により尾根の東西を埋め立てて平坦面を造成しており、 SK-14は平坦面の南東に位

置するが、元々は南から下る尾根筋と鞍部との屈曲部辺りで、鞍部尾根筋より東側の谷部寄りの立地で

ある。平面は不整円形を呈し、規模は長軸85crn、短軸72cm、深さ115cmを測る O 断面は壁面に凹凸が見

られるもののU字状で、底平面は角をとって隅丸方形状となる。埋土は 9層に分かれる O 遺物は何も出

土しなかった。

NO.12 SK-15 (第 8・195図、図版100・105)

調査区中央部の尾根鞍部の南東、標高31.24~32. 15mに位置する。東側に位置するほぼ同様な形態・

法量のSK-16の西壁を切る。周囲にSK-09~20が展開する。鞍部一帯は後世の畑作により尾根の東西を

埋め立てて平坦面を造成しており、 SK-15は平坦面の南東に位置するが、元々は南から下る尾根筋と鞍

部との屈曲部辺りで、鞍部尾根筋より東側の谷部寄りの立地である。平面は不整円形を呈し、規模は長

軸90crn、短軸88crn、深d-91crnを測る O 断而は壁而中位より tで凹凸が見られるものの不整な逆台形であ

る。埋土は 7層に分かれる。遺物は何も出土しなかった。

NO.12 SK-16 (第 8・195図、図版100・105)

調査区中央部の尾根鞍部の南東、標高31.22 

~32.14mに位置する O 西側に位置するほぼ同

様な形態・法量のSK-15に西壁を切られる。周

囲にSK-09~20が展開する。鞍部一帯は後世の

畑作により尾根の東西を埋め立てて平坦面を造

成しており、 SK-16は平坦面の南東に位置する

が、元々は南から下る尾根筋と鞍部との屈曲部

辺りで、鞍部尾根筋より東側の谷部寄りの立地

である O 平面は不整円形を呈し、規模は長軸85

cm、短軸も復元85cm、深さ92仰を測る。断面は

壁面に凹凸が見られるものの不整な逆台形であ

るO 埋土は 9層に分かれる。遺物は何も出土し

なかった。

九
九

l 暗灰褐色粘質土
2 黒灰色粘質土(黄褐色土ブロックを吉む)
3 黄褐色粘質土
4. S音褐色粘質土(黄褐色土ブロックを含む)
5 黄褐色粘質土(暗褐色土プロックを含む)
6.暗褐色粘質土
7 黄褐色粘質土
8.暗黄褐色粘質土
9 黄褐色粘質土

10 黒褐色粘質土
I!. 暗褐色粘質土

H~32.30m 

1m 

12 褐色粘質土(淡貰褐色土ブロックを古む)
13 暗貴褐色粘質土
14 暗褐色粘質土(淡費褐色土ブロックを古む)
15 費褐色粘質土
16. 暗賛褐色粘質土 (]3より暗。淡黄褐色土

ブロックを多〈含む)

第195図 No.12 SK-15・16実測図(S=1 : 30) 
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No.12 SK-17 (第 8・196図、図版100・105)

調査区中央部の尾根鞍部のやや南束、標高30042~320 27mに位置する O 西側のSK-18をはじめ南側に

SK-09~20が展開する O 鞍部一帯は後世の畑作により尾根の東西を埋め立てて平坦面を造成しており、

SK-17は平坦面の南東寄りに位置するが、元々は南から下る尾根筋と鞍部との屈曲部辺りで、鞍部尾根

筋より東側の谷部寄りの立地である O 平面は楕円形を呈し、主軸はN-45
0

-Eを振る O 規模はNo12調査

区で検出した土坑のうち最大で、長軸143cm、短軸131cm、深さ182cmを測る O 断面は東壁面に凹凸が見

られるもののU字状で、小さな底面からすり鉢状に立ち上がる形状である O 埋土は13層に分かれる。遺

物は何も出土しなかった。

No.12 SK-18 (第 8・197図、図版100・106)

調査区中央部の尾根鞍部、標高32003~320 35mに位置する O 下位にSK-19・20が重複する O 北東側の

SK-17をはじめ周囲にSK-09~20が展開する O 鞍部一帯は後世の畑作により尾根の東西を埋め立てて平

¥γ 

、¥

与 /

a 

H~32.40m 

¥J 
Iγ 

V 

J
 

一一
a

b 
H~32.40m 

b' 

。 1m
l 陪灰褐色粘質土

2 黒褐色粘質ヰ

3. U青褐色粘質土(黒褐色1ブロックを含む)

4 暗褐色粘質土 (3. より崎。 O.5cm大の地山際点花)

5.暗褐色粘質ヒ(黄褐色土ブロックを古む)

6 暗黄褐色粘質土(貫褐色土ブロックを含む)

7 黄褐色粘質土(暗褐色土プロックを古む)

8 淡黄褐色粘質士

9 淡黄褐色枯質土

10 陪黄褐色粘質土

11 暗褐色粘質土(黄褐色士ブロックを古む)

12 暗黄褐色粘質土

13 晴褐色粘質土(黄褐色土ブロックを含む)

l 黒褐色粘質土
2 暗灰褐色粘質土

3 時黄褐色粘質士

50cm 
旨亘量扇面逼逼毎這五五量五百

第196図 No.12 8K-17実測図(8=1 : 30) 第197園 地128K-18実測図(8= 1 : 30) 
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坦面を造成しており、 SK-18は平坦面のほぼ中央部に位置するが、元々は南から下る尾根筋と鞍部との

屈曲周辺部でほぼ稜親上の立地である O 平面はやや不整な楕円形を呈し、主軸はN-47
0

- Eを振る O 平

面規模に対し浅く、規模は長軸171cm、短軸128cm、深さ22cmを測る O 断面は椀状である O 埋土は 3層に

分かれ、最上層の第 l層は黒褐色粘質土である O 遺物は何も出土しなかった。

NO.12 SK-19 (第 8・198図、図版100・106)

調査区中央部の尾根鞍部、標高31.33~32. 35m 

に位置する O 東側上層でSK-18に壁面を切られ、

同じく東側でSK-20を切る O 北東側のSK-17をは

じめ周囲にSK-09~20が展開する O 鞍部一帯は後

世の畑作により尾根の東西を埋め立てて平坦面を

造成しており、 SK-19は平坦面のほぼ中央部に位

置するが、元々は南から下る尾根筋と鞍部との屈

曲周辺部でほぼ稜線上の立地である O 平面はやや

不整な円形を呈し、規模は長軸118cm、短軸113

cm、深さ143cmを測る O 断面は中位やや上で段を

とる逆台形である O 西側で確認した土層断面では

埋土は15層に分かれ、第 4層は黒褐色粘質土でそ

の上層に黄褐色粘質土が堆積する O 遺物は何も出

土しなかった。

NO.12 SK-20 (第8・198図、図版100・106)

調査区中央部の尾根鞍部、標高30.33~3 1. 82m 

に位置する O 上層をSK-18、東側をSK-19に切ら

れる O 東側のSK-17をはじめ周囲にSK-09~20が

展開する O 鞍部一帯は後世の畑作により尾根の東

西を埋め立てて平坦面を造成しており、 SK-20は

平坦面のほほ中央部に位置するが、元々は南から

下る尾根筋と鞍部との屈曲周辺部でほぼ稜根上の

立地である O 遺存状況から平面は楕円形を呈する

とみられ、規模は遺存長71cm、短軸64cm、深さは

現況で110cmを確認する O 断面は上位で屈曲して

広がるものの逆台形である O 土層は西端断面での

埋土 3層の確認にとどまった。遺物は何も出土し

なかった。

a 

b 

b 
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SK-18 

l 黄褐色袖質土(灰褐色土ブロヅクを吉む)
2 暗褐色粘質土
3. U~褐色粘質土(淡黄褐色土プロックを古む)
4 黒褐色枯質土
5.褐色粘質土
6. S音黄褐色粘質土(暗褐色土ブロ γクを古む)

7.褐色粘質土
8 暗褐色枯質土(貰褐色土プロックを吉む)

9. S音黄褐色粘質土
10 褐色枯賀j

11.黄褐色粘質士

H~32.40m 
， 
a 

H~32.40m 

b' 

50cm 
E亘面画面五五匡亘逼逼扇面回

12 暗褐色粘質 t(黄褐色枯質 tプロックを多く吉む)

13.世褐色粘質土
14 暗褐色粘質土(黄褐色土フロックを含む)

15 黄褐色枯質土
16 世褐色枯質土(暗褐色土ブロックを含む)
17 暗賞褐色粘質土

18 淡黄褐色粘質土

←ー且一

b' 

第198園地12SK-19・20実測図(S= 1 : 30) 



No.12 SK-21 (第 8・199図、図版lOO・106)

調査区中央やや北側の、北から下る尾根筋斜面、標高3l.72~32. 70mに位置する O 斜面高位の 3m北

側に同様な形態・規模のSK-22が配置し、南斜面下位の鞍部に展開する土坑群とは 4m弱離れる o SK 

21の周辺は耕作土下が地山であり、上層に重なる71号墳の遺存状態からも多少なりとも上部は削平され

ているとみられる O 平面はやや不整な楕円形を呈し、主軸はN-9
0-Wを振る O 規模は長軸78cm、短軸

58cm、深さ95cmを測る O 断面は底面から急傾斜で立ち上がり壁面に若干の凹凸があるものの逆台形状で

ある。埋土は 9層に分かれる O 遺物は何も出土しなかった。

No.12 SK-22 (第8・200図、図版lO7)

調査区中央やや北側の、北から下る尾根筋斜面、標高32.49~34. 39mに位置する O 上層に71号墳が築

造され、その折北側周溝によって土坑北側を掘削される O 南斜面 3m下位に同様な形態・規模のSK-21

が配置し、鞍部に展開する土坑群とは約 8m離れる。平面はやや不整な楕円形を呈し、主軸はN-23
0

Wを振る O 規模は長軸98cm、短軸65cm、深さ98cmを測る O 断面は底面から比較的急傾斜で立ち上がり壁

面に若干の凹凸があるものの逆台形状である O 埋土は 7層に分かれる。遺物は何も出土しなかった。

No.12 SK-23 (第 8・201図、図版lO7)

調査区北側の72号墳が立地する尾根頂部から西へ下る緩斜面、標高3l.74~32. 59mに位置する O 東側

斜面4m高位にSK-24が配置し、北側の鞍部に展開する土坑群とは14m弱離れる o 72号墳の西側斜面は

後世の畑作による平行な耕作溝が何条にも及び、周辺は東からの黒褐色の流土とともに厚い耕作土に覆

われていた。 SK-23の上層には本来74号墳が築造されており、現況ではその盛土も完全に削平され平坦

面に造成されている o SK-23の上面も削平された可能性があり、現況も上部が耕作溝で一部掘削されて

いる。平面はやや不整な楕円形を呈し、主軸はN-2
0

-Eを振る。規模は長軸68cm、短軸54cm、深さ82

cmを測る。断面は不整な袋状で、特に西側の壁面は中位で膨らみ、東側は大きく入り込んだ底部から上

面へかけて立ち上がる形状である O 埋土は耕作溝埋土を除き 6層に分かれる。遺物は何も出土しなかっ

た。

No.12 SK-24 (第 8・202図、図版lO7)

調査区北側の72号墳が立地する尾根頂部から西へ下る緩斜面、標高32.15~33. 25mに位置する O 西側

斜面 4m低位にSK-23が配置し、北側の鞍部に展開する土坑群とは11m弱離れる。 72号墳の西側斜面は

後世の畑作による平行な耕作溝が何条にも及ぶ。 SK-24の上層には74号墳が築造されており、現況では

その盛土も削平されて平坦面に造成されている o 74号墳東側周溝の遺存状況からもSK-24の上面はかな

り削平されていると考えられる O 平面はやや不整な楕円形を呈し、主軸はN-71
0

-Wを振る O 規模は長

軸89cm、短軸73cm、深さlO6cmを測る O 断面は底面から比較的急傾斜で立ち上がり壁面に凹凸がみられ

るものの逆台形状である O 埋土は 6層に分かれる O 遺物は何も出土しなかった。

No.12 SK-25 (第 8・203図、図版108)

調査区南端に位置し、 72号墳が立地する尾根頂部から南へ下る緩斜面、標高3l.79~33.11mに位置す

るO 周辺に同様な土坑はみられず、南側調査区域外の斜面低位に展開する可能性を残す。 SK-25の上層

には77号墳が築造されており、現況ではその盛土も一部を残すが北側を中心に掘削されて平坦面に造成

されている。 SK-25の上面も少なからず削平を受けていると考えられる。平面はやや不整な楕円形を呈

し、主軸はN-61
0

-Wを振る O 規模は長軸120cm、短軸lO2cm、深さ91cmを測る。断面は南隅で上面近く

に段を有するが、不整な逆台形状で、南壁を除き底面から急傾斜で立ち上がる O 底平面は隅丸長方形状
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H=33.80m 

05Ocm  

l 硝褐色粘質土(やや黄褐色かかる。 0.5
cm大の黄色地山離を多く含む。最片
を僅かに古む)

2.日音褐色粘賀土 (0.5c[大の黄色地山礁を
1より多く含む)

3 暗褐色粘置土
(1'2より暗。民片を古む)

4. A音i費褐色粘質土 (0.3-日Scm大の黄色地

山機、民片を吉む)
5.暗黄褐色粘質土

(O.3cm大の黄色地山礁を含む)
6.黄褐色粘質土

(1~2cn:大の黄色地山喋を含む)
7 暗責褐色粘質土

(0.3c[[大の黄色地山礁を含む)
8 暗褐色粘質土 (O.3cm大の黄色地山操、

O(片を僅かに含む)
9 暗褐色粘質土(やや灰色かかる。 0.3-

O.8cm大の黄色地山棟、炭片を含む。
粘買やや強)

第199園地12SK-21実測図
(S= 1 : 30) 

-lO 

1 黒褐色粘買士
2 暗褐色粘質土

H=33.30m 

3. 暗黄褐色粘置土(地山喋プロックを吉む)
4. 暗褐色粘質土(地山離ブロックを吉む)
5. 暗黄褐色粘質土 (3より明)
6 費褐色枯質土(地山際ブロックを多く含む)

第202図 No.12 SK-24実測図(S=1 : 30) 

H=34.50m 

晴褐色粘質土 (2~ 3cm大の貰桓色土
プロック、 0.5叩大の黄色地山様、炭

片を含む)
2 暗費褐色粘質土 (4~5cm大の崩れた

費色地山磯を含む)
3 暗褐色粘i¥土 (1よりやや明。 O.3cm大

の黄色地山磯を含む)
4 暗褐色枯質土(やや程色かかる。崩れ

た費褐色土プロックを含む)
5 暗責褐色粘質土 (1'2より明。やや程

色かかる。炭片を含む)
6 暗黄褐色粘質土 (0.5-1 cm大の黄色地

山操、民片を含む)
7.11音費褐色粘質土 (6より暗。やや灰色

かかる。あまり喋を含まない)

第200図 No.12 SK-22実測図
(S= 1 : 30) 

H=33.20m 

第203図

-203-

H=32.80m 

1.褐色粘賀土(耕作惜埋土)
2 黒褐色粘質土(暗褐色土を含む)
3. 暗灰褐色粘質土(黄褐色地山ブロックを古む)
4 黒褐色粘質士

(]よりやや明。暗褐色土を僅かに古む)
5 暗褐色粘質土

(2-3cm大の貰褐色地山ブロックを古む)
6 黒褐色粘質土 (7より明。粘質やや強)
7 黒褐色粘質土 (6より暗。粘質強)

第201図 No.12 SK-23実測図
(S= 1 : 30) 

1.黒褐色粘置土
(1-3cm大の地山フeロック、暗褐色土を含む)

2.樟色粘質土(やや赤樟色かかる)
3 黒褐色粘質土 (1よりやや明)

4.黒褐色粘質土(O.5cm大の地山プロックを僅かに含む)
5 糧褐色粘質土

(やや黒褐色かかる。 3-4cm大の地山プロ γクを含む)

6.樫褐色粘質土 (5より明)
7 晴樫褐色粘質土 (2-5cm大の地wフaロックを多く色、む)

8 程褐色粘質土
(5より明。 2-6clll大の地山プロックを多く含む)

9 明樫色粘質土(やや非桂色かかる。褐色土を含む)

10 暗褐色粘質土(褐色土を含む。根の撹苦し)



となり、中央に小ピットが検出された。小ピットは長径12cm、短径lOcm、深さ36cmを測る O 土坑全体で

埋土は10層に分かれ、小ビット上に木根痕が伸びる。遺物は何も出土しなかった。

NO.12遺構外の出土遺物(第204図、図版129)

遺構外の出土遺物として、調査区南側の平坦面および土坑が集中する鞍部の平坦面を中心として、わ

ずかながら須恵器体部細片や河原石などが出土している O このうち蓋形の土製品(1)は77号墳の所在す

る平坦面から、磨製石斧(2 )は72号墳の中心部周辺で出土したものである o (1)は乳褐色で硯く焼き締

まり、摘み状の突起があり周辺に指頭圧痕がめぐる o (2)は接形で、基部および刃部を欠損する。粘板

岩製である O

NO.12調査区北東トレンチ調査(第 5図、図版108)

調査区北側の67号墳の位置する丘陵変換点から北東へ下る尾根の下位、標高28~29m付近に三日月状

の平坦面が認められることから、尾根筋とそれにほぼ直交するトレンチを設定し、地山面まで掘り下げ

を行った。その結果、尾根と平坦面との屈曲部に地山掘削の痕跡は認められず、盛土状の層も認められ

なかった。現況平坦面のトレンチにおいても遺構状の落ち込みはなく、遺物も出土しなかった。自然地

形と考えられる O

cこコ

¥日以

5cm τ十〉
第204国防12遺構外出土遺物実測図

204 



出土遺 物観察表

記載事項について

挿図番号 遺構ごとの実測番号、図版番号、付図内表示番号を統ーして示す。

器 種 土器は形態的特徴から、宣・妻。高杯・低脚杯・器台 a 鉢・杯等の呼称を用い須恵器は、

蓋杯・杯、蓋・高杯・壷・躍等の従来の呼称、を用いた。部分名称の場合は( )で表示。鉄製

品は形態、使用痕等の観察から、鉄万・鉄剣・錨・万子・鉄鉱・鉄斧・鉄鎌の名称を用い

た。石製品は形態、使用痕等の観察から、砥石・石錘・磨石等の名称を用いた。

法 量 土器……口径:①底径:②最大胴径:③器高:④を叩で示す。なお、( )は復元

値。は推定値。ただし目安としての径の残存が7分の l以下を推定値とした。

石製品・鉄製品・.0 • • ~長さ :L 幅 :W 厚さ :Tをcmで示すo ( )現存値。

形態@手法の特徴 主要部分について記述した。土器については口縁部の内外面ヨコナデ調整を特別な

場合以外は省略した。

胎土@焼成・色調

①胎土 砂粒の大きさとその量を示す。

Q) 焼成 良好(堅椴)ー良(普通)・やや不良(やや軟)・不良(軟)の 4段階に分けた。

③ 色調 主として外面の色調を示すが、内外面が異なる場合(外)・(内)で表示。

備 考 赤彩、黒斑、煤の有無等を記載。鉄・石製品は重量を記載。( )は現存値。

遺物登録番号 出土地を調査区分の通し番号で表示。遺物台帳登録番号。

一遺物実測図中における表示一

須恵器:黒塗り 土器回転糸切り:@

土器実測図のヨコナデ調整による稜:I一一一←ー|遺物使用痕範囲:I←一一一|

石製品実測図摩滅範囲:I一一一一一 l石製品実測図加工痕範囲:I一一一 l
一土器の部分名称について一 部分名称を略す場合は頭文字を( )で表示。

1 口縁部 2 :口頚部 3 :口縁端部 4 :頚部 5 :肩部 6 :体部 7 :底部 8 :天井部

9 :杯部 10:杯底部 11:脚(台)部 12 :脚柱部 13 :脚端部 14 :受部 15 :接合部 16 :裾部

17 :立上り 18 :つまみ

三氏 I ~i~"ill ! ~ 鍛
Ali i-

15¥  身
3 部

11 

¥ /3  

13 

己主l~
111言 111I

¥ 
13 三出1~8 

¥ 
3 

万身部 茎部

/背関

下~一一一一二二三弓
切先部 1¥万関 全尻部

刀身元部

茎
部

。

¥ 
13 

切先幅 全長 刀身元幅

汁一一-- ~~ 
ト

万身部 茎部

第205国 土器・鉄製品細部名称図
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NO.l1北横枕22号墳(第14図)

挿図
①GCω法DD底量最器口大(叩俺径胴高) 径

番号
器極 形態 手法の 特 世E

① 19.2 鼓形器台。 (外) ヨコナデ。

l 
土師器 ② 18.5 受部、台部共に端部方向へと直根 (内) 受部、接合部ナデ。台部ヘラ削り。

器台 ④ 9.5 的に聞き端部で外反して端面をも

つ。

円孔 (0.8) 脚柱部から外反して大きく開き裾 (外) 剥泊、不明瞭。

2 
土師器 広がりに伸びる。 (内) 上半ヘラ削り後下半ハケ目。

高杯 残存部中位に円孔 2残存、 3方向 上半の絞り目をナデ消す。

の可能性。

NO.l1北横枕23号墳(第17・18図)

鼓Jf;器台。 1 (外) 剥落不明瞭。

受部、台部共に端部方向へと直線 1(["Jl 受部、剥落不明瞭。台部ヘラ削り痕。

的に開き端部でタ反して凸商をも

つ。

① 胎 土

②焼 j車

③ 色 調

① 1 -2n酬の砂柱を
合む

②良好
q桂褐色

① I川以下の砂粒を

合む

②良

③淡f白色

① I川以下の砂粒を

古む

②良

①i栓l'l色

扇平な自然石。

平面形は楕円伏。

長軸両端部を凹状に打欠き加工。阿端部に使用痕。 I③灰白色

NO.l1北横枕24号墳(第21・22図)

① 18.2 鼓形器台。 全面風化剥落不明瞭。 ① l剛以下の砂殺を

I 
土師器 ② 15.8 受部、台部共に端部方向へと直線 色、む

器台 ④ <8.9) 的に聞き端部で外反して凸面をも ⑦良
つ。 ③責褐色

① <7.4) 口縁部は内湾気味にたちあがる。 (外) 休部下半ハケ目後上半ナデ。 CDO.5mm以下の砂粒

2 
土師器 ③ (10.0) (内) 剥落不明瞭。 を多く含む

宝土E ⑦良
③栓色

L 6.3 間平な自然石。 長軌同端部を凹状に打欠き加工。両端部に使用痕。 ③灰色

3 右錘 w 5.2 平面形は楕円状。

で 1.1 

NO.ll北横枕25号墳(第24図)

①<  18. 3) 鼓形器台。 風化不明瞭。 ① 1 mm前後の砂粒を

1 
土師器 ② (]7.6) 受部、台部共に端部方向へと直材、 (外) 接合部ヨコサデ。 合む

器台 ④ (]0.4) 的に聞き端部で外反して凸面をも (内) 台部丁寧なナデ。砂の勤き有。 ②良
つ。 Q:信褐色

① 22.3 複合口縁。 (内舛) 口縁部にヨコナデ以前のヨコハケ日が残る。 ① 1 lllrr以下の砂粒を

2 
土師器 口縁部は外反して大きく聞き端面 (外) 頚部~.i，!ハケ日後凸帯貼付。頚部軽いヨコナデ、 合む

宜~主 をもっO 凸帯部ヨコナデ。 ②良
頚部に凸荷を巡らす。 ③淡褐色

NO.l1北横枕26号墳(第27・28図)

① 14.7 椀状の杯部。脚部は差込み式。 杯部 (内外) ナテ。外面に成形痕。 ① 1 mm以下の砂粒を

土師器
② 9.4 口縁部は内湾してヒ方に納め端部 岬部 (外) 上半工具ナデ。干半サデ。ハケ目痕。 合む

l ④ 11. 9 は丸い。 (内) J半の絞り目を軽〈ナデ消す。下半ハケ ②良
高杯

脚部は緩やかに聞き、下半でハの 目。成形時の指頭圧痕。 G夫校色淡黄櫨色
字に聞いて端面をもっ。

① 13.8 杯部 (内外) ナデ。外面に成形痕。 CDO.5nun前後の砂粒

2 
土師器 ② 8.7 脚部 (外) 上半工具ナデ。下半ナデ。 を含む

高杯 ④ 10.8 (内) ナデ。上半の絞り日を軽〈ナテa消す。成 ②良
形時の指頭庄痕。 ③淡樟褐色

① 14.4 折、部 (内外) ナデ。外圃に成形痕。 CDO.5皿前後の砂粒

3 
土師器 ② 8.4 脚部 (外) 上半工具ナデ。下半ナデ。 を古む

高杯 ④ 11. 0 (内) ナデ。上半の絞り日を軽〈ナテY出す。成 ②良好
形時の指頭、圧痕。 ③淡黄掲色

①く12.0) 口縁部は直下に下り端部は段をな (内外) ヨコナデ。口縁端部 1条の沈材、後ヨコナデ。 ① 1 mm前f去の砂粒を
須吉、器 し凹面とする。 古む

4 蓋杯 天升部と口i~部を分ける稜は短〈 ②良
杯蓋 iJ~ い。 ③(外)灰色

(内)淡灰色

つまみ 3.6 凹簡をなすつまみ。 (内外) ヨコナテ。口縁端部 l条の沈組後ヨコナデ。 ① 1 Q1m前後の砂粒を
①(]1.8) 口縁部は直下に下り端部は段をな (外) 天井部 2/3時計廻りのへラ ;')IJり。 多く含む

須恵器 ④ 5.9 し凹画とする。 (内) 天井中心部方向のナデ。 2.5、3.5叩の砂粒

9 有蓋高杯 天井部と口i君、部を分ける稜は短く 有

葉 甘い。 ②良

③(外)淡灰色灰色

(内)淡灰色

① 10.8 口縁部は外傾して端部は凹面をも (内外) ヨコナデ。口縁端面は l条の沈線後ヨコナ ① 1 -2聞の砂粒を

③ 10.3 つ。 プ。 古む

④ 11. 0 体部は肩部で極端に張り出して最 (外) 口頭部に14粂の波状文を 2段に施す。体部中上 ②良好

10 
須恵、器 円孔 1.4 大径と円干し lをもっ。 位に 2条の沈紙後上下段に波状文と同 の工具 ③灰色赤褐色

思 口縁部は体部径より僅かに大き で連続刺突文を施し綾杉状とする。底部はヘラ

し" 削り後中心、部丁寧なナデ。

底部は窄まる。 (内) 頚部ナデ。休部下半ナデ、指ナデ。円孔は外国

から穿つ。
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造物

残存状況 {庸 考 主主 録

番号

(受) 1/2 受部打欠 6 

(台) 1/4 土器転用枕

(脚) 2/3 黒斑有 5 
(1.IE) ずく

(受) 213 受 部 打 欠 9-16 

(台) I 土探転用枕

(口) 1/10 7 
(休) 1/3 61M 

22 

完存 44g 81 
角閃石安山
石凶

(受) 2/3 党 部 打 欠 24 
(台) l 土器転用枕

(日) 1/2 25 

ほぽ完存 方'"'て地烹ク 20 
黒斑

土器転用枕

ほほ完存 赤彩 21 
黒斑

杯部歪

土器転用枕

(口) 1/2 赤彩 22 
(脚) 11/12 阿部歪

土器転用枕

(口) 1/9 14 
(天) l音日

つまみ I 6 

(口) 1/4 10 
(天)よ半 2/3 
(夫)下半 1/3 

完形 7 



NO.l1北横枕59号墳(第29・34図)

挿図
口q匂C法E最量器口底大(cm径径胴l告)J 径

①胎土 遺物

器種 形 態 手法 の特徴 Q焼 成 残存状況 備 吾、J 登録
番号

G色調 番号

① 13.1 天井部は丸く、口縁部でやや外方 (内外) ヨコナデ。 ① 1 mm以下の砂粒を 完形 土器転用枕 82 
須曹、器 ④ 5.1 に下り端部は段を在して凹面とす (外) 天井部1/2時計廻りのヘラ削り。 多く含む

I 蓋杯 る。 (内) 天升中心、部に円弧文工具痕。 4 -5 m仰の砂牒有
杯蓋 天井部と口縁部を分ける稜は短く ②良

鋭さに欠ける。 ③灰白色灰色

① 11. 6 立ち上りは内傾し端部で段をなし (内外) ヨコナデ。 ① l凹以下の砂粒を 完形 土器転用枕 83 
須恵器 (受) 13.9 て凹面とする。 (外) 底部1/2時計廻りのへラ削り。 多く含む

2 蓋杯 ④ 5.5 体部は丸く、受部は水平に納め (内) 底部に円弧文工具痕。 4 amlの砂際有
材、身 る。 ②良

③灰白色灰色

① 14.7 複合口縁。 (外) 休部上半縦、斜位ハケ日後中位横ハケ目。下半 ① lnun前後の砂粒を (底) 欠煤付着 64 
③ 20.8 口縁部は外傾して端部は丸みをも 不定方向のハケ目。 多く含む 二次焼成 65 

15 
土師器 つ。 (内) 頚部ナデ。休部丁寧なヘラ削り。 2叩の砂粒、 5mm 

書E 体部は中位に最大径をもっ。 の砂際有

②良好
a櫨褐色赤褐色

つまみ 3.2 凹面をなすつまみ。 (内外) ヨコナデ。 ① 2 mm前後の砂粒を (口) 114欠 40 

須恵器
① 11. 5 天井部は丸く、口縁部はやや外方 (外) 天井部 1/2時計廻りのヘラ削り。つまみ貼付 多く含む

16 有蓋高杯
④ 5.7 に下り端部で段をなし四面とす 部ヨコナデ。 8"酬の砂傑有

蓋
る。 (件j) 天井中心部を回転ナデ。 ②良好
天井部と口縁部を分ける稜は短〈 ③(外)青灰色
鋭さに欠ける。 (内)灰色

つまみ 2.7 (内外) ヨコナデ。口縁端面は 2条の沈線後ヨコナ ①1.5叩，YJ下の砂粒 完形 71 

須恵器
① 12.0 ア。 を多く含む

17 有蓋高材、
④ 5.9 (外) 天井部 1/2時計廻りのヘラ削り。つまみ貼付 6 n酬の砂礁有

蓋
部ヨコナデ。 ②良

(内) 天井中也、部を回転ナデ、円弧文工具痕が僅かに ①(外)灰白色灰色
F主る。 (内)灰白色

つまみ 2.8 (内外) ヨコナデ。口縁端面は l粂の沈紘後ヨコナ ① 1 --2 nmlの砂粒を (口) 118欠 42 
須恵器 ① 11. 2 ア。 多く含む

18 有蓋高杯 ④ 5.3 (外) 天井部1/2時計姐りのヘラ削り。つまみ貼付 4 mmの砂蝶有
葉 部ヨコナデ。 ②や干不良

(内) 天井中心部を回転ナデ。 ③淡灰色

つまみ 3.8 (内外) ヨコナデ。口縁端面は l条の沈線後ヨコナ ① 1 ~ 3 mmの砂粧を (口) I部欠 36 

須恵器
① 11. 2 ア。 多く吉む

19 有蓋高杯
④ 5.3 (外) 天井部 1/2時計廻りのへラ削り。つまみ貼付 4 mrnの砂礁有

蓋
部ヨコナデ。 ②良好

(内) 天井中心部を回転ナデ、円弧文工具痕が僅かに ③(外)灰色淡灰色
残る。 (内)オリ フ灰色

①(11. 9) 口縁部はやや外方に下り端部で段 (内外) ヨコナデ。口縁端面は l条のit線後ヨコナ ① 1日以下の砂粒を (口) 114 20 
をなして凹面とする。 ア。 多く含む 24 

20 
須恵器 天井部と口縁部を分ける稜は鋭さ 3 mmの砂粒有

蓋 に欠ける。 ②良好

③(外)灰色
(1'9)淡灰色

① 10.0 立ち上りは内傾し端部で段をなし (内外) ヨコナデ。口縁端面は l条の沈組後ヨコナ ① 1-2胴の砂粒を ほほ完1F 37 
(受) 12.0 て凹面とする。 ア。 多く含む

須恵器
② 7.4 杯、体部は丸〈受部は外上方に納め (外) 杯部1/2時計回りのへラ由IJり後カキ且 I回転。 9 mmの砂磯有

21 
有蓋高杯

④ 9.0 る。 脚部カキ且。杯、刷l部の接合部ヨコナデ。脚端 ②良
脚部はハの字状に開く。端部は21 面に I条の浅い沈線。 ③淡灰色
が内側につまみ出し、 22は下方に (内) 杯底部ナデ、回転ナデ。
つまむ。 3方向の透し窓。 長方形状の透かし窓は外面から穿つ。

① 10.0 (内外) ヨコナデ。口縁端面は l条の沈iEl後ヨコナ ① 1 -2酬の砂粒を ほほ完形 自然粕 8 
(受) 12.6 ア。 多く含む 33 

22 
須恵器 ② 8.1 (外) 杯部1/2時計回りのへラ削り。脚部カキ目。 3、4皿の砂粒有 34 
有蓋高相、 ④ 9.3 杯、脚部の接合部ヨコナデ。 ②良 39 

(内) 杯底部回転ナデ。 ③灰色暗灰色
長方形状の透かし宏、は外面から穿つ。

① (9.1) 立ち上りは内傾し端部で段をなし (内外) ヨコナデ。口縁端面は I条の沈線後ヨコナ ① 1 mm以下の砂粒を (口) 115 58 
(受) 12.1 て凹面とする。 デ。 多く含む (杯) 113 

23 
須恵器 ② 7.8 杯体部は丸〈受部は外上方に納め (外) 杯部 1/2逆時計四りのヘラ削り。 4.5mmの砂際有 (脚) l 
有蓋高杯 ④ 9.3 る。 杯、脚部接合部ヨコナデ。 ②やや不良

脚部はハの字状に聞き端部を下方 (内) 杯底部回転ナデ。 ③灰白色灰色黄
につまみ出す。 灰色

① 9.5 (内外) ヨコナデ。口縁端同は l 条の i;t/;~後ヨコナ ① 1-2叩)の砂粒を ほほ完形 自然利 62 

須恵器
(受) 11.8 ア。 多く含む

24 
有蓋高杯

② 7.6 (外) 杯、脚部接合部ヨコナデ。 3、4mmの砂粒有

④ 9.4 (内) 杯底部回転ナデ。 ②良好
G灰色

① (9.9) 立ち上りは内傾し端部で段をなし (内外) ヨコナデ。口縁端面は l条の沈組後ヨコナ ① 1 mlll以下の砂粒を (口) 115 59 
(受) 11. 8 て凹面とする。 ア。 多く含む

25 
須恵器 受部は外上方に納める。 5 nIDlの石[pr6f~有
(杯部) ②良好

③(外)淡灰色灰色
(内)淡灰色

① 9.6 口縁部は直線的に開き端部は細 (内外) ヨコナデ。 ① 1 ~ 2 mmの砂粒を ほぼ完形 自然粕 41 
③ 12.8 る。 (外) 頭部に11-12条の波状文。肩部に波状文と同 古む

26 
須恵器 @ 14.7 体部は中上位に最大径をもち張り 工具によると思われる連続刺突文。底部ナデ。 3.5mmの砂粧有

宣 出す。 (内) 体底部回転ナデ、円弧状の成形庄痕。 ②良
口頭部に 2条の稜線。体部上位に ③淡灰色
2条の沈線痕。

③ 13.2 体部は中上位に最大径をもち張り (内外) ヨコナデ。 ① 1 ~ 2 mnlの砂粒を (体) l 自扶粕 60 

須恵器
出す。 (外) 肩部は 2条の沈線で区画しハケ工具による連続 含む

27 
宝""

体部上半に 2条の沈線。 刺突文を押しヲ|く。底部不定方向のナデ。 5 mmの砂際有
(内) 体底部ナデ、円弧状の成形圧痕、指頭圧痕。 ②良

③淡灰色暗灰色
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NO.l1北横枕59号墳(第34・35図)

挿図 ωa④法;J)底量最器口大(cm径径胴高) 径

①胎土 遺物

番号
器種 形態 手法の 特徴 e焼成 残存吠況 備 考 登録

①色調 番号

①(J3.9) 受部は内湾して聞き端部で更に開 (内外) ヨコナデ。 ①1.5皿の砂粒を古 (口) 1/5 26M 
②(J9.6) いて上方につまむ。 (外) 受部は 2条の沈線下位に波状文を施した後、円 む (筒) l部 2 

台部上半残存部は筒状に伸び、下 形と手J呈ねの浮文を交互に貼付け、下段はずれ 3 "llnの砂粒有 (台) 1/4 3 
半残存部はハの字に開き裾部で下 て配す。 ②良 59M 

須恵器
方に納める。 筒部残存部は 2条の沈線で区画した聞に波状文 a:灰白色灰色 24 

28 
器台

受部に浮文貼付。台部に透し窓を を2段に施す。長方形の可能性をもっ透し窓を 38 
もつ。 直列に配す。台裾部は残存部に 2条の沈線で区 67 

酉し、上位に三角形の透し窓を施 L-f段は 6方 69 
向と推定する。 外 3

(内) 筒部に輪積みの接合痕。 ヲj. 4 
透し窓は外面から穿つ。

① 24.0 ロ縁部は外傾して開き端部で肥厚 (内外) ヨコナデ。 ① l冊以下の砂粒を (口) 1/10欠 自然柚 6 12 
③ 43.0 し内端部を上方につまむ。 (外) 体部は 213上位を縦方向の口Hき目、底部は不 多く含む (体) 1/5欠 17-19 
④ (48.0) 休部は中よi立に最大径をもち肩部 定方向の町き目とし後体部の 2/3を軽いカキ 3 mmの砂粒有 24 28 

は膨らみ底部方向へと窄まるが丸 目とする。 ②良好 30-32 

須恵器
底。 肩部のカキ目は不定方向に施す。 ③灰色暗灰色 34 35 

29 
斐

(内) 頚音1¥ナデ。体部は同心円当て工具による工具 43-46 
痕。肩部は同心円状、胴部は青海波状に当て、 48-54 
底部は円弧状に当てる。 56 57 

61 63 

66 68 
70 85 

NO.ll北横枕60号墳(第38~40図)

つまみ 2.9 凹面をなすつまみ。 (内外) ヨコサデ。 ① 1-2酬の砂粒を (口) 3/4 土器転用枕 49 
須恵器 ① 11. 7 ロ縁部は直下に下り端部は段をな (外) 天井部2/3逆時計廻りのヘラ削り。つまみ貼 多く含む (天) l 

I 有蓋高杯 ④ 6.0 し凹面とする。 イ寸部ヨコナデ。 5"，"の砂磯有

葦 天井部と口縁部を分ける稜は短〈 (内) 天井中心部不定方向のナデ。 ②不良

鋭さに欠ける。 ③淡乳灰色

① 10.2 立ち上りは内傾し端部で段をなし (内外) ヨコナデ。口緑端面は l条の沈線後ヨコナ ① 1 mm前後の砂粒を (口) 3/4 土器転用枕 45 
(受) 12.4 て凹面とする。 ノ。 含む (杯) l 47 

2 
須恵、器 杯体部は丸〈、受部は水平方向に (外) 杯部 1/2逆時計回りのヘラ削り。 2.5剛の砂粒有

有蓋高杯 納める。 脚部カキ目。 G:不良

胴l部に 3方向の透し窓。 (内) 杯底部回転ナデ。 ③淡灰色

方形状の透し窓を外面から穿つ。

① 15.5 杯体部は内湾して立ち上り口縁部 (内空ト) ヨコナデ。 ① 1 mm以下の砂粒を (杯) l 自然柑 2 

須恵器
で外傾する。口縁端部は丸い。 (内) 杯底部周回するナテ¥円弧文工具痕が僅かに残 合む (脚柱) 1/3 土器転用杭 60M 

3 
高折、

杯部外面に 2条の稜線。 る。 ②良 48 
脚部はハの字状に開き 3方向の透 長方形状の透し窓を外面から穿つ。 ③(外)淡灰色灰色

し窓。 (内)淡灰色

つまみ 3.2 凹面をなすつまみ。 (内外) ヨコナデ。 ① 1-2胴の砂粒を ほほ完Jb 35 
須恵器 ① 12.0 口縁部は直下に下り端部は段をな (外) 天井部 2/3逆時計廻りのへラ削り。つまみ貼 多く含む

4 有蓋高杯 ④ 5.7 し凹面とする。 付部ヨコナデ。 5 n聞の砂磁有

蓋 天井部と口縁部を分ける稜は短く ②不良

鋭さに欠ける。 ③乳灰色

① 9.8 口頭部は外傾して立ち上り口縁部 (内外) ヨコナデ。 ① 1 ~ 2 mmの砂粒を ほほ完形 自然粒 36 
③ 10.0 で段をなして、更に外傾する。端 (外) 頚部に16条の波状士。肩部も同ーの波状文とし 多く含む

須恵、器
④ 10.8 部は水平面をもっ。 た後上、 Fi立をしっかりとヨコナデし最大径部 ②良好

5 
E主

円孔 1.5 肩部で最大径とし円孔 lをもっ。 1)):に波状丈を残す。 a:青灰色

口縁部は体部径より僅かに大き 底部ナデ、ヘラ削り痕を残す。 (内)1部淡灰色

c，。 (内) 体部下半指ナデ、ナテ。

孔は外国から穿つ。

①<l1. 5) 口縁部は直下に下り端部は段をな (内外) ヨコナデ。 ① lmm前後の砂粒を (口) 1/10 自然紬 15 
し凹面とする。 (外) 天井部 2/3逆時計廻りのへラ削り。 含む (天) 1/4 60 

6 
須恵器 天井部と口縁部を分ける稜は短く (内) 天井部周囲するナデ。 4、 5nunの砂磁有

(葦) F止さに欠ける。 ②良

③灰色

(断)セピア色

①く 10.5) 口縁部は内傾し端部に段をもっ。 (内外) ヨコナデ。口縁端部は l粂の沈線後ヨコナ ① 1 mm前後の砂粒を (口) li部 13 
(受)<l2.6) 受部は外よ方に納める。 ア。 含む (体) 1/7 41 

7 
須曹、器 (内) 1条の工具痕。 2、 3mmの砂粒有

(杯部) ②良

@灰色

(断)セピア色

① (26.1> 口縁部は外反して聞き端部で段を (内外) ヨコナデ。 ① 1 mm前後の砂粒を (口) 1/8 自然紬 43 
もち上方へつまむ。 (外) 肩部平行叩き目、後軽いナデ。 含む 62 

須恵器
(内) 円弧士当て工具痕。 3mmの砂粒有

8 
'lie 

②良

③(外)淡灰色灰色

(内)H1f青灰色灰

色

L 20.4 自然石。 1面に使用痕。使用頻度が品い。 ③灰色 完存 3185g 63 
9 石皿 W 12.4 石英安山岩

T 7.9 

L 3.2 無茎織。ニ角形状。 商聞を打ち欠き両刃を加工する。横断面は先端側で菱 ③灰色 完存 1. 7g 37 
12 石鍛 W 1.8 形状。 サヌカイト

T 0.4 
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No.l1北横枕61号墳(第41・44図)

挿図 ωi]5④法J底歪最器口大(cr径径胴高n) 径
①胎 土

番号
i器手亘 形 態 手法の 特徴 @)国k成 残存状況 官清 考

③ 色調

① 24.4 複合口縁。 (外) 頚部縦ハケ目、体部縦、後検ハケ目。 ① ImmJTfの砂粒を (口) 1 朱文ワ 56 

土師器
目線部は外反して開き端面をも 頚部に凸li'iMMii耳、肩部までヨコナデ。 多く吉む (肩) 3/4 黒斑有

l 
査

つ。 (内) 頚部ナデ。体部剥落不明瞭。 4 mmの砂礁有 肩 部打欠

頭部に凸帯をもっ。 ②不良 土器転用枕

@t笠褐色

① ( J8.5) 鼓形器台。 全面風化剥7'&0 ① lnun以下の砂粧を ほほ完存 54 

2 
土師器 ② 17.5 受部、台部共に端部方向へと直結i (外) 受部ヨコナデ。 多く含む

器台 ④ 9.7 的に聞き端部で外反する。端部は (内) 接合部ナデ。台部ヘラ削り痕。 ②且
面をもっ。 @i伶色 l部栓褐色

①<11. 8) 杯部は内湾する底部から直線的に 全面風化剥落。 ① 1 nml以下の砂粒を (杯) 5， 
土師器

② 14.6 外傾し、口綾部へ続く。 (外) 接合部ハケ目。 含む ほほ完存

3 ④ 9.9 脚部は裾広がりに大きく開き端部 (内) 接合部ナテ¥成形時の絞り目。 ②良 (脚)
高杯

円干し 1.0 は丸みをもっ。中位に 3方向の円 円孔は外商から穿つ。 G設褐色 ほほ完存

干し。

② ( J4.3) 台部は直線的に聞き据端部で外反 受部剥落不明瞭。 ①O.5mm以下の砂粒 (蛍) 1部 40 

土師器
する。端部は面をもっ。 (外) 接合部ヨコナデ。台部剥落不明瞭。 を多く含む (台) l 41 

4 (内) 接合部づデ。台部へラ削り。 5酬の砂1躍有
器台

②良

G樫色

① 18.4 鼓形器台。 (外) ヨコナデ。 ① l凹以下の砂粒を (受) 1/2 受部 打欠 61 

9 
土師器 ② 17.2 受部、台部共に端部方向へと直線 (内) 受部、接合部剥落不明瞭。台部ヘラ削り痕。 多〈含む (台) l 土器転用枕

器台 ④ 9.9 的に聞き端部で外反する。端部は ②不良
面をもっ。 ③桂褐色

No.11北横枕62号墳(第46図)

① ( J4.6) 椀状の杯、部。胸部は差込み式。 風化剥落する。 CDO.5mm以下の砂粒 (口) 114 赤彩

② 10.0 口 ~~M;部は内湾して上方に納め端部 杯部 (外)ナデ。 を吉む (杯)下半 112 黒斑有

l 
土師器

④ 12.2 はlが丸く、 2は欠する。 脚部 (内)2/3上半ナデ、 1/3下半ハケ円。成形時 1.5叩の砂粒有 (脚)上半 l 
高杯

脚部は緩やかに開き下半部で更に の絞り目。 ②不良 (脚)下半 3/4 
ハの字状に開く。端部はEをも ③淡績褐色

② 9.0 
つD

風化剥落する。 ① l叩!l-J下の砂粒を (杯) 3/4 赤彩 4 

士師器
杯部 (外)ナデ。成形痕、庄痕。 多く含む (脚)上半 l 里斑有 5 

2 脚部 (内)上半ナテ¥下半ハケ目。成形時の絞り目、 6肌の砂傑有 自
高杯

指頭圧痕。 ②不良 13 
接合部 (外)ハケ目。 ③淡撞褐色

No.ll北横枕63号墳(第52・53・54図)

① 17.6 鼓形器台。 (外) ヨコナデ。 ① Ir町以下の砂粒を (受) 1/4 受部 打欠 SX-08 

土姉器
② 15.6 受部、台部共に端部方向へと外傾 (内) 剥落不明瞭。接合部、台部へラ削り痕。 多く含む (台) l 土器転用枕 I 

l ③ 9.0 して聞き端部は外反し面をもっO 3 nmlの砂粒有 SX-08 
器台

②やや不良 4 
③松褐色

① 18.5 (外) ヨコナデ。 ① I皿以 Fの砂粒を ほぼ完存 受部 打欠 SX-07 

3 
土師器 ② ( 16.6) (内) 剥落不明瞭。 多く吉む 土器転用枕 4 
器台 ④ < 10.2) ②良

恒雄褐色

① (22.8) 複合口縁。 (内) 口綾部工具痕。 CDO.5mm以下の砂粒 (口) 1/4 60M 

6 
土師器 口縁部は外反して聞き凸端面をも を多く含む 61 

方E つ。 ②不良

③淡黄?目色

① (22.5) 復合口縁。 (内外) 剥落不明瞭。 ① 1 ~ 2 mmの砂粒を (口) 118 黒斑有 60M 

7 
土師器 口縁部は外反して聞き端面をも 多く含む 30 

主互 つ。 ②良

③淡黄褐色

③ (25.2) 頚部に凸帯をもっ。 (外) 体部は胴部斜位ハケ且後屑部横ハケ目、後ハケ CDO.51叩以下の砂粒 (体) 118 ωM  

土師器
肩部が張り出す。 目工具による連続刺突文を残存部に観察。 を多く含む

8 
董

(内) 頚部ナデ、指頭圧痕。体部丁寧なヘラ削り。 1 ---2 mmの砂粒有
②良

③淡責褐色

① 9.4 ロ縁部は外傾し端部は丸い。 剥落不明瞭。 ① In皿前後の砂粒を (杯) 1/2 里斑有 SD-OI 

土師器
② 10.9 台部は直線的にハの字，伏に聞き端 (外) 接合部ナデ後台部ヘラ磨き。 多く吉む (脚) 113 l 

9 ④ 9.0 部は丸い。 (内) 台部丁寧なすデ。 2 ---3 mmの砂粒有 SD-OI 
器台

②良 2 
③暗黄褐色

No.l1北横枕89号墳(第56図)

① 16.7 鼓形器台。 (外) ヨコナデ。 CDO.5皿l前後の砂粒 (党) l 台部 打欠 SX-03 

土師器
② 15.8 受部、台部共に端部方向へと直線 (内) 受部ヘラ磨き。接合部ナデ。台部ヘラ削り後丁 を含む (台) 3/4 土器転用枕 日

1 
器台

④ 9.4 的に聞き端部で外反する。端部は 寧なナデ。 1 ---2 mmの砂粒有
面をもっ。 ②良好

q住色

① 16.0 鼓形器台。 風化剥落。口縁部端面 l条の沈線，快を呈す。 ① lnun以下の砂粒を (受) 2/3 受部 打欠 SX-03 

土師器
② 14.6 受部、台部共に端部方向へとやや (外) 接合部ヨコナデ。台部に縦位2条のヘラ記号。 含む (台) l 土器転用枕 7 

2 ④ 8.3 外反しながら聞く。端部は凸面を (内) 台部ヘラ削り後ナデ。 ②良好
器台

もつ。 a樫褐色

接合部に稜をもたない。



No.l1北横枕90号墳(第58・59図)

挿図
C②G性法D〕〕底最量口器大(cr径径胴高n) 径

① 胎 土 遺物

番号
器種 形態 手法の 特徴 a:尭成 残存状況 f蒲 考 査録

a:色調 番号

口縁部は外反気味に聞き端部は丸
風((外内化剥落。部rl:J位ハケ目。

① 1 nml前後の砂粒を 4/5 SX-04 

土師器
10.8 し"

内)) 体底部ナデ、指ナデ。
~む l 9 

I 
二~

9.2 体部は棋に長軸をなす楕円状。 2 mmの砂粒有 SX-04 
肩部に成形痕。

溢!i色
10 

s l 
天井部は丸味をもち口縁部へと内

(((外内l勾外)) ) ヨコナデ。
① 1 mm以下の砂粒を

(( 天口) ) 2/3 歪 SX-04 
須恵器 4.7 湾して下方へ納める。端部は段を 天井部 2/3逆時7向計の廻すりデの。へラ削り。 多く含む l 日

2 蓋杯 もつ。 天井中心、部一方 2 mmの砂粧有
杯素 4は天副部と口縁部を 1条の沈線

①②灰良好色
で分ける。

s川 5) (((外内外)) ) ヨコナデ。
①多良((l外内川く)) 以含下むの砂粒を

((天口) ) 
1/4 歪 SX-04 

須曹、器
4.3 天井部1/2逆時計指廻Eりのへラ削り。 1/2 8 

3 
杯蓋 杯蓋

内 天井中dレ部ナデ、 頭圧痕。 g SX-04 
14 

灰色セピア SX-04 
色 16 

①(J3.4) ((内外)) ヨコナデ。 ①0ナcE: 5凹以下の砂粒 1/4 SX-04 
須恵器 外 天損転部回転ヘラ切り後逆時計廻りのへラ削り 2 合む 8 

4 蓋相、 回。 1 -2聞の砂粒有
杯蓋 (内) 天井中心部方向のナデ。

②③淡良灰好色

①④ 戸ムι 12.9 
立ち上がりは内傾して端部は 5、 (内外) ヨコナデ。 CDc を5mm以下の砂粒 ((休口)) 

1/2 自然紬 SX-04 
('f) (J4.7) 10が凸面をもっ。 6-9の端部は タト) 体起部 1/2時計回りのへラ削り。底部中心にへ 多く含む 1/3 5 

須恵器
5.5 細るが丸い。 ラ こし痕。 1 ~ 2 mmの砂粒有 SX-04 

5 蓋杯 体受部部は体部から外上方丸へ納をめる。 (内) 底部円弧文工具痕をすテ消し。指頭庄痕。 2長Z 8 

杯身
は5、 7-9がみもつ。 SX-04 

14 
SX-04 

53 

①戸Jι工 (J3. J) ((外内外)) ヨコナデ。 (E0ych Ef 5畑町I後の砂粒 ((体口) ) 
1/4 自然糊 SX-04 

須恵器
(~) 15.6 底部ヘラ市IJり。 古む 3/5 重ね焼 7 

6 蓋杯、 1 -3酬の砂粒有 SX-04 

杯身 ①①灰良好色 8 
SX-04 

16 

(④ ①受 <12. ]) (((内外)) ) ヨコナデ。
① In川n~)、下の砂粒を

((体口) ) 
1/7 自然紬 SX-04 

須恵器
) (14.0) 外内 休底部 1/2時僅計か回にり円の弧へ7ラ削り。 古む 3/5 7 

7 叢杯
4.4 部ナデ、 文工具痕。 2 -3 mmの砂粒有 SX-04 

杯身 ②③灰良好色
8 

SX-04 
16 

①④ F又Z九 <13.4) (((内ヲ)) ト) ヨコナデ。 CDo を5nun以下の砂粒 ((体口) ) 
7/8 自扶柑 SX-04 

須恵器
('f)く16.0) 外内 体底部 1/2逆時計四りのへラ削り。 合む l セット焼 3 

8 
杯蓋 杯身

3.9 部一方向のナデ。 1-21聞の砂粒有

②③良((外内好)) 暗灰色 黒色
暗灰色

①④ FJZ〈L一 <12.6) (((内外))) ヨコ/サ3デ時。
① Imm以下の砂粒を

((体白) ) 1/8 SX-04 
('f) <14.7) 外 2 計回りのへラ 多く含む 1/3 14 

日 須蓋杯恵杯器身 3.5 内 体底部部円弧文工具痕をナデ消削すり。
の2砂n好m磯の砂有粒、 4 mm 60M 

9 

G①b灰良色

(①受)((114183)) 
(内外) ヨコナデ。 CDcを.5nu川以下の砂粒 1/6 歪 SX似

須恵器
吉む 7 

10 蓋判
⑦③良(((外内断好)) ) 陪灰色 灰色

SX-04 

子イt 身 14 

灰セ色ピア色

③ 13.9 頚部は直線的に開く。 ((内外)) ヨコナデ。 ① 1 mm以下の砂粒を
((体頚))中位

l 60M 
休部は楕円状で中位に最大径をも 外 壁H部、休部上半をカキ目。後頚部軽いヨコナ 多く古む 6 

11 須査理器 つO デ。 5、7剛の砂傑有 1/4欠 SX-ul 
底底部部は不定方向のヘラ削り後ナデ。

銀色
I 

(内) カキ固工具で掻く、後原体不明の圧痕。 SX-OI 
3-16 

③ 12.2 休部は胴部中上す位。に最大径をもち ((外内外)) ヨコナデ。 ① 1 mm以 Fの砂粒を (体) l 自然紬 SX-04 
極端に張り出 体部下半不定方向の平行叩き日後底部軽いナ 吉む 4 

12 
須恵器 ア o 2-4叩 lの砂粒、 SX-04 

軍 (内) 頚部、底部ブデ。成形時のj王痕。 砂際有 7 gやや不良 60M 
淡灰色灰白色 43 

L 19.9 自扶石の長軸両端部に使用痕。 ③淡灰色 完存
1角82閃6g石安山

SX-04 
13 散石 w 9.3 13 

T 5.5 石

L 19.1 自然右の長靴両端部に使用痕。 ①淡灰色 完存 1882g 石 SX-04 
14 敵石 W 7.7 角岩閃 安山 11 

T 6.5 

No.l1北 SX-06(第63図)

①(Jl. 6) 口縁部は|吋傾して立ち上り、端面 (外) 頚部凸荷貼付後ヨコナデ。休部不定方向のハケ ① Inun以下の砂粒を
((肩口) ) 

1/6 l 
③ 30.0 をもっ。頚部に凸帯を廻らす。 目。 多く含む 1/2 4 

土師器
頚部から最大径へと極端に張り出 肩部櫛描平行沈線を文数段に施した後体部ハケ目 2 nunの砂粒有

l す。 工具による連続刺突 を3段に施し綾杉文とす
②③責良1萱色E 

る。
(内) 肩部ヘラ削り後ナデ。成形時の指頭圧痕。

以下剥落不明瞭。

L 11.3 自然石。 固に使用痕。 ③ 淡灰緑色 完存
2石26英E斑岩

3 
2 麿右 w 3.6 

T 3.4 

-211一



NO.l1北 8K-04(第69図)

形態 手法の特徴
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刃部に使用痕。横断面は隅丸長方形状。 Ic抑灰色

NO.l1北 8K-l1 (第76図)
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NO.ll北 8D-03(第84図)

口縁丸部は底平底凹から直線的に開き端 ((外内タ)十) ヨコナデ。 ①含1mむm以下の砂粒を 112 l 

土杯問器
(6.7 l土 U百白 底面不明瞭。

l (3.7) 4 mmの砂際有

Q③〕淡良燈褐色

8〈277〉 体受す口状の口縁部、端部は凹函をな (外) 休痕原部ナデ、細かいハケ目。後口縁部ナデ。成形 C①~主多良1主[色川くl色』、、むFの砂粒を
1110 煤多く付着 l 

2 土鍋師器 (27.2) 
部は膨ら気味に F方へ下る。 (内) 体不明のナデ。

主L底。
剥1外内落j部多ナい。

① I叩前後の砂粒を (底) 3/8 l 
テ¥ハケ日痕指庄痕 古む

3 土(底師部器) 底部工具による弘ぃ事デ、弘ナデo 淡良3剛の砂粒有

8櫨楢色

NO.ll北横枕古墳群(銅鏡、銅銭) (単位): cm 

L (長さ)
遺物

挿図 w (幅) 形態の特徴
出こヒ地

番号
器種

T (厚さ)
其の他言一測値 残存状況 {蒲 考 登録

番号
D (径) 平面形等

22号主墳体 第14図 D (9.90) 

TTTTT 花明平固山縁線幅文形

0.27 半円形
復縁交り元面形をは円い形て成への「子幌形と」外煽すが座読区る鉦鏡線内行面花は外行文鏡縁花の鉦向、座へ山部やを外反るして鏡直線背嬬はに切外と縁文りが、切平が

片 (J9.2)g 5 
第 l 部 3 T 最最小大 0.27 0.25 

で中麿山、方さ向れ 。圏め 、内 文方、 形文やの内側に 幅 字5問 主主 T J~VJ" 0.14 0.20 
0.14 互に配 る。
0.18 

23表号土墳 第18図 D 推最最小定大 <11. 00) TT 平固縁線 0.58 鋭聞は外縁背側方向へやや反る。 小片 (J6. 3) g 2 
2 銅鋭 T ft1<: 0.58 0.11 

T l~VJ'\ 0.11 

59表号土墳 第36図 主同 事長
D 2.41 円形 jj(禦通費。裏面文字無 Lo方形孔。 完存 3.5~E ] 29 

30 T 0.13 15-16世紀

NO.ll北横枕古墳群鉄製品(鉄刀、鉄剣、刀子、錯、鎌、他)

itて 量 遺物

出土地
挿図

器種 全 長 刀 吉日 茎 部 世庁 面 形態の 特徴 残存状況 備考 堂録
番 号

長さ 断面形 長さ 断面形 計測部位 中高 厚さ
番号

第2l2号主墳体部
第14図 (28.2) 17.6 菱形 10.6 長方形

剣茎剣茎元尻身身上元部部端部部

2.35 0.32 
剣鋳化減角身すは先るしO端方心部向へ幅 厚をを僅か

切先部欠 布(70目.7重)g痕 7 
4 2.45 0.35 

鉄剣 1. 42 0.35 
性直に 1両をら観開。察、茎。中 軸にに自鏑主T孔のも可つO能0.95 0.30 

第222号主墳体部
第15図 (23.3) (2.5) 凸状 (20.8) 長方形

茎刀身部央中央部 0.95 0.12 
銃化端部幅部すはる。

両端部欠 (24.3)g 8 
5 

錨
裏凹面 0.80 0.28 同 は同じ側に反定幅りをもっ部。 9 

茎ブ中E 部 0.70 0.25 茎 長J成くほぽー とし尻 10 
でをら す 。 11 

第2l5号主墳体部
第24区l 64.8 53.6 (菱形) 11.2 長方形

剣剣剣茎身身身中切元央中先央部部部部

3.2C 0.50 鋳側化面す慣土~でる。u 字減身状に端曲がった状幅態
完存

主筆痕
29 

3 3.40 0.55 
3.40 0.55 で出を 。地剣 は先 方中J向L、へ 喜市

鉄剣 1. 40 0.40 厚は 僅明瞭、。に らし、 軸の

直茎不角部lに可関目 O釘孔 2を観察。

第24圏 22.4 3.5 凸状 18.9 長方形

刀茎茎茎尻元身中央部部中央部部

0.92 0.20 

気名ー制化古附跡望はをするは。刷ら尻くりす部はnをは全も布事俸っ目u幅に二布と重巻I痕尻綿餅

ほぼ完存 (28.1) g 26 
4 裏凹面 0.63 0.20 27 

飽
0.80 0.28 

痕:で忍。 長減茎 確の

3C 
0.83 0.25 31 

第24図 (5.0) (5.0) 二等角辺 刀刀身身切中央先部部
0.95 0.20 切先は丸い。 刀身部 (4.3)g 10 

6 力子 三形 1. 15 0.30 32 



NO.l1北横枕古墳群鉄製品(鉄刀、鉄剣、刀子、錐、鎌、他) (単位): cm 

法 量 遺物

出土地
挿図

器種 全長 力 部 茎 部 断 面 形 態 の 特 徴 残存状況 備考 登録
番号

長さ 断面形 長さ 断面形 計測部位 申高 厚さ 番号

読書 第27図 (12.3) (7.7) 等角辺 4.6 長方形状 刀身身切先部部 0.79 0.22 鋳両化すをる。 切先部欠 木(17質.4痕)g 15 
5 刀子 三形 1. 59 0.38 関もつ。

力茎茎尻冗部冗部 0.95 0.35 
0.67 0.28 

第529号主墳体部
第32図 65.5 (菱形) 長方形状

剣茎告IJ身身中元央中央部部部
3.00 0.70 

i?i:?:時i草[主子義FF長右足官事日? 
完存 368g 72 

3 3.20 0.70 
1. 75 0.45 

鉄剣

茎の布部

60号墳 第40図 (6.8) 
平部他布面で弧鉄形は長と車し111>部方端形部が付孔で矩を形も、っ他端

完存 38.8g 38 
10 

鉄不製品明 の状製品一 着。側面に
目つ

第6I1号主墳体部
第41図 5.6 4.7 二等角辺 長方形

力尻身身切一先部部 0.70 0.18 小切型先。刃関をもっ。 完存 3吉 59 
5 三形 0.85 0.20 は丸い。 布目つ

刀 子 刀茎 フ部E 
0.40 0.18 

第411i11 12.4 6.3 
裏山形凹面

6.1 長方形
力刀茎身身中元央中央部部部

1. 50 0.30 

鋳幅面向イ広とヒすのし茎てるを部。両観先刃察か端すをら部切研るへ先。ぎと茎方出反端向しりへ先部を片端はも側部斜っ方凸めO 

完存 27.5g 58 
6 2.00 0.35 

5白状 1. 9C 0.20 

でへ弧状鏑。

第41図 8.8 二三等角辺形 刀刀力身身身元中切先央部部部
2.30 0.2C 

着先直柄刃端端。部着部は柄は幅短角を度く減折はじほりてぽ曲丸直げ角〈る納。o め
完存 37.3g 痕 57 

7 
鎌

2.70 0.22 布目
3.20 0.24 

る。

第621号主墳体部
第44図 15.7 三等角辺

刀刀刀身身身切元中先央部部部
2.15 0.20 

着先直刃 着部は柄は角短を度減くは鈍り斜角曲。げ
完存 55.3g 60 

10 
鎌

三形 2.70 0.25 
柄端部端 幅 折らし めるに納。め3.40 0.30 

る。

6主2体号墳部 第47図 (92.5) (77.3) 三等角辺 15.2 長方形状
刀刀茎身身中元央中部部央部

3.10 0.75 
銃両化面部身する。

切先部欠 木(94質8)虞E 12 
3 大力 三形 3.75 0.80 に鞘部自、守柄干責し金木具質がi宣存する。

1. 90 0.45 刀冗 L 痕。
茎に釘 20

第6I3号主墳体部
第52図 (3.2) 三等角辺 長方形

刀茎身中冗央部部 0.34 1. 56 刃関をもっ O 関部 木(2.質64痕)g SX-08 
2 

刀子 三形 0.94 0.14 3 

第623号主墳体部
第53図 (8.4) E状 (6.8) 長方形

刀茎元身元中央部部 1. OC 0.18 
主先接主、イ端合LHKじEす部方なる。向へと反と りをもっ

両端部欠 ぷ0.48)gSX-07 
4 告白 裏凹面 0.70 0.20 

可 性し。 いが41: 5はl個体。の
質痕 3 

第53図
飽

(6.8) 長方形 芸茎尻中央部部 0.70 0.20 茎端部 (5.31)g SX-07 
5 0.60 2 

8主9体号墳部 第56図 (6.1) 4.5 二三等角辺形
(1. 6) 長方形 刀茎身中央中央部書1¥ 1.30 0.15 

鏡切不化先明する。
茎端部欠 (7.85) g SX-03 

3 刀子 0.70 0.10 は丸い。刃関をもっ O 背関 5 

L一一←

NO.ll北横枕古墳群鉄製品(鉄鉱)

ノニヒ、 長 t族 身 昔日 空軍 音目 茎 音1¥

挿図 ①織身部 測断面部位計 平関面部形 担断Ij面部言位十
WT測断面部厚位計帽さ

遺物

出土地 器種 平面形 逆刺 形態の特徴 残存状況 備考 登録
番号 ②頚部 断面形 -官J すロ

③茎部 断面形 W 厚幅 逆刺長 W 厚中邑
T さ 断面形 T さ

第215号王墳休部
第24図 (15.60) 中央部 方形

W下半0.4部0 鍛長すい身棒部銃状化茎部、膨か張、下し半て不部明は屈瞭。曲
両端部欠 布(14目.3痕)gつ

5 鉄鉱 W 0.90 トー一一一
T 0.40 る。

2主6体号墳部 第27図 ① (12.67) 片刃形 中央部 中央部 長方形 中央部
鋳長頭E部化E鍬、中央膨。鍛張あすた身部るり。はで刀曲子が形り。関部は

茎端部欠

巻布木(10締質目9痕痕痕)gつ

18 
6 3.00 W 0.70 W 0.50 W 0.40 

主主 鍛 ト一一一一一一 T 0.20 T 0.30 T 0.50 
二等角辺 長方形
三形

第27図 ① (12.30) 片刃形 中央部 中央部 長方形
W中0央.3部5 鍛長頚身鍛部。は刀子形。

茎端部欠
巻木(14締質.5痕J良)g 

17 
7 3.20 W 0.90 W 0.60 

鉄鍛 T 0.33 ト一一一一一一 T 0.37 T 0.35 
二等角辺 長方形状
三形

第27図 片刃形 中央部 中央部 長方形 中央部
i長l車顕身部微oは刀子形。 茎欠尖端部 木(15質.3痕)g 16 

8 3.10 W 0.75 W 0.8C W 0.30 19 
鉄鍛 8.70 

二三等角辺形

T 0.20 ト一一一一一一 T 0.60 T 0.30 
(4.30) 長方形状

第529号王墳体部
第32図 長三角形 中央部 腸挟

(角)
中央部 長方形 中央部 倣すち僅身る部かは先幅端を部増からふ刺くら外をも ほぽ完存 木(7質.3)痕E 76 

4 W 1.50 0.9 W 0.50 W 0.21 に して逆で反
鉄倣 3.80 T (0.20) ト一一一一一 T 0.23 T 0.15 。

3.30 平造 長方形

つノ
U



NO.11北横枕古墳群鉄製品(鉄鉱) (単位): Cll1 

ノ-ヒL 長 鍛 身 首日 E買 音1 茎 音日

挿図 a:倣身部
測断固部計位 平関面部形 四断l部面計位

川川川ドT7別面部享位幅言十さ

遺物

出 土 地 器 種 平面形 逆刺 形態の特徴 残存状況 備考 登録
番号 ②頚部 断面形

③茎部 断面形 W 厚幅 逆刺長 W 厚幅
番号

T さ 断面形 T さ

59号墳 第32図
① ③ ② (10.15) 長三角形

中央部 腸扶
(角)

中央部 方形 中央部 倣身音1¥は先端部から幅を増しな 倣身端部 (6.8)痕g 75 
第 2主体部 5 (4.40) W 1.10 W 0.50 W 0.20 がら逆車1)で外反する。 欠 布目ワ

鉄品t (2.90) T 0.10 ト一一←一一一 T 0.25 T 0.20 茎部を摸り状の巻締痕、後柄を

3.25 平造 長方形 装着して上端部を樹皮による横
位の巻締。

第32図 10.25 
長三角形

中央部 腸挟 中央部 長方形 中央部 倣身部は先端部から帽を増しな 完存 6、7銃着 80 
6 ①② ③ 4.70 W 1.15 0.9 W 0.50 W 0.25 がら逆刺で外反する。 (14.5) g 81 

~* i，批 3.50 ト一一一一一一 T 0.15 ト一一一一一一 T 0.30 T 0.20 柄木質よ端部を樹皮による横位

2.90 平造 長方形 の巻締。

第32図 (6.80) 
三角形

先端部 腸j;I，
角

7C部 長方形 中央部 描長身部は先端部からふくらをも 茎端部欠 木質痕 81 
7 

①② ③ 3.40 W 0.70 0.9 W 0.60 W 0.30 ち幅を増しながら逆刺で外反す 巻締)1'[
鉄 鉱 3.50 卜一一一一一一 T 0.10 卜一一一一一一 T 0.35 T 0.15 る。

(0.75) 平造 長方形

第32図 (6.90) 
長三角形

11-:15と部 腸tR， 上イ立 長方形 中央部 鍛身部は先端部から胞を増しな 茎端音G欠 (5.1)g 73 
8 

③ ①② 4∞ W 1.14 0.5 W 0.50 W 0.42 がら逆刺へ続く。 木質痕
鉄 鍬 2.85 ト一一一一一一 T (0.20) ト一一一一ーー T 0.28 T 0.25 巻締痕

(0.55) 平造 長方形 布日痕?

第32図 11. 15 
長三角形

中央部 腸扶
(角)

上位 方形状 中央部 !IIit身部は先端部から幅を増しな ほぼ完有 9-11鏡着 80 
9 

①② ③ 5.20 W 1.18 1.0 W 0.50 W 0.25 がら逆刺へ続く。 (21. 3) g 81 
鉄出産 3.80 ト一一一一 一 T 0.25 T 0.20 木質痕

3.20 平造 長方形

第32医| (7.40) 
長三角形

中央部
台形状

中央部 方形状 元部 鍛身部は先端部から帽を増しな 茎端部欠 木質痕 81 
10 

①② ③ 3ω 
W 1.00 W 0.45 W 0.25 がら斜関へ続く。

鉄 倣 3.20 T 0.25 T 0.20 
(0.60) 平造 長方形

第32図 (7.90) 
長三角形

中央部 腸扶
(角)

よ位 方形 中央部 倣身部は先端部から帽を増しな 茎端部欠 木質痕 81 
11 

①② ③ 4.20 W 1.30 1.0 W 0.63 W 0.20 がら逆刺へ続く。 巻締痕
鉄倣 (3.40) T 0.25 T 0.18 T 0.20 

(1.30) 平造 長方形

第32図 (9.80) 
三角形

中央部 中央部 長方形 端部 長頚鍛。 尖端部欠 (5.38)g 74 
12 ①1. 60 W 1.00 W 0.50 W 0.20 木質痕

鉄 jj産②③ 5.20 T 0.20 T 0.15 巻締痕
(3.00) 平造 長方形

第一32図 17.82 
片刃形

元昔日 中央部 長方形 中央部 長!t~鍛。 完存 12.6g 77 
13 ① 2.20 W 0.90 W 0.40 W 0.25 倣身部は刀子形。 木質痕 78 

鉄品上
二等辺

T 0.30 T 0.30 T 0.20 ~!~関部は柄の遺存が良好。 81 

三角形
長方形

第32図 (2.30) 長方形 中央部 茎部 (0.42)g 79 
14 ③ (2.30) W 0.25 木質痕

鉄 t自主 ト一一一一一一 T 0.18 巻締痕

60号墳 第40図 (7.68) 中央部 長方形 元部 長頚倣。 頚部 (7.83)g 45-(1) 
11 W 0.46 W 0.42 鋳化により頚関部不明瞭。 木質痕

鉄 倣 ト一一一一一一 ト一一一一一一 T 0.37 T 0.31 

62号墳 第48図 (2.75) 
三角形

中央部
1.0 

上位 Il長身部 (2.33)g 
王体部 4 ① (2.75) 1月{1. 40 W 0.50 

鉄 倣 卜一一一一一一 T 0.20 卜一一一一一 T 0.20 

平造 長方形

NO.11北横枕61号墳第 1主体部出土玉類(第41図)

色調

淡緑灰色

NO.11北横枕89号墳主体部出土玉類(第56図)

色調

淡青色半透明
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No.l1南横枕11号墳(第91・92図)

挿図
(ω②①法主底器量最口大(cm径径胴高) 径

①胎土 遺物

器種 形態 手法 の 特徴 (l尭成 残存状況 備考 登録
香号

G色調 番号

①④ 14.4 口径に比して器高が低い。 (内外) ヨコナデ。 ① 1 m附 u後の砂粒を 完形 歪 30 
須恵器 4.6 口綾部は天井部から下方に下り端 (外) 天井部回転ヘラ切り後軽いナデとし、その外周 含む 土器転用枕

l 葦杯 部は段をもっ。 を時計廻りのヘラ削り 2回転半。 ②③ 良好
ワ

杯葦 天井部と口縁部を鈍い l条の沈線 淡青灰色
で分卜ける。

①④ 13.7 口径に比して器高が高い。 (内外) ヨコナデ。口縁端面に l条の沈線後ヨコナ ① 1 mm前後の砂粒を ほぽ完形 32 

須曹、器
5.4 口縁部は天井部から内湾して下り ア。 多く含む

端部は段をもっ。 (外) 天eIj部回転ヘラ切り後粗なナデとし、その外周 3 [酬の砂粒有
2 蓋杯

天井部と口縁部を強いヨコナデで を逆時計廻りのヘラ削り 2回転。 ②③ 良好何1 蓋
分ける。 (内) 天井中心部ナデ、指頭圧痕。 (外)陪灰色

(内)灰赤色

① 12.6 立ち上がりは|吋傾した後上方へつ (内外) ヨコナデ。 ① 1-2酬の砂粒を 完形 31 
須恵器 (受) 15.1 まみ丸〈納める。 (外) 体部 213を逆時計廻りのへラ削りとするが、 合む

3 蓋杯 ④ 5.4 受部は体部から外上方へつまむ。 中心に及ばずへラ起し痕を残す。 3 mmの砂粒有
材、身 体部は丸みをもっo (内) 底部方向のナデ、指頭圧痕。 ②③ 良好

淡灰色

① 12.2 口径に比して器画が浅い。 (内外) ヨコナデ。 ① 1-2畑町砂粒を ほぽ完形 自然紬 33 

須恵器 (④ 受) 14.5 立ち上がりは内傾し端部は細り丸 (外) 休部 2/3を逆時計廻りのヘラ削り。 含む

4.3 しミ。 (内) 底部円弧土工具痕。 4 mmの{砂際有
4 葦杯

受部は体部から水平気味に納め
②③灰良好色f不身 る。

体部は丸みをもっ。

①<l3.7> 口縁部は外反して聞き端部で外凹 (内外) ヨコナデ。 ① 1 -2剛の砂粒を (口) 1/12 自然紬 15 

須恵器
に段をもっ。 (内) 顕部ナデ、以下当て工具痕。 含む (頚) 1/4 

6 3 mmの砂粒有
賓

②③良淡責灰色

① (9.8> 口縁部は外傾して開き端部は丸 (内外) ヨコナデ。 ① 1 -... 2 mmの砂粒を (口) 1/日 煤付着 17 

7 
土町l器

② ④ 
6.3 し'0 (外) 底部回転糸切り。 含む (底) 1 

皿l 1.4 底面を持つ。 (内) 底部中心に成形時の回転糸切り痕が残り、外周 ②良
底部円盤成形は両面回転糸切り O はナデ消しをする。 ③淡褐色褐色

② 4.4 底面を持ち内面中心は突出する。 (内外) ヨコナデ。 ①0.5阻以下の砂粒 (底) l l 

8 
土師器 (外) 底部回転糸切り。 を含む

(底部) ②③ 良好
淡萱褐色

L 12.4 属平。 刃零れし使用痕を観察。 ③オリープ灰色、灰 ほぼ完存 (360)千g枚 2G 

9 尽き 製 W 6.2 平面形は刃部方向へ幅増とし刃縁 白色の斑 緑色 岩

石斧 T 2.3 は弧制。両刃成形。 (緑i尼石干

枚岩)

No目11南横枕36号墳(第94・96図)

①④ 12.8 天井部は丸〈、口縁部は直 Fに下 (内外) ヨコナデ。 ① 2 mm前後の砂粒を 完形 自然柑 12 
須恵器 4.7 り端部で段をもら外方につまむ。 (外) 天井部 213を時計廻りのヘラ即lり。稜下位は 多く含む 44 

l 叢軒、 天井部と口縁部を分ける稜紋は鈍 l条の沈線後ヨコづデ。 ②③ 良好
杯蓋 し、。 青灰色

(外口縁)時灰色

①④ 12.9 天井部は丸〈、口縁部は外万に下 (内外) ヨコナデ。 ① l叩前後の砂粒を 完形 19 

須恵器
5.0 り端部は段をもっ。 (外) 天井部213を時計廻りのヘラ削り。稜下位は 多く含む

2 蓋杯
天井部と口縁部を分ける稜は鈍 l条の沈線後ヨコナデ。 5 mmの砂隊有
し'0 ②③ やや不良杯蓋

(外)灰色灰褐色
(内)淡灰色

①④ 13.9 天J1部は丸みをもち、口縁音11は列 (内外) ヨコづデ。 ① 111ml以下町砂粒を 完形 16 
須恵器 4.6 方に下り端部で段をもっO (外) 天井部 213を逆時計廻りのヘラ削り、中心、に 含む

3 義杯 天井部と口縁部を分ける稜線は鈍 へラ起し痕。稜下位は 1 条の沈*~<後ヨコナデ。 4 -6 mrrの砂1喋有
杯蓋 し、。 (内) 天井中心部に円弧文工具痕を回転ナデ消しする

②③灰良好色
が、わずかに残る。

①④ 13.8 (内外) ヨコナデ。口縁端面は l条の沈線後ヨコナ ① 2-3酬の砂粒を 完形 17 
須恵器 4.9 7"0 多く含む

4 葦判 (外) 天引部 2/3を逆時計廻りのへラ削り、中心に 5 mm前後の砂磯有
杯葦 へラ起し痕。稜下位は I条の沈線後ヨコナデ。

②③灰良色

① 11.8 立ち上がりは内傾し、端部は段を (内外) ヨコナデ。口縁端面は l粂の沈線後軽いヨコ ① 1-2畑町砂粒を ほほ完形 自然紬 15 

須恵器
(受) 14.1 もつO 受部は体部から水平方向に ナデ。 多く含む
④ 4.6 納める。 (外) 体部 2/3を時計廻りのヘラ削り。 4 mmの砂礁有

5 葦折、
体部は丸い。 (内) 底部中心方向のナデ。

②①良(外)灰色淡灰色杯身

(内)灰色

①④ 10.7 立ち上がりは内傾し、端部は丸 (内外) ヨコナデ。 ① 1 -2剛の砂粒を 完形 18 
須恵器 4.8 "'， (外) 底部 2/3を時計廻りのヘラ削り。 多く含む 45 

6 蓋杯 受部は体部から水平方向に納め 3 nunの砂粒有
杯身 る。

②③灰良色体部は丸い。

①④ 12.8 天チ1部はメL<、口縁部は直下に下 (内外) ヨコナデ。 ① 1 -2 m聞の砂粒を 完形 25とセット 33 

須恵器
5.2 り端部で段をもち外)，につまむ。 (外) 天井部 213を時計廻りのヘラ削り、中心にへ 多く含む で出土

22 蓋杯
天井部と口縁部を分ける稜線は鈍 ラ起し痕をかすかに残す。稜下位は l条の沈紘 5、6llID1の砂際有

杯蓋 し" 後ヨコナデ。 ②③ 良好
22は23、24より口縁部が短い。 (内) 天井部に周囲するナデ。 (外)青灰色

(内)暗灰色

①④ 13.5 (内外) ヨコナデ。口縁端面は l条の沈静に後ヨコナ ① 1--2mmの砂粒を 完形 26とセット 35 

須恵器
5.1 テ 多く含む で出土

(外) 天井部 1/2を時計廻りのへラ削り。 5、9mmの砂際有
23 義柄、

(内) 天井部に円弧文工具痕。 ②③ やや不良杯 藍 ;
(外)淡乳灰色
(内)淡灰色

つム



NO.l1南横枕36号墳(第96・97図)

挿図 ~笹法3 量最器口底大(cm径径胴高) 径

①胎土 造物

器種 形態 手法 。コ 特徴 G:耳成 残存状況 備考 登録
番号 a色調 香号

①④ 13.1 天井部は丸〈、白縁部は直 Fに下 (内外) ヨコナデ。口縁端百は l条の沈線後ヨコナ ① 1 -.. 2 mmの砂粒を ほほ完形 27とセット 37 
須恵器 4.8 り端部で段をもち外方につまむ。 ア。 多く含む で出土

24 蓋杯 天井部と口縁部を分ける稜線は鈍 (外) 天井部 1/2を時計廻りのへラ削り、中心にへ 5、6111仰の砂保有
イ午、 蓋 u、。 ラ起し痕。

②③灰良色(内) 天井部に円弧文工具痕。

① 11.1 立ち上がりは内傾し、端部は段を (内外) ヨコナデ。口縁端面は l条の沈線後ヨコナ ① 1-3剛の砂粒を 完形 22とセット 34 

(④ 受) 13.5 もつ。 フー。 多く含む で出土

須恵器 5.5 受部は体部から水平方向に納め体 (外) 底部1/2を時計廻りのへラ再IJり。 5 nurの砂際有

25 蓋杯 部は丸い。 (内) 底部中心に円弧丈工具痕、後軽く周囲させナデ ②やや不良
杯身 消し。 ③(外)淡灰色乳灰

色
(内)灰色

① 11. 5 (内空十) ヨコナヂ。 ① 1-2酬の砂粒を ほほ完形 23とセット 36 
(④ 受) 13.8 (外) 底部1/2を時計廻りのヘラ削り。 多く含む で出土

須~器 5.5 (f人1) 底部中心に円弧丈工具痕、後軽く周回させナデ 5、 6111111の砂傑有

26 蓋杯 消し。上半部に焼成以前の縦貫入りを粘土補充
②③良(外)灰色乳灰色杯身 した跡を確認。

暗灰色
(内)灰色

① 10.8 立ち上がりは内傾し、端部は丸み (内外) ヨコナデ。 ① 1 -.. 2 mmの砂粒を 完形 24とセァト 38 

須恵器
(受) 13.0 をもつ (外) 底部1/2を時計廻りのへラ削り。 多く含む で出土

27 蓋杯
① 5.3 受部は体部から水平方向に納め体 5、6酬の砂磯有

部は丸い。 ②③ 良好杯身
(外)青灰色
(内)暗灰色

① <9.6) 口縁部は端部方向へ大きく外反し (内外) ヨコナデ。 CDO.5111111以下の砂粒 (口) 1/8 6 

34 
須恵器 内端部を上方へつまむ。 を古む

宝"" ②③灰良色

NO.l1南横枕80号墳(第100・101図)

①④ 14.3 内湾して閃くイ本部から立ち上り口 (5卜) 口縁部ナデ。体部剥落不明瞭。成形時の指頭圧 ① 1----2mmの砂粒を ほほ完形 土器転用枕 17 

l 
土師器 4.5 縁部で上方に納める。 痕。

②q多良偉 く含む椀 (内) ナデ。
褐色

①④ 14.1 口径に比して器高が低い。丸みを (内外) ヨコナデ。 ① 1 ---2 mmの砂粒を ほほ完JY 土器転用枕 18 
4.5 もワ天井部からやや外方に Fり端 (外) 天井部 2/3を時計廻りのへラ削り後中心部ナ 多く含む 天井部内面

須恵器 部で段をもち外方につまむ。天井 デ。 3 mmの砂粒有 に朱痕つ

2 蓋杯 部と口縁部を分ける稜は僅かに突 (内) 芙升にF"l.、部不定方向のナデ。 ②③ やや不良
杯蓋 出する。 (外)灰色淡黄灰

色
(内)灰色

① (10.8) 小型で器高が高い。 (内外) ヨコナデ。 CDO.5皿以下の砂粒 1/4 自然粕 5 

須恵器
口縁部は天井部から下方に下り端 (外) 天井部を辺時計廻りのへラ削り。 を含む 日

24 蓋杯
部で段をもち外方につまむ。天井 ②③ やや不良 10 
部と口縁部を分ける穫は鋭きに欠 (外)灰色 11 

杯蓋
ける。 (内)灰色

(断)セピア色

① 00.0) 口縁部は内傾し端部で段をもっ。 (内外) ヨコナデ。 ① 1 mm以下の砂位を 1/6 15 
須恵器 (受) 02.2) 受部は休部から水平方向に納め (外) 底部時計廻りのヘラ削り O 古む

25 蓋杯 る。 2剛 1の砂粒有
杯身

②③灰良色好

(党) 12.5 受部は体部方、ら外上方に納める。 (内外) ヨコナデ。 ① 1 ---2 mmの砂粒を 1/2 自然粕 4 
(外) 底部逆時計廻りのヘラ削り。 多く含む 8 

須恵器 3皿の砂粒有 12 
26 蓋杯 ②③ やや不良 13 

事午 身 (外)淡青灰色灰
色

(内)淡育灰色

①③ (6.8) 口縁部は外傾して聞き端部は丸 (内外) ヨコナデ。 ① I叩前後の砂粒を 1/4 自然紬 6 

須恵器
(6.0) し、。 (外) 底部ヘラ削り。 多く含む

27 
垂

休部より口縁部径が大きい。 (内) 底部ナデ。 4剛の砂礁有

②③ 良好
暗灰色

NO.l1南横枕82号墳(第103・105図)

須恵器 ①④ 12.4 天井部は丸く、口縁部は下方に下 (内外) ヨコナデ。 ① 1 mm前後の砂粧を ほほ完形 土器転用枕 5 
4.5 り端部は丸みをもワ。 (外) 天井部 3/4を時計廻りのへラ削り。 古む 6 

l 蓋杯
天井部と口縁部を分ける穫は鈍 稜下位は l条の沈線後ヨコナデ。

②③灰良色杯蓋 し、。 (内) 天井部円弧丈工具痕を軽〈ナデ消し。

須恵器
① 11.1 立上がりは上方に伸び端部は丸 (内外) ヨコナデ。 ① 1-2皿の砂粒を ほほ完形 土器転用枕 5 

2 蓋杯 (@ 受) 13.2 v'o (外) 休部1/2を時計廻りのへラ再IJり。 吉む 焼き歪

杯身
4.8 受部は体部から外上方に仲びる。 (内) 天井部円弧文工具痕を軽〈ナデ消し。

②③淡良灰色

③ ① <8.2) 体部中心を外れて亡l縁部貼付。 (内外) ヨコナデ。 ① 1-2叩の砂粒を 1/7 自然柏 2 
<20.5) 口縁部は直線的に開き端部は丸 (外) 口頚部中位に 2条の沈線。休部上半部に 2条の 含む 4 

3 
須恵器 し、。 沈線。 ②③ 良好
平瓶 体部上位が極端に張り出す。 底部へラ削り O 淡灰色

口縁部、体部の接合部ヨコナデ。 (断)セピア色
体部上位中七、に成形時の円盤充填痕を観察。

① < l8.6) 口縁部は外反して開き端面をも Jlii化、剥落により不明瞭。 ① l叩前後の砂粒を (口) 1/8 黒斑有 7 

弥生土器
つ。 (外) 口縁部に数条の平行沈線痕。 多く吉む (頚) 1/5 

4 (内) 肩部ヘラ削り痕、粘土接合痕。 2、3酬の者以!立有
護

②③ やや不良
(外)淡指色

216 



NO.11南横枕82号墳(第105図)

挿図
①ω④ω法底量最器口大(cm径径胴高) 径

① 胎 士 遺物

番号
器種 形態 手法 の 特徴 CI主成 残存状況 備考 登録

G:色嗣 香号

①<16.2) 玉縁日縁。 (外) ヨコナデ。 ①楕j設な胎土 1/日 l 

5 
磁器 口縁部は外傾して開く。 (内) 花士後施納。 ②③ 良好

碗 (断)灰白色
(粕)灰白色

NO.ll南横枕83号墳(第107・108図)

①(11. 9) 椀状の杯部。 軍IJ落不明瞭。 ① 1nun以下の砂粒を (口) 1/6 赤彩 6 

l 
土師器 口縁部は内湾して内側に納め端部 杯部 (内外)ナデ、成形痕。 含む (折、) ほIn 土器転用枕 8 
高杯 は丸い。

②③檀良伺好色

① 12.2 杯、部 (内うト)ナデ、成形痕。 江).5mm前後の砂粒 (底) 欠 赤彩 7 

2 
土師器 を含む 土器転用枕
(杯部)

②③淡良燈色

① <21. 8) くの宇状口縁。 (外) 頭部<<.i/Eハケ目。 ① 1n町剛後の砂粒を 1/9 3 

士師器
口縁部は外反して聞き端部は 4、 (内) 口縁面市ハケ目。 合む

4 
葉

5は凸面、 6は山商をもっ。 (1吋ヲト) 口 k~安部軽いナデ。 3 mmの砂粒有

②q良燈褐色

① (24.0) (外) 里担割)*i，tハケ目。 ① 1nun以下の砂粒を 1/6 2 

土師器
(内) 口縁部斜位のハケ目。 吉む

5 
説2己R 

(内外) 口縁部軽いナデ。 411Ullの者目，'，葉有

②G:撞良好褐色

① (25.0) (外) 頭部縦ハケ目。 ① 1 mm以下の砂粧を 1/7 3 

土師器
(内外) 口縁部横ハケ日後軽いナデ、口端部ハケ状工 吉む

6 
斐

具による軽いナデ。 3四の砂粒有

②G:極良褐色

N口11南横枕84号墳(第110・111図)

①<13.7) くの字状口縁。 (内外) 体音1¥剥落不明瞭。 ① 1mm以下の砂粒を 1/]] 煤付着 7 

土師器
口縁部は外傾して聞き端部は丸み 多く含む

l 
斐

をもっ。 2剛]の砂粒有

②③褐良色

つまみ 3.5 つまみは宝珠形。 (内外) ヨコナデ。 ① 1 mm以下の砂粒を つまみ I 3 
① 18.5 天井部は膨らみをもち口縁部へと (外) 天井部 1/3を逆時計週りのヘラ削り。 多く含む (口) 1/5 

2 
須恵器 かえり 15.8 下り端部は面をもっ。 後つまみ貼付、その周縁部をヨコナデ。 2 mmの砂粒有 (天) l 
蓋 ④ 4.6 口縁部内面にかえりをもち、かえ

G③不淡灰良褐色りの先端は口禄端部より突出しな
し、。

つまみ 3.3 つまみは屑平c (内ヲト) ヨコナデ。 ① 1 nm]以下の砂粒を つまみ 1/3 6 

①かえ (15.6) 天井部は膨らみをもち口縁部へと (外) 天井部 3/4を逆時計廻りのヘラ削り。 多く含む (口) 1/5 7 

3 
須恵器 り12.8 下り端部は丸い。 後つまみ貼付、その周縁部をヨコナデ。 3 mmの砂粒有 (天) l 8 

蓋 ④ 2.9 口i畢部内面にかえりをもち、かえ ②③灰や色や不良
りの先端は口縁端部より突出しな
し、。

つまみ(2.9) つまみは凹面。 (内外) ヨコナデ。 ① l冊以下の砂粒を つまみ l 6 

須恵、器 ④ ①<l4.9) 天井部は膨らみをもち口縁部へと (外) 天井部 1/2を逆時計廻りのへラ削lり。 多く吉む (口) l部
4 

蓋
<3.5) 下り端部で4は下方につまみ、 5 後つまみ貼村、その周縁部をヨコナデ。 21lIDlの砂粒有 (天) 1/2 

は屈曲して丸く納める。 ②③ 不良
淡灰褐色

つまみ 3.6 (内ヲト) ヨコナデ。 ① 1 mm以下の砂粒を つまみ l 自然紬 6 

須恵器
① 15.6 (外) 天井部1/2を逆時計廻りのへラ削り。 多く吉む (口) 3/4 7 

5 
葦

後つまみ貼付、その周縁部をヨコナデ。 3 mmの砂粒有 (天) 7/8 
(内) 天井部不定方向のナデ。

②③灰良好色

④ ①② 13.1 口縁部は外傾して端部を丸く納め (内外) ヨコナデ。 CDO.5nun以下の砂粒 ほぽ完形 4 
9.4 る。 (外) 底部回転ヘラ切り未調整、後高台部貼付。 を含む

6 
須恵器 4.1 高台部はハの字に開く。 高台接合部ヨコナデ。 3 mmの砂粒有

中平 底部と体部の境界は 6が丸みをも (内) 底部不定方向のナデ。
②③良(外)淡青灰色ち、 7は屈曲する。

(内)淡灰色

①② ④ 11. 3 
(内外) ヨコナデ。 ①0.5皿以下の砂粒 (口) 1/3 5 

7 
須恵器 7.5 (外) 底部調整不明瞭、後高台部貼判。 を含む (底) 1/2 

杯 3.9 高台接合部ヨコナデ。
②③淡良灰色(内) 底部サデ。

① (6.4) 平底。 (内外) ヨコナデ。 CDO.5mm以下の砂粒 (底) 1/2 7 

8 
須恵器 (外) 底部回転糸切り後外活lをナデとするが、糸掛け を含む

(底部) 痕が残る。 ②不良
③淡灰褐色暗灰色

②③ 8.6 平底。 (内外) ヨコナデ。 ① l川前後の砂粒を (体)上半 1/2 自然紬 2 

須恵、器
(13.6) 1阿部L1¥l:に最丈径を持つ。 (外) 体部上半に独立した 2条単位の沈線を 2段に施

②③多淡良 く含む
(体)下半 1 

9 
霊

す。
後軽いヨコナデ。 灰色

底部は円盤成形。

L 10.9 属平で楕円状の自然石。 長軸問端の側縁部に使用痕。 ③黒色、灰白色の斑 完存
6黒76雲g母角閃

9 

lO 敵石
W 9.8 l面に使用による窪み。
T 4.5 右

花両岩



NO.l1南横枕85号墳(第113・114図)

挿図
①④ω②法底量器最口大(cm径径胴高) 径

番号
器種 形 態

宮④ 12.7 立ち上がりは内傾し端部は先細

杯須蓋恵器杯身
(5):) 14.6 

受る。部は体部地、ち水平方向に納めl 4.7 

イる本。音日は丸い。

① <20.4> 
くの字部端状口縁傾も

土主師主器
口3縁は 面は外を つし端O 部は 2が丸〈、

2 

3 土斐師器

NO.ll南横枕86号墳(第116図)

扇平で楕円状の自然石。

NO.ll南横枕87号墳(第117図)

g 135 内き湾して方聞l立く体部はから口縁納部めへ続

土椀師器
4.5 Iは上 j、田 2 内側に る。

l Iの高詰自1 る。

Siii) 
土椀問器2 

No.ll南 SK-19(第134図)

NO.ll南遺構外(第139・140図)

① <31. 5> 縁体部部から僅ブfかに伸開いて立部ち上り口
で上へとぴ端は丸い。

l 縄文深土鉢器

2 縄文鉢土器

口縁納形状部めは部内湾はして立ち上がり内情l
に 端 部丸い
山 の口縁をもっ可能性。

L 04.1) 長軸 l端部割れ面。

3 砥石
W 7.5 
T 3.5 

NO.ll南横枕古墳群鉄製品(刀子、鎌)

出土地
挿図

器 種 全長 刀 音日
番 号

長さ 断面形

1主1号体墳部 第91図 9.2 4.2 一等角辺
5 

刀 子
三 形

第3l6号主墳体部
第94図 <15.1> く11.0> 二等角辺

7 
刀 子

三形

8主3体号墳部 第107図 00.9) (7.7) 三等角辺
3 刀 子 三 形

CD胎土 遺 物

手法 。コ 特徴 (吾I尭成 残存状況 備考 登録

a色調

[外内内外)))休底部部ヨコ3/方ナ4デ向逆。の時軽口計縁い廻部ナりデにの。1へ条ラの削沈)線。後ヨコナデ。 ①多青良3I灰好凹四く以含下むの砂粒を
完形

の砂粒有

i外内)) 口口縁縁部部ノナ、デヶ。目後ナデ。

(内外) ヨコづデ。

(外) 底部ハケ目、底面ナデ。
(内) 底部剥落部多いがヘラ削り痕。

長軸両端部から片側縁部に使用痕。
ljlijに使用による窪み。

風化剥落著しい。

風化剥落著しい。

(内外)ヨコナデ。
(外) 底面回転糸切り O

8 
①多3lmくm以含砂下色良むの砂粒を

lrunの粒有

〔①訟淡や権や不褐

(〔(PZE多不黄z3樺mm良くl含色以の砂下む粒の砂有粒を

① 2 mm以下の砂粒を
く含む

2やや不良
③涜黄褐色

③灰白色

g①長多3l mくm以含下むの砂粒を
mmの砂粒有

褐色

① 1 mm以下の砂粒を
吉む

~良4童mの砂傑有

褐色

CDO.5mm以下の砂粒
を含む
1 mmの砂粒有

⑦良
C自淡樫褐色

(口)

(口)

i体口)) 

(口)

(外) 指す成形、指ナデとし、ハケ目調整後掻き目を胞 ①多dp l剛く前含後むの砂粒を (口)

(内) ハケ日後帯状の凸部を掻き自により調整する。 刷、 1 cm の砂牒

包③〉有良((外内))j褐童色褐色

i外内外))口風縁同問化端沈剥部紙は落に4部条沿'.~多っいて。ヘラ措向すき沈と根 l条分、離その下位沈 ①②③黄多良1-2皿の砂粒を
(口)

く含む
に 振3 が山を形観方察 へ 4条に し、
線に文 る。 褐色

(内) ハケ目痕。

使用痕 l面。 ③灰色に茶褐色の層 (端)

r去 量

茎 部 世庁 面 形態の特徴

長さ 断面形 計測j部位 市面 厚さ

5.0 長方形状
力刀茎茎身身一切部中先央部部

0.5C 0.10 
鋳化身らする 両関らを端車も内っ0.70 0.20 刀減茎 は刃先丸関か 極く に幅、厚を

0.75 0.30 し切を納丸 める。7尻E部
0.55 0.20 尻 部 はくめ る 。

台形状

茎刀刀刀尻身身身切元部中先部央部部

1. 05 0.20 銃刀戸北f身じする 背か関らをもっ
1. 45 0.25 は刃。先関 徐く に々。I幅、厚を
1. 95 0.40 らし切 を丸納める。
1. 20 0.30 

(6.2) 長方形状
刀茎刀身身中央元中央部部部

1. 45 0.40 鋳刀減化身らする。 背関をもっ
1. 95 0.45 すは刃。関から徐々に幅、厚を
1. 20 0.40 

218 

番 号

土セ器ッ転ト焼用痕枕ワ
2 

1/7 3 
4 

I部 5 

3/4 土器転用枕 SK-Ol 
I 4 

3/4 土器転用枕 SK-Ol 
5 

1/8 煤付着 5 

片 5 

欠 半(59花6)商z岩 2 

(単位)・ ω

遺物

残存状況 備考 登録

番号

完存 7.37g 27 

両端部欠 木(6質.63痕)g 20 
24 
46 

刀茎部身部 木(31質1痕)g 9 



NO.l1南横枕古墳群鉄製品(刀子、錨) (単位): cm 

法 量 遺物

出土地
挿図

古品 種 全長 力 音11 釜 部 断 而 形 態 の 特 徴 残存状況 備考 登録
香号

長さ 断面形 長さ 断面形 計調l部位 'I'~ 厚さ
番号

87号墳 第117図 (2.1) 二等辺 (3.7) 長方形 刀身部 1. 60 0.35 力身部 (9.62) g SK-Ol 

主体部 3 三角形 茎中央部 1.10 0.35 l部 木質痕 I 
力子

茎尻部 0.80 0.20 茎部 l部 SK-Ol 

2 

SK-19 第134図
力子

(2.0) (2.0) 二等辺 刀身切先部 1. 25 0.20 切先部は丸い。 切先音11 (1. 07) g 3 

2 三角形

第134図
制lit

(5.6) 二等辺 長方形状 刀身元部 3.10 0.25 両端部欠 (16. 18) g 1 

3 三角形 茎元部 2.50 0.20 

No.ll南横枕古墳群鉄製品(鉄鉱)

ノ三¥二 長 t扶 身 音日 頚 茎 吉日

挿図 ①鍛身部
担断IJ面苦11 計位 関平面部形 測断面部計位

川川川ドT「別面部厚計位幅さ

遺物

出土地 器 種 平面形 逆刺 形 態 の 特 徴 残存状況 備 考 登録
番号 ②頚部 断面形 番号

③茎部 断面形 W 厚~I品 逆刺長 W 厚~I品
T さ 断面形 T さ

36号墳 第94図 (10.80) 
長三角形

先端部 腸扶
(角)

上位 長方形 元部 鍛身部は先端部からふくらをも 茎部欠 (20.68) g 22 
第 l主体部 8 ①② ① (8.10) W 2.00 3.3 W 0.80 W 0.40 ち帽を増しながら逆刺へ続く。 木質jj{ 23 

鉄 t殻 5.85 ト一一一一一一 T 0.20 T 0.30 T 0.30 
(0.45) 平造 長方形

第94図 ① (10.60) 先端部 中央部 長方形 元部 長頚倣。 茎部欠 (8.49)g 27 
9 3.40 W 0.70 0.1 W 0.50 W 0.40 銃身部は先端部から帽を増し途 木質痕 29 

T 0.19 0.2 T 0.35 T 0.25 中で片側を短〈、他側を長くし 巻締痕

主主 倣 て逆刺とする。
卜一一一一一一 鍛身中心軸は平坦で一面を両側

片切刃造 長方形
から先端部へと刃を造り先端は
鏑をもっ。

第94図 (1. 65) 中央部 鍛身先端部は 9と類似。 倣身部 (0.62)g 46 
10 鉄鉱 ①(1.65) トー一一一ーー W 1.00 

片切刃造 T 0.20 

第94図
① ② ③ (13.50) 

片刃形 中央部 (角) 中央部 方形 中央部 長頚激。 両端部欠 (7. 94)g 25 
11 

鉄 11族
(2.55) ト一一一一一一 W 0.55 W 0.45 W 0.18 鍛身部は刀子形。 巻締痕 26 
(7.45) 三等辺 T 0.25 長方形 T 0.30 T 0.18 頚関部に別個体の木質付着。
(3.50) 三角形

第94図 (5.05) 片刃形 先端部 上位 長頚倣。 鍛身部 (3臼)g 14 
12 鉄倣 ①② (1. 90) トー一一一一一 W 0.65 W 0.42 倣身部は力子形。

(3.15) 二等辺 T 0.20 長方形 T 0.30 別個体の木質付着
三角形

第94図 (3.85) 片刃形 中央部 中央部 鍛身部は刀子形。 倣身部 (1. 11) g 46 
13 5矢野正 ①② (1. 80) 

二等辺
W 0.65 ト一一一一 明T 0.45 

(2.05) T 0.20 長万形 T 0.30 
三角形

第94図 (9.00) 中央部 長方形 中央部 長頚織。 鍛身部欠 (5.69)g 26 
14 鉄鍛 ②③ (3.70) ト一一一ー一一 W O.ω W 0.25 木質痕 31 

5.30 長方形 T 0.35 T 0.20 46 

第94図 (6.05) (角) 中央部 方形 端部 長頚倣。 空軍部 (2.8)g 27 
15 鉄倣 ②③ (3.35) ト一一一一一一 W 0.45 W 0.15 木質痕 31 

(2.70) 長方形 T 0.30 T 0.15 巻締痕

第94図 (6.25) 台形状 中央部 方形 端部 長頚倣。 頚部 (3.89)g 27 
16 鉄倣 ②③ (4.65) ト一一一一一一 1月{ 0.50 W 0.20 木質痕 46 

(1. 60) 長方形 T 0.25 T 0.20 

第94図 (2.25) 台形 中央部 長方形 元部 頚部 (0.59) g 26 
17 鉄倣 ②(1.80) ト一一一一 W 0.40 W 0.41 木質痕

③ (0.45) 長方形 T 0.30 T 0.30 巻締痕

第94図 (4.18) 台形状 元部 頚部
巻1(88~締.52C痕3銃)g着

13 
18 室長 鍛 ② (4.08) ト一一一一 W 0.48 

③ (0.10) 長方形 T 0.30 

第94図 (5.13) 中央部 頚部 13 
19 

鉄鉱
② (5.13) ト一一一一一一 W 0.42 

長方形 T 0.27 

第94図 (4.79) 台形状 中央部 頚苦11 巻締痕 13 
20 鉄鍛 ②③ (2.44) ト一一一一一一 羽T 0.42 

(2.35) 長方形 T 0.25 

第94図 13.66 方頭形 中央部 長方形 中央部 長頚鍛。 ほほ完存 (3.58)g 20 
21 鉄鍛

ト一一一一一一 羽T 0.42 W 0.38 鍛身部は方頭形、関部不明瞭。 木質痕 46 

端刃造 長方形 T 0.32 T 0.23 頚部は関部方向へ帽を増すが関
部不明瞭。

り
ん



NO.ll南横枕古墳群鉄製品(鉄鉱) (単位): cm 

ミ人己 長 鍛 身 吉日 ~j 部 茎 昔日

挿図 CDi，族身部
断測面部計位 関平面部形 断測面部計位

丹
遺物

出 土 地 ~~ l'重 平面形 逆 W~ 形態の特徴 残存状況 備考 登録
香 号 ②頚部 断面形

香号
③茎部 断面形 WT 厚脂さ 逆刺長 断面形 W T 厚I陥さ

第326号主墳体部
第96図 三角形 先端部 0.1 台形状 中央部 長方形 中央部 長頚倣。 尖端部欠 (9.65)g 39 
28 鉄 鍛 2.55 ト一一一一一一1月i 0.96 ト一一一一一一W 0.52 W 0.37 

7.43 片丸造 T 0.22 長方形 で 0.42 T 0.29 
(1.25) 

第96図 18.75 片刃形 先端部 車車状 上位 長方形 中央部
鍛長頚身鍛部。は刀子形。

完存
巻1木3締.質57痕痕g 

39 
29 鉄 鉱 ヨ言W 0.72 ト一一一一一一日T 0.50 W 0.24 40 

((870105) ) 寸 0.26 長方形状 T 0.38 T 0.19 

第96図 ((2.73) ) 片刃形 冗部 倣身部は刀子形。 鍬身部 (2.5)g 40 
30 鉄鉱 ① 2.73 

I二三等角辺形
W 0.87 ト一一一一一一一
T 0.32 

第96図 g 8) 台形状 中央部 長方形 上位 長頭金成。 倣身部欠
巻木(10締質.4痕痕3)g 

401 
31 鉄 鉱 (5.2 ト一一ー一一一 ト一一一一一一W 0.54 W 0.48 

5.93 
長方形

T 0.41 T 0.30 

第96図 {3ωj 台形状 下位 長方形 中央部 茎部 (2.77) g 39 
32 鉄 鉱g i;; W 0.57 W 0.35 

長方形 T 0.45 T 0.28 

第96図 中央部 頚部 (2.66)g 42 
33 鉄倣 ② 3.86 

長方形
W 0.51 
T 0.34 

85号墳 第114図 ((9.45) ) 
圭平頭造形

中央部
t減も自主身ち部す身は最部身大部幅向から先極は端長端に刃を

鍛身部 (26.1)g 8 
4 鉄 鍛 ① 9.45 W 3.90 フE 方ー へと に幅形を

T 0.25 ら 。フE 断面 方。

NO.l1南横枕80号墳第 2主体部出土玉類(第100図)

挿番号図 長(mmさ) 
径

干し(mm径) 重(g)量
遺物

種 類 (mm) 穿孔 色 調 材 質 残存状況 備 考 登 録
番 号

3 管 玉 17.8 6.7 2.2 2.0 片面 暗緑色 1. 43 碧玉 完存 23-1 

4 臼 玉 2.1 5目 3 2.0 オリーフ灰色 0.07 滑石 完存 24-1 

5 臼 玉 2.0 5.3 2.0 オリーブ灰色 0.08 滑石 完存 24-2 

6 臼 玉 2.6 5.6 2.0 オリーブ灰色 0.10 滑石 完存 24-3 

7 臼 玉 2.5 5.5 2.1 オリーブ灰色 0.09 滑石 完存 24-4 

8 臼 玉 1.9 5.2 2.1 オリーブ灰色 (0.06) 滑石 ほぼ完存 24-5 

9 臼 玉 2.5 5.3 2.1 オリーブ灰色 0.08 滑石 完存 24-6 

10 臼 玉 2.9 5.5 2.1 オリーブ灰色 0.11 滑石 完存 24-7 

11 臼 玉 2.5 5.2 2.1 オリーブ灰色 0.09 j骨石 完存 24-8 

12 臼 玉 (2.1) 5.5 2.0 オリーブ灰色 (0.07) i骨石 ほほ完存 24-9 

13 臼 玉 2.9 5.3 2.1 オリーブ灰色 0.11 滑石 完存 24-10 

14 臼 主 2.8 5.4 2.1 オリーブ灰色 (0.11) I骨石 ほほ完存 24-11 

15 臼 玉 2.1 5.3 2.1 オリーブ灰色 0.08 滑石 完存 24-12 

16 日 玉 2.8 5.5 2.1 オリーブ灰色 0.10 滑石 完存 24-13 

17 臼 玉 2.5 5.3 2.1 オリーブ灰色 0.09 滑石 完存 24-14 

18 臼 玉 2.8 5.3 2.2 オリーブ灰色 0.10 滑石 完存 24-15 

19 臼 玉 2.6 5.3 2.0 オリーブ灰色 0.09 滑石 完存 24-16 

20 臼 玉 2.0 5.2 2.0 オリーブ灰色 0.06 滑石 完存 24-17 

21 臼 玉 2.0 (5.9) (2.1) オリーブ灰色 (0.05) 十骨石 ほほ完存 24-18 

22 臼 王 2.0 5.2 2.0 オリーフ灰色 0.08 滑石 完存 24-19 

23 臼 王 2.7 5.3 2.2 オリーフ灰色 0.09 滑石 完存 24-20 

臼 玉 1.7 5.1 1.9 オリーフ灰色 0.06 r骨石 完存 24-21 

臼 玉 2.3 5.3 1.9 オリーブ灰色 0.09 滑石 完存 24-22 

臼 玉 2.2 5.4 1.9 オリーブ灰色 0.08 滑石 完存 24-23 

臼 玉 1.1 5.4 2.0 オリーブ灰色 0.05 滑石 完存 24-24 

臼 宝 2.4 明オリーブ灰色 (0.04) 滑石 1/2 24-25 

臼 玉 1.6 緑灰色 (0.02) 滑石 1/4 24-26 
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No.12 横枕67号墳(第144・146図)

挿図
①2。ω法〉底量最器口大(cm径径胴高) 径

①胎土 造物

器種 形態 手法 の 特鍛 @J:J't成 残存状況 備考 登録
番号

a:色調 番号

① (19.4> 鼓形器台。 (外) ヨコナデ。 ① 1 mm以下の砂粒を (党) 2/3 受部打欠

l 
土師器 ②<18. ]) 受部、台部共に端部方向へと外傾 (p人J) 風化不明瞭。 含む (台) l 土器転用枕

器台 ④ (9.8> して聞く o 受部は端部で外反す 台部ヘラ削り。 ②良

る。両端部は丸みをもっ。 G黄褐色

L (3.9) 両刃をもち中心軸は膨らむ。 打製により全面を加工する。 ③暗青灰色 (先) 欠 (J4) g l 

10 
打製石槍 W 3.0 平面形は基部で丸みをもち、刃部 サヌカイ↑

(基部) T 0.9 は先端方向へ僅かに幅を増すが欠

失する。

No.12 横枕68号墳(第149図)
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①0.5剛l以下の砂粒

を含む

②やや不良

明澄褐色

No.12 横枕69号墳(第152・153図)

① 15.5 椀状的杯部。脚部は差込み式。 軒、音11 (外)放射状的ノ、ケ目。 ① I皿以下町砂粒を (口) 1/3 赤彩 3 
② 9.2 口縁部は外傾して端面をもっ。 (内)剥落不明瞭。 多く含む (他) 1 土器転用枕

l 
土師器 ④ 12.1 Iの脚部は基部から緩やかに開き (内外)口縁部ヨコナデ。 ②良

高杯 下半でハの宇に聞き裾端面をも 脚部 (外)上半工具ナデ、下半ナデ。 創陸相島色

つ。 (内)上半絞り目を軽〈ナデ消し、下半ハケ目。

成形時の指頭圧痕。

①(J5.4) 杯部 (外)放射状的ハケ且。 ① l間以下の砂粒を (杯) 1/3 赤彩 4 

土師器
(内)剥落不明瞭。 多く含む (脚)上半 l 土器転用枕

2 (内外)口綾部ヨコナデ。 ②良
高杯

脚部 (外)上半工具ナデワ a:峰、褐色

(内)上半絞り目を軽くすデ消し。

① 14.5 椀状の杯部。 杯部 (外)放射状的ハケ目。 ① IJ日以下の砂粒を (杯) l 赤彩 5 
口縁部は内i毒して上方に納め端百 (内)剥落不明瞭。 多く含む 土器転用枕

3 
土師器 をもっ。 (内外)口縁部ヨコブテ。 3.5酬の砂粒を古

高杯 む

②良好

a:樫褐色

② 9.0 脚部は基部から緩やかに開き下半 脚部 (外)上半工具ナテ、下半ナデ。 ① I剛以下の砂粒を (脚) l 赤彩 I 

6 
土師器 でハの字状に開き裾端部は丸みを (内)上半絞り日を軽〈ナテ7両し、下半不明瞭な 多く含む

高杯 もつ。 がら成形時的指頭圧痕。 ②良

③樫l~色

No目12 横枕70号墳(第154・159図)

① 15.1 椀状的杯部。脚部は差込み式。 剥落不明瞭。 CDO.5mm前後の砂粒 (口) 2/3 赤彩 9 

l 
土師器 口縁部は内湾して上方に納め端部 (外) 杯底部放射状のハケ且。 を含む (杯) l 土器転用枕 10 
高杯 は丸い。 ②良好

③淡黄褐色

①<16.0> 有段の杯部。 (外) 杯部ナデ、成形時の庄痕。杯底部ハケ目。 ① 1 mm以下の砂粒を (杯) l 赤彩 11 

2 
土師器 口縁部は外傾し端部で外反し丸〈 赤彩後2段の暗文、上段は放射状、下段不明瞭。 含む 里斑有

高杯 納める。 ②良 土器転用枕

@1院褐色

ロ縁部は外傾して開き端部を欠 (外) 体部剥落不明瞭。 ① 1 mm以下の砂粧を (口) 1/3 赤彩 5 

土師器
く。 (内) 体部下半へラ削旬。 多く含む (体) l部 31 

27 ②やや不良 32 
τ室官E 

@f1l'褐色 33 
34 

①<15.7) 椀状の杯部。 杯部 (内外)ナデ後口縁部ヨコすデ。 ① 1 mm以下町砂粒を (口) 1/8 赤彩 5 
② (9.0) 口綾部は内湾して上方に納め端部 脚部 (外)上半工具ナデ、下半ナデ。 含む (杯) 1/4 黒斑有 23 

28 
土師器 ④ 12.4 は丸い。 (内)上半絞り目を軽〈ナテY背し、下半ハケ且。 ②良 (脚)上半 l 25 
高杯 脚部は基部から緩やかに聞いて下 成形時の指頭圧痕。 G檀褐色 (脚)下半 I 27 

半でハの字状に開き裾端面をも 赤彩後2段の暗士、上段は放射状、下段不明除。 29 
つ。

② 8.9 脚部は基部かち緩やかに聞いて下 脚部 (外)上半工具ナデ、下半ナデ。 ① l川前後の砂粒を (腕J)上半 1/3 赤彩 I 

29 
土師器 円孔 0.9 半でハの字状に聞き裾端面をも (内)上半絞り目を軽〈ナテ守向し、下半ハケ目。 多く含む (D申)下半 1/2 黒斑有

高杯 つ。 成形時的指頭l王痕。 ②良好

29は中位に円干し lをもっO 29は円孔を外面から穿つ。 ③淡樟色

② 9.2 ① 1-2 J肌の砂粒を (脚)上半 1/2 赤彩 33 

3C 
土師器 古む (脚)下半 1/2 
高杯 ②良

③撞褐色

② (9.4) CDO.5叩l前後の砂粒 (脚)よ半 l 赤彩 3C 

土師器
を吉む (脚)下半 3/5 

31 2 mmの砂粒有
高柄、

②良

③淡黄褐色

剥落不明瞭。 ① IJ叩以下町砂粒を (脚) ほIn 赤彩 3 

32 
土師器 脚部 (外)上半工具ナデ痕。 古む

高十平 (内)上半絞り日を工具でナデ消し。 ②良

成形時的指頭圧痕。 ③淡樫色
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NO.12 横枕72号墳(第163図)

挿図 ω①②③法底量最器口大(叩径径胴高) 径

①胎 土 遺物

器種 形 態 手法の 特徴 ② 焼成 残存状況 備考 登録
番号

③ 色前 番号

②<l2. ]) 脚部1;1基部から緩やかに聞いて下も I脚部 (外)上半工具ナデ、下半ナデ。ハケ目痕。 CDO.5mmt)、Fの砂粒 (脚)上半 3/4 赤彩 5 

l 
土師器 半でハの字状に聞き裾端面を (内)上半絞り目を工具ナデ、下半ナデ後ハケ を含む (1剛)下半 1/16 
i士i 折、 つ 。目。 ②良

成形時の指頭圧痕。 ③淡栓褐色

NO.12 横枕73号墳(第165・174図)

①② ④ 14.8 碗伏の十不部。 杯部 (外)ナデ後上半ヨコナデ。下半ハケ目、成形 ① 1 mm以下の砂粒を ほぼ完形 赤彩 41 
9.3 口縁部はl吋湾して立ち上がり端部 痕。 古む 土器転用枕

11. 7 で面をもっ。 (内)ナデ。
①②淡良4世褐色

土師器
胸部は基昔日から緩やかに開き下半 脚部 (外)上半工具ナデ、 F半ナデ。

I でハの字状に聞き端面をもっ。 (内)2/3上半絞り目を軽〈ナデ消し。中位に
高杯 2は下半部に円孔 Iをもっ。 l条の工具痕。

1/3下半ナデ後ハケ目。成形時の指頭圧
痕。

赤彩の後放射状の晴文を 2段に施す。

① 16.3 全凹剥落不明瞭。 ①O.5nilll以下の砂粒 ほぽ完% 赤彩 42 

2 
土師器 円孔 <0.6) 胸l部 (内)上半絞り目、 I粂の工具痕。 を含む 土器転用枕 51 
高杯 赤彩の後2段のH首文、上段は放射状、下段1;1不明瞭。

②③淡良樫褐色円孔 Iを外面から穿つ。

①<l9.9) 有段の杯部。脚部は差込み式。 全面風化不明瞭。 江J.5mm以下の砂粒 ほほ完存するが 赤彩 40 

3 
土師器 口縁部は外傾して立ち上がり端部 脚部 (内)絞り日後づデ消し。下半部ハケ目痕。 を含む 復元不可能 土器転用枕

高杯 で外反し、端面をもっ。 接合部 (外)ハケ目痕。
②③淡良柱褐色

①② ④ 15.6 椀状の杯部。脚部は差込み式。 杯部 (外)ヨコナデ。成形痕。 ①1mm以下の砂粒を 完形 赤軍主 38 
9.3 口i聖部は1JHtl1し端音目立 Iが丸〈、 (内)ナデ。 合む 土器転用枕

11. 9 5は百をもっ。 脚部 (外)上半工具7デ、下半ナデ。 ②③ 良好

4 
士師器 胸部は基部から緩やかに開いて下 (内)上半絞り目を軽〈ナテγ闘し、 l粂の工具 黄褐色

高杯 半でハの字状に開き裾端面をも 痕。
つ。 下半ナデ後ハケ目。成形時の指頭圧痕。

接合部 (空ト)ハケ日後続いナデ。
赤彩の後放射状の日音文を 2段に施す。

② ④ ① 14.6 
杯部 (外)ヨコナデ。成形痕。 ① 1 mm以下の砂粒を 完形 赤彩 39 

9.3 (門)ナデ。 含む 土器転用枕

士師器
12.4 脚部 (外)上半工具ナデ、下半ナデ。 ②③ 良好

5 (内)上半絞り目を経〈ナテ消し。下半ナデ後軽 淡程褐色
高杯

いハケ目。成形日告の指頭庄痕。
接合部 (外)ハケ目。
赤彩の後放射状の暗文を 2段に施す。

① < 15. ]) 椀状の杯部。 (外) 放射状ハケ目後上半ナデ。成形痕。 ① 1 mm肩後の砂粒を (杯) I 赤彩 37 

6 
土師器 口縁部は内湾して立ち上がり端部 (内) 風化不明瞭。 含む 土器転用枕

高杯 を欠く。 赤彩の後上半に放射状の暗士痕。
②③淡良檀褐色

② <8.0) 脚部は基部から緩やかに聞いて下 (外) 風化剥落不明瞭。 ① I剛前後の砂粒を (脚) ほほ1 赤彩 32 

7 
土師器 ードでハの字状に開き裾端部を欠 (内) 上半絞り目をナデ消し。下半ナデ後ハケ目。成 古む 黒斑有

高杯 く。 形時の指頭圧痕。 ③②や次や不良
中位に円干し lをもっ。 円孔 1を外面から穿つ。 樫l~色

① ( J4.6) 口縁部はラッパ状に外反し、口緑 (内外) ヨコナデ。 ① 1 -... 2 mrrの砂粒を 1/6 自然紬 4 
端部は上下に納めて田端商とす (外) 稜線聞に15条の波状文。 含む 29 

8 
須恵器 るo 内) 頚部ナデ。 ①③ 良好 30 

"" 
口縁部に 2条、頚部に l条の鋭い 暗灰色

稜線で区画した聞に波状文を施
す。

須恵器
①(JI. 4) 立ち上りは内傾し端部は凸面をも (内外) ヨコナデ。 ① 1 -2 [酬の砂粒を (口) 1/6 l 
(受) (J3.9) つ。 (外) 体部 2/3を逆時言|廻りのヘラ削り。

②③灰含良好色む

(体) ほ;まl
93 蓋杯

④ 4.3 受部は体部から外上方に納める。 (内) 回転ナテ、 部に円弧文士具痕が残品。
杯身

体部は丸みをもっ。
L一一一一一一一一一

NO.12 横枕76号墳(第176図)

有段の杯、部。

口縁部l土底部から外反して立ち上
り端部は凸面をもっ。
脚部は基部から緩やかに開いて下
半でハの字状に開き端面をもっO

〉」向方+l酢

o
l
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CDo.5皿以下の砂粒
を含む
2酬の砂粒有

②良好
③淡指;褐色

NO.12 横枕77号墳(第177図)

① ( J3.4) 天井部は丸みをもっ。 (内外) ヨコブデ。 ① I剛以下の砂粒を 1/5 2 
須恵器 口縁部はやや外方に lり端部で細 (外) 天井部逆時計廻りのヘラ削り。 多く含む 5 

l 蓋杯、 品。 (内) 天井部ナデ。 3 mmの砂粒有 12 
杯葉 天井部と口縁部を分ける稜 1;1鈍

②③灰良色
し'0

① ( J2.0) 立ち上りは内傾し端部は細品。 (内外) ヨコナデ。 ①1. 5nun以下の砂粒 (口) 1/2 7 
須恵器 (受) (14.3) 受部は体部から外上方に納める。 (外) 体部逆時計廻りのヘラ削り。 を多く含む (体) 1/3 

2 蓋杯 体部は丸みをもっ。 (内) ナデ。 3叩の砂粒有

杯身
②③灰良色

① (22.0) 口縁部は外反し端部で上1方向に (内外) ヨコナデ。 CDO.5四以下の砂粒 (口) 1/6 l 
突出させる。 (外) 頚部カキ目後ヨコナデ。 を多く含む 2 

3 
須恵器 ②③ 良好
3lt (外)階灰色

(内)灰白色
(断)灰赤色
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No.12 横枕78号墳(第178図)

挿図

;Q④遺2〕書底最器大(唱胴径高径

①胎 4二 造物

番号
器種 形態 手法 σ〉 特徴 @j完成 残存状況 備考 登録

③色調 番号

①〈お 5) 複合口縁。 (外) 口縁部ノ、ヶ目、以下剥落。 ① 2凹以下町砂粒を (口) 1/12 黒斑有 I 

土師罪
口縁部は外傾、端部で外反して商 (内) 風化剥落不明瞭。 多く含む

l 
(口縁部)

をもっ。 5 mmの砂時t有

②③不控褐良色

No.12 横枕79号墳(第179図)

(内外) ヨコナデ。 I① 1mm以下の砂粒を
(外) 天井部 2/3を時計廻りのヘラ削り、中心にへ| 多く含む

ラ起し痕。 I 3剛の砂粒有
(内) 天井部ナデ。 I②良

③灰白色~灰色

No.12 SK-02 (第182図)

① (9.9) 口i軍部は直線的に外傾し端部を欠 (外) 体部横、斜位ハケ目。底部不定方向のハケ目。 ①O.5mm以下の砂粒 (口) 1/2 赤彩 !3 

1 
土師器 く。 (内) 肩部ナデ。成形時の指頭圧痕、絞り目痕。 を含む (体)上半 7/8 14 
査 体部中位ヘラ削り、底部ナデ。成形時の指頭圧 ②良 (底) l 

痕。 amI色

①③ ④ 13.3 椀状の杯部。脚部は差込み式。 杯部 (外)ナデ。成形痕。 ① I剛前後の砂粒を (杯) l 赤彩 6 
8.4 口縁音11 は 2 がj~傾して端部は丸味 (内)ナデ。

③②栓含良褐む色

(脚)上半 I 8 

土師器
10.6 をもっ。 接合部(外)ハケ目。 (脚)下半 1/2 

2 
高杯

3は内湾して上方に納め端部は丸 脚部 (外)上半工具ナデ、下半ナデ。
い。脚部は基部から緩やかに聞い (内)ナデ、絞り目痕。
て F半でハの字状に開き、裾端部 赤彩の後放射状の時文を 2段に施す。
は丸みをもっ。

①(J2.1) 杯部 (外)ナデ。成形痕。 ①O.5mm前後の砂粒 (口) 1/5 赤彩 11 

③④ 9.0 (内)ナデ。 を吉む (脚) ほI'!"!

3 
土師器 10.8 接合部(外)ハウ目。 ②良好
高杯 抑部 (うト)上半工具ナデ、下半ナデ。 G位、褐色

(内)ナデ、絞り白痕。
す、彩の後放射状のH首文を 2段に施す。

①③ ④ (J6.2) 有段の杯部。脚部は差込み式。 杯部 (内外)ナデ。 ①O.5nml前後の砂粒 (口) 1/4 赤彩 l 
9.4 口縁部は 4が内湾し端部で外反、 接合部(うト)ハう目。 を多く含む (杯底) ほほi 7 

土師器
12.7 5~7 が外傾し端部で外反し丸く (内)ナデ、絞り目痕、指頭圧痕。

②a極良褐色
(脚) l 12 

4 
高杯

納めるo 赤彩の後放射状の暗文を 2段に施す。 13 
4-6の脚1¥11は基部から緩やかに
開いて下半でハの字状に開き、裾
端部は凸面をもっ。
7は脚部を欠く。

杯部 (内外)ナデ。 ① 1川以下の砂粒を (ロ) 赤彩
①③ ④ 21.8 2/3 l 

土師器
13.8 脚部 (外)上半工具ナデ、下半づデ。 含む (脚)上半 1 2 

5 
高杯

16.4 (内)ナデ、絞り目痕、ハケ目痕。 4 mmの砂蝶有 (脚)下半 1/2 3 
(内外)成形時の圧痕。

②③淡良桂好色、松褐色赤彩の後放射状の暗文を 2段に施す。

③ ④ ① 22.1 剥落不明瞭。 ① lllllIl以下の砂粒を (杯) l 赤彩 2 

土師器
12.9 脚部 (外)上半工具ナデ。 多く含む (脚裾) 3/5 4 

6 
高 fィ、 16.3 (内)ナテ¥絞り白痕、ハケ目痕。 1. 3cmの砂傑有 5 

(内外)成形時のj五痕。
②a良控好褐色赤彩の後放射状の暗文を 2段に施す。

① 21. 8 華Ij落不明瞭。 く1)0.5皿以下の砂粒 (杯)上半 1/2 赤彩 J 

7 
土師器 杯部 (外)ナデ、成形痕。 を含む (杯下半 5/8 5 
高杯

③③控良色
13 

② 7.8 脚部は基部から緩やかに開いて下 剥落不明瞭。 ①0.51叩以下の砂粒 (脚)と半 1 赤彩 9 

8 
土師器 半でハの字状に開き、裾端部は丸 (外) ナデ。 を多く古む (脚)下半 3/4 
高判、 みをもっ。 (内) ナデ、絞り目痕。成形時の指頭圧痕。

②③樟良色

①<12.6) 有段の杯部。脚部は差込み式。 杯部 (外)ハケ目後ナデ。 ①O.5mm以下の砂粒 (杯)上半 1/4 赤彩 7 

土師器
ロ縁部は内湾して内側に納め端前 (内)ナテ。後杯底部一方向のナデ。 を含む (杯)下半 1/2 8 

9 
高杯

をもっ。 (内外)口i畢部ヨコナデ。
②③淡良樫褐色

(脚柱) 3/4 10 
脚部 (外)ナデ。上位にハケ目痕。
赤彩の後接合部に l条のヘラ描き沈娘。

No.12 遺構外(第204図)

平面形は楕円形状。 I手担ね成形後ナデ。成形時の指頭庄痕。
l面につまみ状の突起をもっO

CDO.5叩以下町砂粒
を含む

②良好
③乳褐色

③灰色
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No.12 横枕古墳群(銅鏡) (単位): cm 

L (長さ)
追物

j市
図 器号室

W(帽) 形態の特徴
出土地

香 T (厚さ)
其の他討 ?~IJ値 残存状況 備考 登録

号

平面形等 番号
D (径)

73号墳 第166図 D 11. 60 円形 X線写真での観察により不明瞭であるが鏡背外側は蒲鉾緑、外区は櫛 テE存 44 
第 l主体部 9 

銅鏡
T 最大 0.38 歯文を外から l条、波状または山形状を 2条めぐらし、更に圏線、斜

位の櫛歯文が巡る。内区はわらび手状に展開している四獣の可能性
有。紐は不蛙形で紐孔も一方にずれる。
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NO.12 横 枕 古 墳 群 鉄 製 品 ( 鉄 刀 、 鉄 剣 、 刀 子、錐、鉄斧、他) (単位)・ cm

法 量 遺物

出土地
挿図

器 種 全 長 刀 音1¥ 茎 部 ~Jf 面 形態の特徴 残存状況 備考 王守、正会要~~司k 
J官2 す口

長さ 断面形 長さ 断面形 言h~l)部位 市高 厚さ
番号

6主7号体墳部 第144図 48.9 37.7 菱形 11.1 長方形 告1)身切先部 2.50 0.50 鋳剣化する 完存
宗管痕

5 
8 自身中央部 2.90 0.60 身減は先端万向へ幅、厚を僅か

鉄責1) 剣茎茎尻元身部元部部
3.10 0.70 に らし、中心軸には鏑をも 布目痕
1. 50 0.50 

茎つ関。部不明瞭釘。1. 35 0.40 
部に目 孔 lを観察。

第144図
鉄(責金具貴l)l 

中i立 0.65 0.25 湾曲する O 113 (5.41) g 6 
9 

第628号王墳体部
第15C図 8.4 等角辺 長方形状 刀身中央部 1. 03 0.48 鋳化、膨張して不明瞭。 完存 11. 9g 4 

2 
万 子

三% 茎尻部 0.83 全面鞘、柄木質が遣存する。

第150図
(錨)

(12.2) (12.2) 長方形 茎茎部部上下位位 0.73 0.31 銃化著しく屈曲する。 両端部欠 (15.32) g 3 
3 0.85 0.25 

6王9号体墳部 第152図 9.2 一等角辺 長方形状 刀万身身切中先央部部 0.70 0.15 銃化、膨張して不明瞭。 ほぽ完存 (13.72) g 7 
4 刀子 三形 1. 02 0.23 全面鞘、柄木質が遺存する。

茎尻部 0.83 0.20 

第152図 93.6 76.3 
一三等角辺形

17.3 長方形状
万身身身中切先央部

2.17 0.52 鋳化する。 完存 724g 6 
5 刀 中 部 2.98 0.83 万身は刃関をもち切先方向へ

大万 万茎 元央部部 3.16 0.99 幅茎関、 厚を木減瞭木らし切先は丸い。背
2.31 0.73 は不明 o 

部身は柄 質質側面Iに巻締痕。
刀部に 。

7主0号体墳部 第156図 (69.4) (55.1) (菱形) 14.3 長方形状 剣書Ij身中央部 2.98 0.56 誘化する。 切先部欠 (426)g 12 
17 身元部 3.33 0.63 剣身は先端方向へ幅、厚を僅か 13 

茎中央部 1. 80 0.31 に減らし、中心軸の鏑は不明

鉄 剣 1全告。面鞘、柄木質が遺存し直角両

関図着茎。裏面の 3箇所に他の木質付

部に自主]孔2の痕跡。

7主1号体墳部 第161図 48.9 37.0 (菱形) 11. 9 長方形 剣身切先部 1. 85 0.25 誘化する。 完存 150g 4 
l 剣身中央部 2.30 0.38 剣身は先端方向へ帽、厚を僅か 6 

剣茎元身元部央部
2.55 0.45 に減らし、中心軸の鏑は不明

鉄剣 1. 70 0.30 際。
茎中部 1. 40 0.25 全面鞘、柄木質が遺存し斜角両

茎関。部の目釘孔 1に目釘が残る。

7主2号体墳部 第163図 (34.2) 30.0 (菱形) (4.2) 長方形 剣身身切中先央音部1¥ 2.10 0.20 銃剣化する。 茎尻部欠 (100)g 6 
2 

卵釦茎lj身中元央部部
2.60 0.30 身は先端方向へ幅、鏑厚lを僅か 巻締痕

量生 剣 2.80 0.40 に減らし、中心軸の ま不明
(1. 50) 0.25 

全1ft面。鞘茎 柄木目釘質が遺存を 直察角両
関。部に 孔 l 観。

第7I3号主墳体部
第167図 93.1 75.3 二等角辺 17.8 長方形状

万尻身身身切先央部
2.50 0.50 鋳イじ著しい。 完存 1000g 34 

10 三形 刀中部 3.10 0.70 刃関をもち切先方向へ幅、厚を 布目痕ワ

刀茎 元部部 3.33 0.80 減瞭。らし切先は丸い。背関は不明
2.35 0.60 

大万 茎部は柄木質元部に巻締痕跡。

茎茎く部部遣存はに柄目し鉄釘木孔部質分が3茎全0 尻長鉄92部.7cよmをり長測

る。

第167図 (88.2) 72.2 (菱形) 16.0 長方形状

剣剣剣茎身身身中切元央中先央部吉1¥部部

3.31 0.43 銃化する。 ほほ完存 (620)g 33 
11 3.88 0.53 剣身減は先し端、方中向心へ軸幅の、鏑厚lを僅か

主士 宮U
3.90 0.61 に ら、 立不明
1. 59 0.21 

鞘茎瞭。音、 柄木釘質が遺存を。観斜祭角両関。
11に日 干し 1 。

第167図 (70.5) (55.6) (菱形) 14.9 長方形状

高剣剣茎U尻身身身切元部中先央部部部
2.94 0.45 鋭化者しい。 切先端部 (51O)g 35 

12 3.36 (0.55) 剣身減は先端方中向心へ軸幅の、鏑厚lを僅か 欠

鉄高1)
3.80 0.60 に らし、 ま不明
1. 89 0.40 

締瞭直痕。角両と関自。主T茎孔部3木か。質の側面に巻

第168図 (7.0) (3.7) 
二三等角辺形 3.3 長方形 万身身中央部 (0.55) (0.20) 鏡化著しく一部剥落する。 両端部欠 (3.26) g 52 

13 刀子 茎刀 5c 部 0.65 0.18 鞘、柄木質が遺存。関部不明 55 
中央部 0.73 1. 80 

茎瞭尻。は丸い。

第168図 (4.2) 2.7 
一三等角辺形

(1. 5) 長方形 茎刀身中央部 0.70 0.20 小型。 茎尻部欠 (2.3) g 52 
14 万子 尻部 0.57 0.12 鞘、柄木質が遺存。関部不明 木質痕

瞭。

第168図
万 子

(3.4) (0.7) 
三二角等形辺状

2.7 刀身冗部 1. 05 (0.20) 鋳化者しく一面側は剥落する。 茎部 (1. 82) g 48 
15 茎元部 0.80 0.20 両関をもっO 茎尻は丸い。 木質痕

第168図 (2.5) 外側木質ははじれて緩む。 尖端部 (06)1艮E 47 
16 

針鉄製状品
内側の針状3本は光沢をもち癒 木質
着しており黒漆か。
横断面はほぼ同 の円形。

第168図 L 10.8 有袋鉄斧U 完存 231g 31 
17 W 4.5 平面形は縦長で上半に広部は袋り状、

鉄斧 T 0.4 下音袋1¥半部yはk で刃部方向 が 、刃
D 3.4 

部丸は 平突合。せに閉じ、横断面はD 2.5 
隅方形状。

224 



No.12 横枕古墳群鉄製品(鉄鉱) (単位): cm 

ノゴ¥二 長 割五 身 昔日 頚 苦1¥ 三壬 音日

挿図 ¢鍛身部 断面f音立l 平関面吉形1¥ 測断部面位計

牌i
遺物

出土地 帯種 平面形
視~部

逆刺 形態の特徴 残存状況 備考 2性~~刷，.益、
タU氏2 子} ②頚部 断面形

品f甘す口

①茎部 断面形 W T 厚幅さ 逆刺長 断面形 WT 厚帽さ T 厚さ

67号墳 第144図 (13.6) 
柳葉形

中央部 方形 尖端部 鍛身を部直内は先す的端部減にふくらを身もち 尖端部欠 A(ト41. 69)g 10 
主体部 2 8114 W 2.15 W 0.15 部幅 線湾 にらしながら元 質痕

鉄鉱 (2.2) 卜一一一一 T 0.30 卜一一一一 T 0.15 でる。
平造

第144図 (13.2) 
柳葉形

先端部 方形 中央部 倣幅内身は部直すは先的端部にふくらをもち 尖端部欠
巻木(32締質.6痕痕9) 巨

11 
3 ① 10.5 W 1.80 W 0.25 線に定とし身元部で

主主 鍛 ト一一一一一一 T 0.20 ト一一一一一一 T 0.25 湾る。
平造

第144図 (13.9) 
柳葉形

中央部 長方形 尖端部 倣欠身一部 選9鈴)g 9 
4 W 2.25 W 0.40 締痕

鉄倣 T 0.35 卜一一一一一 T 0.20 
(平造)

第144図 13.1 
(柳業形)

中央部 方形 中央部 鍛身は部直は先部的端部にふくらをもち 完存 3木5質04痕E 7 
5 

Sijjj 
W 2.15 W 0.40 斜幅 線頚 に一定とし身元部で

鉄鍛 ト一一一一一一 T 0.30 ト一一一一一一 T 0.40 位に へ続く。
平造

第144図 (]2.3) 先端部 長方形 中央部
鍬身M部は先官端径11軍部向4ふ〈らをもち

尖端部欠
木巻布(32締質目.7痕痕痕7)g 

12 
6 (柳葉形)W 2.00 W 0.30 ヒ 幅 的に定とし中

鉄倣
T 0.25 T 0.15 

位半をで両側身を に突と後直出さ斜せ的f、に立下ト一一一一一一 ト一一一一一一
部は元大く へ 線 幅

平造 頚増部へし最続 。とした 、 の

第144図
柳葉形

中央部
角

長方形 中央部 徐i長身部は幅先を端減部らにふくらをもち ほぼ完存 長5.05 8 
7 W 2.0C W 0.35 々に して逆刺へ続 質'1.11:

鉄倣 1.2 ト一一一一 T 0.3C ト一一一一 T 0.30 
3.5 平造 長方形

70号墳 第156図 (]5.2) 
長三角形 Y(EI 昔日 台形 上位 長方形 叩央部 長頚身晶長 尖端部欠 品3百 15 

主体部 18 ① 4.2 W(1.10) 1司r0.52 W 0.47 鍛部は先端部から幅を増し元 締痕
主主 鍛 g 90 ト一一一一一一 T 0.30 ト一一一一一一 T 0.40 T 0.33 部は斜行する。

(2.0) 平造 長方形

第156図 (15.8) 
長三角形

中央部
台形状

上位 長方形 中央部
鍬長部頚身は鍛。

先端部欠 木(]4質9痕8)巨 19 
19 W 1.30 W 0.49 W 0.40 部は先瞭端部から幅を増し元

鉄倣 ト一一一一 ト一一一一 T 0.37 T 0.33 不明
平造 長方形

第156図 (16.1) 
長三角形

先端部
台形状

中央部 長方形 中央部
長頚身は鍛

尖端部欠
巻木(18締質2痕痕2) 巨

18 
20 W 0.81 W 0.61 W 0.44 t部vt斜部行oは先す端る部。から帽を増し元鉄倣 6.9 ト一一一一一一 T 0.28 ト一一一一一一 T 0.39 T 0.28 

(4.7) 片鏑造 長方形

第156図 (15.8) 
長三角形

中央部 0.1 
台形状 中央部 長方形 冗部

i刺長首長室身買続主部張。は先端部から帽を増し逆
尖端部欠

木巻(15締質.1痕痕1) 巨
16 

21 ① 2.7 W 1.05 W 0.58 W 0.45 
鉄員数 ト一一一一 T 0.27 ト一一一一 T 0.31 T 0.26 へく。

平造 長方形

第156図 (8.9) 
三角形 中央部 (0.6) 中央部

倣刺長頚身続織部。は先端部から帽を増し逆
茎部欠 22、233鋳2)着g 14 

22 826  1月r1.14 W 0.54 (30. 
主主 鍛 (7.0) ト一一一一一一 ト一一ー一一一 T 0.38 へく。

平造 長方形

第156図 (12.9) 
長三角形

先端部 0.1 
台形状 ヒ位 方形状 7C部 尖端部欠 巻締痕 14 

23 W 0.94 W 0.58 W 0.39 
量生 鍛 9.3 ト一一一一 T 0.33 T 0.33 T 0.38 

(0.7) 平造 長方形

第1561安| 13.6 長三角形
中央部 0.2 下位

刺長倣へ頚身続鉱部。はく。先端部から幅を増し逆
尖端部欠

木巻(]8締質4痕痕7)g 
21 

24 s (26) W 1.07 W 0.54 
鉄車産 11.0 ト一一一一一← T 0.36 

平造 長方形

第156悶 (14.0) 先端部 中央部 長方形 中央部
倣長頚身は斜鍛部。は先1端部からl悟を増し元

尖端部欠
2木巻(52、締質52.67痕痕鋳0)着宮

17 
25 ③ (2.5 長三角形 W 0.96 台形 W 0.6C W 0.30 

鉄倣
T 0.38 T 0.18 部 行 る 。

ト一一一一一一

平造 長方形状

第156図 (]5.5) 
三角形 先端部 0.3 台形状 フE部 長方形

刺倣長へ頚身続倣部。はく先。端部から幅を増し逆
尖端部欠

木巻市質ー痕痕
17 

26 W 0.88 W 0.69 20 
鉄織 9.0 T 0.25 卜←一一一一 T 0.46 

(4.1) 平造 長方形

71号墳 第161図 (]4.7) 
片刃形

中央部 中央部 方形 尖端部

鋳長倣化頚身膨鍛部。張は刀し子て形頚。関部不明瞭。

尖端部欠 (]4.67)g 3 
主体部 2 ① (3.2 W 0.88 W 0.50 W 0.17 

鉄倣 ヨzT 0.15 トーー一一一一 T 0.30 T 0.20 
長方形状

73号墳 第172図 (10.8) 
三角形

中央部 中央部 :方形状 元首日

外茎長に横部径頚銭は。柄が良巻好を締測に残をりり木質最上位大

尖端部欠 (]O. 77) g 6 
第 2主体部 73 W 1.00 W 0.53 W 0.46 9 

主主 主族 ト一一一一一ー ト一一一一 T 0.35 T 0.40 は0.83cm 察その
片丸造 長方形 位の樹皮 観する。

第172図 (16.1) 
三角形

下位 長方形 中央部
外横長頚面断銭を樹。皮茎部で巻は柄締をが遺良存好良に残好でり

尖端部欠 (]6. 49) g 21 
74 ① (2.7 W 0.55 W 0.36 

鉄綴 「一一一一一一 T 0.30 T 0.27 面で0.33cm 測る。
片丸造 長方形

第172図 (]7.4) 下位 方形状 尖端部

警益事艶i謀長
尖端部欠 (]9. 63) g 22 

75 W 0.63 W 0.25 
鉄鉱 T 0.34 T 0.25 

ト一一一一一一
長方形

← 225 



NO.12 横枕古墳群鉄製品(鉄鎖) (単位): cm 

ノ.tc¥ 長 動産 身 音1¥ 主買 苦日 茎 苦E

挿 図 CDt張身音1¥
測断面部位計 平関面部形 I断1，1)面古川計立

WT視断l部面厚位雪幅| さ

遺物

出土地 器 種 平面形 逆刺 形態 の特徴 残存状況 備考 登録
且合 7口7 ②頚部 断面形

番号
③茎部 断面形 w 厚幅 逆刺長 W 厚帽

T さ 断面形 T さ

第723号主墳体部
第172図

(三角形)
中央部 冗部 長方形 中央部

長f瞭t長頚。身鍛部oは鋳化膨張により不明
茎元部欠

巻木(13i質帝.3痕痕4)g 
19 

76 ① (2.4 W 1.14 W 0.60 W 0.34 
鉄 鍛 T 0.32 T 0.24 

片丸造 長方形

第172図 (16.0) 
長三角形 中央部 下位 方形状 尖端部

鍛増長頚身鍛部。は先方端向部から徐行々に幅を
尖端部欠

巻木(12締質.7痕痕4) 宮
23 

77 W 0.89 W 0.62 W 0.17 
鉄生l車 7.3 T 0.29 T 0.38 T 0.14 し元部 へと斜する。

4.6 片丸造 長方形

第172図 (14.3) 
長三角形

中央部 中央部

長鍛頚身徴部頚定。関は幅先部に端は仲部喜寿び化で、元膨帽首張を日で増。斜し行、ほ

尖端部欠
巻木(14締質.5痕痕l)g 

25 
78 W 1.00 W 0.6C 

鉄鍛 8.5 T 0.32 T 0.37 ぼー す
2.7 片丸造 長方形 る。

第172悶 (12.8) 先端部 中央部 方形状 元部

長鍛頚巻E身|締苅E部S部、盤。はは横鋳柄断化木面膨質で張は径外に0面よ9をり8c樹不mを皮明測。で

尖端部欠 (14. 94)g 20 
79 W 0.76 W 0.52 W 0.35 

鉄 鉱 ト一一一一一一 ト一一一一一一 T 0.34 T 0.25 

(片丸造) 長方形
る。

第172図 (15.2) 中央部 中央部 方形状 中央部 5斡懇立担話当 部から 問 !た

尖端部欠 80-83 16 
80 ① 3.5 長三角形 W 1.20 W 0.60 W 0.35 

鋳巻(69着締2痕5)g T 0.20 T 0.35 T 0.25 
鉄 jj~ ト一一一一一一 トー←←一一一 82万は 存す好るに残好0 り外横面

片丸造 長方形
を樹 良で 断
面で

第172図 (14.7) 
長三角形 中5と部 中央6部D 方形羽 元部 尖端部欠 木質痕 17 

81 ① 3.5 W 1.20 W O  W 0.30 
鉄劫主 ト一一ーー一一 T 0.20 卜一一一一 T 0.30 T 0.20 

片丸造 長方形

第第172 図 (15.1) 
長三角形

中央部 中央部 方形状 万部 尖端部欠 15 1 
173図 1月f1. 20 W 0.60 W 0.45 
82 鉄 鉱 T 0.20 T 0.35 T 0.30 

片丸造 長方形

第173図 (13.8) 
長三角形

中央部 中央部 長方形 上位 尖端部欠 14 
83 W 1.20 W 0.60 W 0.20 

鉄 倣 T 0.20 T 0.35 T 0.15 

片丸造 長方形

第173図 (16.0) 中央部 中央部 方形状 尖端部

長鍍誤ぽる要身覧部ま1錯疋包白部ニ帽i先鵠はに伸ffij一るが部ぴ一で良元河好舗4良をで増残好斜でし句行附外面はtー

尖端部欠 84-88 11 
84 長三角形 W 1.00 W 0.55 W 0.25 

銃(6着1. 57)g 
鉄鉱 T 0.25 T 0.35 T 0.20 

片丸造 長方形

第173凶 (15.5) 中央部 中央部 方形状

S警座長長男身「唯空部官案は。員自先向端部群存か正好':J幅を3脅した

尖端部欠 12 
85 長三角形 W 1.20 W O.ω 

鉄自在 T 0.30 

l元部Uでn が、るへ遺。良 行良に でるり外横。国断面を樹で
片丸造 長方形

第173図 (9.7) 
長三角形

中央部 中央部
長鍛頚身倣部。は鋳着により不明瞭。

茎部欠 13 
86 W 1.00 W 0.65 

鉄倣 ト一一一一 ト一一一一一一 T 0.25 

片丸造 長方形

第173図
② ((2266) ) 中央部 頚部

87 鉄副長 トーー一一一一 T 0.30 

長方形

第173図 中央部 E男、部
88 出土 倣 ②1.9 ト一一一一一一 W 0.65 

長方形 T 0.30 

第173図 (6.8) 中央部 中央部
銃長頚身鍛部。は先幅端伸部で幅を増し

倣身部 (7. 77)g 10 
89 8 3 6  長三角形 W 1.00 W 0.5C 

(3.2) T 0.30 ほ ぼ一定 に び元部で斜行
鉄 鉱 ト一一一一一一 ト一一一一一一

鍛す身る部。に他の鉄鍛の一部付着。
片丸造 長方形

第1731司 (13.8) 上位 方形 中央部 先端部欠 (18.77) g 24 
90 W 0.70 W 0.25 

皮O長魅L茎flK頚鎌部で身皿拳銭部のはを柄m。可l立k則錐能がるイ遺性良膨も張あし不明瞭で11主主 鍛 T 0.36 T 0.25 
「一一一一一一一一一一 好存に残好り。り横外商を樹

長方形 良で断面で

第173図 ((3.6) ) 下位 他の鉄鉱の部付着。 頚部 巻(4締.85痕)g 7 
91 鉄 倣 ② 3.6 W 0.65 

長方形 T 0.35 

第173図 ((1.8) ) 長方形 ヒ位
皮茎O.部Eでc巻nはを締柄測が、る遺良。好存良に残好でり外横面断面を樹で

茎部 (0.98)g 8 
92 鉄 鍛 ③1.8 W 0.50 

T 0.35 

226 



No.12 横枕70号墳主体部 出土玉類(第154図)

望号 種 類 長(mmさ) 
4歪

孔(IIlm径) 穿孔 色 調 重(g)量 材質 状残 存況 備考 番遺登 録号物(mm) 

3 勾玉 12.5 5.3 1.4 1.2 濃青色 0.39 ガフス 完存 気泡有 42- 2 

4 勾 玉 25.5 9.3 2噂 3 1.2 片面 茶褐色、淡惰色 (3.11) メノウ ほほ完存 42- 1 

5 勾玉 21. 8 8.6 3.0 0.8 片面 茶褐色半透明 (2.10) メノウ ほほ完存 42- 3 

6 勾玉 21. 9 8.3 3.3 1.7 片面 茶褐色半透明 (2.20) メノウ ほほ完存 42- 4 

7 小玉 1.5 2.6 0.9 淡青緑色半透明 0.01 ガ 7 ス 完存 気泡有 44- 1 

8 小 玉 1.5 2.6 0.9 淡青緑色半透明 0.01 ガフス 完存 気泡有 44- 2 

9 小 玉 1.4 2.3 0.8 淡青緑色半透明 0.01 ガ 7 ス 完存 気泡有 44- 3 

10 小 玉 1.6 2.7 1.0 J炎 青 緑 色 半 透 明 0.01 ガフス 完存 気泡有 44- 4 

11 小 玉 1.1 2.5 1.2 淡青緑色半透明 0.01 ガフス 完存 気泡有 44- 5 

12 小 玉 2.0 2.5 1.0 淡青緑色半透明 0.01 ガフス 完存 気泡有 44- 6 

13 小 玉 1.9 2.6 0.9 i炎青緑色 半 透 明 (0.01) ガフス ほほ完存 気泡有 44- 7 

14 小玉 1.4 2.2 1.0 淡背緑色半透明 0.01 ガ 7 ス 完存 気泡有 44- 8 

15 小 玉 1.7 2.4 1.0 淡青緑色半透明 0.01 ガフス 信5cニ1'f寸一 気泡有 44- 9 

16 小 玉 1.8 2.5 1.0 淡青緑色半透明 0.01 ガフス 完存 気泡有 44-10 

小 玉 1.8 2.6 0.6 {炎青苛量生L 主ドi歪月fj 0.01 ガフス 元存 気 1包有 44-11 

小玉 1.6 2.6 0.4 淡青緑色半透明 0.01 ガフス 完存 気泡有 44-12 

小 玉 1.6 2.4 0.8 淡青緑色半透明 0.01 ガフス 完存 気泡有 44-13 

小玉 1.9 2.4 0.7 淡背緑色半透明 0.01 ガフス 完存 気泡有 44-14 

小玉 1.7 2.6 0.6 {炎青緑色半透明 0.01 ガフス 完存 気 i包有 44-15 

小玉 2.2 2.9 0.6 淡青緑色半透明 0.02 ガフス 冗存 気泡有 44-16 

小玉 2.1 2.9 0.6 淡青色半透明 0.02 ガフス 完存 気泡有 44-17 

小玉 1.7 2.6 0.7 淡青緑色半透明 0.01 ガフス 完存 気泡有 44-18 

小玉 1.8 2.6 0.8 淡青緑色半透明 0.01 ガ 7 ス 完存 気泡有 44-19 

小玉 2.1 3.0 0.8 i炎緑色半透明 0.02 ガァス 完存 気泡有 44-20 

ノト 玉 2.2 2.9 0.5 j炎緑色半透明 0.02 ガフス 完存 気泡有 44-21 

小 玉 2.7 3.8 0.9 淡緑色半透明 0.04 ガフス 完存 気泡有 44-22 

小 玉 1.9 3.0 0.5 淡青色半透明 0.02 ガフス 完存 気泡有 44-23 

小 玉 1.6 2.5 0.5 淡青緑色半透明 0.01 ガフス 完存 気泡有 44-24 

小 玉 1.6 2.4 0.4 淡青緑色半透明 0.01 ガフス 完存 44-25 

小 玉 1.8 2.6 0.6 淡青緑色半透明 0.01 ガフス 冗存 気泡有 44-26 

小玉 1.7 2.6 0.4 淡青緑色半透明 0.01 ガフス 完存 気泡有 44-27 

小玉 2.1 3.8 0.9 yJ}:ミ青緑色 半透明 0.04 ガフス 完存 気泡有 44-28 

小 玉 2.1 3.4 0.6 淡青緑色半j秀明 0.03 カザフス 完存 気泡有 44-29 

小 玉 2.1 3.2 0.7 i長青緑色 半 透 明 0.03 ガフス 完存 気泡有 44-30 

小 玉 1.7 2.7 0.7 淡青緑色半透明 0.01 ガフス 冗存 気泡有 44-31 

小 玉 2.1 3.1 0.4 淡青緑色半透明 0.02 ガフス 完存 気泡有 44-32 

小 玉 2.1 3.3 0.5 淡青緑色半透明 0.03 ガフス 完存 気泡有 44-33 

小玉 2.1 3.2 0.6 淡青緑色半透明 0.02 ガフス ラt存 気泡有 44-34 

小王 1.7 3.1 0.5 淡青緑色半透明 0.02 プザフス 完存 気泡有 44-35 

小玉 1.9 3.4 0.7 I炎 青 緑 色 半 透 明 0.03 カ"フス 完存 気泡有 44-36 

4、 ヨ三 1.8 3.2 0.6 淡青緑色半透明 0.02 ガフス 完存 気泡有 44-37 

小玉 1.9 3.2 0.6 淡青色半透明 0.02 ガ 7 ス 完存 気泡有 44-38 

小玉 1.8 3.1 0.6 淡青色半透明 0.02 ガァス 完存 気泡有 44-39 

小玉 1.1 2.5 0.7 淡青色半透明 0.01 カψ7ス 冗存 気泡有 44-40 

小 玉 1.9 3.1 0.6 淡青色半透明 0.02 ガフス 完存 気泡有 44-41 

小 玉 1.7 3.0 0.5 淡青色半透明 0.02 ガフス ヨ云干字 気泡有 44-42 

小 玉 2.1 3.6 0.5 1JJi青色半j秀明 0.03 ガ 7 ス 完存 気泡有 44-43 

小 玉 2.1 3.3 0.7 iØ~青色半透明 0.03 プザフス 完存 気泡有 44-44 

小 玉 2.3 3.3 0.5 淡青色半透明 0.03 ガフス 元存 気泡有 44-45 

小 玉 1‘8 3.1 0.5 淡青色半透明 0.02 フヴフス 完存 気泡有 44-46 

小 玉 1.7 3.0 0.6 淡青色半透明 0.02 ガフス 完存 気泡有 44-47 

小玉 1.8 3.4 0.9 淡青色半透明 0.03 ガフス 完存 気 j包有 44-48 

ノj、玉 1.8 3.1 0.5 淡青色半透明 0.02 カフス 元存 気泡有 44-49 

小玉 1.9 3.0 0.6 淡青色半透明 0.02 カ"フス 完存 気泡有 44-50 

小玉 1.5 2.8 0.7 淡青色半透明 0.02 ガフス 完存 気泡有 44-51 

小玉 2.0 3.1 0.7 淡青色半透明 0.03 ガフス 完存 気泡有 44-52 

小 玉 1.7 2.8 1.0 淡青緑色半透明 0.01 ガフス 完存 気泡有 44-53 

小 玉 1.8 2.9 淡青色半透明 (0.01) ガフス 1/2 気 j包有 44-54 

小 玉 1.7 3.0 0.4 淡青色半透明 0.02 ガフス 完存 気泡有 44-55 

小 玉 1.5 2.9 。噌 6 淡青色半透明 0.02 ガプス 完存 気泡有 44-56 

小 玉 1.7 2.9 0.6 淡青色半透明 0.02 プザフス 完存 気泡有 44-57 

小王 1.8 3.1 0.6 淡青色半透明 0.02 カフス 完存 気泡有 44-58 

小 玉 1.7 2.8 0.7 淡青緑色半透明 (0.01) フヴフス 1/2 気泡有 44-59 

小宝 1.7 2.5 0.5 淡背色半透明 0.01 ガフス 完存 気泡有 44-60 

小京 1.8 3.0 0.6 淡青色半透明 口口2 ガ 7 ス 元存 気 I包有 44-61 

小 玉 1.7 2.6 0.4 淡青色半透明 0.01 方フス 完存 気 1包有 44-62 

ノト 玉 2.0 3.3 0.5 淡青色半透明 0.03 ガフス 完存 気泡有 44-63 

小 玉 2.3 3.4 0.7 iJミ背緑色 半 i秀明 0.03 カザフス 完存 気泡有 44-64 

小 玉 1.8 3.0 0.7 淡青色半透明 0.02 ガフス 完存 気泡有 44-65 
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No.12 横枕70号墳主体部 出土玉類

挿番号図 種 類 長(mmさ) 
f笠 干し(nun径) 穿孔 色 調 重(g)量 材質 残;犬 存況 備考

遣 物録
(nun) 登番 号

小 玉 1.9 3.3 0.4 i先青色半透明 0.03 力引フス 完存 気泡 有 44-66 

小 玉 1.6 3.0 0.6 淡青色半透明 0.02 ガフス 完存 気泡 有 44-67 

小 玉 2.0 3.5 0.6 淡青色半透明 0.03 フヲフス 完存 気泡 有 44-68 

小 玉 1.8 3.0 0.4 淡青色半透明 0.02 ガフス 完 存 気泡有 44-69 

小主 2.0 3.1 0.5 淡青色半透明 0.02 カフス 完存 気泡有 44-70 

小 玉 1.7 3.1 0.6 淡青色半i秀明 0.02 ガフス 2/3 気 泡 有 44-71 

小 玉 1.7 3.0 0.8 淡青色半透明 0.02 ガ フス 完存 気 泡 有 44-72 

小 玉 1.6 2.5 0.5 淡青色半透明 0.01 ガ フス 完存 気 泡有 44-73 

小 玉 1.7 2.9 0.4 淡青色半透明 0.02 ガ 7 ス 完存 気 泡 有 44-74 

小 玉 1.7 2.9 0.4 淡青色半透明 0.02 ガフス 完存 気 泡有 44-75 

小 玉 1.7 2.6 0.6 J炎青色半透明 0.01 ガ 7 ス 元存 気 泡有 44-76 

小 玉 1.9 2.5 0.6 Yø~青色半透明 0.01 ガフス 完存 気 泡有 44-77 

小 玉 2.0 3.3 0.5 淡 青 緑 色 半 透 明 0.03 フヴフス 完存 気 泡有 44-78 

小 玉 1.7 2.5 0.6 淡青色半透明 0.01 フヴフス 完 存 気 泡有 44-79 

小 玉 1.9 3.0 0.5 淡青色半透明 0.02 ガフス 完存 気 泡有 44-80 

小 玉 2.0 3.0 0.4 淡青色半透明 0.02 ガフス 完存 気 泡有 44-81 

小 玉 1.7 3.0 0.5 i炎青色半透明 0.02 ガ 7 ス 完存 気 泡有 44-82 

小玉 1.7 2.5 0.5 淡背色半透明 0.01 ガフス z存 気 泡有 44-83 

小 玉 1.6 3.1 0.5 淡青色半透明 0.02 ガフス z 存 気 泡有 44-84 

小玉 2.0 3.2 0.6 淡青色半透明 0.03 ガァス 元存 気 泡有 44-85 

小玉 2.0 3.5 0.5 淡青色半透明 0.03 カザフス 完存 気 泡有 44-86 

小玉 1.8 3.0 0.5 淡青色半透明 0.02 カザフス 完存 気 泡有 44-87 

小 玉 1.9 3.2 0.8 淡青色半透明 0.02 ガフス 元存 気泡 有 44-88 

小 玉 2.3 3.3 0.5 淡青色半透明 0.03 ガブス 完存 気泡 有 44-89 

小 玉 1.8 3.1 0.6 淡育色半透明 0.02 ガフス 元存 気泡 有 44-90 

小玉 2.1 3.3 0.6 淡青色半透明 0.03 カボフス 完存 気 泡有 44-91 

小玉 1.7 2.9 0.5 淡青色半透明 0.02 フヲフス 完存 気泡 有 44-92 

小 玉 1.6 3.1 0.6 淡青色半透明 0.02 ガ 7 ス 完存 気泡 有 44-93 

小 玉 2.4 4.4 1.0 淡 青 緑 色 半 透 明 0.05 ガフス 完存 気泡 有 44-94 

小 玉 1.7 3.1 0.6 淡青色半透明 0.02 ガフス 元存 気泡 有 44-95 

小玉 1.7 2.5 0.6 淡青寸是色 半 透 明 0.01 ガフス 完存 気i~有 44-96 

小玉 2.0 3.7 0.4 淡青色半透明 0.02 ガフス 完存 気i~有 44-97 

小玉 1.9 2.6 0.5 i夫青色半透明 0.01 ガ 7 ス 完;存 気泡有 44-98 

小 玉 2.5 4.1 0.9 淡背色半透明 0.05 ガフス 元存 気泡有 44-99 

小 玉 1.7 3.0 0.6 i炎青色半透明 0.02 カフス 元存 気 i包有 44-100 

小 玉 2.1 3.2 0.5 淡青色半透明 0.03 カボフス 完存 気 j包有 44-101 

ノJ、 ヨ三 1.6 3.1 0.7 淡青色半透明 0.02 カボフス 完存 気 j包有 44-102 

小 玉 1.7 3.1 0.7 淡 青 色 半透明 0.02 ガプス 元存 気泡有 44-103 

小玉 1.9 3.3 0.5 淡青色半透明 0.03 ガフス 完有: 気 i包有 44-104 

小 玉 2.1 3.2 0.7 i炎青色半透明 0.03 ガフス 完存 気 i包有 44-105 

小 玉 1.8 2.7 0.6 淡青色半透明 0.01 カザフス 完存 44-106 

小 玉 1.7 2.5 0.6 淡青色半透明 0.01 ヵーフス 完存 44-107 

小 玉 1.6 2.6 0.5 淡青色半透明 0.01 ガ 7 ス 。フじ一竹士一 44-108 

4、ヨZ 2.0 3.4 0.6 淡背色半透明 0.03 ガフス 完 存 気泡 有 44-109 

小 玉 1.8 3.3 0.6 淡青色半透明 0.03 ガフス 完 存 気 t包有 44-.110 

小 玉 1.7 3.0 0.5 淡青色半透明 0.02 フヴフス 完存 気泡 有 44-111 

小 玉 1.8 3.0 0.6 淡青色半透明 0.02 ガフス 完存 気泡有 44-112 

小 玉 1.9 3.1 0.5 淡青色半透明 0.02 ガ 7 ス 完存 気泡有 44-113 

ノト ミE 2.1 3.3 0.6 淡背色半透明 0.03 ガフス 完存 気 泡 有 44-114 

小 玉 1.9 3.4 0.6 淡青色半透明 0.03 ガフス 完 存 気 泡 有 44-115 

小 玉 1.7 2.9 0.6 淡青色半透明 0.02 ガフス ラt存 気 泡 有 44-116 

小 玉 2.2 3.3 0.6 淡青色半透明 0.03 ガフス 完存 気泡有 44-117 

小 玉 1.8 3.0 0.7 淡青色半透明 0.02 ガフス 完存 気 泡 有 44-118 

小 玉 2.1 3.5 0.7 淡青色半透明 0.03 フヴフス 完存 気 泡 有 44-119 

小玉 2.1 2.9 0.6 淡青緑色半透明 0.02 力"フス 完 存 気 泡 有 44-120 

小 玉 2.3 3.2 0.8 淡青色半透明 0.03 ガフス ラt存 気 泡 有 44-121 

ノト 玉 2.1 3.2 0.8 淡青色半透明 0.03 ガ 7 ス 元存 気 泡 有 44-122 

4、 ヨ三 1.6 3.1 0.7 i炎背色半透明 0.02 カフス 完存 気 泡 有 44-123 

小 玉 1.5 2.5 0.5 淡青色半透明 0.01 カボフス 完存 気泡有 44-124 

小 玉 2.0 3.2 0.6 淡青色半透明 0.03 ガフス 元イ子 気 泡 有 44-125 

小 玉 1.7 2.5 0.5 淡青緑色半透明 0.01 ガ 7 ス 完 存 気 泡 有 44-126 

小 玉 1.6 2.5 0.5 淡背色半透明 0.01 ガフス 完 存 気 泡 有 44-127 

小 玉 1.8 3.0 0.6 淡青色半透明 0.02 ガァス 完存 気 泡 有 44-128 

小 玉 1.8 3.0 0.6 淡青色半透明 0.02 ガフス 完存 気 泡 有 44-129 

小玉 1.7 3.0 0.6 淡青色半透明 0.02 ガ 7 ス 完存 気 泡 有 44-130 

小 玉 1.5 2.8 i炎青色半透明 (0.01) ガフス 1/2 気 泡 有 44-131 

小 玉 1.5 3.1 淡青色半透明 (0.01) ガフス 1/2 気 泡 有 44-132 

小 玉 2.0 3.2 i克青色半透明 (0.01) ガフス 1/2 気 泡 有 44-133 

小 玉 1.9 3.1 淡青色半透明 (0.01) ガフス 1/2 気 泡 有 44-134 
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No.12 横枕70号墳主体部 出土玉類

挿番号図 種類 長(mmさ) 
径 干し(mm径) 穿孔 色 調 重(g)量 材質 残状 存況 備考

遺 録物

(IIlIn) 登番 号

小玉 2.1 3.4 淡青色半透明 (0.02) ガフス 1/2 気泡有 44-135 

小玉 淡青色半透明 ガフス 破片 44-136 

小玉 1.2 2.0 0.5 淡青色半透明 0.01 ガ 7 ス 完存 気泡有 44-137 

小玉 2.3 3.3 0.7 淡青色半透明 0.03 ガフス 完存 気泡有 44-138 

小 玉 1.3 2.4 0.7 淡青色半透明 0.01 ガフス 完存 気泡有 44-139 

小玉 1.9 3.3 0.6 淡青色半透明 0.03 ガァス 完存 気泡有 44-140 

小 玉 1.7 3.2 0.6 淡 青 緑 色 半 透 明 0.02 カ(7ス ウフ己世勺寸ー 気泡有 44-141 

小 玉 2.2 3.3 1.2 淡 青 緑 色 半 透 明 0.02 カザフス 完存 気 i包有 44-142 

小 玉 1.2 2.3 0.6 淡青色半透明 0.01 ガフス 完存 気泡有 44-143 

小 玉 1.6 2.5 0.7 i炎青色半透明 0.01 ガフス 完存 気 j包有 44-144 

小 玉 1.7 2.6 0.6 淡青色半透明 0.01 ガフス 完存 気泡有 44-145 

小 玉 1.6 2.6 0.7 淡青色半透明 0.01 ガ 7 ス 完存 気泡有 44-146 

小玉 1.7 2.5 0.5 淡背緑色半j秀明 0.01 ガフス 完存 気泡有 44-147 

小玉 2.0 3.1 0.8 淡青緑色半透明 0.02 ガフス 完存 気泡有 44-148 

小玉 1.8 3.1 0.6 淡 青 緑 色 半 透 明 0.02 ガフス 完存 気泡有 44-149 

小 玉 1.8 3.1 0.6 淡青緑色半透明 0.02 ガフス 元存 気泡有 44-150 

小 玉 2.0 3.2 0.7 淡青色半透明 0.03 ガフス 完存 気泡有 44-151 

小 玉 1.8 3.0 0.5 淡青色半透明 0.02 ガフス 完存 気泡有 44-152 

小玉 1.8 2.9 0.6 淡青色半透明 0.02 カフス 完存 気泡有 44-153 

小玉 1.5 2.8 0.6 淡青色半透明 0.02 ガフス 完存 気泡有 44-154 

小玉 1.5 3.0 0.5 淡青色半透明 0.02 カフス 完存 気泡有 44-155 

小玉 2.0 2.8 0.6 淡青色半透明 0.02 フヴフス 完存 気泡有 44-156 

小 玉 1.6 3.0 0.7 淡青色半透明 (0.02) 方フス ほほ完存 気泡有 44-157 

ノト ヨ三 2.2 2.8 0.6 淡青緑色半透明 0.02 ガフス 完存 気泡有 44-158 

小 玉 1.6 3.0 0.7 iJ.と青緑色 半透明 0.02 方フス 完存 気泡有 44-159 

小玉 1.6 2.6 0.5 淡青色半透明 0.01 プ'f'7ス 完有: 気泡有 44-160 

小主 1.8 3.1 0.7 淡青色半透明 0.02 ガフス 完存 気 I包有 44-161 

小玉 1.5 2.9 0.6 ?9~青色半透明 0.02 ガフス 完存 気泡有 44-162 

小玉 1.7 2.6 0.8 ?9~青色半透明 0.02 ガフス 完了手 気泡有 44-163 

ノj、玉 1.8 2.7 0.6 ?ø~青色半透明 0.01 ガフス プ己存 44-164 

小玉 1.6 2.9 0.5 淡青色半透明 0.02 ガフス 完存 気 泡 有 44-165 

小玉 1.6 2.4 0.7 淡青色半透明 0.01 方"7ス 完存 気泡有 44-166 

小玉 2.3 2.9 0.8 淡青色半透明 0.02 ガフス 完有二 気 t包有 44-167 

小 玉 1.9 2.7 0.6 淡青色半透明 0.02 ガ 7 ス 完存 気泡有 44-168 

小 玉 1.8 3.1 淡青色半透明 (0.01) 方フス 1/2 気泡有 44-169 

ノJ、 ヨ三 淡青色半透明 方フス 破片 気泡有 44-170 

小 玉 1.8 2.5 0.5 淡青色半透明 0.01 方 7 ス プ己存 気泡有 44-171 

小 玉 1.6 2.6 0.7 淡青色半透明 0.01 ガフス 完存 気泡有 44-172 

小玉 1.7 3.0 0.6 淡青色半透明 0.02 方プス 完存 気泡有 44-173 

小 玉 1.7 3.1 0.6 淡青色半透明 0.02 カフス 完存 気泡有 44-174 

小玉 1.7 2.4 0.6 淡青緑色半透明 0.01 ガフス 完存 気泡有 44-175 

No.12 横枕71号墳主体部 出土玉類(第161図)

Z号 長(nunさ) 
径

孔(mm径) 重(g)量 状残 存況
遺物

種類 (mm) 穿孔 色 E澗 材質 備考 登録
番号

3 勾 玉 32.0 12.5 3.0 2.0 両面 淡オリーブ灰色 6.60 滑石 完存 12-1 

4 t五玉 18.0 4.0 1.8 1.5 両面 育寸 0.55 滑石 完存 13-1 

5 管 玉 19.5 4.0 2.0 1.8 両面 青緑灰色 0.57 滑石 完存 13-2 

6 管 玉 16.1 4.2 2.0 岡田 緑灰色 0.43 滑石 完存 13-3 

7 管玉 20.0 4.2 1.9 両面 オリ←ブ灰色 0.61 滑右 完存 13-4 

8 管 玉 24.0 4.5 2.0 l両市 オリ ブ灰色 0.77 t骨石 万有: 13-5 

9 管 玉 18.0 4.4 1.8 両面 オリーフ灰色 0.51 i骨石 完存 13-6 

10 管 玉 19.0 4.1 2.0 1.9 両面 オリーフ灰色 0.51 滑石 完イ干 13-7 

11 管 玉 18.0 4.1 1.9 両団 緑灰色 0.51 滑石 完存 13-8 

12 管 J玉 (12.9) 4.0 2.0 オリーブ灰色 (0.25) 滑右 一端部欠 13-9 

NO.12 横枕72号墳主体部 出土玉類(第163図)

番挿号図 種 類 長(mnさ1) 
f壬 干し(mm径) 穿孔 色 調 重(g)量 材質 状残 存況 備考

遺 物録

(mm) 番旦>>:~ 号

3 勾玉 28.0 12.0 3.5 1.5 片面 乳色、緑色 (8.19) ヒスイ ほほ完存 12-1 

4 切子玉 29.0 18.5 3.0 1.2 片面 無色透明 10.12 水晶 完存 11-1 

d 戸 玉 14.5 12.0 1.4 1.0 芋L色 (0.84) ヒスイワ ほほ完存 10-2 

6 玉 12.0 8.2 1.6 1.4 乳色 (0.30) ヒスイつ ほ'o吉宗三主字 10-1 

7 玉 14.5 8.0 1.9 1.8 乳色 (0.30) ヒスイワ Lまほ?予言者F 10-3 

8 白玉 3.1 6.8 2.4 乳色 (0.16) 碧玉 ほほ完存 14-1 

9 白玉 3.9 6.8 2.5 2.3 乳色 0.18 碧玉 元存 14-2 

10 小 玉 5.4 5.9 1.9 1.7 j農青色 半透明 (0.23) ガフス ほぽ完存 気泡有 14-3 
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NO.12 横枕72号墳主体部 出土玉類(第163図)

番挿号図 種 類 長(nmさ1) 
径 干し(凹径) 穿孔 色 調 重(g)量 材質 残状 存況 備考 登番遺 号物録(nun) 

11 小 玉 3.8 6.9 2.6 i農青色半透明 (0.22) ガフス ほぽ完存 気 泡有 14-4 

12 小 玉 3.5 4.5 1.1 背緑色半透明 (0.09) ガフス ほほ 完 存 気泡有 14-5 

13 小 玉 3.2 4.4 1.6 青緑色半透明 0.09 フヲフス 完存 気泡 有 14-6 

14 小 玉 3.5 4.7 1.8 1.2 青緑色半透明 0.11 カフス 完存 気泡 有 14-7 

15 小 玉 3.0 5.0 1.6 i農青緑色半透明 0.10 ガフス 完存 気泡 有 14-8 

16 小 玉 3.7 5.0 1.7 青緑色半透明 (0.15) ガフス ほぽ完存 気泡 有 14-9 

17 小 玉 4.7 4.8 1.6 1.4 緑青色半透明 0.15 ガフス 完存 気泡有 14-10 

小 玉 2.6 4.2 1.3 淡青色半透明 0.06 カフス 完存 気泡有 14-11 

小 玉 4.5 4.3 1.3 iØ~青色半透明 0.11 ガフス 完存 気泡有 14-12 

小 玉 2.0 5.3 1.5 灰オリーブ色 0.08 石つ 完存 14-13 

小 王 2.7 5.0 1.3 灰オリーブ色 0.10 右つ 元存 14-14 

小 玉 2.7 3.9 1.2 淡青色半透明 0.06 ガフス 完存 14-15 

小 玉 4.1 4.5 1.8 淡青色半透明 0.11 ガフス 完存 気 泡有 14-16 

小 玉 1.6 4.9 1.6 灰オリーフ色 0.06 石? t 存 14-17 

小 玉 3.2 4.2 1.2 淡青色半透明 0.08 ガ 7 ス 完存 気 泡有 14-18 

小 玉 4.2 4.6 1.1 淡青緑色半透明 0.13 ガフス z存 気泡有 14-19 

小 玉 3.3 4.3 1.8 1.2 淡青色半透明 0.09 ガフス 完存 気泡有 14-20 

小 玉 2.4 5.5 2.0 1.5 J炎青色半透明 0.10 ガフス 完存 気泡有 14-21 

小 玉 2.4 5.3 1.4 1.2 灰オリープ色 0.10 右つ 完存 14-22 

小 玉 2.2 5.1 1.7 1.6 灰オリーブ色 0.07 石つ 完了芋 14-23 

小 玉 3.5 5.0 1.7 1.5 濃紺色半透明 0.14 ガフス 完存 気泡有 14-24 

小玉 2.0 4.5 1.2 濃紺色半透明 0.04 ガフス 完存 気泡有 14-25 

小 玉 3.0 3.9 1.2 淡 青 緑 色 半 透 明 0.07 ガフス 完存 気泡有 14-26 

小 玉 2.5 4.0 1.1 淡背色半透明 0.06 ガフス dフロ-づー廿t- 気泡有 14-27 

小 王 2.6 5.3 1.5 灰オリーフ色 0.10 石つ 完存 14-28 

小 玉 2.4 5.4 1.5 灰オリーブ色 0.09 石 ? 完存 14-29 

ノト 玉 5.2 6.6 1.9 1.6 濃紺色半透明 (0.30) ガフス ほぼ完 存 気i包有 14-30 

小玉 1.6 4.6 1.5 淡青緑色半透明 0.04 ガフス 完存 気泡有 14-31 

小玉 2.9 4.1 1.4 0.9 淡青色半透明 0.07 ガフス 完存 気泡有 14-32 

小 玉 2.9 4.7 1.2 i炎青色半透明 0.08 ガァス z存 気 泡有 14-33 

小 玉 2.5 4.3 1.3 淡青色半透明 0.07 ガフス 元存 気 泡有 14-34 

小 玉 3.1 4.1 1.0 淡青色半透明 0.07 カボフス 完存 気 泡有 14-35 

小 玉 4.1 3.9 1.5 淡青色半透明 0.09 ガフス 完存 気 泡有 14-36 

ノj、 eE 3.8 4.6 1.9 1.1 淡 青 緑 色 半 透 明 0.10 ガフス 元存 気 泡有 14-37 

小玉 2.8 3.8 1.1 淡青色半透明 0.05 ガ 7 ス ヲ己司宇 気 泡有 14-38 

小玉 2.8 5.0 1.6 淡青色半透明 0.09 ガフス ア己存 気 泡有 14-39 

小玉 2.6 3.8 1.2 淡青色半透明 0.05 カフス 完存 気泡 有 14-40 

小 玉 1.7 5.1 1.6 灰オリーブ色 0.05 石? 完存 14-41 

小 玉 1.9 5.0 1.5 灰オリーフ色 0.06 石つ 完存 14-42 

小 主 2.9 5.2 1.2 灰オリーブ色 0.11 石つ 完存 14-43 

小 玉 2.2 5.4 1.6 灰オリ←フ色 0.10 石ワ 完存 14-44 

小 玉 1.9 5.2 1.6 灰オリーフ色 0.07 1'1ワ 完存 14-45 

小 玉 2.3 5.3 1.6 )天オリーブ色 0.09 右ワ 完存 14-46 

小 玉 淡青緑色半透明 ガフス 破片 14-47 

NO.12 横枕73号墳第 1主体部 出土玉類(第169図)

事号 長(IruTIさ) 
f壬

干し(nml径) 重(g)量 状残 存況
遺物

種 類 (即日) 穿孔 色 調 材質 備考 番登 号録

勾玉つ 赤褐色 コノ¥ク 破片 62- 1 

勾玉つ 赤 褐 色 コノ¥ク 破片 62- 2 

18 勾 玉 28.2 11. 5 5.5 3.5 両 面 赤褐色暗褐色 (2.42) コノ¥ク ほぽフロ存 62- 3 

19 勾 玉 31. 2 12.6 5.5 4.0 両 面 赤褐色~暗褐色 (2.92) コノ¥ク 尾部欠 62-4、5

勾 玉 ? 赤 褐 色 コノ¥ク 破 片 62- 6 

勾 玉 ? 赤 褐 色 コノ¥ク 破片 62- 7 

勾玉つ 赤 褐 色 コノ¥ク 破片 62- 8 

勾玉つ 赤 褐 色 コノ¥ク 破片 62- 9 

20 薬玉 7.9 6.3 1.7 1.5 同面 乳白色、緑色 0.57 ヒスイ 完存 65- 1 

21 薬王 9.5 8.6 2.6 2.0 両面 ヰ呂色 (0.48) コノ 1ク ほほ完 存 65- 2 

22 薬 玉 10.3 7.3 2.1 1.6 両面 乳白色、緑色 0.93 ヒスイ 元存 65- 3 

23 棄 玉 10.2 7.0 2.0 1.7 商 面 オリーブ灰色、乳白色 0.93 ヒスイ 完 存 65- 4 

24 粟 玉 8.3 5.9 1.9 1.5 両国 乳白色~緑灰色 0.59 ヒスイ 元存 65- 5 

25 ~玉 11. 7 4.4 1.8 1.3 片面 明緑灰色 (0.31) 碧玉 ほぼ完 存 63- 1 

26 管 玉 11. 9 4.3 1.6 1.3 問団 オリーブ灰色 0.32 碧玉 完存 63- 2 

27 管 玉 11. 5 4.4 1.8 1.3 片面 明緑灰色 0.30 碧玉 完存 63- 3 

28 管玉 10.2 4.5 1.7 1.3 両 面 明緑灰色 0.31 碧玉 完存 63- 4 

29 管玉 11. 0 4.6 2.0 1.4 片面 明緑灰色 0.30 碧玉 完存 63- 5 

30 ノー 玉 12.9 4.7 2.1 1.5 片面 明緑灰色 0.37 碧玉 完存 63- 6 

31 管 玉 10.4 4.2 1.9 1.3 片面 明緑灰色 0.24 碧玉 完存 63- 7 
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NO.12 横枕73号墳第 1主体部 出土玉類(第169・170図)

挿香号図 種 類 長(111mさ) 
{圭

干し(nll11径) 穿孔 色 調 重(g)量 材質 残状 存況 備考
遺 物録

(問日) 番登 号

32 管玉 13.8 4.8 2.7 1.3 片面 明緑灰色 0.43 碧玉 元存 63- 8 

33 1善玉 11. 5 4.9 2.2 1.9 片面 明緑灰色 0.53 碧玉 完存 63- 9 

34 省玉 9.9 4.4 1.9 1.3 片面 明緑灰色 (0.25) 碧玉 L王ほ?フじ君子 63-10 

35 管玉 10.5 4.7 1.7 1.3 両面 明緑灰色 0.32 碧ヨZ 完存 63-11 

36 管玉 12.7 4.3 1.9 1.4 両面 明緑灰色 0.33 碧玉 完存 63-12 

37 管 玉 14.6 4.8 1.9 1.0 片田 明緑灰色 0.52 碧玉 完存 63-13 

38 管玉 12.0 4.4 1.9 1.1 片面 明繰灰色 (0.30) 碧玉 ほほ完存 63-14 

39 管玉 12.5 4.4 1.5 1.3 両国 明緑灰色 0.35 碧玉 完存 63-15 

40 管 玉 13.3 4.3 2.0 1.3 片面 明緑灰色 (0.34) 碧玉 ほほ完存 63-16 

41 管玉 12.8 4.6 1.6 1.3 両面 明緑灰色 0.43 碧玉 完存 63-17 

42 管玉 13.3 4.9 1.7 1.1 片面 明緑灰色 0.50 碧主 完存 63-18 

43 管 玉 12.1 4.5 2.0 1.2 片田 明緑灰色 0.36 碧玉 完存 63-19 

44 管玉 9.3 4.6 1.9 1.4 片面 明線灰色 0.28 碧ヨ三 完存 63-20 

45 管玉 12.4 4.5 1.7 1.0 両面 明緑灰色 0.34 碧玉 完存 63-21 

46 管 玉 10.5 4.6 1.9 1.4 片面 明緑灰色 0.31 碧玉 z存 63-22 

47 管玉 13.7 4.4 1.9 1.0 片面 緑 灰 色 0.44 碧玉 完存 63-23 

48 管玉 11. 5 4.7 2.2 1.5 片面 明緑灰色 0.38 碧玉 完存 63-24 

49 管玉 11. 6 4.2 1.5 1.0 片面 練灰色 0.33 碧玉 完存 63-25 

50 臼玉 2.6 4.3 1.3 淡青灰色 0.06 滑石 完存 64-178 

51 臼玉 2.8 4.4 1.4 淡背灰色 0.07 滑石 完存 64-179 

52 臼玉 1.7 4.3 1.4 淡青灰色 0.04 滑石 完存 64-180 

53 小 玉 3.4 6.0 1.8 淡 緑 色 (0.14) カ"フス ほほ完存 気泡有 64- 1 

54 小 玉 3.5 5.4 1.5 淡緑色 0.13 力"フス 完存 気泡有 64- 2 

55 小玉 3.1 5.5 1.7 淡 緑 色 0.12 ガフス 完存 気泡有 64- 3 

56 4、 ヨ三 3.5 5.5 1.5 淡緑色 0.13 カ守フス テ壬存 気泡有 64- 4 

57 小 玉 4.0 5.8 1.5 淡緑色 0.17 ガフス 元存 気泡有 64- 5 

58 小 玉 3.1 5.5 1.7 1.2 淡緑色 0.11 カャフス 完存 気泡有 64- 6 

59 小 玉 4.5 5.6 1.5 淡 緑 色 0.17 方フス 完存 気泡有 64- 7 

60 小 玉 3.0 5.5 1.5 淡緑色 0.12 ガフス 完存 気泡有 64- 8 

61 小 玉 3.5 6.0 1.8 ?Oi緑色 0.16 ガフス 完存 気泡有 64- 9 

62 小 玉 4.9 6.3 1.5 淡緑色 0.21 ガ 7 ス 直7c一7ナご 気泡有 64-10 

小 玉 3.7 6.0 1.4 淡緑色 0.16 カ叫 7 ス とフじー十官一 気泡有 64-11 

ノJ、ミE 3.9 5.2 1.5 ?!R:緑色 0.14 ガフス 完存 気泡有 64-12 

小玉 3.9 5.2 1.4 iJ}~緑色 0.14 ガフス 完存 気泡有 64-13 

小玉 3.5 5.5 1.5 1.3 淡緑色 0.14 力フス 完存 気泡有 64-14 

小 玉 4.2 5.1 1.2 淡縁色 0.15 ガ 7 ス 完存 気泡有 64-15 

小 玉 4.0 5.3 1.5 淡緑色 0.14 ガ 7 ス 完存 気泡有 64-16 

小玉 4.9 5.3 1.3 淡緑色 0.19 ガフス 完存 気泡有 64-17 

小玉 3.3 5.6 1.8 1.3 淡緑色 0.13 ガフス 完存 気泡有 64-18 

小玉 3.7 6.3 2.0 淡緑色 0.18 ガ 7 ス 完存 気泡有 64-19 

小玉 2.8 5.2 2.0 淡緑色 0.10 ガ 7 ス 完存 気泡有 64-20 

ノj、ヨi 3.6 5.2 1.2 淡緑色 0.13 方フス 完存 気泡有 64-21 

小 玉 3.8 6.3 2.0 淡緑色 0.17 方フス 完存 気泡有 64-22 

小玉 4.9 5.9 1.4 淡緑色 0.22 ガフス 完存 気泡有 64-23 

小玉 2.5 5.5 1.4 淡緑色 0.09 ガ 7 ス 完存 気泡有 64-24 

小 玉 3.2 5.5 1.6 淡緑色 0.14 ガフス z存 気泡有 64-25 

小玉 3.8 5.3 1.4 淡 緑 色 0.14 ガフス 完存 気泡有 64-26 

小玉 2.7 4.7 1.2 淡 緑 色 0.09 力引フス 完存 気 j包有 64-27 

小 玉 3.8 5.5 1.4 淡緑色 0.15 ガフス 完存 気泡有 64-28 

小玉 3.6 4.9 1.0 淡緑色 1. 12 ガ 7 ス 完存 気?包有 64-29 

小玉 2.7 5.0 1.4 淡緑色 O. Cヨ ガフス 完存 気泡有 64-30 

小玉 3.4 5.8 1.5 淡緑色 0.15 ガフス 完存 気泡有 64-31 

小 玉 2.7 4.8 1.2 淡禄色 0.08 ガフス 完存 気r包有 64-32 

小玉 3.2 5.0 1.5 淡 緑 色 0.11 ガフス ずE干子 気泡有 64-33 

小玉 3.8 5.0 1.3 淡緑色 0.13 カフス 元存 安~i包有 64-34 

小 玉 2.7 5.6 1.7 1.4 淡緑 色 0.10 ガフス 完存 気泡有 64-35 

小 玉 2.5 5.3 1.4 淡緑 色 0.10 方フス 完存 気泡有 64-36 

小玉 3.4 5.3 1.6 淡緑色 0.11 ガフス 完存 気 j包有 64-37 

小 玉 3.1 5.3 1.6 淡緑色 0.14 ガフス 完存 気泡有 64-38 

小 玉 2.9 5.9 1.5 淡緑 色 0.12 ガフス 完存 気泡有 64-39 

小玉 4.1 5.9 1.6 淡緑 色 0.17 ガフス 完存 気泡有 64-40 

小 玉 2.9 4.9 1.4 淡緑 色 0.10 ガ 7 ス 完存 気泡有 64-41 

小 玉 2.7 5.4 1.5 淡緑色 0.10 ガプス 完存 気泡有 64-42 

小 玉 3.0 5.4 1.5 淡緑色 0.11 ガフス 完存 気泡有 64-43 

小玉 2.9 4.7 1.2 淡緑色 0.09 ガフス 完存 気泡有 64-44 

小玉 2.8 4.8 1.4 i炎緑色 0.09 ガ 7 ス 完存 気泡有 64-45 

小 玉 2.8 5.2 1.4 淡緑色 0.10 ガフス 完存 気治有 64-46 

ノト 玉 3.6 4.9 1.3 淡緑色 0.11 ガフス 完存 気泡有 64-47 

小 玉 3.3 I~ 1.3 淡緑色 0.12 L~rフそ 完存 気泡有 64-48 
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No.12 横枕73号墳第 1主体部 出土玉類

挿香号図 種 類 長(1Mさ1) 
径 干し(IMI径) 穿干し 色 調 重(g)量 材質 残状 存況 備考 登番j貴 物録号
(四1)

小 玉 3.4 5.4 1.4 淡 緑 色 0.12 ガ 7 ス 完存 気泡有 64-49 

小 玉 3.3 5.1 1.6 淡緑色 0.12 ガフス 完存 気泡 有 64-50 

小 玉 3.1 5.5 1.3 淡緑色 0.13 カψ7ス 完 存 気泡 有 64-51 

小 玉 3.1 5.3 1.4 淡緑色 0.12 ガフス 元存 気泡 有 64-52 

小 玉 3.3 6.0 1.7 淡緑色 0.16 ガフス dフロァ世ーj. 気泡 有 64-53 

小 玉 2.7 5.4 1.5 淡緑色 0.10 ガフス 完 存 気泡 有 64-54 

ノj、 ヨ三 3.1 5.8 1.3 淡緑色 0.13 ガフス 完存 気泡有 64-55 

小 玉 3.1 5.2 1.5 淡緑色 0.11 ガフス 完 存 気泡有 64-56 

小 玉 3.2 5.6 1.4 淡緑色 0.12 ガフス 完存 気 泡 有 64-57 

小 玉 2.9 7.9 0.9 淡緑色 0.09 ガフス 完存 気 泡 有 64-58 

小 玉 3.5 4.7 1.0 淡緑色 0.10 カ叫フス 完存 気 泡 有 64-59 

小 玉 3.2 4.9 1.2 i炎縁色 0.09 ガプス 完存 気 泡 有 64-60 

小 玉 3.4 5.4 1.2 淡緑色 0.14 プザ 7 ス 完存 気 泡有 64-61 

小 玉 3.3 5.3 1.1 淡緑色 0.12 プザ 7 ス 完存 気 泡有 64-62 

小 玉 3.8 5.3 1.0 淡緑色 0.14 ガ 7 ス 完存 気 泡有 64-63 

小 玉 3.2 5.2 1.8 淡緑色 0.11 ガ フス 完存 気 泡有 64-64 

小 玉 2.9 5.6 1.1 淡緑色 0.15 カボ 7 ス z存 気 泡有 64-65 

小 玉 3.7 4.9 0.9 淡緑色 0.13 カザフス 完存 気泡有 64-66 

小 玉 2.9 5.2 1.2 淡緑色 0.10 カ治 7 ス 完存 気 泡有 64-67 

4、 ヨ三 3.8 5.3 1.1 淡緑色 0.13 カψ7ス 完存 気 泡有 64-68 

小 玉 3.2 5.3 1.2 淡緑色 0.12 ガ フス 完存 気 泡有 64-69 

小 玉 3.8 5.2 1.2 淡緑色 0.14 ガフス 完存 気泡有 64-70 

小 玉 3.0 5.6 1.5 淡緑色 0.11 ガ 7 ス z 存 気 泡有 64-71 

小 玉 2.9 5.3 1.2 淡緑色 0.11 ガフス 完存 気 泡有 64-72 

小 玉 3.5 4.8 1.4 淡緑色 0.11 ガフス 完存 気泡 有 64-73 

小 玉 3.4 5.3 1.5 淡 緑 色 0.12 ガフス 完存 気泡有 64-74 

小 玉 3.4 5.1 1.4 淡 緑 色 0.12 カボフス 完存 気泡有 64-75 

小 玉 2.3 5.2 1.6 淡 緑 色 0.09 カザ 7 ス 占ヲじ台っ寸一 気 j包有 64-76 

小 玉 3.3 5.2 1.3 淡 緑 色 0.11 カーフス 完存 気泡 有 64-77 

小 玉 2.9 4.9 1.3 淡 緑 色 0.09 ガ 7 ス 完存 気泡有 64-78 

小 玉 3.5 5.6 1.2 淡 緑 色 0.13 ガフス 完存 気泡有 64-79 

小 玉 2.7 5.8 1.5 淡緑色 0.10 ガフス 完存 気泡有 64-80 

小 玉 3.1 5.0 1.8 淡緑色 0.09 ガフス 完存 気泡有 64-81 

小 玉 2.6 5.0 1.0 淡 緑 色 0.09 ガフス 完干子 気泡有 64-82 

小 玉 2.9 5.5 1.5 淡 緑 色 0.09 ガフス 完存 気泡有 64-83 

小 玉 2.7 4.9 1.1 淡 緑 色 。噂 09 ガフス 完存 気泡有 64-84 

小 玉 3.2 5.0 1.1 淡 緑 色 0.11 ガフス 完存 気泡有 64-85 

小 玉 3.4 5.4 1.2 淡 緑 色 0.13 ガ 7 ス 完存 気泡有 64-86 

小 玉 3.0 5.1 1.6 淡 緑 色 0.10 プザフス 完存 気泡有 64-87 

小 玉 3.3 5.3 1.4 淡緑色 0.11 カフス 完存 気泡有 64-88 

小 玉 2.9 5.6 1.9 1.4 淡 緑 色 0.10 カボフス 完存 気泡有 64-89 

小 玉 3.4 5.1 1.1 淡緑色 0.12 カザ 7 ス 完存 気泡 有 64-90 

4、 :'E 2.7 4.8 1.2 淡 緑 色 0.09 カ山フス 完存 気泡有 64-91 

小玉 3.0 5.1 1.0 淡 緑 色 0.10 力。 7 ス 完 存 気泡有 64-92 

小 玉 3.4 5.0 1.0 淡 緑 色 0.10 ガ 7 ス 完 存 気 泡 有 64-93 

小玉 3.3 5.1 1.0 淡 緑 色 0.11 ガフス 完 存 気 泡 有 64-94 

小玉 3.2 5.0 0.9 淡緑色 0.10 プザフス 完存 気 t包有 64-95 

小玉 2.2 5.2 1.1 淡 緑 色 0.11 ガフス 完 存 気 泡 有 64-96 

小玉 3.4 5.3 1.1 淡 緑 色 0.12 ガ 7 ス 完 存 気泡有 64-97 

小玉 3.1 5.8 1.4 淡 緑 色 0.14 ガフス 完存 気 泡 有 64-98 

小玉 3.5 5.5 1.2 淡緑色 0.13 カ(7ス 完存 気 泡 有 64-99 

小 玉 2.7 5.1 1.4 淡緑色 0.09 プザ 7 ス 完存 気 泡 有 64-100 

小 玉 2.3 4.8 1.2 淡 緑 色 0.07 プザフス 完 存 気泡有 64-101 

小 玉 3.6 5.4 1.2 淡緑色 0.15 ガフス 完存 気泡有 64-102 

寸、 ヨ三 3.8 5.4 1.5 i~緑色 0.15 カザフス 完存 気泡有 64-103 

小 玉 3.1 5.0 1.6 淡 緑 色 0.10 ガ 7 ス 完存 気泡有 64-104 

ノト ヨ三 3.0 5.2 1.3 淡 緑 色 0.11 プザ 7 ス 完存 気泡 有 64-105 

小 玉 淡 緑 色 ガフス 破片 気 泡有 64-106 

小 玉 3.1 5.0 1.0 淡 緑 色 0.10 カボフス 完存 気泡 有 64-107 

小 玉 3.7 5.4 1.2 淡 緑 色 0.13 カザフス 完存 気泡有 64-108 

小 玉 3.1 5.7 1.9 淡 緑 色 0.12 ガ 7 ス 完有 気泡 有 64-109 

小 玉 2.4 5.2 1.3 淡 緑 色 o. cヨ ガフス 完存 気泡 有 64-110 

小 玉 3.1 5.7 1.9 淡 緑 色 0.12 ガフス 完存 気泡 有 64-111 

小 玉 3.1 4.1 1.0 淡 緑 色 0.12 カザフス 完存 気泡 有 64-112 

4、 弓三 3.0 4.3 1.2 淡緑色 0.10 カフス 完存 気泡有 64-113 

小 玉 4.6 4.5 1.0 淡緑色 0.16 ガフス 完存 気泡有 64-114 

小 玉 3.3 4.8 1.2 淡緑色 0.10 ガフス 完存 気泡有 64-115 

小 玉 3.3 5.4 1.4 淡緑色 0.13 ガブス 完存 気泡有 64-116 

小 玉 3.0 5.5 1.2 淡緑色 0.15 ガラス 完存 気泡有 64-117 
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No.12 横枕73号墳第 1主体部 出土玉類(第170図)

望号 種 類 長(mmさ) 
f至 干し(凹径) 穿干し 色 調 重(g)量 材質 状残 存況 備考 登番遺 物録号(rnm) 

小 玉 3.2 5.5 1.2 淡 緑 色 0.13 ガフス 完存 気泡有 64-118 

小玉 2.6 5.0 1.2 淡緑色 0.08 ガフス 元存 気泡有 64-119 

小玉 2.6 5.2 1.4 淡 緑 色 0.10 カや7 ス 完存 気泡有 64-120 

小玉 3.3 5.1 1.0 淡緑色 0.13 ガフス 完存 気泡有 64-121 

小玉 2.7 5.3 1.4 iミ緑色 O.ll ガフス 完存 気泡有 64-122 

ノj、:E 3.0 4.6 1.2 淡緑色 0.08 ガフス 完存 気泡有 64-123 

小玉 3.6 5.1 0.9 淡緑色 0.13 ガフス 完存 気泡有 64-124 

ノト :E 3.8 5.2 1.8 淡緑色 0.13 ガフス 完存 気泡有 64-125 

小 玉 3.4 5.6 1.5 淡緑色 0.13 ガフス 完存 気泡有 64-126 

小玉 2.6 5.2 1.5 淡緑色 0.10 ガフス 完存 気泡有 64-127 

小玉 3.1 5.4 1.2 淡緑色 0.12 ガフス ~1字 気泡有 64-128 

小玉 2.7 5.1 1.0 淡緑色 0.10 ガフス 完存 気泡有 64-129 

小玉 2.8 5.3 1.3 淡緑色 0.10 カフス 完有: 気泡有 64-130 

小玉 2.4 5.6 1.6 淡 緑 色 0.10 ガフス 完存 気泡有 64-131 

小玉 3.5 4.7 1.0 淡 緑 色 0.10 ガフス 完存 気泡有 64-132 

小 玉 3.0 5.2 1.4 淡緑色 O.ll ガフス 完存 気泡有 64-133 

小 玉 3.6 4.8 1.1 iこ緑色 O.ll ガフス 完存 気泡有 64-134 

小 玉 淡緑色 ガフス 破片 気泡有 64-135 

小 玉 2.6 5.2 ユー3 淡 緑 色 0.09 ガフス 完存 気泡有 64-136 

ノj、 =E 2.9 5.2 1.3 淡 緑 色 0.10 ガフス 完存 気泡有 64-137 

小玉 3.1 5.0 1.2 淡 緑 色 0.09 ガフス 完存 気 t包有 64-138 

小玉 2.8 4.9 1.0 淡緑色 0.09 ガフス 完存 気泡有 64-139 

小玉 3.2 4.8 1.1 淡緑色 O.ll ガフス 完存 気泡有 64-140 

小玉 2.6 4.7 1.5 淡 緑 色 0.07 ガフス 完存 気泡有 64-141 

小玉 2.5 4.8 1.0 淡 緑 色 0.08 ガフス 完存 気 j包有 64-142 

小玉 2.5 5.1 1.8 淡 緑 色 0.09 ガフス 完存 気泡有 64-143 

小 玉 4.3 5.5 1.2 淡緑色 0.15 ガフス 完存 気 i包有 64-144 

小 玉 3.0 5.4 1.6 i炎緑色 O.ll ガフス 完存 気 j包有 64-145 

小 玉 3.4 5.1 ユー 5 淡緑色 0.12 力フス 完存 気泡有 64-146 

小玉 3.3 5.2 1.9 淡 緑 色 O.ll ガフス 完存 気泡有 64-147 

ノト 玉 4.3 5.2 1.2 淡 緑 色 0.16 ガフス 完存 気泡有 64-148 

小玉 3.0 4.9 1.0 淡 緑 色 0.10 カザフス 完存 気泡有 64-149 

4、 ヨ三 3.3 5.1 1.2 淡緑色 O.ll ガフス 完存 気泡有 64-150 

小 玉 3.1 5.2 1.6 淡 緑 色 O.ll ガフス 完存 気泡有 64-151 

4、三E 3.2 5.2 2.0 淡緑色 O.ll ガフス 完存 気泡有 64-152 

小 玉 2.9 5.3 1.5 19:と緑色 0.10 ガフス 完存 気 t包有 64-153 

小 玉 3.3 5.2 1.7 i炎緑色 0.12 力引 7 ス 完存 気泡有 64-154 

小 玉 2.4 5.3 1.3 i炎 ~c世世L 0.08 ガフス dフじァ↑世寸一 気泡有 64-155 

小玉 2.9 5.2 1.4 淡 緑 色 0.10 ガフス 完存 気泡有 64-156 

小 玉 3.0 5.6 1.5 淡 緑 色 0.13 ガフス 完存 気泡有 64-157 

小玉 4.0 5.2 1.2 淡 緑 色 0.15 ガフス 完存 気泡有 64-158 

小玉 2.9 4.8 1.0 淡 緑 色 0.09 ガフス 完存 気泡有 64-159 

小玉 3.8 5.1 1.3 淡 緑 色 0.13 ガフス 完存 気泡有 64-160 

ノト 玉 2.7 5.2 1.3 淡 緑 色 O.ll ガフス 完存 気 泡 有 64-161 

小玉 3.1 5.2 1.5 淡 緑 色 O. II ガフス 完存 気泡有 64-162 

小 玉 2.7 4.9 1.8 淡緑色 0.08 ガフス 完存 気泡有 64-163 

小 玉 3.6 5.6 1.5 淡緑色 0.13 ガフス 完存 気泡有 64-164 

小 玉 3.4 5.1 ユ8 淡 緑 色 0.12 ガフス z存 気泡有 64-165 

小玉 2.9 5.6 1.5 淡 緑 色 0.12 ガフス 完存 気泡有 64-166 

小玉 3.5 6.0 1.5 淡緑色 1. 17 ガフス 完存 気泡有 64-167 

小玉 3.5 5.3 1.3 淡緑色 0.13 ガフス 完存 気泡有 64-168 

寸、 ヨ三 3.5 5.9 1.6 淡緑色 0.15 ガフス 完存 気泡有 64-169 

小 玉 3.4 5.6 1.5 淡緑色 0.13 フヴフス 完存 気泡有 64-170 

小 玉 2.3 5.1 1.5 淡緑色 0.08 ガフス 完存 気泡有 64-171 

小 主 3.0 5.2 1.4 淡緑色 0.10 ガフス 完存 気泡有 64-172 

小 玉 3.6 6.0 1.3 淡緑色 0.16 ガフス 完存 気 i包有 64-173 

小 玉 3.2 5.3 1.4 淡緑色 0.10 ガフス 完存 気泡有 64-174 

小 玉 2.2 5.0 1.0 淡緑色 0.08 ガフス 完存 気 j包有 64-175 

小玉 3.5 5.8 2.0 淡緑色 0.13 ガフス 完存 気泡有 64-176 

小玉 3.6 5.6 1.5 淡緑色 0.15 ガフス 完存 気 i包有 64-177 

63 小玉 1.2 2.1 0.8 濃紺 色 0.01 力フス 完存 64-181 

64 小玉 1.2 2.1 1.0 濃紺「色 0.01 力フス 完存 64-182 

65 小玉 1.5 2.3 1.3 濃紺 色 0.01 ガフス 完存 64-183 

66 ノJ、 ヨ三 1.2 2.1 0.8 濃紺 色 0.01 ガフス 完存 64-184 

67 小玉 2.0 2.6 1.0 濃紺 色 0.02 カや7 ス 完存 64-185 

68 小玉 1.4 2.6 1.3 濃紺 色 0.02 ガフス 完存 64-186 

69 小 玉 1.6 2.3 1.3 濃紺 色 0.01 ガフス 完存 64-187 

70 小 宝 1.4 2.2 ユ 3 濃紺 色 0.01 ガフス 完存 64-188 

7ユ 小 玉 1.4 2.1 0.7 濃紺 色 0.01 ガフス 完存 64-189 
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No.12 横枕73号墳第 1主体部 出土玉類(第170図)

挿番号図 種 類 長(mmさ) 
t圭 干し(凹径) 穿孔 色 調 重(g)量 材 質 残状 存況 備考 番遺登 号物録(四)

72 小 玉 1.6 2.4 0.8 濃紺色 0.01 ガブス 完存 64-190 

小 玉 1.6 2.3 1.2 濃 紺 色 0.01 ガブス 完存 64-191 

小 玉 1.3 2.1 0.9 濃 紺 色 0.01 ガフス 完存 64-192 

小 玉 1.4 1.9 0.8 濃 紺 色 0.01 ガフス 完存 64-193 

小 玉 1.5 2.3 1.0 濃 紺 色 0.01 ガフス 元存 64-194 

小 玉 1.7 2.2 1.2 濃 紺 色 0.01 ガフス 完 存 64-195 

小 玉 2.0 2.6 1.2 i農紺色 0.02 力(7ス 完存 64-196 

小 玉 1.8 2.0 0.9 濃 紺 色 0.01 カ1"'5'ス 完存 64-197 

小 主 1.1 2.0 1.0 濃紺色 0.01 ガ 7 ス 完存 64-198 

小 玉 1.8 2.1 0.8 濃紺色 0.01 ガフス z存 64-199 

小 玉 1.0 2.2 1.0 濃 紺 色 0.01 ガフス 元存 64-200 

小 玉 1.5 1.9 0.9 濃 紺 色 0.01 ガフス 完存 64-201 

小 玉 1.5 2.0 0.9 濃 紺 色 0.01 ガフス 完存 64-202 

小 玉 1.1 2.0 1.2 t農耕l色 0.01 フザフス ヲモ存 64-203 

小 玉 1.1 1.8 1.0 濃紺色 0.01 ガフス 完存 64-204 

小 玉 1.5 2.1 0.9 濃紺色 0.01 ガ 7 ス 完存 64-205 

小 玉 1.4 2.4 0.8 濃紺色 0.01 ガフス 完存 64-206 

小 玉 1.2 2.2 1.1 濃紺色 0.01 ガフス 完存 64-207 

小 玉 1.4 2.2 0.9 濃紺色 0.01 ガフス 完存 64-208 

小 玉 1.2 2.0 0.8 濃紺色 0.01 力"フス 完存 64-209 

4、 ヨ三 1.2 1.9 1.0 濃 紺 色 0.01 ガフス 完存 64-210 

小玉 1.2 2.5 1.1 濃 紺 色 0.01 ガフス z存 64-211 

小 玉 1.4 2.5 1.0 濃 紺 色 0.01 ガフス 完存 64-212 

小 玉 1.6 2.2 1.2 濃紺色 0.01 ガフス 完存 64-213 

小 玉 1.6 2.5 1.0 iM~甘色 0.01 ガフス 完存 64-214 

小 玉 1.3 2.4 1.0 濃 紺 色 0.01 カザフス 完了手 64-215 

小 玉 1.3 1.8 0.8 濃紺色 0.01 カザフス 元存 64-216 

小 玉 1.4 1.9 1.0 濃 紺 色 0.01 ガフス 元存 64-217 

小玉 1.1 2.1 0.9 濃 紺 色 0.01 ガフス 完存 64-218 

小 玉 1.1 2.0 0.8 i農紺色 0.01 芳フス 完存 64-219 

小 玉 1.1 2.0 1.0 濃 紺 色 0.01 ガブス 完存 64-220 

ノj、 ヨ三 1.2 2.2 0.9 濃紺色 0.01 ガフス 完存 64-221 

小 玉 1.1 2.1 1.0 濃紺色 0.01 フザフス 完 存 64-222 

小 玉 1.4 2.6 1.0 濃紺色 0.01 ガフス 完 存 64-223 

小 玉 1.3 1.9 1.0 濃紺色 0.01 ガフス 完存 64-224 

小 玉 1.7 2.1 1.0 濃紺色 0.01 力引フス 完存 64-225 

小 玉 0.9 2.4 1.0 濃オ甘色 0.01 ガ 7 ス 完存 64-226 

小 玉 1.6 2.5 1.1 J農紺色 0.01 ガブス 完存 64-227 

小 玉 1.2 2.0 1.0 濃 紺 色 0.01 ガフス 完存 64-228 

小 玉 1.5 2.2 1.2 濃 紺 色 0.01 力"フス 完存 64-229 

小 玉 0.9 2.1 1.0 濃 紺 色 0.01 カ守7 ス 完 存 64-230 

小 玉 1.2 1.7 1.0 濃 紺 色 0.01 ガフス 完 存 64-231 

小 玉 1.7 2.4 1.1 濃 紺 色 0.01 ガフス 完 存 64-232 

小 玉 紫色 カボフス 破片 64-233 

小 玉 1.3 1.9 0.9 濃紺色 0.01 カボフス 完存 64-234 

小 玉 1.5 1.9 1.0 濃紺色 0.01 フザフス z存 64-235 

小 玉 1.8 2.0 1.0 濃 紺 色 0.01 ガフス 完存 64-236 

小 玉 1.2 2.2 1.1 濃紺色 0.01 ガフス 完存 64-237 

小 玉 1.5 2.0 1.0 濃紺色 0.01 芳フス 完存 64-238 

小 玉 1.3 2.2 1.1 i農f壮色 0.01 ガブス ヲE存 64-239 

小 玉 1.6 1.8 0.8 i農悲壮色 0.01 ガフス 元 存 64-240 

小 玉 1.5 2.3 1.1 濃f壮色 0.01 ガフス 完 存 64-241 

小 玉 1.4 2.2 1.1 濃紺色 0.01 ガフス 完 存 64-242 

小 玉 1.7 2.4 0.8 濃紺色 0.01 ガフス 完存 64-243 

小 玉 1.1 2.3 1.4 i農青、lt色 0.01 ガフス 完有一 64-244 

小 玉 1.3 2.0 1.0 濃紺色 0.01 ガフス 完存 64-245 

小 玉 1.9 2.2 1.0 濃紺色 0.01 ガフス 完存 64-246 

小 玉 1.6 2.1 1.1 濃紺色 0.01 力1"'7ス 完存 64-247 

小 玉 2.0 2.3 0.9 y農弁甘色 0.01 ガブス 完存 64-248 

小 玉 2.2 2.2 1.0 濃 紺 色 0.02 ガフス 完存 64-249 

小 玉 1.2 2.0 0.7 濃 紺 色 0.01 ガフス 完存 64-250 

小 玉 1.1 2.0 1.0 濃紺色 0.01 カ守フス 完存 64-251 

小 玉 1.7 2.5 1.0 濃 紺 色 0.01 ガフス 完存 64-252 

小 玉 1.5 2.3 0.9 濃 紺 色 0.01 ガフス 完存 64-253 

小 玉 1.5 2.0 1.0 il~託手ijj'~ 0.01 力フス 完 D 64-254 

小 玉 1.9 2.0 1.0 濃 紺 色 0.01 カボフス 完存 64-255 

小 玉 1.9 2.3 1.0 濃紺色 0.02 ガフス 完存 64-256 

小 玉 1.2 2.4 1.0 濃 紺 色 0.01 ガフス 完存 64-257 

小 玉 1.6 2.0 1.0 濃 紺 色 0.01 ガフス 完存 64-258 
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NO.12 横枕73号墳第 1主体部 出土玉類

番挿号図 長(mnさ1) 
f圭

干し(I1ml径) 重(g)量 残状 存況
遺物

種 類 (mm) 穿孔 色 調 材質 備考 登番 録号

小玉 1.9 2.3 0.8 波 紺 色 0.02 ガフス cフbロtー，. 64-259 

小玉 1.1 2.3 0.9 濃紺色 0.01 ガフス 冗存 64-260 

小玉 1.4 2.1 1.0 濃 紺 色 0.01 ガフス 完存 64-261 

小玉 1.2 1.9 1.0 濃紺色 0.01 ガフス 完存 64-262 

小玉 2.1 2.1 1.0 濃 紺 色 0.02 ガフス 完存 64-263 

小玉 1.1 2.1 0.9 濃 紺 色 0.01 ガフス 完存 64-264 

小玉 1.9 2.4 1.0 濃紺色 0.02 ガフス 完存 64-265 

ノj、ミE 1.4 2.4 0.9 濃 紺 色 0.01 ガフス 完存 64-266 

小玉 1.9 2.3 1.0 濃紺色 0.01 ガフス 完存 64-267 

小玉 1.5 2.3 1.1 iA是非甘色 0.01 ガフス 完存 64-268 

小玉 1.8 1.9 1.0 濃 紺 色 0.01 ガフス 完存 64-269 

小玉 1.5 2.4 1.2 b良紺色 0.01 ガフス 完存 64-270 

4、三E 1.7 2.5 1.3 濃 紺 色 0.01 ガフス 完存 64-271 

小玉 1.7 2.0 1.1 濃 紺 色 0.01 ガフス 元存 64-272 

小玉 1.7 2.4 1.3 濃 紺 色 0.01 ガフス 完存 64-273 

小 玉 2.6 淡青灰色 石ワ 1/2 64-274 

小 玉 2.0 2.0 1.2 濃紺色 0.01 ガフス 完存 64-275 

小 玉 1.9 2.1 1.1 濃紺色 0.01 ガフス 完存 64-276 

小 玉 0.8 2.2 1.0 濃 紺 色 0.01 ガフス 完存 64-277 

小 玉 1.1 2.2 1.0 濃 紺 色 0.01 ガフス π 存 64-278 

小 玉 1.8 2.2 1.1 濃紺色 0.01 ガフス 完存 64-279 

小 玉 1.1 2.2 1.2 濃紺色 0.01 ガフス 3主司字 64-280 

小 玉 1.4 2.3 0.7 濃紺色 0.01 ガフス 完存 64-281 

ノト 玉 1.9 2.1 0.4 減税1色 0.01 ガフス 完存 64-282 
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第 6節まとめ

調査地はぬ11北区、 No11南区、 NoJ2区の三調査区に分かれ、いずれも横枕集落東面の独立丘陵中に位

置する O この独立丘陵は、標高30~50mの五つほどの高まりに分かれ、全体ではひとつの低丘陵として

成り立っている。丘陵東側には平野が聞け、1.3kmほどで中国山地から日本海へと注ぐ千代川へ続く O

今回、横枕古墳群No11北区、 No11南区、 No12区の調査から、古墳39基、帰属が不明瞭な埋葬施設3基、

落とし穴を含む土坑58基、溝状遺構2条、ピット状遺構2基を検出した。出土した遺物は、鉄剣、鉄

万、錯、鉄鉱などの各種鉄製品、玉類、銅鏡のほか、土器と石製品がコンテナ(容量54x 34 x 20cm)約47

箱分である O 時期的には、縄文土器および弥生土器が数点、古墳時代前期、中期、後期の遺物、中近世

の遺物数点である。今回の調査は古墳を対象とした調査であったが、古墳築造以前や古墳の時期とはや

や時期を隔てた遺構も少なからず検出している O ここでは、調査によって明らかになった事柄にいくつ

か検討を加えまとめとしたい。

1.古墳について

現在分布が確認されている横枕古墳群中の古墳91基のうち、今回39基を調査しその内容が明らかと

なった。また、平成11~13年度には、横枕集落背後の丘陵で41 ~44 、 52~58号墳の計11基の古墳が調査

されている(1)。

なお、横枕古墳群の範囲や名称は、現在の行政区分に由来する部分が大きく、地形的に連綿と続く千

代川左岸丘陵の一部分を横枕古墳群として呼称している O 現在の地名では、鳥取市横枕、上味野、竹生

にまたがる O 横枕集落前面の低丘陵と背後の標高150mもの丘陵とを同一の枠で、扱っても良いのかなど、

現在の区分をそのまま独立した古墳群とする扱いは注意が必要である O 同一丘陵の北東に立地する篠田

古墳群や下味野古墳群、南西に隣接する玉津古墳群などもある程度念頭に入れて検討するべきであろ

うO ただ、現状では横枕古墳群をはじめ周辺地域で綿密な古墳の分布踏査が十分とは言えず、今後に残

した課題は多い。今回調査地は、 No11北区、 No11南区、 No.12区の三調査区に分かれ、各調査区は小さ

な谷を隔てて隣り合う小尾根に立地する O 地理的には近接するもののその様相はやや異とし、尾根ごと

に特色を有する O それぞれの調査区について気づいた点を記す。

横枕NO.l1北区

今回の調査区のうち北側にあたり、独立丘陵中の中央部、標高32~36mの北東一南西に延びる尾根筋

およびその東斜面標高25mにかけての立地である O ちょうとぐ横枕集落北東背後の標高153mの丘陵変換

部から東へ下る尾根筋(横枕と上味野地区を介する)に全長23.2mの前方後円墳で、ある55号墳を含む後期

の古墳群(平成11~13年調査)が築造されるが、その尾根とは谷を挟んで向かい合う位置でもある O

ここでは、 22~26、 59~64、 88~91号墳の計15基の古墳が明らかとなった。盛土こそ確認できなかっ

たが地山加工が認められるSX-lOについては61号墳と同様に平坦面を造成することに主目的をおいた古

墳と推察され、 SD-03についても古墳の周溝の可能性が考えられる O 流失や調査区外のため埋葬施設な

どが検出されず内容が不明瞭な古墳もあるが、時期が特定できる古墳の内訳は、古墳時代前期7基、中

期 4基、後期 2基である O

前期古墳の墳形はすべて方形で、中期以降は円墳である O 方墳は墳丘の長辺が、 23号墳が13.8m、25

号墳が12.8m、61号墳が推定12m、その他が10mあるいは10m弱の規模で、高さも24号墳の2.1mを最高

に1.4~2m と、飛び抜けて傑出した規模のものは見られない。ただ、立地や副葬品などの面から、標高

約36mの尾根頂部を占地する25号墳が盟主と考えられる o 89号墳、 63号墳、 61号墳は明らかに25号墳を

意識した配置となっており、出土遺物の点からみても、 25号墳では鉄剣、鉄織、施、万子と他を抜き出

た豊富な鉄製品を出土している O またいずれも前期古墳の埋葬施設から鼓形器台が出土しているが、 25

号墳の器台は径も器高も他よりやや大きく古式の様相を示す。ただ、尾根筋の22号墳から25号墳の築造

順については、 25号墳の器台が22~24号墳のものより古い要素をもつがそれほどの形式差でもなく、土
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器だけで一概に築造順を言い切るのは難しい。いずれにせよ、尾根筋に古墳前期の方(形)墳が築造され

ており、おそらく 22号墳以北の 3基の古墳についても同様な時期とみられ方墳である可能性が高い。

方墳の築造方法としては、基本的に尾根の高位と低位を溝によって分断しさらに地山を方形に成形し

て若干盛土することで築造されている O 溝については隣り合う古墳と共有するような状況が見受けられ

るO 盛土の程度の差はあるものの、弥生時代の墳墓のっくりと共通する部分である O これが89号墳以降

時期をおき、中期も中葉になって25号墳の南斜面側に62号墳、その下位に60号墳が築造され、 25号墳か

ら東へ下る小尾根筋に26号墳と、後期直前にその聞の緩斜面に59号墳が築造されている O 空間の制約か

らか一部重複する状況で築造が進む。ただ、前期の古墳の存在は周知されていたようで、決して尾根筋

へ及ぶことはなかった。円墳の規模は、径17.1mの59号墳を筆頭に、 13mが l 基、 10~12mが3基、 8

m 以下 3基で構成される O 円墳の築造方法としては、尾根の高位側に弧状の深い周溝を掘り込み、その

土を主に斜面低位側に高く盛ることで築造されている O 特に径17.1m、高さ 6mの59号墳は周溝の北西

上場から底までの比高差が3.7mあり、盛土も1.6m~l どが確認される O 立地条件にもよるが、方墳より

円墳の築造のほうが労力的にははるかに大変であったと思われる O

埋葬施設は、前期古墳の中でも尾根筋の方墳22~24号墳は尾根や墳丘の主軸に対し並行し、 25号墳と

それを取り巻く古墳では直交する傾向にある。中期の円墳では斜面の傾斜に対し直交する O また、前期

と中期では、墓墳の大きさや二段墓墳であるか否かなどの違いもみられ、前期は二段墓墳をとるものの

方が多く、墓墳の長軸でみると前期が3.5~5. 5m、中期で3.3~4.4m と中期の方が全体に墓横縮小化の

傾向が窺え、棺規模についても同様である O 前期はいずれも木棺直葬が採用されるが、中期、後期にな

ると引き続き木棺直葬が主体でありながらも直葬や箱式石棺など多様な展開がみられる O 幅広で法量的

にやや変則的な91号墳や副次的な埋葬施設であるSX-05で箱式石棺が採用されているが、導入にはあま

り積極的ではなかったようで一般化した様相はみられない。特に、 59号墳第 l主体部では角牒を用いた

覆い状の並びがあり、石棺とは全く異質である o 26号墳の墓墳上の石列は、横枕53号墳(平成12年度調

査;径11.5m .円墳)で同様に二対の石列を墓墳上層に設置しその石列間で須恵器片が出土するなど26

号墳よりやや時期が下るものの共通点がみられ、墓標あるいは葬送儀礼の一端を示すものなのか等地域

色を含め今後の資料の増加を待ちたい。

また、 Noll北区で特筆すべき事項に、前~中期古墳を通じて多くの古墳に鉄製品が副葬されているこ

とに注目したい。やはりポイントとなる古墳とそれを取り巻く古墳に集中する傾向があり、鉄器の組み

合わせから、鉄剣・鉄万は上位に格付けされ、次いで鉄鉱が、工具である錨・鎌・万子は鉄製品として

は単品で副葬されることが多い。さらに25号墳では故意に折り曲げられた鉄剣、錨が副葬されており、

今後の大きな課題である O また、破鏡が、隣り合う 22、23号墳のいずれも棺外で出土していることが大

きく挙げられる o 22号墳の内行花丈鏡は破面が再加工されており、 23号墳の鏡も元々完全な状態、ではな

かった可能性が強く、墓横上で供献されたと考えられる O 前期で棺外での鏡の出土は、この周辺では服

部18号墳第 l主体部の墓墳上層で摸文鏡(ぺ広岡81号墳第 l主体部の頭位墓墳北東隅のテラス屈曲部で

内行花丈鏡が完形で出土している(ヘともに円墳で、服部18号墳は方墳から円墳への過渡期の築造であ

るO 転用枕である鼓形器台から22、23号墳とは僅かに古くなりそうであるがそれほど時期差は感じられ

ない。この時期は鏡に対して副葬品というより葬送儀礼に伴う供献的な意味合いが強かったとも考えら

れよう O

また、前期から中期にかけて、土器転用枕の保有率が高く、内容が明らかとなっている古墳の墳正平

坦面に位置する埋葬施設16基のうち、 13基でその保有が確認された。中心主体とみられる埋葬施設につ

いてはほぼ保持しているといって良い。鼓形器台以外にも壷や高杯、須恵器蓋杯・高杯が枕に用いられ

ており、一棺内に複数検出される例もみられた。

以上、 Noll北区では古墳時代前期前葉に方(形)墳の築造が尾根筋に始まり、盟主である25号墳を中心
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として展開する O その後、一旦築造は途絶えるが中期中葉に再開し、一部重複しながら斜面下位へと築

造が進む状況が明らかとなった。

横枕NO.ll南区

今回の調査区のうち中間部にあたり、 No11北区の南側の東西方向に延びる小尾根に立地する O 主に標

高30m程の三つの高まりから成る尾根で、その聞の鞍部を中心とした部分が調査対象地である O 調査地

は尾根先端部では東側に平野部が広がるものの、調査した鞍部は閉塞的で見通しがきかず、南北に小谷

を挟んでそれぞれ隣り合う小尾根にNo11北区および、No12区が視界に入る程度である O

調査して明らかとなった10、 11 、 36 、 80~87号墳の計11基の古墳は、流失などで内容が不明瞭な古墳

もあるが、切り合い関係なども考慮して、時期別には古墳時代中期 2基、後期 7基の内訳となる O 踏査

から、調査区東側の尾根先端側においても、尾根線上にやや規模の大きめの古墳が立地するだけでなく

尾根斜面にも古墳が密集し、 No11北区よりさらに空間があれば築造するといった状況が見受けられる O

検出した古墳はすべて円墳で構成され、規模は36号墳の径13.6mを最高に80~83号墳が11m前後、

10、 11号墳が10m弱、 84~87号墳が 9~8mで、ある o 36号墳は後期前葉の築造で、鞍部の中心に位置し

規模が他より大きく、 85、86号墳の配置や鉄器類の出土からも中心的な古墳であることは間違いない

が、 36号墳以東に位置する古墳は正陵先端部からの流れの中で展開する様相を示す。特に、 81、10、80

号墳は周溝の切り合いから80号墳が後出であり、出土遺物から中期後葉の年代が与えられる O これらと

近接する東側の尾根先端平担部に分布する数基の古墳もおそらく同様な時期と推察される O また、鞍部

を隔てた30m弱の尾根頂部にも数基の古墳が分布するが、それらの流れとみられる87号墳は、埋葬施設

の土器から中期後葉の年代が与えられ、ややもすれば西に展開する古墳は東の尾根先端部の古墳より古

い可能性を残す。いずれにせよ、現段階ではこの尾根に古墳の築造が始まったのは中期に入ってからと

考えられよう O また、尾根斜面下位に立地する古墳ほど新しい様相を示し、 82、83号墳は後期前半の築

造で、内部主体を横穴式石室とする84号墳は終末期と考えられる O

84号墳以外の埋葬施設は、流失などから不明瞭なものも見られるが、木棺直葬を主体とし、箱式石棺

は採用されていない。主体部の主軸も斜面の傾斜に対し直交する O 三段墓墳をとるのは36号墳第 l主体

部のみであり、墓墳規模から見ると長軸が中期は2.9~3. 5m、後期は2.8~4.4mの範醇で、ある O 墳正規

模も考慮する必要があるが、いずれにせよ墓墳の大きさはあまり変わらないか後期の方が大きい場合も

あるようである O また興味深いことに、 No11南区で、は須恵器蓋杯が棺外で出土しており、土器枕以外に

墓墳内にまとまった土器が供献されている。この近辺では後期以降、釣山 2号墳(ヘ桂見13号墳(5)をは

じめ墓墳内に蓋杯あるいは多量の須恵器を検出しており、今回の36、11号墳は比較的初期例であろう O

副葬品では万子や鉄鉱など鉄器を単品でもつものが多く、そういった意味では80号墳の玉類の出土は別

の観点が必要であろう。中期から後期にかけて土器枕の保有率も変わらず高く、高杯や椀、須恵器蓋杯

が採用されている o 11号墳の杯蓋は85号墳杯身同様単独で、あっても出土位置などから土器転用枕として

用いられたと考えられる o 80号墳の土師器椀と須恵器杯蓋の組み合わせば稀有な例である O

以上向11南区で、は、尾根を構成する尾根先端と調査地西側の尾根頂部からの古墳築造の流れの中に位

置付けられ、中期後葉に、頂部から鞍部へ下る尾根筋付近に築造が始まる O そして後期前葉、鞍部中心

部に規模、副葬品ともにやや優位にある36号墳が築造され、 85、86号墳は36号墳を意識して展開する O

この時期、須恵器の墓墳内への供献と新しい要素も入ってくる中、埋葬施設は木棺直葬を採用し、棺内

に土器転用枕を据え、鉄器の副葬も細々と続く O まず万子、加えて鉄鉱と、ある程度副葬品の序列が決

まっていたようである o 84号墳は、これらの古墳とはやや時期を隔て、後期終末に墳正斜面に築造され

ている O このように一部周溝を重複しながらも斜面下位へと築造が進む状況が明らかとなった。

横枕NO.12区

今回の調査区のうち南側にあたり、横枕集落東面の独立正陵中、最も標高が高く広域の正陵の東側に
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位置する o Noll北区、 Noll南区と異なり、東およぴ南側への視界が大きく聞けた立地である O 標高40m

の丘陵最東端には北からやや東向きへ軸を振る全長70mの前方後円墳、横枕13号墳が尾根頂部を占地す

るO 調査地は標高も50m近い頂部から東へ140m程延ぴ、南東へ屈曲する丘陵変換部と、 13号墳から西へ

延ぴ南西へ下る尾根、その聞をつなぐ鞍部とに分けられる O

ここでは、 67~79号墳の計13基の古墳が明らかとなった。調査地は残念ながら後世の耕作の影響を受

け、古墳上部を中心として削平、掘削されたものが多く、古墳あるいは埋葬施設の法量的な部分につい

てはいずれも遺存値であり、二段墓墳になるか否か、出土遺物などを含め不透明な部分も多い。時期が

特定できる古墳のうち、前期 2基、中期 6基、推定で中後期 l基、後期 4基である O 前期古墳は方墳

で、中期以降は円墳である O 規模的には前期の67号墳が長辺16.1m、高さ2.5mと今回の三調査区中最

大規模の方(形)墳であり、中期の円墳でも径15m級が3基、 13m級 l基、 12m級 l基と相対的に古墳規

模が一回り大きい。前期古墳である67号墳は、尾根東側の平野部を望む眺望の良い場所に立地する o 68 

号墳は67号墳から南へ下る斜面に位置し、 67号墳に付随的な古墳と考えられる O また、調査地の東尾根

に立地する 13号墳の存在は大きく、実際には前期古墳以外は13号墳を意識し、展開する古墳と考えられ

るO

埋葬施設は、上部削平で本来の墓墳規模が不明なものが多いながら、前期の墓墳長軸2.3~4. 5m、中

期は1.8~3.1mで、あり、この調査区でも前期の方が大きい傾向が窺える O 前期、中期を通して木棺直葬

を採用し、土器転用枕を棺内に据える O 土器枕は前期が鼓形器台なのに対し中期は高杯を用いるが、高

杯でも据え方にバラエティがみられる O また、出土品では、鉄剣や鉄万、鉄録、万子、施などの各種鉄

製品の他、玉類を追加して副葬する古墳が目立つ。これらは単に男女や出自の別、築造時期の問題では

なく調査区全体の傾向のようであり、立地などからも、既に前期の67号墳の時期から中期全般を通して

No11北区、 Noll南区に対する優位性が認められよう O それは葬地の選択が計画的に行われ、ほぼ同時期

のNoll北区の前期古墳群がー尾根を隔てた立地であることから、 No12区とはー親を介する状況であった

ことが看取できる O よって、 13号墳の築造も偶発的ではなく、ある程度前期頃から基盤ができていたと

考えられる O 前期前葉から中葉の築造である67、68号墳後、次いで築造されるのが73号墳、あるいは72

号墳で、中期中葉でも古い時期とみられる O この前期古墳との聞の空白期に13号墳が築造されたとも推

察できょう o 73号墳以降、時期をあまり隔てず15m扱の円墳が相次いで築造されており、さらにその古

墳の周囲にはやや規模の小さい古墳が取り巻く O 後期に入ると、削平で不確かな状況ではあるが、しば

らくはやや大きめの古墳が築造されるも、 Noll北区、 Noll南区同様に斜面下位へと小規模に展開してい

く様子が窺える O

横枕NO.ll北区 古墳・埋葬施設一覧表

墳 正 埋 葬 施 言生 等 出土造物

名称 棺規模 墓旗等 備 元信J 時 期

形状規模
王体

埋葬方法等 方位 埋葬施設
墳 正 周 溝

部名 長さ×幅×高き (m)平面腕買長さ×幅×深き (m) その他

横枕 方墳 第 l 〈木棺直葬〉 隅丸 3. 66X 1. 53XO. 43 N-44'-E 鼓形器台鉄剣銅 埋土土層より破鏡 古墳時代前期

22号墳 10. 8X2. 0 王体部 長方形 鏡高杯(埋土上位) 土器枕 中葉

第 2 〈木棺直葬〉 隅丸 3.86Xl.I2XO.38 N-3I'-E錨

主体部 長方形

横枕 方噴 主体部 木棺直葬 3.IXO.5XO.44 問丸 5.05X2.26Xl.09 N-IT-E 鼓形器台 銅鋭(墳裾) 24号墳より先行方、 古墳時代前期

23号墳 13.8X1.70 長方形 石鍾(墳裾) 土器枕 中葉

横枕 方墳 主体部 木棺直葬 3.IXO. 35x (0.17) 間丸 3.95X1.90XO.59 N-9'-E 鼓形器古 右錘(周溝) 土器枕 古墳時代前期

24号墳 10.6X2.1 長方形 中葉

横枕 方墳 第 l 木精直葬 2 xO.5XO.38 隅;1， 3.63X1.2IXO.69 N-77'-W 鼓形器台鉄剣 土器枕 墳裾にSX--{)6 古墳時代前期

25号墳 12.8X1.4 主体部 長方形 鈍査鉄鈷員。刀子 前葉

第 2 直葬 隅丸 1. 25XO. 60XO. 26 N-55'-W 刀子片

主体部 長方形
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墳 正 埋 葬 施 設 等 出土遺物

名称 棺規模 墓壌等 備 考 時 期

形 状 規 模
主体

埋葬方法等 方位 埋葬施設
墳正。周溝

部名 長さ×帽×高き (m)平面税目長さ×幅×深さ(叫 その他

横枕 円墳 主体部 直葬 隅;)， 3. 28X 1. 32 N-ll'-E 高杯鉄倣刀子 須杯蓋醒(周 墓壊上に石列 古墳時代中期

26号墳 9.6X2.05 長方形 XO.509 ィ茸) 土器枕 後葉

横枕 円墳 第 l 〈木棺直葬〉 隅丸 4.34X1.63X0.41 N-34'-E 須葦杯 土器枕 古墳時代中期

59号墳 17.1X6.0 主体部 長方形 末葉

第 2 木棺寵葬 2 XO.5XO.40 間丸 4. 40X 1. 80XO. 78 N-44'-E 鉄剣鉄倣(棺外か) 斐須有蓋高杯

主体部 長方形 。査輩。器台

横枕 円墳 主体部 (N-S7'-E) 須無蓋品折、 須有蓋画相、蓋 主体部流失著しい 古墳時代中期

60号塙 12.7X2.9 ワ 有蓋高杯 肱ー杵、蓋右皿 土器枕 末葉

杯身 長生鍛

横枕 方墳 第 l 木措置葬 3.5XO.65XO.68 隅丸 4.25XO.71XO.91 N-79'-W 鼓形器台。査 土器枕 古墳時代骨l期

61号壌 <l2)X2.4 玉体部 長方形 鉄搬 1m 高杯 中葉

刀子 管玉

第 2 木棺直葬 3 XO. 55XO.40 (隅丸長 3.48X1.45XO.82 N-85'-W 鼓形器台。鉄鎌 土器枕

主体部 方形)

横枕 円墳 主{本部 木棺直葬 隅プL 3. 55X 1. 85xO. 53 N-69'-E 高杯鉄刀鉄鍛 土器枕 古墳時代中期

62号墳 <l0)X2.6 畏方形 中葉

横枕 方墳 第 l 木棺直葬 2.5XO.4X(口。 15) 隅丸 4.15X 1. 02XO. 38 N-59'-E 鼓 形 器 台 刀 子 小形器台。査 土器枕 古墳時代前期

63号墳 9.8X1.6 主体部 長方形 中葉

第 2 木惜直葬 2.3XO.5XO.43 隅:lL 5.53 X 1. 92XO. 96 N-62'-E 鼓形器 台錨 土器枕

主体部 長方形

横枕 円墳 未確認 須体部片・脚部 大半が調査区外

64号墳 <l0)x3.2 片

横枕 円墳 未確認 土器片 約1/2調査、南西裾

88号墳 (6 )X1. 5 にsx一世5

横枕 方墳 主体部 木棺直葬 0.1) X口。 5XO.44 隅丸 (2.94)X1.24XO.64 N-54'-W 鼓 形 帯 台 万 子 土器枕 古墳時代前期

89号墳 く10)X1.7 長方形 カラス小玉 後葉

横枕 円墳 流失 ま5 須室主杯 古墳時代後期

90号墳 (8 )X2.6 査。敵右 f孟葉

横枕 円墳 主体部 木措直葬 (1.54) XO.9XO.67 隅丸 (2.60) X2.06XO卯 N-22'-W 約 1/4調査 く古墳時代後期〉

91号墳 (8)X 2 長方形

SX-05 箱式石棺 1.58XO.65X口。6 隅丸 2.50X1.23XO.67 N-20'-W 須片(埋土) 88号墳の南西 〈古墳時代後期〉

長方形

SX-06 
ワ

隅;)， 3.63X1.68XO.46 N-5'-E 査。足当石 25号墳の南西 古墳時代前期

長方形 中葉

SX-10 木棺直葬 0.9) XO.4XO.35 間丸 2. 50x1. 40xO. 72 N-9'-E 〈古墳時代前期〉

長方形

( )遺存値、( )推定

横枕NO.ll南区古墳一覧表

j貢 正 埋 葬 施 Z2 等 出 土遺物

名称 棺規模 墓 l贋等 備 考 時 期

形状。規模
主体

埋葬方法等 方位 埋葬施設
墳E 周溝

部名 長さ×幅×高き (m)平面苛怨長さ×帽×深さ(rnJ その他

横枕 円墳 主体部
つ

(隅丸長 (1.83)X1.45XO.19 N-54'-W 〈古代時代後期〉

10号墳 1O.4X2.1 方形)

横枕 円I貴 主体部 木棺直葬 2.1XO.4XO.4 隅JL 3.92X1.35XO.71 N-33'-W 須葦杯、 刀子 土器枕かつ 直代時代後期

11号墳 1O.3x3.4 長方形 棺外遺物 中葉

横枕 円墳 第 1 木倍直葬 2. 5XO. 5XO. 38 隅丸 4. 40X2. OOXO. 70 N-19'-E 刀子鉄鉱須蓋杯 須壷土器細片 棺外追物 古代時代後期

36号墳 13.6X1. 7 主体部 長方形 前禁

第 2 木棺直葬 2.2X0.4XO.4 隅丸 3. 38X 1. 02XO. 57 N-38'-E 鉄 鉱 須 苦 杯 惜外遺物

主体部 長方形

横枕 円墳 第 I 木棺直葬 1.5XO.5XO.32 長楕 2.56XO.89XO.44 N-33'-E 古代時代中期

80号墳 11.0X2.3 主体部 円形 末葉

第 2 直葬つ 長持 3.47X1.03XO.64 N-32'-E 椀 須杯蓋 臼 玉。 須片(提土中) 土器枕

主体部 円形 管玉

横枕 円墳 主体部
つ

長橋 (3.35) X1.33XO. 78 N-31'-E 〈古墳時代後期〉

81号墳 11.0X2.2 円形
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墳 圧 1旦 葬 施 量正ル又 等 出土遺物

名称 棺 規 模 墓境等 {柑 会与J 時 期

形状規模
主体

埋葬方法等 方位 埋葬施設
墳正。周溝

部名 長さ×帽X高さ(叩)平面冗議長さ×幅×深さ (m) その他

横枕 円墳 主体部
ワ

間丸 2.52X1.37XO.78 N-89'-E 須葦杯 須平ifl¥ 杯蓋片 土器枕 古墳時代後期

82号墳 10.6X2.7 長方形 前葉

横枕 円噴 主体部
ワ

(隅丸長 (2.04) X1.51xO.2 N-85'-E 高杯。刀子 土器枕 古墳時代後期

83号墳 <lj)X2.1 方形) 中禁

横枕 円墳 横穴式 玄室2.4X1.3X(O.52) (片紬) 石室長3.2 N-46'-E 誕・須主主判、 董 融石 箱式石棺残欠 古墳時代後期

84号墳 8.3X2.5 石室 終末

横枕 円墳 主体部
ワ

(隅丸長 (1.41) XO.88XO.19 N-87"-E 須杯身 土器枕か 古墳時代後期

85号墳 ( 9 )XO. 9 方形)

横枕 円墳 主体部 木棺直葬 2 XO.35XO.28 (隅丸長 2.82XO.88XO.3 N-71'-E 敵石 古墳時代後期

86号墳 ( 8 )XO.6 方形) 中葉

横枕 円墳 主体部 木箱直葬 (隅丸長 2.94 X 1. 05XO. 27 N-2S'-E 椀刀子 土器枕 古墳時代中期

87号墳 ( 9 )Xl. 5 方形) 後葉 | 
」一 一一 し一

( )遺存値、( )推定

横枕NO.12区古墳一覧表

墳 E 1盟 葬 自高 E生 等 出土遺物

名称 棺 規 模 墓!JIIi等 備 考 時 期

形状規模
主体

埋葬方法等 方位 埋葬施設
墳正周溝

部名 長さ×幅×高さ (m)平面現E長さ×幅×深さ(m) その他

横枕 方墳 主体部 木措置葬 (2)XO.45X(8) 間丸 4.45X1.67XO.69 N-66'-W 鼓形器台鉄骨l 上部削平土器枕 古墳時代前期

67号墳 16.1X2.5 長方形 鉄鉱 前葉

横枕 方墳 第 I 木棺直葬 1.9XO.4XO.35 問丸 3.58X1.05XO.51 N-71'-W 鼓形官事台 土器枕 古墳時代前期

68号墳 lOX1. 5 主体部 長方形 中葉

第 2 フミ棺直葬 1.65XO.3XO.35 隅丸 2.34Xl.ωXO.43 N-68'-W 刀子錨

主体部 長方形

横枕 円墳 主体部 直葬 隅丸 2.54XO.71XO.36 N-85'-W 高杯鉄刀刀子 土器枕 古墳時代中期

69号墳 <l3)XO.9 長方形 中葉

横枕 円墳 主体部
つ

隅丸 2.82XO.85XO.30 N-76'-W 高杯・鉄剣鉄倣 高杯章 土器枕 古墳時代中期

70号墳 <J5)X1.4 長方形 勾玉。小玉 上部削平 中葉

横枕 円墳 主体部
ワ

上部削平 隅丸 O.75)XO.56XO.27 N-86'-E 鉄自IJ 鉄 倣 勾 玉 上部削平 古墳時代中期

71号墳 ( 8 )X1. 2 長方形 管玉

横枕 円墳 王体部 木棺直葬 XO.4X 隅丸 2.65XO.75XO.17 N-66'-W 高杯、 鉄剣・勾玉 削平 古墳時代中期

72号墳 (5)X 1. 5 長方形 切子玉。臼玉。小玉 中葉

不整円玉

横枕 円墳 第 I 木棺直葬 2.5XO.4X 問丸 3.07XO.82XO.31 N-47'-W 高杯須琵鋼鏡 土器枕 古墳時代中期

73号墳 (5)X1.5 主体部 長方形 鉄剣・鉄刀・鉄斧 上部削平 中葉

勾玉菜玉。管王

小玉針状鉄製品

第 2 木棺直葬 1.8XO.4X一一 隅丸 2.86XO.85XO.18 N-48'-W 出張鍛

主体部 長方形

横枕 円墳 自IJ平 須体部片 〈古墳時代後期〉

74号墳 ( 8 )XO.5 

横枕 円墳 iilJ平 〈古墳時代中後

75号墳 <l0)XO.8 期〉

十黄 枕 円墳 削平つ 高杯(墳正地山 土器枕ワ 古墳時代中期

76号墳 <J5)X 商) 後業

横枕 円墳 削平 須杯蓋ー杯身 〈古墳時代後期〉

77号墳 (2)X1.4 査費片

横枕 円墳 削平 意(周溝) 〈古墳時代後期〉

78号墳 <lO)X 

横枕 円墳 削平 須蓋 〈古墳時代後期〉

79号墳 (8 )X 

( )遺存値、( )推定
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鳥取平野地域における横枕古墳群

横枕古墳群は、現在91基の古墳の分布が確認されているが、詳細な踏査がなされておらず今後さらに

数の増加が予想される O ただ、平成1l ~13年度の調査と今回の調査を合わせると古墳の調査数は計50基

となり、鳥取市内でもこれだけまとまった数を調査した古墳群は数少ない。古墳群中最大の前方後円墳

である13号墳が平成 8年の踏査による発見(6)であることから、未確認の前方後円墳が周辺部に存在する

可能性も十分にあり得る O 同古墳群の解明は始まったばかりであり、千代川左岸地域の丘陵部の各古墳

群も近年調査が進んでいることから、地域全体で考えていく段階に入ったとも言えよう。

現在の状況から判断する限り、横枕古墳群では、古墳時代前期の古墳は、千代川沿岸の平野部を見下

ろす平野縁辺部の尾根上に立地するようである。墳形は弥生時代から系譜をヲ|く方形を基調とし、円墳

は採用されていない。服部古墳群では前期前葉に方(形)墳から円墳への移行が確認でき、 3基単位の小

単位の中において隣り合う古墳聞に方形から円墳への変化が見られるけ)。広岡古墳群では前期中葉、方

墳と円墳が並存する時期を経て小尾根単位での移行となっている(ヘ横枕古墳群では、これらと同時期

あるいはやや後出する時期を含めて数多く前期古墳が検出されたが、方(形)墳から円墳への移行は見ら

れない。今のところ円墳の登場は中期に入ってからである O

また、箱式石棺の導入もかなり遅れ、基本的に中心主体への採用は行われず、後期に入ってもその状

況は継続していく。例外的に六部山古墳群では箱式石棺の導入は円墳の採用前からで、前期中葉期、方

墳の中心主体に箱式石棺が用いられている(ヘ服部古墳群では前期前葉期円墳の採用後、箱式石棺を意

識してか補助的に木棺小口に板石を用いたり、裏込めに石を用いたりするなどの埋葬施設が検出されて

いる O これは右岸地域の広岡古墳群でも同様なことが言え、石棺採用当初は中心主体でなく副次的な埋

葬施設に用いられている O 千代川右岸地域では箱式石棺の中心主体への導入が本格化するのは前期後葉

とみられ、石材などの供給事情の差からくるのか、中後期を含め全般的に箱式石棺が多用されている。

千代川左岸地域の下味野古墳群では墳形の変化や箱式石棺の導入時期については不明であるが比較的箱

式石棺が重用されており、円墳への移行は横枕古墳群同様遅れるようである O

なお、横枕古墳群では、前期末から中期前葉期の古墳が確認されていない。これは鳥取平野地域全般

でも稀薄となる傾向があり、それまで累々と築造されていた前期小規模古墳が転機を迎えたかのように

造墓活動が-s.弱まる。それは一時的に小規模古墳の築造規制があったかのようであり、奇しくも六部

山3号墳や古郡家 l号墳など大形前方後円墳の築造時期にもあたる。全長70mの前方後円墳で、ある横枕

13号墳についても、周囲の古墳の状況から当該期と推定さ札鳥取平野南西出或の首長墓の可制生が高いと考える。

その後、横枕古墳群では中期中葉頃古墳の築造が再開し、前期古墳の尾根下位に15m級の比較的大形

の円墳が造られるようになる。当初はその系譜が続き周囲に小形の円墳が従うといった状況も見受けら

れる O ただ、時期が下るにしたがって古墳自体の規模が縮小化していき後期に入って条件の悪い尾根斜

面へと遂次築造されるようになっていく O 中には、中期末に横枕集落北東背後の標高の高い丘陵上へと

立地を変えるものが現われる O これを象徴するかのように横枕44号墳は尾根上の横穴式石室であり、お

そらく横枕地I域或での導入期の石室と考えられる(j叩ヘ0

号墳のように現在横枕集落が営まれている丘陵裾あるいは尾根の縁辺部に築造されるようになる O

横穴式石室の採用以前、横枕古墳群での中心主体の埋葬形態は木棺直葬が主流で、箱式石棺は用いら

れたとしても付随的な埋葬施設に限定されている O 鉄製品の副葬が目立ち、比較的副葬品の少ない中~

後期の小規模古墳においても多くの場合何らかの副葬品が納められている O また、土器転用枕が前期か

ら中期、後期を通じて盛んに用いられ、転用器種や据え方などに様々なバラエテイが見られる O

このように横枕古墳群では、方(形)墳から円墳への移行が遅れ、中後期にいたるまで箱式石棺はあま

り使用せず木棺直葬を主流とし、土器転用枕と鉄製品の副葬が行われるという特色を有する O 北に位置

する下味野古墳群では、これまでに古墳15基の調査が行われており(jヘ円墳への変化や箱式石棺の採用
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時期については今のところはっきりしないが、中期に入っても方(形)墳が残り、全般に鉄製品の副葬が

目立つ。これに対し、千代川右岸地域の広岡、六部山古墳群(12)などでは、比較的早くに円墳への移行や

箱式石棺の導入が窺え、中期から後期にかけて内部主体が箱式石棺で副葬品は滑石製品程度か持たない

ものが多い。こうした横枕周辺地域での豊富な鉄製品の副葬は一目に値し、中期前半期を中心としてこ

の周辺に一大勢力の存在を示唆するものであろう O

また、横枕67号墳と 22~25号墳の関係のように同一古墳群内であっても各支群の検討から優位的立場

にある小集団の存在が看取でき、これら小集団は古墳の有する諸属性から、伝統的弥生墓制の系譜上に

ある O 前期から中期へ至る横枕古墳群の変遷において造墓活動の盛衰や最大の画期である13号墳(前方

後円墳)の築造は、それ以前の小地域単位での新たな墓制受容の枠を越え、対外的にも中心的役割を果

たした地域集団が古墳時代の体制下へ取り込まれていく過程と捉えることができょう O

こうして鳥取平野地域の古墳群を見ていくと、円墳や箱式石棺など新しい要素は、同一期に採用され

たのではなく、小地域単位で差があることは明らかである O 入り方もそれは受け入れる側がある程度主

体的に行った結果であろうと想定される O 千代川左岸沿岸部の丘陵に展開する古墳群を北から見ていく

と、徳尾、古海、釣山、服部、下味野、篠田、横枕古墳群と、粗密の差はあれ各古墳群で発掘調査が行

われている O さらに南の、鳥取平野への南西口に位置する倭文古墳群でも調査が予定されており、その

調査成果が期待されている。これらの地域は、湖山池沿岸地域、千代川右岸の平野南部地域とはやや異

なった様相を見せるようであり、千代川左岸地域においても、北側のより湖山池沿岸地域に近い徳尾、

古海地域と横枕地域とでは当然異なった展開が予想、される O

いずれにせよ、横枕古墳群の調査を通して千代川左岸沿岸地域のみならず鳥取平野地域全般の古墳時

代の動向を僅かながら窺い知ることができた。新規要素の導入時期とその入り方、その他の特色など、

古墳群単位で比較・検討することで、鳥取平野地域での古墳時代の様相が小規模古墳の調査からでも推

察できるのではないかと思われる O 今後のより具体的な進展が期待される O

土器転用枕および一棺複数埋葬について

今回の調査に於いて、横枕古墳群では、古墳時代前期から中期、後期を通して各埋葬施設での土器転

用枕の保有が極めて多いことが挙げられる o Noll北区、 Noll南区、 No.12区を合わせ、埋葬施設が明らか

な38基のうち、その保有率は約 7割の26基であり中心主体に限定するとその保有率は更に上昇する O 各

自が主体的に取り入れたというより、完全に地域に根づいた墓制の一部であるといって良い。この近辺

では、広岡古墳群でも土器転用枕の保有率の高さが知られており、箱式石棺の石枕と土器棺を除くと前

期古墳では実に 7割を超えるものの中期以降はそれほど顕著でなくなる O

また今回、ひとつの古墳群で前期から中期、後期と各期の土器枕の様相が明らかとなり、枕の各器種

への移り変わり、枕の据え方、組み方の変遷とともに各種豊富な事例が次々と明らかになった。大きく

は土師器から須恵器へと変遷するがこれまで周辺地域を含めおおよそ①から④への流れが見受けられ

るO ①口縁部(脚部)の一部を打欠いた鼓形器台→②壷・蓋口縁部あるいは高杯各 l個を使用→③高杯3

個を組み合わせるもの→④須曹、器蓋杯を 2個伏せて並べたもの

これ以外に、②では口縁の一部打ち欠きの有無や査の口縁部が上を向くか底面に接するか、高杯 l個

体をそのまま常位で使用、あるいは脚部を欠いての使用、③は脚の全てを打ち欠きして中央の杯部を支

えるように据えたり、脚の打ち欠きは中央の高杯のみで残り 2点を横位にして両側から支えるものとの

別がある O また、④が定型化する前に、椀 2個を伏せて使用、脚を打欠いた高杯2個を伏せて並べるも

のが見られる O 横枕古墳群ではこの他にも、須恵器の高杯の脚を打ち欠いて組み合わせたもの、椀と須

恵器蓋杯を伏せて並べたもの、須恵器杯蓋あるいは杯身 l個を用いたものは3)など他の古墳群ではみられ

ない様々なバラエティが見られる O

このように、鼓形器台の衰退や高杯の形式が変化し須恵器が登場する中においても、常に被葬者の枕
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をたむけるという意識が長期にわたり持続し墓制の一部として定着している O 様々な土器を用いての試

行錯誤的な様子が垣間見え、他の古墳群では見ることのない、各形態、が定型化する以前の段階と考えら

れよう。よって枕の保有率をも考え合わせると、この地域に土器転用枕の初源を求めても差し支えはな

いと思われる O そして土器枕が浸透していく中で椀形高杯3佃を組み合わせたものや須恵器蓋杯を伏せ

たものなどといった代表的な使用例が様式として確立し、各地へ広がっていったと推察される O

土器転用枕の初源については、この周辺での弥生時代の墓制が不透明であることから土器枕がどのよ

うな契機で採用されるようになったのかは不明である O 因幡地域では、弥生時代後期前葉に滝山猿懸平

2号墓(14)で円礁を用いた石枕状の施設が散見される程度で、鼓形器台が墳墓に供されること自体も事例

が少なく、服部3号墓を例に後期後葉、墓墳上の供献行為として査などとともに出土するに過ぎない。

鼓形器台が枕として採用になった後も枕をもっ同一墓墳上で鼓形器台が供献される例が横枕61号墳、倉

見4号墳(日)など複数例あり、単純に供献用のものが棺内に入ったという性格でない事が判る O 元来、鼓

形器台は古墳時代に入って形式的な変化が他の宣や輩、高杯などと比較して極度に見られなくなり、中

葉に近づくとその傾向は一層顕著となる O 大概、棺内で検出されるのはこの鼓形器台と鉄製品であるこ

とから、時期を鼓形器台の特徴によって決定せざるを得ない場合が多い。鼓形器台は、全体の大きさ、

受部に対する脚台部の大きさ、器壁の厚さ、接合部の衰退化などが時期決定の根拠とされる O よって、

古墳時代前期の中ではっきりとした時期決定は現状では難しい面もある(1ヘいずれにせよ鼓形器台の転

用枕は弥生時代には見られず、今のところ古墳時代初頭期の古墳にも確認できない。古墳時代への墓制

変容の中で墳形や埋葬施設等の新しい要素を受け入れる以前、遅くとも古墳時代前期前葉には小規模古

墳と密着した形で採用される O 導入後は因幡地方を中心に一気に広がりをみせるばかりか、山陰系土器

の代表的器種である鼓形器台が功を奏したのか、岡山県北部や広島県北部、兵庫県および京都府北部な

ど他の土器文化圏である地域へも広がりを見せ、須恵器の蓋杯の枕に至っては、更にその圏域を広げ

るO

なお、葬送儀礼を考えていく上での参考として、枕に使用された高杯の打ち欠きされたとみられる脚

部が古墳の周溝で出土する例が横枕69号墳、 70号墳で確認された。予め打ち欠いて用意するものではな

く、被葬者を埋葬する時点で打ち欠いて枕を据えたとも考えられる O すべての場合と限らないが、今後

葬送儀礼を具体的に復元していく過程で一つの資料となろう O

また、土器転用枕の検出から被葬者の頭位が分かり、複数の枕が検出される例が今回も確認された。

複数の枕が検出される例は、既に広岡古墳群、面影古墳群、服部古墳群などで報告され、木棺であるこ

とから人骨の遣存はみられなかったものの複数埋葬の可能性を指摘されているところである問。特に今

回調査のNo12区横枕73号墳について特記すれば、両小口側に高杯3個体を用いた枕を設け、副葬品の配

置状況から二体がそれぞれ時期を隔てて埋葬された状況が窺える O 主体部の土層断面の観察から長さや

幅からみて木棺サイズは一体用であり、同時埋葬はスペース的に無理がある O また、剣や大万の配置や

土器枕の高杯の形式などから南側の方が古く、棺が朽ちる前に南側を片付け、北側の被葬者が追葬され

たと考えられる O この他に、 89号墳では鼓形器台が並列して出土しており、この周辺では比較的稀有な

例である O なお今回の調査で墳丘平担部に複数の埋葬施設を検出するものがあり、その頭位について土

器転用枕や副葬品の配置から検討を試みた。 11号墳、 22号墳、 61号墳、 63号墳、 59号墳などほとんどの

場合、頭位は互い違い方向のようである O 同一墓墳内に埋葬するか、別墓墳にするのかの要因は現代か

らでは推察し難いが、頭位を互い違いに埋葬するのはある程度の決まりごとであった可能性も考えられ

る。

以上、今回は土器転用枕の集成がかなわなかったが、前期古墳が比較検討され古墳時代の墓制を考え

ていく上で、土器転用枕や同時埋葬の課題は鳥取平野周辺地域にとって避けて通れる問題ではないであ

ろう(則。
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2圃古墳以外の遺構、遺物について

今回の古墳の調査に伴い、土坑58基、溝状遺構2基、ピット状遺構2基を検出した。土坑の多くは、

古墳築造前の時期であり、底面中央に小ピットが検出された落とし穴と思われる土坑が14基確認されて

いる O 多くは出土遺物が共伴せず、時期不明のものが多い中、埋土中に縄文土器が出土した土坑が4基

あり、うち l基は底面に小ビットが検出されなかった土坑である O

調査区別にみると、土坑がNoll北区で15基、 Noll南区で、18基、 No12区で'25基が検出されており、この

うち底面に小ピットを検出した土坑および深さなどの法量や周囲の状況などから落とし穴と考えられる

士坑は、 Noll北区で、 7基、 Noll南区で、12基、 No12区で'22基の計41基で、ある o Noll北区で、は尾根筋から南

東斜面へ下る位置に比較的集中し、中には尾根筋に立地するものもみられる o Noll南区で、は尾根筋から

鞍部へ下る斜面にも点在するが、鞍部からさらに南西へ下る斜面部分に特に集中する。 No12区で、は尾根

筋からほぼ鞍部間近の斜面および鞍部一帯に集中する O ある程度計画性があったのか、落とし穴が東西

方向に並び、それに沿って落とし穴の掘られない帯状の空聞が観察される。また、 No12区で、は比較的底面

に小ピットがあるものが少なく、①平面および底面の形状が不整円形の土坑、②やや小型で平面および

底面の形状が楕円形および長楕円形の土坑、③平面は不整円形を呈するものが多いが底面が隅丸方形あ

るいは隅丸長方形の土坑と大まかに 3タイプに分けられる o No11北区、 Noll南区においては①が主体を

占めまれに③のタイプも見受けられるが、 No12区のように明確には類別できないようである O 縄文土器

はNoJ1北区、 No11南区で、検出されており、特にNo11南区で、は鞍部からやや下った北斜面の地山面で深鉢

と浅鉢の口縁部(第139図)が出土している。しかし、三調査区を通して縄文時代の遺物は量的にごく限

られ数少ない。ただ、縄文時代、比較的実態の不明な鳥取平野南の縁辺部において低丘陵に少なからず

生業の痕跡が認められたことは大きな成果であったと思われる。

弥生時代の遺物は、 No11南区においてわずかに後期の底部と蓋口縁部が出土したにすぎず、 SK-02が

段状遺構の可能性を残すものの住居跡あるいは土坑などの弥生時代の顕著な遺構は検出されなかった。

近年の調査から、平成12年度の横枕集落背後丘陵における古墳の調査に伴い標高100m付近で、弥生中期

の土器が点在(19) し、下味野古墳群の調査でも標高75m付近で、弥生時代中後期の遺物や、標高40~50mで、

中期中葉~後葉の竪穴住居数棟を検出している(初)。いずれにせよ、今回の調査対象地は平野に面した低

丘陵で絶好の集落立地と思われるが、古墳築造以前も後も集落として利用されることはなかった。もち

ろん、今回調査した範囲外に内包する可能性はあるが、今回の遺物の出方を考慮するとこの丘陵地に大

規模な弥生集落が存在するとは考え難い。弥生時代中期後半、後期と集落遺跡が台頭、拡散していく中

で、後期後葉からの遺跡数の拡大は因幡地方においても顕著である。その中でも墳墓とセット関係にあ

る集落跡の所在確認は重要課題である O 横枕地域においても、古墳群を造営した人々、造営の基盤を築

いた人々の集落の存在は今のところ明らかとなっておらず、現在の集落と重なる形で分布していたので

あろうと推測するに留まる。今後古墳研究の進捗に伴いこうした問題も取りざたされてくるであろう。

土坑状遺構一覧表

法 量 (cm) 床面標高
調査区 遺構名

(m) 
平面形 断面形 主軸方向 出土遺物 イ蒲 考 日守 期

長軸 短軸 深さ

NO.ll it SK-Ol 56 40 14 29.86 楕円形 不整皿状 N-58'-E 円E主 近世

NO.ll it SK-02 121 50-67 20 31. 51 不整長椅円形 逆台形 N-6'-E 須恵器陶磁器片 炭片・円機 近世

ト~o.ll iヒ SK-03 101 83 110 32.96 不整楕円形 不整方形かっ N-69'-E 底音「川、ピット 63号墳築造前

NO.ll it SK-04 (125) 134 105 34.18 不整楕円形 不整逆台形 N-36'-E 磨製石斧 !正吉「川、ピット

NQll it SK-05 118 114 136 34，09 不整円形 不整方形かつ l!t告1ノトピット

No.11it SK-06 336 266 116 32，28 木整隅丸長方形 不整椀状 N-7'-E 

No，llit SK-07 113 93 51 31. 66 不3主権円形 不登例状 N-78"-W 

NO.llit SK-08 10C 目。 165 30.40 不整楕円形 逆台形 N-55'-E 底部小ピット 60号墳築造前

NO.llit SK-09 108 79 158 33，59 不整楕円形 不整逆台形 N-4S'-W 縄文土器底部片 底部小ビット 縄文H寺代
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法 量 (cm) 床面標高
調査区 遺構名

(m) 
平 面 形 断面形 主軸方向 IB 土造物 備 考 時 期

長軸 短軸 1果さ

NO.11北 SK-10 (76) (66) (99) 33.68 不整楕円形 逆台形 N-40'-W 底部小ピット 63号墳築造前

No11北 SK-11 84 35 24 34.24 長楕円形 不整逆台形 N-62'-E 低間l杯 古墳時代目1)期

No11 ~七 SK-12 66 63 26 30.63 不整円形 椀状

NO.11 ~七 SK-13 97 69 14 30.73 精円牙三 皿状 N-2j"-E 

NO.ll ~t SK-14 115 (88) 180 26.87 不整円形 逆台形 縄文土器底部 底部小ピット 縄文時代

NO.ll ~t SK-15 118 58 51 25.41 やや不整な長楕円形 不整椀状 N-50'-E SD-G3以前

NO.ll南 SK-02 270 8E 40 26.34 (L字状) N-2'-W 段状遺構か

NO.ll南 SK-03 126 110 127 25.28 不整楕円形 不整U字状 N-77'-W 底部小ピァト

NO.11南 SK-04 82 64 60 22.45 問丸長方形 リ字状 N-46'-W 

No.11南 S托 05 108 94 156 21. 31 不整問形 不整U字状

NO.11南 SK-06 (86) 86 122 21. 90 不~橋円形 不整U字状 N-49'-E 

NO.ll南 SK-07 107 日3 日4 22.15 やや不整な楕円形 U字状 N-49'-W 縄文土器細片 底部小ピット 縄文時代

NO.ll南 SK-08 84 61 68 21. 41 楕円形 U字状 N-88'-W l!f吉日小ピヅト

NO.ll南 SK-09 97 73 104 21.13 楕円形 不整U字状 N-85'-E 

NO.ll南 SK-10 107 98 94 21. 58 不整円形 不整U字状

NO.11南 SK-11 212 173 69 20.82 隅丸ニ角形 椀状 (N-82'-E) 底部小ピット

NO.11南 SK-12 112 85 91 22.46 楕円形 袋状 N-20'-W 縄文土器細片 縄文時代

NO.11南 SK-13 (90) (88) (56) 22.58 楕円形 U字吠 N-24'-E 

NO.ll南 SK-14 211 156 52 22.53 (雫状不整楕円形) 不整杭状 N-80'-W 

NO.ll南 SK-16 148 84 101 23.6E 隅丸長方形 U字状 N-85'-W 

N~l1南 SK-17 135 104 80 21. 80 不整楕円形 袋状 N-74'-W 

NO.11南 SK-18 94 70 134 24.33 楕円形 逆台形 N-75'-W 

NO.11南 SK-19 124 98 32 23.08 手苦円jf; J~台形状 N-80'-W 土師器杯底部刀子鎌角礁 中世

NO.ll南 SK-20 54 44 36 24.65 隅丸長方形 逆台形状 N-66'-E 

NO.12 S托 01 76 71 31 31. 72 隅丸方形 不整台形 N-71'-W 底部小ピット

NO.12 SK-02 (143) (86) (15) 32.28 指円形 flQ;1犬 N-63'-E 有段高杯椀形高杯
古墳時代中期

ワイングラス形高杯、 筆

NO.12 SK-03 85 78 8E 31. 46 椅円形 不整U字状 N-69'-E 

NO.12 SK-04 8E 77 88 31.48 楕円形 U字伏 N-73'-E 

No.12 SK-05 100 90 150 31. 02 楕円形 逆台形 N-15'-W 

NO.12 SK-06 110 85 143 31. 05 問丸長方形 不整逆台形 N-85。ーE 底部小ピッ!

No.12 SK-07 115 103 149 30.75 不整精円形 逆台形 N-24'-W 

NO.12 SK-08 152 10日 81 31. 46 不整楕円形 逆台形 N-22'-W 

NO.12 SK-09 101 70 75 31. 67 楕円形 不整U字状 N-22'-W 

NO.12 SK-10 75 71 133 31. 08 やや不整な円形 やや不整な逆台形

NO.12 SK-11 97 83 131 30.6E やや不整な楕円形 袋状 N-15。←W

No.12 SK-12 76 39 54 31. 98 やや不整な楕円形 不整U字伏 N-24'-W 

NO.12 S托 13 76 63 85 32.06 不整形 U字状

NO.12 SK-14 85 72 115 31.10 不整円形 U字状

NO.12 SK-15 90 88 91 31. 24 木整円形 不整逆台形

NO.12 SK-16 85 (85) 92 31. 22 不整円形 不整正台形

No.12 SK-17 143 131 135 30.42 楕円形 U字状 N-45'-E 

NO.12 SK-18 171 128 22 32.03 不整楕円形 椀状 N-47'-E 

NO.12 SK-19 118 113 143 31. 33 やや不整な円形 逆台形

NO.12 SK-20 (71) 64 (110) 30.33 糟円形 逆台形 N-3S'-W 

NO.12 SK-21 78 58 95 31. 72 やや不整な楠円形 逆台形 N-9 '-W 

NO.12 SK-22 98 65 98 32.49 やや不整な楕円形 逆台形 N--23'-W 

NO.12 S托 23 68 54 82 31. 74 やや不整な楕円形 不整な袋状 N-2'-E 

NO.12 SK-24 89 73 10E 32.15 やや不整な楕円形 逆台形 N-71'-W 

NO.12 SK-25 120 102 91 31. 79 干や不整な槽円% 不整逆台形 N-61'-W 底部小ピッ}

欠番NQ11南SK-Ol、15

溝状遺構一覧表

出土遺物 | 時 期等

59号墳築造前

土師器杯ー鍋 底部(中世) I 古墳周溝の可能性有

欠番No11北SD-Ol
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Pit状遺構一覧表

おわりに

今回の調査を振り返ってみれば古墳39基という大規模な数であり、様々な意味で感慨深いものがある

が思えば常に古墳一基ごとの調査の積み重ねの結果であると言える O 横枕集落の東面に位置する標高50

mほどの低正陵が調査対象であり、いずれも尾根先端部は対象外ではあったがそれぞれ別尾根に立地す

る支群ごとに特色がみられ、実に興味深い成果を得ることができた。特にこれまで不透明であった千代

川左岸沿岸地域における古墳時代の一端がこの調査を契機として具体相が明らかになるばかりか、鳥取

平野地域での古墳時代の動向が解明へ向けて大きく動き出した感がある O 特に、前期古墳の調査におけ

る方(形)墳の調査は、広岡古墳群、面影山古墳群、美和古墳群、六部古墳群、倉見古墳群、桂見古墳

群、服部古墳群などがあるが、近年の発掘調査の増加に伴いかなりの事例が蓄積しており、中後期の中

小規模古墳を合わせ、その詳細な比較・検討が急務となってきている O 鳥取平野地域における大型古

墳、前方後円墳の究明が停滞している現状では、周辺諸地域の動向から推察していくか、むしろ小型古

墳を手がかりとして地域相を捉えていくことで活路を見出そうとする状況となってきている O 今回の調

査地以外にも、横枕周辺地域の下味野、篠田、倭文古墳群等で発掘調査が実施、予定されており、これ

ら千代川左岸地域の動向は、ともすれば弥生時代からの系譜を51く鳥取平野南部地域と湖山池南東岸地

域に安易に二分されがちであった傾向に一考を促すものと考えられる O

これまでの 2年と 3ヶ月に及ぶ現地調査で、古墳の立地や形状、内容が変化しでも、変わるものとそ

うでないものとがあることを知り、そこに横枕古墳群を累々と営んだ人々の心意気のようなものを感じ

た。墳形や埋葬施設の件、あるいは土器転用枕を例に挙げれば、土器の器種が盛衰する中でも模索しな

がら受け継がれていく。千代川の水運を含め山間地域への交通の要所でもあり、豊富な鉄製品の保有を

例に主体的に新しい要素を受け入れる素地がある半面、保守的な面も見受けられる。地域性の一言では

片付けられないような部分でもある O 今後、今回の調査成果は、千代川左岸沿岸地域のみならず古代因

幡地域の様相を探求していく上で大きく貢献していくものと思われる。(谷口)

E主(1) 尉)鳥取市文化財団『横枕古墳群 I.l2002年
この他にも近藤時太郎『横枕記.J(戦後発行か)によると、大正期の県道建設で土器や鉄器の出士、昭和初期に古墳の発掘が行

われたとの内容が記されている。

(2) (賊鳥取市文化財団『服部墳墓群.12001年

(3) 鳥取市遺跡調査団『広岡古墳群発掘調査概要報告書.Il989年

(4) 鳥取市遺跡調査団『釣山古墳群発掘調査概報II.11992年

(5) (賊鳥取市教育福祉振興会『桂見墳墓群 II.Il993年

(6) r前方後円墳集成 補遺篇』山川出版社 2000年
(7) (2)と同

(8) 鳥取市遺跡調査団『広岡古墳群発掘調査現地説明会資料.Il989年

鳥取市遺跡調査団『広岡古墳群発掘調査概要報告書.Il989年

(9) 1989年、鳥取市遺跡調査団が六部山39、40号墳を調査。 39号墳は石棺の側壁上部に小口積みが見られ、鼓形器台転用枕を保有。

同 (1)と向。古墳時代中期末に標高103m付近に径16.7mの横枕42号墳が、後期後半に標高138m尾根上に横穴式石室を内部主体

とする横枕44号墳が築造されている。

(11) (1開鳥取市文化財団『下味野古墳群 I.l2002年
この他に2002年、側鳥取市文化財団 埋蔵文化財ー調査センターが10基の古墳を調査。

(12) 例)鳥取市教育福祉振興会『六部山古墳群.Il994年

(13) (4)と向。釣山 2号墳第 l主体部でも杯蓋を伏せた例がある O

(14) 制鳥取市教育福祉振興会n竜山猿懸平墳墓群.Il999年

(15) 鳥取市教育委員会・倉見古墳群発掘調査団『西桂見遺跡II.11984年
(16) 古墳の時期決定については、主に以下を参考とした。

松井潔「東の土器、南の土器Jr古代吉備』第19集 1997年
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谷口恭子「因幡における弥生時代後期から庄内式併行期の土器についてJr庄内式土器研究X.l2000年
松山智弘「土器から見た出雲における前期古墳Jr山陰の前期古墳』第30回山陰考古学研究集会 2002年

田辺昭三『須恵器大成』角川書庖 1981年

同 岡野雅買01鳥取県内における同棺複数埋葬についてJr島古墳群・米呈三ノ寄遺跡・北尾釜谷遺跡』側鳥取市教育文化財団 2000年

同 今回集成や十分な検討ができなかったが、近年の相次ぐ古墳群の調査から、鳥取平野周辺のみならず周辺地域において土器

転用枕を考察する上での十分な資料の蓄積があるものと考える O また、土器転用枕について集成・考察した主なものに以下が

あり参考とした。

青木遺跡発掘調査団『青木遺跡発掘調査報告書 I.11976年
瀬戸谷 陪「再び、土師器転用枕についてHよみがえる古代の但馬J但馬考古学研究会 1981年

絹見安明「古墳の埋葬施設における枕の使用についてJr史想』第21号 京都教育大学考古学研究会 1988年
(19) (1)と向。ある程度遺物が集中して出土する範囲があり、調査者は周辺に生活面の存在を示唆。

同 2002年、財鳥取市文化財団 埋蔵文化財調査センターが行った古墳10基の調査に伴い検出。 2004年報告書刊行予定。
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